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《　和風ＶＲＭＭＯ　アスカ・エンパイア》

　　　　〝百八の怪異〟イベント概要




・当イベントでは、関東エリアに実装される新たな街、《あやかし横丁》を起点に、

一年を通じて百八つのクエストを順次配信していく。




・計百八個のクエストは、以下の三種に分類される。




　○百物語　ユーザーが《ザ・シード》を用いて制作した投稿作品。




　○七不思議　各提てい携けい企業とのタイアップクエスト。多数参加型の大規模なものを想定。




　○大詰め　イベント最終週に配信予定。詳細は部外秘とする。




　ユーザー投稿のクエストに関しては、投稿作の傾けい向こうからいくつかのトラブルが予見される。

　対応中の事例に関する問い合わせはエラー検けん証しよう室・虎とら尾おまで。
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　祭り囃ばや子しが遠くに聞こえる。

　笛が甲かん高だかく、鼓つづみが軽けい妙みように、琴ことが雅みやびやかに、音をつなげて浮うかれ騒さわいでいる。

　間近で聞けば賑にぎやかなはずの喧けん噪そうも、離はなれてしまうと何処どこか寂さびしい。

　その音が何処どこから聞こえてくるのか、誰だれも知らない。

　幽ゆう霊れい囃ばや子しと呼ばれている。

　この場を離はなれれば聞こえなくなるが、近づこうとしても近づけない。

　空の上や地の底から聞こえてくるわけでもない。音の出所を探さぐろうとすると、ぐるぐると周囲を巡めぐり歩く羽目になる。

　音はすれども姿は見えず、探す者を誑たぶらかすように遠くで囃はや子しが鳴り続く。

　寂さびれた社へと続く暗い石段に腰こし掛かけ、巫女みこ装しよう束ぞくのナユタはぼんやりとその音を聴きいていた。

　遠い昔にも、似たような経験をした気がする。

　独りで、暗い場所で、疲つかれて、途と方ほうに暮れて──

　よくよく考えるまでもなくそれは気のせいで、おそらくほとんどの人間には、子供の頃ころにこんな時間を夢想したことがある。




　暗い神社の石段に腰こし掛かけ、誰だれも通らない眼下の道を眺ながめながら、祭り囃ばや子しに耳を澄すます──

　竹林がかさかさと笹ささを鳴らし、見上げた夜空には数えられる程度の星が瞬またたき、肩かたを叩たたかれて振ふり返かえると誰だれもいない──




　彼かの女じよのそんな夢想は、メールの着信音によって中断された。

　中空に浮うかべたメニューウィンドウに、フレンドからのメッセージが表示される。

【　やほー。なゆさん、今何してる？　】

　ナユタは俯うつむき、数すう瞬しゆん、眼めを瞑つぶる。行動を切きり替かえるスイッチのようなもので、彼かの女じよの癖くせである。

　細く息を吐はききった後で、彼かの女じよは素す早ばやく返信を綴つづりはじめた。

【　《幽ゆう霊れい囃ばや子し》の探たん索さくです。クエストの発動条件が不明で、いろいろ試ためしていました　】

　ほとんど間をおかずに、次のメッセージが返ってきた。

【　あれかぁ……〝お囃はや子しの音がするのに見つからない〟、〝お賽さい銭せんをいれると泣き声がするから、たぶんそれがスイッチの一つ〟って奴やつだよね？　】

【　それです。他に何か、情報ありませんか？　】

【　情報っていうか、根こん拠きよの怪あやしい噂うわさだけど──配信から三日経たっても進展なしってことは、何か特別なキーアイテムが必要なんじゃないかって。そっちは後回しにして、一いつ緒しよに他のクエストやらない？　《かごめ、かごめ》で手て頃ごろな刀が手に入るらしいんだけど、恐きよう怖ふ度どが八で、ちょっと一人じゃ怖こわくて──　】

【　わかりました。合流します　】

【　ありがとー！　なゆさんかっこいい！　じゃ、化ばけ猫ねこ茶ぢや屋やで待ってるね　】

　メッセージのやりとりを終えると、ナユタは石段から立ち上がった。

　長い黒くろ髪かみと巫女みこ装しよう束ぞくの袂たもとをふわりと浮うかせ、そのまま彼かの女じよは下へ飛び降りる。

　現実と違ちがって着地の衝しよう撃げきはほとんどなく、四し肢しは羽のように軽く感じられた。

　全てのプレイヤーがそんな身体感覚を持っているわけではない。ナユタの職である《戦いくさ巫女みこ》は、特性として跳ちよう躍やく力りよくに優すぐれている。その上で、彼かの女じよは八艘そう飛びの進化形となる《無む双そう飛び》のスキルも修得しており、殊こと更さらに身が軽い。

　反面、装備一式にはまず軽さを求めたため、選せん択たく肢しを自ら狭せばめてしまい、必然的に防ぼう御ぎよが薄うすく、更さらにリーチが短いという欠点も抱かかえていた。

　多くの戦いくさ巫女みこは特性の跳ちよう躍やく力りよくを伸のばすよりも、得意武器のボーナスがついて扱あつかいやすい長刀を用い、更さらに低い体力値を補うための重装備を選せん択たくするのが定番となっている。その意味で、ナユタの方針は主流からは外れていた。

　移動は快適になるものの、ちょっとした油断が致ち命めい傷しようとなるため、攻こう略りやくの上ではむしろ避さけるべきピーキーな育て方とさえ言える。

　月明かりに照らされた無人の田舎いなか道みちを、ナユタは滑すべるような速さで歩き出す。

　脇わき見みをすれば、田を撫なでる一いち陣じんの風が稲いな穂ほを波のように揺ゆらしていた。

　さやさやと涼すずしげなその音に、幽ゆう玄げんたる囃はや子しの音色がひっそりと混ざる。

　揺ゆらぎ踊おどるような笛、律りち儀ぎに拍ひよう子しを打つ太たい鼓こ、凜りんとして雅みやびやかな琴こと──一つ一つの音は賑にぎやかで活気に溢あふれているものの、旋せん律りつとしてはやはりどこか物悲しい。

　月夜の田畑を眺ながめながら、転送ポイントまでの道程を歩くうちに、彼かの女じよはふと妙みようなものを見つけた。

　行きには見かけなかった、道祖神を祀まつった小さな祠ほこら──

　屋根の高さは腰こし丈たけほどしかなく、奥おくにある石像も相応に小さい。

　正面には、一通の書状が供えられていた。

（来た時にはなかったはず……神社のお賽さい銭せんがスイッチになっていたってこと──？）

　供え物を取ることには躊ちゆう躇ちよもあったが、何らかのヒントである可能性は高い。

　手にとって広げると、さほど上手うまくもない毛筆の字が躍おどっていた。




《　ぼたもちがたべたい　》




　ただの一行──

　あまりに簡潔すぎて、つい裏の白紙まで確かく認にんしてしまう。

　ナユタは戸と惑まどいつつ、祠ほこらに収まった石像を見る。

　そこに彫ほられていたのは、まだ幼い子供の悲痛な泣き顔だった。
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　和風ＶＲＭＭＯ、《アスカ・エンパイア》の新規イベント、《百八の怪かい異い》──

「あやかし横丁」という新たな街の誕生を記念してはじまったこのイベントは、約一年を通して大小様々な百八種ものシナリオ群を追加配信していくという大がかりなものだった。

　国内ではアルヴヘイムに次ぐ規模を誇ほこりながら、ここに来てユーザー数の伸のびが鈍どん化かしつつある同ゲームにとって、これは文字通り威い信しんを賭かけたアップデートである。

《世界の種子ザ・シード》の拡散以降、フルダイブ可能な仮想世界の構築が、企き業ぎようのみならず一個人にも容易となったことで、プレイアブルフィールドは爆ばく発はつ的てきに増加した。

　それは同時に、既き存そんユーザーの他ゲームへの分散も招き、人数を確保できなくなった一部の零れい細さいゲームはサービス停止にも追おい込こまれている。

　それなりに規模の大きい《アスカ・エンパイア》も危機感を強め、今回のイベントでは作り手と遊び手の双そう方ほうを視野にいれてきた。

《百八の怪かい異い》は、文字通り百八種のクエストによって構成されている。「百物語」と「七不思議」、そして最後に配信予定の「大おお詰づめ」とであわせて百八種だが、このうち「百物語」に関しては、その大部分がユーザーからの投とう稿こう作さくによって成り立っていた。

　このイベントのために、《ザ・シード》を用いて個人が制作した数多あまたのクエストの中から、月に八～十本程度を正式採用し、報ほう酬しゆうを支し払はらった上で配信する──要はユーザー参加型のシナリオコンテストである。

　当初はこの募ぼ集しゆうを、「クエストの数を確保するための苦肉の策」と揶や揄ゆする向きもあったが、《ザ・シード》の爆ばく発はつ的てきな流行にも後あと押おしされ、蓋ふたを開けてみれば選考に手間取るほどの力作が集まった。

　運営が参加を呼びかけた各地の専門学校生やサークル活動の学生達たちなども、卒業制作や夏休みの課題といった腕うで試だめしの感覚でこの募ぼ集しゆうに広く応じた。

　システムや環かん境きよう、設定等も含ふくめ、新しいゲームを一から短期間で作り上げるのは難しいが、《アスカ・エンパイア》のシステムをベースにすれば、応おう募ぼ者しやは多くの手間を省いた上で純じゆん粋すいにシナリオや映像、音声部分の制作にのみ集中できる。

　応おう募ぼ者しや側としては、広い範はん囲いに公開可能な〝文化祭のお化け屋や敷しき〟という感覚が強い。

　更さらにコンテストとは無関係の《七不思議》に至っては、製せい菓か、ファッション、清せい涼りよう飲いん料りよう水すい、フィギュアなどを得意とする各種企き業ぎようとのタイアップクエストとなっており、クエスト内に各社の製品が登場するだけでなく、ゲームに登場したアイテムを現実でも販はん売ばいするなどのコラボレーション企き画かくが進んでいた。

　この社運を賭かけたお祭まつり騒さわぎはまだはじまって三ヶ月目だが、現在のところ、運営側の目標値を超こえる勢いで好評を博している。

　数千人の死亡者を出してサービス停止に至ったＳＡＯ、人体実験の発覚により運営母体が代わったＡＬＯ、被ひ害がい者しやこそ少ないが死し銃じゆう事件という犯罪行こう為いが起きたＧＧＯなどと違ちがい、アスカ・エンパイアはサービス開始以降、これといった不ふ祥しよう事じをまだ引き起こしていない。その信しん頼らい性せいも、今改めて評価されつつある。

「……でもね。今回のイベントだって大絶賛ってわけじゃないんだよ。なにせ基本的にホラーばっかりじゃない？　映画だってさ、一本二本ならともかく、百八本のホラー映画を連続で見るなんて普ふ通つうはキツいって。いくらホラーコメディ系のクエストもあるっていったって、《屛びよう風ぶの虎とら退たい治じ》みたいな、コメディに見せかけた不意打ちまであるし！」

「……私はまだ攻こう略りやくしていませんが、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵え図ずらしいですね」

　甘あま味み処どころ・化ばけ猫ねこ茶ぢや屋やの一いち隅ぐうにて、ナユタは合流したフレンドの忍にん者じや、コヨミから取り留めのない愚ぐ痴ちを聞かされていた。

　件くだんの《屛びよう風ぶの虎とら退たい治じ》は、とある小こ坊ぼう主ずが将軍から「この屛びよう風ぶに描えがかれた虎とらを退治してみろ」と無理難題を出され、「ではその虎とらを屛びよう風ぶから追い出してください」と返したとんち話に由来している。

　配信されたクエストでは、大正風の洋館を舞ぶ台たいに序じよ盤ばんこそ笑い話のように緩ゆるく展開するものの──中ちゆう盤ばんにて、屛びよう風ぶに描えがかれた虎とらが本当に出てきてしまい、周囲のＮＰＣ達たちが次々に惨ざん殺さつされていくという凄せい絶ぜつな流れとなっていた。

　プレイヤーは洋館に身を隠かくした虎とらの退治を強しいられるが、少しでも行動を間ま違ちがえるとＮＰＣ達たちの惨むごたらしい死体を次々に発見していく羽目になる上、虎とらは基本的に「戦っても勝てない強さ」に設定されており、立ち向かうどころか逃にげ惑まどうことしかできないパニックホラーに仕上がっている。

　クリア条件は虎とらを罠わなにかけ屛びよう風ぶに戻もどすことだが、挑ちよう戦せん者しやの多くは大型肉にく食しよく獣じゆうの恐おそろしさを存分に思い知らされ、中にはしばらく肉を食えなくなった者までいるらしい。

　湯気がたつほどにリアルな血と臓物、砕くだけた骨から漏もれる髄ずい液えきなどの細かな描びよう写しやに一いつ切さいの手て抜ぬきがなく、そこに致ち命めい傷しようを負っても死にきれないＮＰＣの泣き声、絶ぜつ叫きようなどがスパイスとなり、微笑ほほえましいとんち話とは無む縁えんのえげつない地じ獄ごくが展開されているとも聞く。

　ＶＲＭＭＯにもこうした表現に対する倫りん理り規定は存在するが、その扱いについては運営ごとに温度差がある。《アスカ・エンパイア》の場合、ホラー映画を意識してか、今回のイベントにおいては映画と同程度の自主規制を行うと明言しており、虎とら退たい治じはそのぎりぎりのラインに踏み込んだクエストでもあったらしい。

　今後、どこかで問題になれば規き制せいがかかる可能性は高い。

「……でもあのクエストは、さすがに修正が入ったって聞きましたけど──」

「……モザイクのオンオフ切きり替かえがついて、恐きよう怖ふ度どの表記が五から七にあがっただけ。あ、あと心しん臓ぞう麻ま痺ひ対策で死体感知センサーのレンタルサービスが始まったけど、有料で一日三百円とかぼったくられるし……！　もうあれ、怪かい異いがどうこうじゃなくてガチのスプラッタだからね!?　しかも精神削けずられる割に報ほう酬しゆうがしょぼくて……はい、なゆさん、あーん」

　クールダウンのつもりか、あるいは攻こう略りやくの記き憶おくが蘇よみがえりそうになったのを防ぐためか、コヨミは爪つま楊よう枝じにさしたわらび餅もちを不意にナユタの口元へと差し出した。

　餌え付づけされているような微び妙みような違い和わ感かんをもちつつ、ナユタは素す直なおに口を開ける。

　ほのかな甘あまみときな粉の香かおり、もちもちとした絶ぜつ妙みようの舌した触ざわりは、現実のわらび餅もちと比してもなかなかに再現度が高い。

「……んぐ……それで、挑ちよう戦せん予定の《かごめ、かごめ》って、その虎とら退たい治じより怖こわい恐きよう怖ふ度ど八ですよね？　大だい丈じよう夫ぶなんですか」

　コヨミが露ろ骨こつに顔をしかめた。ころころ変わる表情と童顔、更さらには百四十センチそこそこの身長のせいで幼く見える彼かの女じよだが、実際にはナユタよりも年上の社会人である。

「そこなんだよねえ、問題は……ただ運営のつける恐きよう怖ふ度ど目安って割といい加減だし、レビュー見た限りではスプラッタ的な怖こわさじゃないらしいから、相あい性しようとしてはまだマシなんじゃないかなぁ、って──それから、クリア報ほう酬しゆうの忍しのび刀《虚こ空くう》って、霊れい魂こん系けいの敵に特に効くらしいから、今後の攻こう略りやくのためにもここでとっておきたいの。なゆさんお願い！　手伝って！　怖こわいの平気でしょ!?」

　別に平気なつもりはない。が、人よりは耐たい性せいがあるのか、あるいはただ単に鈍どん感かんなだけなのか、今回のイベント攻こう略りやく中ちゆうに「怖こわい」と思わされた記き憶おくはまだない。

　一方、コヨミは以前のクエストにおいて、骸がい骨こつ武む者しやに追いかけ回されただけで超ちよう音おん波ぱじみた悲鳴を発していた。

　彼かの女じよを一人で恐きよう怖ふスポットへ送り出すことには、フレンドとして少々どころでない不安がある。

「もちろん、手伝うのは構いませんが……私、偏かたよった育て方をしていますから、戦力としては微び妙みようですよ。他にも誰だれか誘さそわないんですか？」

　コヨミがけらけらと笑った。

「またまたご冗じよう談だん。なゆさんって私のフレンドの中では最強だからね？　あとそのクエスト、実は推すい奨しようレベルはそんな高くないの。私一人でもクリアはできるっぽいんだけど、とにかく内容が怖こわいって評判で……そんなお化け屋や敷しきに一人で行くのは嫌いやだし、野や郎ろうのフレンドだと怖こわい時に抱だきつきにくいし、なゆさんならいっつも冷静なイメージあるから頼たよれそうだし……ね？　お願い！」

「わかりました。幽ゆう霊れい用ようの武器は私も欲ほしいですし、よろしくお願いします」

　元々、断る気などない。互たがいに持ちつ持たれつの関係でもある。

「ありがとー！　なゆさんチョロいから好きー！　はい、あーん」

　コヨミは満面の笑えみで、またナユタの口元にわらび餅もちを寄よ越こした。

「……いえ、別にわらび餅もちにつられたわけではないですが……あ、こっちの豆かんも食べますか？」

　木製のスプーンに寒天とえんどう豆をすくいあげ、ナユタはコヨミの口元に差し出した。

　彼かの女じよは間かん髪ぱつをいれずスプーンにかぶりつく。

「うん！　おいしいー！」

「……何よりです」

　どっちが年上かわからなくなりながら、ナユタは改めて店内を見回した。

　この化ばけ猫ねこ茶ぢや屋やはあやかし横丁の人気店だが、狭せまい店内に客の姿はまばらである。

　繁はん盛じようしていないわけではなく、この街の多くの店てん舗ぽでは雰ふん囲い気きを守るために、過度の混雑を避さけるインスタンスショップシステムが導入されている。

　見た目には一つの店てん舗ぽであっても、その内部はコピーされた複数の店てん舗ぽに分かれている。

　訪おとずれた客は次々にコピーされた別の店てん舗ぽに転送されていくため、いつ来ても混雑は見られない。待ち合わせの場合には、店頭でフレンドリストから入店手続きをすれば同じ空間に入れる。

　追加料金を払はらって貸し切りにし、オフ会ならぬオン会の会場にしている例も珍めずらしくない。

　人で混雑し渋じゆう滞たいするお化け屋や敷しきなど興ざめもはなはだしいとあって、今回のイベントでは、多くのクエストにこうした人数制限策が適用されていた。

　その分類は四つに分かれる。

　自分一人でしか挑ちよう戦せんできない《肝きも試だめし》。

　同時にクエスト入りしたパーティーメンバーとしか遭そう遇ぐうしない《道連れ》。

　制限人数の範はん囲い内ないで、他プレイヤーもいる空間に振ふり分わけられる《鉢はち合あわせ》。

　人数の制限がなく、理論上は全プレイヤーが一カ所に集まることも可能な《天てん地ち万ばん象しよう》。

　あやかし横丁の多くの店てん舗ぽは、行列を避さける目的で《鉢はち合あわせ》に分類されている。

　コヨミにトラウマを植えつけた「屛びよう風ぶの虎とら退たい治じ」は一人用の《肝きも試だめし》、ナユタが先さき程ほどまで探たん索さくしていた「幽ゆう霊れい囃ばや子し」や、これから挑ちよう戦せん予定の「かごめ、かごめ」はパーティーメンバーのみ参加の《道連れ》に該がい当とうしていた。

　このシステムがあるために、自ら会おうとしなければ、たとえ常連同士でもなかなか飲食店内で顔をあわせることはない。

　他方、客が少なく見えるためか、たまたま狭せまい店内で居合わせた見知らぬプレイヤーと妙みような縁えんが生まれることもある。

　ナユタとコヨミもつい二ヶ月前、この化ばけ猫ねこ茶ぢや屋やがオープンしたばかりの頃ころに知り合った。

　店員の猫ねこ又またが注文した商品を取とり違ちがえ、ナユタの豆かんをコヨミに、コヨミのわらび餅もちをナユタに運んできてしまったことがきっかけである。

　これは単純なミスではなく、猫ねこ又またのキャラ付けのために、あらかじめ一定確率で発生するようにプログラムとして仕組まれた動きだったらしい。以降もちょくちょく同じ現象が発生しており、もはや店内ではお約束となっている。

　そのたびに謝あやまるでもなく、不思議そうに首を傾かしげてスルーする店員の猫ねこ又または、猫ねこ耳みみをつけた看かん板ばん娘むすめ──などではなく、二足歩行するリアルな猫ねこ達たちだった。

　黒くろ猫ねこ、三み毛け猫ねこ、虎とら縞じま、ロシアンブルーにスコティッシュフォールド、マンチカンと様々な種が揃そろっており、揃そろいの法はつ被ぴをまとった姿は愛らしいものの、基本的に無愛想かつ気まぐれで、仕事をさぼって居い眠ねむりをしていることも多い。たまに我わが物もの顔がおで客の膝ひざ上うえを占せん拠きよすることさえある。

　言葉はまったく喋しやべらず、注文を取りに来て品物を持ってくるだけの配はい膳ぜん係がかりだが、奥おくの厨ちゆう房ぼうでは老成した仙せん人にんのようなノルウェージャンが黙もく々もくと和わ菓が子しを製作しているという怪あやしい目もく撃げき情報もあった。

　仮想空間では猫ねこアレルギーの心配もないとあって、この猫ねこ達たちを目当てに訪おとずれる客もそこそこ多い。

　ナユタとコヨミもそれぞれ猫ねこを目当てにここを訪おとずれ、そのまま意気投合して以降、頻ひん繁ぱんにパーティーを組むようになった。

　からからと戸が開き、新たな客が訪おとずれた。

　出で迎むかえの黒くろ猫ねこがとてとてとナユタ達たちの脇わきを駆かけていく。

「失礼、道をお尋たずねしたいのですが──」

　入ってきたのは旅姿の老ろう僧そうだった。

　頭に編み笠がさ、足あし下もとには脚きや絆はん、手には錫しやく杖じようという出いで立たちだが、つまりは僧そう侶りよの初期装備といっていい。

　ここから戦士系なら僧そう兵へいや破は戒かい僧そう、術士系なら虚こ無む僧そうや僧そう正じようへと派生していくが、侍さむらいや忍しのびといった花形の職に比べ、やや地味な印象は否いなめない。おまけに老人ともなると、プレイヤー世代の偏かたよりも影えい響きようしてかなり珍めずらしい。

　アスカ・エンパイアでは、キャラクターの登録時にアミュスフィアによる生体スキャンを行っているため、キャラクターには概おおむね実際の姿が反映される。

　顔立ちはある程度まで変化させられるし、体型も服の内側に詰つめ物ものをするなどして変えることは可能だが、世代や性別まで変えることは難しい。

　近年、高こう齢れい世代向けのＶＲＭＭＯ普ふ及きゆう策さくとして、「寝しん台だい列車の旅」や「登山」「釣つり」「田舎いなか暮らし」など、ゲーム要素の薄うすい体験型コンテンツも人気を博している。高こう齢れい者しやの多くはそちらへ流れており、あえて戦せん闘とうがメインのゲームに参加する層はまだ少数派だった。

　肉体的なハンデは装備やステータスで補えても、反射神経だけはどうにもならない。そして多くの場合、この反射神経が勝敗を分ける鍵かぎになってしまう。

　ゆっくりと編み笠がさを外す老ろう僧そうは、いかにも朴ぼく訥とつとした印象だった。様になりすぎていて、ゲームのプレイヤーというより時代劇の脇わき役やくにさえ見える。

　その老ろう僧そうの足あし下もとで、法はつ被ぴ姿すがたの黒くろ猫ねこがじっと彼かれを見上げた。

　見下ろす老ろう僧そうはやや戸と惑まどいながら声を発する。

「……猫ねこ……？　ええと……これは……失礼、言葉はわかりますかな？　ちと道を──」

　コヨミがすかさず立ち上がった。

「おじーちゃん、その子達たちは無人のＡＩだから、そういう難しい受け答えはできないよ！　どこに行きたいの？　わかる場所なら案内してあげる」

　ゲームの中とはいえ、人助けに物もの怖おじしない彼かの女じよの性格は、内気なナユタにとって尊敬の対象だった。

　ナユタも老ろう僧そうに視線を向ける。

「あやかし横丁ははじめてですか？　この街は、道の途と中ちゆうに普ふ通つうにワープゾーンがあったりしますから……目的地が登録施し設せつならナビゲーション機能が使えるはずですが、非登録の場所でしょうか？」

　若い娘むすめ二人に声をかけられた老ろう僧そうは、驚おどろいたように言葉を詰つまらせたものの、すぐにここが現実とは違ちがう空間だと思い出したらしい。

　老ろう僧そうがにこやかに一礼し、ナユタ達たちの席に歩み寄った。

「いや、かたじけない。私はヤナギと申します。お気づきの通り、まだ新参者でして……この近きん隣りんにあるはずの《三みツつ葉ば探たん偵てい社しや》という探たん偵てい事務所を探しているのですが、何かご存知でしょうか？」

「あ、私はナユタです。こちらの忍しのびがコヨミさんで……ええと……探たん偵てい事務所、ですか？」

　問い返しつつ、ナユタは思わずコヨミと顔を見合わせた。

「コヨミさん、知ってます？」

「いやぁ、初耳……探たん偵てい事務所とか、世界観が違ちがうような……おじーちゃん、それ本当にこのアスカ・エンパイアでの話？」

　ザ・シードの拡散以降、零れい細さい規模の作品も含ふくめ、今も多くのゲームが生まれ続けている。その中には探たん偵ていが登場する物ももちろんあるだろうが、和風の世界観が売りのアスカ・エンパイアにおいて、システム的にはそうした職業は存在しない。

「はあ、そのはずです。ほとんど趣しゆ味みのような形でやられているとのことでしたが……失礼、ご存知ないようでしたら……」

　老ろう僧そうが辞去しようとするのを、コヨミが慌あわてて呼び止めた。

「待って待って！　心当たりないわけじゃないから！　ナビに登録されてなくて、この近所で個人がそういうことに使わせてもらえそうな場所っていうと──」

「……まあ、普ふ通つうに考えてあそこですよね」

　ナユタもすぐに思い当たる。

　あやかし横丁の裏町、通つう称しよう「宵よい闇やみ通り」──

　表通りよりも店てん舗ぽの賃料が格段に安く、多くの個人が営利非営利問わず趣しゆ味みの店を開いている怪あやしげな区画である。

　祭りの日に露ろ店てんが並ぶ商店街をイメージした──とは運営側の見解だが、そこにホラー要素が加味されてどうにも混こん沌とんとした界かい隈わいになっており、印象としてはむしろ闇やみ市いちに近い。

　店てん舗ぽ数すうが多い上に入いれ替かわりも激しいため、ナビゲーションにはいちいち登録されていないが、妙みような品物やサービスを扱あつかう店が大量にある。

「……おじーちゃん、その事務所があるのって、もしかして《宵よい闇やみ通り》ってところじゃない？」

「まさにそこです。この近所だと思うのですが……」

　老ろう僧そうの顔が安あん堵どしたようにほころんだ。

　コヨミが椅い子すから飛び降りる。

「よっし！　じゃ、なゆさん、クエストの前にちょっとご案内しちゃおっか？」

「はい。異存ありません」

　実のところ、初心者には少々わかりにくい場所でもある。行き方を説明するよりも案内したほうが早い。

　二人は席を立ち、メニューウィンドウから支し払はらいの項こう目もくを選んだ。

　店員の猫ねこ又またが、二ふた股またに分かれた尻尾しつぽをのんびりと揺ゆらしつつ、年代物のレジスターを器用に扱あつかい会計処理を済ませる。

　仮に会計処理をせずに店を出てもデポジットから自動的に引かれるだけなのだが、気分的な問題もある。何より、レジで会計をするとアイテムの飴あめ玉だまを一つ貰もらえる。キャンペーン中なら福引き券が手に入ることもあり、運が良ければ景品のレア装備に手が届く。

「あ、そうだ……店員さん、《ぼた餅もち》の持ち帰りってできますか？」

　レジを操作する丸い黒くろ猫ねこの艶つややかな毛並みを見ているうちに、ナユタは先さき程ほどの祠ほこらでの出来事を思い出した。

　あれはおそらく、お供え物の要求である。

　ぼた餅もちのように丸い黒くろ猫ねこが頷うなずき、カウンター脇わきにある猫ねこの口を模した怪あやしい取り出し口から、笹ささの葉にくるんだぼた餅もちを取り出した。

　受け取ったそれを、ナユタはメニューウィンドウ経由で道どう具ぐ袋ぶくろへと移す。

「なに？　三時のおやつ？」

「いえ、お供え用です。クエストで使うかもしれないので」

　法はつ被ぴ姿すがたの猫ねこ又またから肉球を振ふって見送られ、一行は店の外へと出た。

　歩き出しながら老ろう僧そうが頭こうべを垂れる。

「申し訳ありません、せっかくお話し中のところを、邪じや魔ましてしまいまして──」

「なんのなんの、苦しゅうないっスー。ちょっと初めての人にはわかりにくい場所だしね！」

　コヨミの応対は底そこ抜ぬけに明るい。

　彼かの女じよのような話術を持たないナユタは、あくまで楚そ々そと話しかける。

「《宵よい闇やみ通り》の探たん索さくは、百八の怪かい異いのチュートリアルクエストだったんです。解放後、ユーザーが借りられる貸かし店てん舗ぽの区画になって──お探しの事務所も、たぶんその中に紛まぎれ込こんでいるんだと思います」

「ははあ、なるほど……紹しよう介かい者しやの方に、〝わかりにくい場所かもしれないから、明日で良ければ知り合いに案内させる〟とは言われたのですが、とにかく行けばなんとかなるかとも思いまして──しかし、見通しが甘あまかったようです。親切な方にお会いでき、助かりました」

　コヨミがからからと笑う。

「ねー。なゆさん親切だよねー。私が男だったらぜったい嫁よめにしてるわー。むしろ私が嫁よめに行きたいわー……てゆーかもうホントに結けつ婚こんして。その甲斐かい性しようで私を養って……月曜から会社行きたくない……この身長で満員電車に埋うもれるのもうやだ……」

　いかにもわざとらしく、コヨミの声がだんだんと小さくなっていった。

　扱あつかいに慣れているナユタは、眼下にある彼かの女じよの頭を子こ供ども扱あつかいに撫なでる。

「学生相手に何を言ってるんですか。いい子ですから、ちゃんと真面目に社会人してください」

「だってさあ……うちの会社、既き婚こんのおっさんとお爺じいちゃんばっかで可か愛わいい女の子も男の子もいないんだもん……とりあえず一年頑がん張ばってみたけど、潤うるおいがなさすぎて……年度末でアホみたいに忙いそがしいし、なんかもう最近はなゆさんだけが唯ゆい一いつの癒いやし……ね、もう結けつ婚こんしよ？　なゆさん、ウェディングドレスとか超ちよう似合いそう」

　繰くり返かえされる妄もう言げんを、ナユタは淡たん々たんと受け流す。

「そうですね。年収一千万超こえたら考えてあげます」

「マジで!?　完全に噓うそだってわかりきってるけどその一言で来週ぐらいはなんとか頑がん張ばれそうな気がする！　やっぱ人生、夢とか希望とかないとダメだよね！　たとえそれが可能性０％の単なる幻げん想そうであっても！」

「……コヨミさんのそういうとこ、割と好きですよ？　たまに見ていて切なくなりますけど」

「あー。それ恋こい。恋こいだわ、間ま違ちがいない。しかも初はつ恋こい」

　二人の珍ちん妙みようなやりとりに、老ろう僧そうが吹ふき出だした。

「……いや、これは失礼。オンラインゲームというのは初めてなもので、よくわからなかったのですが……なるほど、孫がおもしろがっていた理由に、得心がいきました。やはり、こうした人間関係を自由に作れるのは魅み力りよくなのでしょうな」

　コヨミが子犬のように振ふり返かえる。

「ああ、じゃ、おじーちゃんもお孫さんと遊ぼうと思って始めたの？」

「さて、そういうわけでも……いや、そうかもしれませんな。少々、込こみ入いった事情がありまして──これからうかがう先の探たん偵てい氏しに、お願いしたい仕事があるのです」

　老ろう僧そうが微笑ほほえみつつ口ごもった。

　初対面からあまり踏ふみ込こむのも良くないと思い、ナユタも口を閉とざす。話したいことならいずれ話すはずで、無理に詮せん索さくする気はない。

　ヤナギは恐きよう縮しゆくしたように軽く会え釈しやくを寄よ越こした。

　老ろう僧そうを先導して、ナユタ達たちは路地裏を抜ぬけ、化ばけ猫ねこ茶ぢや屋やの裏手に回った。

　夜空は暗いが、街の中は光源がない場所もぼんやりと明るく、歩くのに支障はない。

　あやかし横丁は江え戸どの城下町をモチーフにしていると言われる。「横丁」とは本来、表通りから外れた細い通りを指す言葉だが、あやかし横丁は〝現世から外れた街〟の意味を込こめて命名されたらしい。

　横丁などという言葉が空々しくなるほどに街は広大で、首くび吊つりの桜やら河童かつぱの堀ほりやら黄泉よみの地下道やら、怪あやしげな名所がそこかしこに点在している。

　アスカ・エンパイアの首都たるキヨミハラは、飛鳥あすか浄きよ御み原はらの宮みや、及および時代の近い平へい城じよう京きよう、平へい安あん京きようをモチーフとし、仏教建築や雅みやびやかな貴族の建造物を多く擁ようするのに対し、こちらはもっと庶しよ民みん的てきで、なおかつ不気味さの演出に主眼がおかれていた。

　現実の時間を問わず、このあやかし横丁は常に夜のままで日が昇のぼらない。現在は土曜日の昼過ぎだが、空は暗くら闇やみに閉ざされている。

　板いた塀べいに浮うかぶ染しみは人の顔に見え、時にそれは表情を変える。

　足あし下もとのぬかるみから白い手が生えていることなど珍めずらしくもないし、遥はるかに見える巨きよ大だいな城には何故なぜかどうしても近づけず、空には時折、巨きよ大だいな鬼おにの顔が浮うかぶ。

　怪かい異いの仕し掛かけが多すぎて、もしもまかり間ま違ちがって〝本物〟の怪かい奇き現象が起きたとしても、おそらくは誰だれも気づかない。

　すれ違ちがったのっぺら坊ぼうに会え釈しやくをしつつ、三人は古びた屋や敷しきと屋や敷しきの狭はざ間まにある、小さな社の前で立ち止まった。

　鳥居の左右には、狛こま犬いぬや狐きつねの代わりに招まねき猫ねこが座すわっている。

　通つう称しよう・猫ねこ稲荷いなり──そこには「卦け霊だま魄はく寝子ねこの御魂みたまの神かみ」なる由ゆい緒しよの怪あやしい猫ねこ神がみが奉たてまつられており、賽さい銭せん箱ばこの隣となりには鯛たい焼やきが供えられていた。

「はて、寄り道でしょうか……」

「うんにゃ、ここが目的地だよー」

　戸と惑まどうヤナギに、コヨミが悪戯いたずらっぽく笑いかける。

　鳥居の内側に入り、祠ほこらに向けて礼を二回、柏かしわ手でを二回、更さらに礼を二回──

　そのまま振ふり返かえると、鳥居の向こう側には、それまでなかった広い道がまっすぐに延のびていた。

　幾いく重えにも連なった橙だいだい色いろの提ちよう灯ちん、きらびやかに彩いろどられたぎやまんの鈴すず、おでんにたこ焼き、綿あめ、ラーメン、ヨーヨー釣つりと統一感のない屋台の群れ──

　左右に立ち並ぶそうした雑多な店の間を、数多あまたの客達たちが陽炎かげろうのように行き来している。

　屋台ばかりでなく、道の左右には一階を店てん舗ぽとした小規模な商店もある。昭和の商店街を思わせるそれらの佇たたずまいは、不気味さと活気が混在し、混こん沌とんたる魅み力りよくを漂ただよわせていた。

　一いつ瞬しゆんを境に起きたこの不可思議な変化に、ヤナギが眼めを丸くした。

「なんと、これは……？」

　ナユタは小声で応じる。

「鳥居の内側が転送ポイントになっているんです。二に礼れい二に拍はく手しゆ二に礼れいがスイッチになっていますから、帰る時も同じ手順で」

　一いつ般ぱんに拝礼の作法は二に礼れい二に拍はく手しゆ一いち礼れいと言われる。猫ねこ稲荷いなりの場合、対象が猫ねこ神がみだけに「にゃーにゃーにゃー」で二に礼れい二に拍はく手しゆ二に礼れいらしい。

　まるで縁えん日にちにも似た活気の中、三人は宵よい闇やみ通りを歩き出す。

　行ゆき交かうプレイヤーは侍さむらいや忍しのび、陰おん陽みよう師じなど様々だが、特に怪あやしい要素はない。ただし左右の店てん舗ぽとそこで働く店員達たちには、奇き妙みような装そう飾しよくや妖よう怪かいじみた扮ふん装そうが目立つ。

　鬼おにや狐きつねの面をつけた者、正しよう真しん正しよう銘めいの狐きつねや狸たぬきはまだ可か愛わいいほうで、手ての目めや女じよ郎ろう蜘蛛ぐもといった奇き抜ばつな妖よう怪かい、内臓が露ろ出しゆつした落ち武者、全身が黒ずくめの影かげ人にん間げんと、子供が見たら泣きそうなキャラクターもそこそこ混ざっている。

　そんな中、妙みように愛あい嬌きようのある毛むくじゃらの毛け羽う毛け現げんが、はねるような足取りでコヨミに近づき手を引いた。

　傍そばにある店の看板には「らーめん・けうけ軒けん」とある。

　コヨミが苦笑いと共に手を外させた。

「あ、ごめんごめん。今日は別の用事だから。また近いうちねー」

「……まさか常連なんですか」

「うん。いっつもスープに髪かみの毛けが入ってる店……いや、体毛？」

　案の定、ろくでもない。

　この宵よい闇やみ通りにある店は、概おおむね何処どこかがおかしい。当然、通かよい詰つめる側も少々ずれている。

「さて、探たん偵てい事務所ってどこだろうね……ええと、なになに……退たい魔ま札ふだあり升ます？」

　言葉を覚えたての子供のように、コヨミが視界の看板やのぼりを確かく認にんがてら読み始めた。

「升ますって、字の使い方が昭和ですね」

　ナユタもつられて感想を漏もらす。ヤナギはこの混こん沌とんとした雰ふん囲い気きに圧あつ倒とうされたのか、呆ぼう然ぜんと周囲を見回してばかりで口数が減っていた。

「あ。足裏マッサージだって」

「仮想空間では意味ないですよね、それ」

「おお、ホラー定番の人じん肉にく饅まん頭じゆう」

「悪あく趣しゆ味みです」

「ショコラ・デ・フランボワーズ」

「すごい場ば違ちがい感が……」

「個室ビデオ」

「……よく運営の許可が降りましたね」

「間ま違ちがえた！　狐きつね室しつビデオって書いてある」

「それは若じやつ干かん、気になります」

「わんこ熊くま鍋なべ」

「……わんこそばの亜あ種しゆでしょうか」

「にゃんこそば」

「隣となり同どう士しでなにやってるんですか」

「三みツつ葉ば探たん偵てい社しや」

「こんな所で何を調べ……あ！」

「猫ねこ神がみ信しん仰こう研究会」

「コヨミさん、通り過ぎないでください。ここです」

　先導するコヨミの襟えり首くびを猫ねこ扱あつかいにひっつかみ、ナユタは足を止めさせた。

　人一人がやっと通れるほどの狭せまい入り口に、木製の古びた看板が申し訳程度に掛かかっている。

　件くだんの事務所はどうやら二階にあるらしい。その先は真っ暗で、木造の急な階段が上へと続いていた。

　ヤナギが安あん堵どの笑えみを見せる。

「ああ、ここのようです。ありがとうございます、お二方。私一人では、とても辿たどり着つけない場所でした」

「……んー。いや、確かに看板は掛かかってるんだけど……」

「……本当にここですか？」

　二階を見上げたナユタとコヨミは、窓の向こう側で首くび吊つり死体がゆらゆらと揺ゆれているのに気づいた。

「……また悪あく趣しゆ味みですよね」

「いやまあ、街の景観管理の一いつ環かんなんだろうけど……」

　中の部屋にその光景が反映されているとは限らない。宵よい闇やみ通りでは雰ふん囲い気き作りのため、外側に面した窓の装そう飾しよくが運営側によって設定されている。

　ただ、入居者側の装そう飾しよくが運営側の審しん査さに通れば、部屋の様子がそのまま窓に映ることもある。このあたりは実際に踏ふみ込こんでみなければわからない。

「この尋じん常じようじゃない怪あやしさ……ね、なゆさん。これ探たん偵てい事務所がどうこう以前に、踏ふみ込こむと同時にシークレットクエストが発動したり、って可能性ない？　初心者のお爺じいちゃんを一人でつっこませるのは、ちょっと──」

　コヨミのそんな懸け念ねんに、ナユタも頷うなずきを返す。

「……あの、ヤナギさん。失礼ですが、レベルはまだ１ですよね？」

「はあ。何分にも今日、初めてログインしたもので──チュートリアルというものも、後回しにしております」

　ナユタはコヨミと顔を見合わせた。むしろよく化ばけ猫ねこ茶ぢや屋やまで辿たどり着ついたものだと感心する。

「……もし差さし支つかえなければ、私わたし達たちもこのままご一いつ緒しよしましょうか？」

　老ろう僧そうの顔がほころんだ。

「これはどうも、とんだご迷めい惑わくを……重ね重ね、ご厚こう意いいたみいります」

　合がつ掌しようと共に、彼かれは深々と頭こうべを垂れる。どうやら内心では腰こしがひけていたらしい。

　頷うなずいたナユタは、左右を板いた壁かべに挟はさまれた暗い階段へするすると踏ふみ込こんでいく。

　躊躇ためらいも見せず先頭に立つその様子に、背後のコヨミから感かん嘆たんの息が漏もれた。

「なゆさんのそういうとこ、男らしすぎてほんと惚ほれそう……」

「後ろのほうが生存率が高いとは限りません。バックアタックは後ろから来ます」

「いや、生存率とかじゃなくてさあ……〝暗いとこ怖こわい！〟とかそういうのないの？　だいたい生存率がどうこうっていうなら、戦いくさ巫女みこって前衛職だから、普ふ通つうはもっと金属系の防具で固めるからね？　術師系の退たい魔ま巫女みこならともかく、谷間見えてる爆ばく乳にゆうの戦いくさ巫女みことか、なゆさんぐらいしか知らないよ、私……」

「……見えてないです。ちゃんと下にインナー着てますから、流れで適当なセクハラいれるのやめてください。サイズの設定は……ただのミスです」

　アカウントの作成時、体型はアミュスフィアからのスキャンによってある程度まで反映されてしまう。サラシでも巻いてごまかせば良かったのだが、そこまで気が回らなかった。

　夏場で薄うす着ぎだったせいもあり、正確な数字を読みとられたことに気づかずそのままスタートし、周囲の視線に気づいたのは数日後のことである。

　その上、アカウントを消してやり直すべきかと迷っている間に、回かい避ひ性能が高いレア装備、《白南風しらはえの小こ袖そで》を運良く入手してしまい、データを消すに消せなくなった。

　コヨミが唸うなる。

「いくらインナー着てるっていっても……そのスポーツウェアみたいなぴっちぴちの耐たい火かインナー自体が、もう一いつ般ぱんにはエロ装備扱あつかいだからね？　シルエットとか半はん端ぱないよ？」

「大おお袈げ裟さです。耐たい火かとか耐たい電でん系けいのインナーウェアって、コヨミさんみたいな忍しのび系けいの人ひと達たちにとっても定番装備じゃないですか。速さや身軽さを重視すると、どうしてもこういう装備に行き着きます」

　コヨミがナユタの背をつついた。

「それ！　なゆさん、そんなに速さ重視ならなんで忍しのびにならなかったの？　職業補正で一番動きが軽くて、攻こう撃げき力りよくもそこそこで戦いやすい人気職なのに。戦いくさ巫女みこって〝忍にん者じやは装そう甲こうが薄うすすぎてちょっと……〟って人が選ぶ職だよね？」

　理由はある。あるにはあるが、少々気き恥はずかしい。階段を上りながら、ナユタは小声で応じた。

「その……袴はかま、可か愛わいいかな──って」

　たちまちコヨミがうなだれた。

「…………ごめん、男らしいとか言ったの撤てつ回かいする。なゆさんかわいい。ちゃんと女の子してる……ステータスと効率しか見てない私のほうがよっぽど女子力低かった……」

「……いえ、私も体術寄りの育て方をしていますから、女の子らしさはあんまり──」

「ううん。どこからどう見ても女の子……だって戦せん闘とう中ちゆうのなゆさん、すっごい揺ゆれてるもん……もうたゆんたゆんって……専用の描びよう画がエンジン積んでるんじゃないかってくらい……」

「……コヨミさん、ハイライトの消えた目でちょくちょくセクハラいれるの本当にやめてください。普ふ通つうに反応に困ります」

　現実の生活で何か嫌いやなことでもあったらしい。

　階段の上に辿たどり着ついたところで、ナユタは正面を塞ふさぐ木製の扉とびらを開け放った。

　ごくわずかな橙だいだい色いろの明かりが階段側に漏もれる。

　そこは想像以上に広い空間だった。

　天てん井じようは妙みように高く、空気の流れと声の反はん響きよう具合がわずかに変わる。

　開いた扉とびらの真正面には、一匹ぴきの巨きよ大だいな黒くろ猫ねこがどっしりと座していた。

　尋じん常じような大きさではない。

　座高は三メートルを優に超こえ、天てん井じようの高さとあいまって重苦しい威い圧あつ感かんを醸かもしている。

　もちろん本物の猫ねこではなく、丸々とした二頭身の体で座ざ禅ぜんを組み、前足を禅ぜん定じよう印いん、後足を結けつ跏か趺ふ坐ざの形に仕上げた、いわば黒くろ塗ぬりの仏像に近い置物だった。

　安置されている薄うす暗ぐらい空間も、商店街の二階というよりは寺社の本堂に近く、それこそワープゾーンで飛ばされたかのような錯さつ覚かくさえ抱いだく。

　金色に塗ぬられた大きな眼めは特に慈じ愛あいには満ちておらず、煩ぼん悩のうを振ふり払はらう強さもなければ、衆しゆ生じようを救おうなどという大それた意志もまったく感じられないが、猫ねこらしいあざとさだけは存分に表現されていた。

　後ろに背負った光こう背はいは肉球型、台座は猫ねこ缶かん型、周囲に吊つられた灯とう籠ろうは毛糸玉型と、細部のこだわりにも抜ぬかりがない。

　黒い猫ねこ大だい仏ぶつとも呼ぶべき異形の座像を前に、ナユタ達たちは立ちすくむ。

「……え。何ですか、これ？」

「わお……ありがたやー。ありがたやー」

　ナユタが戸と惑まどい、とりあえずとばかりにコヨミが拝む中、ヤナギが暗がりに立て札を見つけた。

「右側が猫ねこ神がみ信しん仰こう研究会、左側が三みツつ葉ば探たん偵てい社しや……どうやらこの二階で分かれているようです。この猫ねこの像は、エントランスのオブジェといったところでしょうか──」

　見れば左右にそれぞれ扉とびらがある。

　右側の扉とびらには爛らん々らんと眼めを見開いた猫ねこの彫ちよう刻こくが施ほどこされ、左側の扉とびらには【営業中】と書かれた小さな木札がぽつりと掛かかっていた。

　右の扉とびらは可か愛わいさを通とおり越こして明らかに禍まが々まがしい。

　俯うつむいて眼めを閉じ、一呼吸をおいた後で、ナユタは迷わず左の扉とびらをノックする。

「──鍵かぎは開いている。入りなさい」

　若い男の、妙みように澄すんだ声が室内から響ひびいた。
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　探たん偵ていは概おおむね二種類に分けられる。

　一方は、その仕事を金銭のためと割り切ってこなす、いわばリアリストの探たん偵てい。

　そしてもう一方は、物語に登場する探たん偵ていへの憧あこがれから、自身もその職を選んでしまったロマンチストの探たん偵てい。

　見分け方は容易たやすい。

　前者の探たん偵ていは探たん偵ていに見えない。宣伝担当や営業担当を除いて顔出しも控ひかえ、街の雑ざつ踏とうに埋まい没ぼつし、浮うわ気き調査や身辺調査を的確に遂すい行こうする。

　後者の探たん偵ていは形から入る。仕立てのいい背広や絣かすりの着物、特注のステッキにお気に入りのパイプ──探たん偵ていらしく見えさえすれば、小道具はなんでもいい。彼かれらはまず見た目から探たん偵ていであることを主張し、自分を目立たせながら売うり込こんでいく。

　そして案の定、ナユタ達たちの前に現れた三みツつ葉ば探たん偵てい社しやの主あるじは、圧あつ倒とう的てきなまでに〝後者〟だった。

　ワイシャツとポーラータイ、ベストまではまだいい。システム的には〝探たん偵てい〟などという職はないが、こうした洋装は一応、着き替がえ用のアイテムとしてキヨミハラでも売られている。

　しかしいくら容易に手に入るとはいえ、壁かべにかかったインバネスコートと鹿しか撃うち帽ぼうに至っては、明らかに世界一有名な某ぼう名めい探たん偵ていのコスプレにしか見えない。

　本を隙すき間まなく詰つめ込こんだ書しよ棚だな、化学の実験器具を収めたガラス棚だな、古びた骨格標本に年代物の蓄ちく音おん機きと、雰ふん囲い気き作りにも余念がない。

　そもそもゲームの中だけに、装そう飾しよく品ひんの本などはおそらく中身が白紙である。本ほん棚だなから取り出せるかどうかすら怪あやしい。

　化学の実験などももちろん意味をなさないし、蓄ちく音おん機きから流れてくるＢＧＭに至ってはネットラジオの競馬中ちゆう継けいだった。

　本日土曜の第六レースは二枠わく二番、九番人気のニクキュウカイザーが勝ったらしい。

　その結果を確かく認にんした後で、青年探たん偵ていは機き嫌げんよく、蓄ちく音おん機き型ラジオ端たん末まつのスイッチを切る。

　ランプの明かりの下もと、飴あめのような光こう沢たくを放つマホガニーの机の向こう側で、この部屋の主あるじたる彼かれは優ゆう雅がな微び笑しようを見せた。

「こんな場末の事務所へようこそ、お客人。私は探たん偵ていのクレーヴェルと申します。隣となりの猫ねこ大だい仏ぶつについては気にしないように。猫ねこ神がみ信しん仰こう研究会の連中が勝手に設置したものです。彼かれらはどうも──得体が知れなくて困ります」

　探たん偵ていクレーヴェルの声こわ音ねは演者のように澄すんでいた。

　細身だが容姿は悪くない。客を値ね踏ぶみするようなその視線は、どこか狐きつねを思わせる。

（……「狐きつねの嫁よめ入いり」の化け狐きつねに、こんな感じの人がいたような……？）

　数日前にコヨミと組んでクリアしたクエストを、ナユタはふと思い返した。

　そのクエストに登場した化け狐きつねは、さすがに洋装ではなかったものの、切れ長の眼めに細ほそ面おもての色気立つような美青年だった。

　面食いのコヨミはやたらと興奮していたが、生憎あいにくとナユタの趣しゆ味みではなく、敵と判明した時点で躊躇ためらいなく成敗しコンボボーナスも獲かく得とくしている。
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　一連の流れを見ていたコヨミからは「……なゆさんはイケメンに恨うらみでもあるの……？」と真顔で問われたが、特にそういった闇やみは抱かかえていない。

　クレーヴェルと名乗った探たん偵ていは、淀よどみない口調で話し続ける。

「さて、ヤナギさん。貴方あなたの御ご依い頼らいについては、ついさっき届いた仲ちゆう介かい者しやからのメールで概おおむね把は握あくしています。旅先でフルダイブできないから、道案内もできなくて申し訳ないと、しきりに恐きよう縮しゆくしていまして……直接ご連れん絡らくいただければ、こちらからキヨミハラまでお迎むかえにあがったのですが」

　年代物のソファに腰こし掛かけたヤナギが、苦笑いとともに頭こうべを垂れた。

「いえ、私も散歩がてら、まず一人でこのゲームの中を見て回りたかったものですから。ただ、この年で本当に道に迷ってしまうとは想定外でした。こちらのお嬢じようさん方に助けていただかなければ、今いま頃ごろまだ迷子だったはずです」

　コヨミがドヤ顔で胸を張った。

「まー、困った時はお互たがい様ってことで！　……あ、ついでに探たん偵ていさんにも興味あったし、詐さ欺ぎとかだったら止めないといけないし、場合によっちゃガチの警察引ひき渡わたし案件になるのかなぁ……とか」

　そこそこ失礼な彼かの女じよの歯に衣きぬ着せぬ物言いに、探たん偵ていが含ふくみ笑わらいを漏もらした。

「詐さ欺ぎとは手厳しい。が、疑われる理由はわかる。実のところ──うちは〝探たん偵てい業ぎよう〟ではなく〝観光業〟として運営側の認にん可かを受けていてね。ＲＰＧで、看板は酒場なのに中身は人材派は遣けん会社になっている例がちょくちょくあるだろう？　あんな感じだよ」

　ナユタは首を傾かしげた。オンラインゲームの探たん偵てい業ぎようも怪あやしいが、観光業もかなり怪あやしい。

「観光業……？　ＶＲＭＭＯでですか？」

「意外かな？　英えい語ご圏けんの顧こ客きやくからはそこそこ好評だ。日本への観光旅行は時間も金もかかるから、和風のゲームで手軽にその気分を味わいたい、というニーズがそれなりにある。なにせアミュスフィアは優ゆう秀しゆうだからね。グルメを味わい、温泉につかり、ニンジャに興奮して桜を愛めでる──それこそ実体験と変わらない。〝晴天確実でしかも渋じゆう滞たいしない富ふ士じ登山〟なんていう、現実では難しい類たぐいの体験さえできる。で、私は通訳兼けんガイドとして、顧こ客きやくが希望するクエストに同行したり、あるいは街や店、各地の名所の案内を務めているわけだ」

　どこからともなく現れた二足歩行の黒い猫ねこ又またが、ナユタ達たちの前に紅茶を置いていった。化ばけ猫ねこ茶ぢや屋やで使っているのと同じ仕様の業務用ボットらしい。

　紅茶に角砂糖を落としながら、クレーヴェルは自己紹しよう介かいを兼かねた雑談を続ける。

「客は海外ばかりじゃない。国内の企き業ぎよう関係者からも、数は多くないがたまに仕事の依い頼らいがくる。普ふ段だんはゲームをまったくしない立場の方々が、コラボレーション企き画かくやらゲーム市場への進出のために内部の視察をしたい──とかね」

　クレーヴェルの視線が壁かべの一いち隅ぐうに向いた。そこには、今回の《百八の怪かい異い》でのコラボレーションを発表している有名飲料メーカーのポスターが貼はられている。

「そういう顧こ客きやくのために、頼たのまれればゲーム内での市場や流行の分ぶん析せき、助言等もこなすようになった。こうなるともう、観光業でも探たん偵てい業ぎようでもなくコンサルタントの領域に近くなるが……要するに、会社関係者が責任を回かい避ひするためのスケープゴートと言いい換かえてもいい。企き画かくが失敗したら外部の私のせいにすれば、とりあえず社内での面めん目ぼくも立つ」

　社会人のコヨミが露ろ骨こつに嫌いやな顔へ転じた。

「……うわぁ……身も蓋ふたもない……」

　探たん偵ていが事も無げに嗤わらった。

「そういう腹積もりで声をかけてくるクライアントもいる、という程度の話だ。もちろん、あまりに失敗する確率が高い案件は断っている。さて……ここがどういう場所かご説明したところで、今回のヤナギさんの御ご依い頼らいについてです」

　探たん偵ていが口調を改め、ソファのヤナギに向き直った。

　ヤナギも神しん妙みように頷うなずきを返す。

「仲ちゆう介かい者しやからのメールによれば、〝ある新規のクエストを一週間以内にクリアしたい〟とのことでしたが──申し訳ありませんが、先に報ほう酬しゆうの確かく認にんをさせてください。あの馬ば鹿か、どうやら桁けたを間ま違ちがえたようで」

　ヤナギが慌あわてた様子で首を横に振ふった。

「いえ、おそらく正しいかと思います。手付け金で二十万、日当は人数分×二万、一週間以内での成功報ほう酬しゆうが百万ということで、ぜひお願いしたく……」

　その金額に、ナユタは思わず耳を疑った。コヨミもわずかに頰ほおをひきつらせる。

「……え。何？　ゲーム内通貨の話？　まさかリアルマネーじゃないよね？」

　探たん偵ていが嘆たん息そくした。

「うちは日本円かドル、ユーロでの取引しかしていない。ヤナギさん──失礼ながら、本気ですか？　もちろん依い頼らい内容によって報ほう酬しゆうは大きく変動しますが、現実世界の探たん偵ていと違ちがってリスクがほぼない分、基本的には割安です。クエストクリアの手伝い程度なら日当は一人一万、成功報ほう酬しゆうもせいぜい五万かそこらです。七不思議クラスの大きなクエストの場合は、金を積んだからといってどうこうできる話ではなくなりますが……御ご依い頼らいは《幽ゆう霊れい囃ばや子し》でしたね？　まだ誰だれもクリアしていないとはいえ、運営側の発表を信じる限り、そう難度も高くないはずです」

　ナユタはぴくりと肩かたを震ふるわせる。

（あ。幽ゆう霊れい囃ばや子しって──）

　つい先さき程ほどまで、彼かの女じよはそのクエストに挑ちよう戦せんしていた。

　新規配信されるクエストは週に二つから三つ程度なため、目的のクエストがかぶること自体に不思議はない。

　ただ、ドロップアイテムが不明でまだ評価も定まっていないクエストを、わざわざ探たん偵ていに高額で依い頼らいしてまでクリアしたいというヤナギの真意がわからない。

　今週配信のクエストでは、事前にレアアイテムの発表があった《人じん狼ろうの森》に攻こう略りやく組ぐみが集中しており、発動条件さえ不明な幽ゆう霊れい囃ばや子しは後回しにしているプレイヤーがほとんどだった。

　ヤナギが深々と頭こうべを垂れる。

「何卒なにとぞ、御ご斟しん酌しやくください。確かに高額と思われるかもしれませんが、それだけの額を払はらってでも、どうしても一週間以内にクリアしたい事情がありまして──」

「いやいや、どういう事情!?　たかがゲームのクリアに百万円以上って普ふ通つうじゃないからね？」

　コヨミが甲かん高だかい声を上げたが、これをクレーヴェルが手で制する。

「お嬢じようさん、ここのルールでは、依い頼らい人にんは話したくないことは話さなくていいことになっている──それも含ふくめての高額報ほう酬しゆうということであれば、無理には聞きません。こちらとしては、額に応じた誠実な仕事をするだけです」

「うん……言い方かっこいいけど、要するに〝金に眼めが眩くらんだ〟ってことだよね？」

　容よう赦しやないコヨミの指し摘てきを、クレーヴェルは薄うす笑わらいで受け流した。

「否定はしない。金はその人物の誠意と本気を測る便利な尺度になる。なにより──君きみ達たちは、この御ご老ろう人じんがそれだけの身み銭ぜにを切ってまで叶かなえたい願いを無下にできるかね？」

「……私としてはむしろ、〝うまい話には裏がある〟っていうステキな格言を探たん偵ていさんに教えてあげたい感じかなー……お爺じいちゃん、なんでそんな急いでるの？　別に期間限定配信ってわけじゃないし、じっくり攻こう略りやくすればいいのに。こんな怪あやしい探たん偵ていさんにお金払はらわなくても、言ってくれれば私らがタダで手伝うしさー」

　成り行きを見守っていたナユタも、ここでやっと口を開く。

「私もちょうど、その《幽ゆう霊れい囃ばや子し》の探たん索さく中ちゆうです。発動条件についてもヒントを摑つかんでいますし、うまくいけば、それこそ何日かのうちにクリアできるかもしれません」

　老ろう僧そうが返事をする前に、探たん偵ていが口を挟はさんだ。

「なるほど。それも悪くない──実はですね、ヤナギさん。御ご依い頼らいを受けるにあたって、一つ問題があるんです。私のスケジュールが空いていた理由とも関係するのですが、日ひ頃ごろ、戦せん闘とう面めんを担当してくれている助手が、私用のために十日後までログインできません。いざとなれば臨時で傭よう兵へいを雇やとうつもりだったのですが、こちらのお嬢じようさん方が手伝ってくれるなら願ってもない」

　たちまちコヨミがソファから立ち上がった。

「あ！　儲もうけ話に逃にげられそうだから私わたし達たちごと懐かい柔じゆうする気だ！」

「話は最後まで聞きたまえ。私はそこまで金に困っていない──ヤナギさん、こちらの契けい約やくは月曜まで保留にしましょう。その代わり今日と明日、この土日で、こちらのお嬢じようさん方と一いつ緒しよに攻こう略りやくを目指してください。私も事前調査を兼かねて同行しますが、この二日間の報ほう酬しゆうは不要です。そもそもたった二日でクリアできるような簡単なクエストなら、そんな高額の報ほう酬しゆうをいただくわけにはいきません。その上で、二日でクリアできなかった場合には──月曜日に改めて、私と契けい約やくを結ぶかどうかをご検討ください。そして契けい約やくが成った暁あかつきには、月曜からの五日間、私が全力をもって攻こう略りやくにあたります」

　探たん偵ていは言葉を区切り、ナユタとコヨミに冷ややかな視線を向けた。

「……というわけで、これが私からの譲じよう歩ほ案あんだ。どうせ君らだって、月曜日からは学校や仕事があるだろう？　その間はヤナギ氏の手伝いもできないはずだ。彼かれが私のような探たん偵ていを雇やとう理由も、結局はそこにある。金さえ積めば、徹てつ夜やをしてでもこのクエストに二十四時間態勢で集中し、是ぜが非でもクリアしようと躍やつ起きになれる人材──それが私だ」

　反論できず、コヨミが悩なやましげに唸うなった。プレイヤーとしては見上げた心意気ながら、堂々と「二十四時間態勢」とまで言われると、反応に困る発言ではある。

「むうう……ど、土日でクリアすればいいんでしょっ！　いけるいける！　問題ないっ！　タイムアタック上等っ！　やらいでかー！」

「……確かに、何も問題はありません。ヤナギさん、私わたし達たちも手伝わせていただいて構いませんか？」

　勢いづくコヨミとは打って変わった物静かな口調だが、そこに込こめた意志はほぼ同じといっていい。

　ヤナギが困ったように首を傾かしげた。

「それはもちろん、願ってもないことですが……よろしいのですか？　こんな、初対面の私などのために……」

　ナユタは控ひかえめに頷うなずく。

「さっきも言った通り、私にとっても探たん索さく中ちゆうのクエストです。ヤナギさんのことは抜ぬきにしても、近いうちにクリアするつもりでしたから」

　この老人がどうして《幽ゆう霊れい囃ばや子し》をクリアしたいのか、理由は知る由よしもない。

　だが少なくとも悪い人間には見えないし、彼かれの真しん摯しな表情を見れば、本人にとっては重要なことなのだろうとも伝わってくる。

　探たん偵ていのクレーヴェルが、壁かべに掛かけてあったインバネスコートと鹿しか撃うち帽ぼうを手に取った。

「話がまとまったところで、早さつ速そく、移動するとしよう。ナユタ、コヨミ、君きみ達たちとは初対面だが、よろしく頼たのむ。ヤナギさんも、今のうちにパーティー登録をお願いします」

　それぞれのウィンドウを操作し、一行はパーティー登録を済ませる。ヤナギは少し手間取ったが、コヨミが横から操作を指示し、滞とどこおりなく即そく席せきのパーティーが組み上がった。

　これから向かう《幽ゆう霊れい囃ばや子し》は、パーティーメンバーとしか内部で遭そう遇ぐうしない《道連れ》に該がい当とうしている。一時的にでもパーティーを組まなければ、共に攻こう略りやくすることはできない。

（ヤナギさんはもちろんレベル１。探たん偵ていさんは、けっこうベテランっぽいけど……）

　ステータスウィンドウに表示された《クレーヴェル》の名を眺ながめつつ、ナユタは何気なく彼かれのステータスを確かく認にんした。

　たちまち彼かの女じよは凍こおりつく。

「……え……何、これ……？」

　思わず呻うめくような声が漏もれた。

　そこには異常ともいえる数値が並んでいる。

「……あ、あの……探たん偵ていさん、これ……？」

「なになに？　なゆさん、どうし……うぇあ!?」

　隣となりのコヨミも異常に気づき、声を裏返らせた。

　そんな二人の反応を眺ながめつつ、探たん偵ていはあくまで怜れい悧りに微笑ほほえんでいる。

　ウィンドウに表示された彼かれのステータス──

　レベルはそこそこ上級者のナユタよりも更に五つほど高い。それでいて、ほぼすべての数値が《一ひと桁けた》に収まっている。要はほとんどレベル１のままといっていい。

　その中で唯ゆい一いつ、千に迫せまる数値にまで育っている項こう目もくがあった。

「あの……《運》だけにステータス全ぜん振ふりって……」

「ちょ……えええー……うわぁ……え、これマジ……？　カマイタチどころか、ただのイタチにも負けそう……」

　イタチは初心者にとって少しだけ強めの雑魚ざこである。上位のカマイタチは中級者向け、最上位のノロイイタチは上級者向けとされているが、いずれも見た目がそこそこに可か愛わいらしく、ゲーム内ではマスコットキャラのような扱あつかいを受けていた。

　そんな相手にも勝てるかどうか怪あやしい育て方のベテランなど、恐おそろしく手の込こんだ質たちの悪い冗じよう談だんとしか思えない。

　アスカ・エンパイアのキャラクター育成は、レベルアップによって得たポイントを、筋力や賢かしこさ、素す早ばやさ等などの任意のステータスへ自在に振ふり分わける形となっている。

　戦せん闘とう力りよくの上では、装備の品質による補正がもっとも影えい響きようするが、そもそも多くの武器防具類に「装備するために必要な最低限の能力値」が設定されているため、その数値までステータスを育てなければまず装備すらできない。

　つまり、ステータスをまともに育てていない探たん偵ていクレーヴェルの装備は、ほぼゴミ同然と見ていい。

　啞あ然ぜんとするナユタとコヨミの前で、クレーヴェルは悠ゆう々ゆうと、見た目だけは上質なコートを羽織り、攻こう撃げき力りよくなどないに等しい洒落しやれたステッキを手に取った。

「さて──行こうか、お嬢じようさん方。お気づきの通り、私は頭脳労働専門でね。戦せん闘とうは君きみ達たちに任せるから、頑がん張ばってくれたまえ」

　さも当然のように告げ、幸運の探たん偵ていは二人の視界で颯さつ爽そうと身を翻ひるがえす。

　ナユタとコヨミは無言で顔を見合わせた。

　宵よい闇やみ通りのどこかで、ボットのカラスが、人を小こ馬ば鹿かにしたようなとぼけた鳴き声をあげた。
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　どこまでも続く田園風景を主体とした幽ゆう霊れい囃ばや子しのフィールドは、境界がループしている。

　マップの端はしに到とう達たつすると反対側の端はしに出るため、転送ポイント以外には進入路も脱だつ出しゆつ路ろもない。

　この転送ポイントはイベントフラグのセーブポイントも兼かねており、アイテムを使って脱だつ出しゆつした場合、セーブしていないフラグは消失してしまう。そしてパーティーが全ぜん滅めつした場合には、セーブしたフラグも含ふくめて消失し、クエストの最初からやり直しとなる。

「……というわけで、ヤナギさん。我々の仕事は、敵がでたら逃にげ回まわって生存率を上げることです。万が一、戦せん闘とう要員のお嬢じようさん方が倒たおれた場合には、見捨てて我々だけでも脱だつ出しゆつしなければなりません。そうすることで、パーティーとしてはイベントフラグを引ひき継つげます」

　田園を見み渡わたす真夜中の畦あぜ道みちを歩きながら、クレーヴェルは依い頼らい主ぬしのヤナギへそんな説明をしていた。

「はあ……それはなんとも、心苦しいと申しますか……」

「一からやり直しになるよりは遥はるかにましです。難度の高いクエストでは、フラグを維い持じするためだけの予備メンバーを用意するパーティーもある程ほどですよ」

　この二人の会話を受けて、コヨミがひっそりと肩かたを落とした。

「……言ってることは完全にその通りなんだけど……すっごい釈しやく然ぜんとしない……」

　ナユタも同意見だったが、一週間という時間の制約がある以上、全ぜん滅めつからのリトライはなるべく避さけたい。序じよ盤ばんならまだしも、クエスト終しゆう盤ばんでのタイムロスは精神的にも厳しい。

「……元々、私わたし達たちとヤナギさんだけで来たと思えば、戦力が私わたし達たちだけになるのは必然ですし──あの探たん偵ていさんも、アイテムの使用くらいはしてくれそうですから……」

　この擁よう護ごはコヨミの不満を和やわらげるためのものであって、他力本願な探たん偵ていのためのものでは断じてない。

「それにしたってあのステータスはないでしょ。ろくな装備できないじゃん……探たん偵ていさん、よくそんなんでゲーム内のガイドとかやってこれたよね？」

　コヨミの指し摘てきに、クレーヴェルは涼すずしい顔で応じた。

「運の数値は、むしろガイドにこそ必ひつ須すだ。戦せん闘とうは助手に任せていると言っただろう？　強さを求めるプレイヤーは山ほどいるから、傭よう兵へいとして雇やとうことも難しくない。だが──《運》に特化したプレイヤーはなかなかいないからね。こればかりは自分で上げる必要があった」

「そりゃいないでしょ。だって必然性が……」

「レアアイテムのドロップ率」

　ぐ、とコヨミが言葉に詰つまった。

「私がいるだけで、パーティー全体のレアアイテムドロップ率が通常値の三倍程度まで上じよう昇しようする。補正上限が10％だから、それ以上にはならないが……それでもドロップ確率１％のアイテムが３％程度までは上がるし、ランダム生成のマップでは宝物庫の出現率にも影えい響きようする。さらには間欠泉や雲海、笠かさ雲ぐも、虹にじ等などの《絶景》も、パーティーメンバーの運うん次し第だいで遭そう遇ぐう確率が変動するんだ。ゲーム内の観光ガイドにとっては、何より必ひつ須すのステータスといえるだろう」

　正論ではある。が、やはりどこか釈しやく然ぜんとしない。

「座ざ敷しきわらしみたいな人ですね……理由はわかりましたけれど、そこまで極きよく端たんにしなくてもいいんじゃないですか？　たとえば運に八割振ふって、残りの二割を他に回すとか」

「そんな余よ裕ゆうはない。たった今、〝レアの確率が三倍になる〟と言ったが、それはあくまで今の私のレベルでの話だ。おそらくもっと上がある。もしもこの先、十倍程度まで伸のびるようなら……また別の商売ができそうだね」

　探たん偵ていがくすくすと楽しげに笑った。

「はあ……その時まで、仕様の変へん更こうがないといいですね……」

　どこまで本気かわからない戯言たわごとを冷静にいなし、ナユタは道沿いに建つ小さな祠ほこらの前で立ち止まった。

「ここです。さっきコヨミさんからメッセージをもらった後、転送ポイントまでの移動中にこの祠ほこらを見つけて……最初に来た時はありませんでしたから、向こうにある神社の賽さい銭せん箱ばこか何かが、この《幽ゆう霊れい囃ばや子し》のイベントスイッチになっていたんだと思います」

　隣となりに立った探たん偵ていも興味深げに祠ほこらを眺ながめる。

「なるほど、いかにも何かありそうな風ふ情ぜいだ。これは──泣き顔の子供かな？」

　納められた石像に向けて、ヤナギが掌てのひらを合わせた。

「地蔵や道祖神にしては少々、痛ましい印象ですな……何やら哀あわれに思えてきます」

　ナユタはウィンドウからアイテムを選せん択たくする。

「この像の前に、〝ぼたもちがたべたい〟というメモがありました。だからさっき、化ばけ猫ねこ茶ぢや屋やでついでにぼた餅もちを買ってきたんですが……置いてみますね」

　笹ささにくるまれたぼた餅もちを、そっと像の正面に供えた。

　一行の前で、石像の表情がわずかに動く。

　まだ少しぐずるような曖あい昧まいな顔つきではあるものの、一応は泣きやみ、供えたぼた餅もちが霞かすみのように消えた。

「……おお。これで何か、次のイベントが起きるのかな？」

　コヨミが周囲を見回す中、どこか遠くから、祭り囃ばや子しが聞こえてきた。

　軽快な太たい鼓こ、甲かん高だかい笛、優ゆう雅がな琴ことの音色が渾こん然ぜん一いつ体たいとなり、総じて物もの寂さびしい旋せん律りつとなっている。

　子供の頃ころに聞いたわけでもないのに、何故なぜか郷きよう愁しゆうを誘さそわれる。

　ヤナギが眉まゆをひそめた。

「祭り囃ばや子しが……聞こえてきましたな」

　クレーヴェルがステッキをくるりと回した。

「配信時の紹しよう介かい文ぶんによると、このクエストの目的はあの《幽ゆう霊れい囃ばや子し》の音の出所を見つけることだそうです。それでクリアになるのか、見つけた後にまだ何かあるのか──あるいはボスキャラが出てくるのかもしれませんが、いずれにせよ、まだクリアした人間がいないということは何か厄やつ介かいな問題があるのでしょう」

「ふむ。クリアした上でそのことを黙だまっている、という方もいそうですが……？」

「攻こう略りやく法ほうに関してはその通りです。ただそれとは別に、《百八の怪かい異い》では、クエスト毎ごとに攻こう略りやく成功者の人数が公式サイトで発表されています。発表は一日に一回ですから、今の時点でどうかはわかりませんが──今朝の時点ではまだ０でした。まだ配信から三日目ですからそういうこともあるでしょうが、力ちから押おしで解ける類たぐいの単純なクエストでないことは確かです」

　祭り囃ばや子しが近づく中、クレーヴェルのステッキが石像の前を指した。

　そこに供えたぼた餅もちは既すでに消えたが、代わりに新たな一枚の紙し片へんが出現している。

　ナユタは慎しん重ちようにそれを取り上げた。

　紙面には毛筆の字が一行──




《　くずもちがたべたい　》




「おおう……そう来たかぁ……」

　コヨミが呻うめいた。

　クレーヴェルも苦く笑しようして肩かたを揺ゆらす。

「なるほど、これが未いまだにクリア０の原因か。お使い系のクエストは無む駄だに時間を食う。要求されたアイテムを探す手間に加えて、この祠ほこらと街とを往復する手間もかかるとなれば、攻こう略りやく情報が出で揃そろうまで保留にするのが賢かしこいやり方だ」

　ナユタもげんなりとしてしまう。お使いも一度なら仕方ないと割り切れるが、同じような内容で繰くり返かえされると徒労感が酷ひどい。

「では、また先さき程ほどの街まで戻もどりましょうか？」

　早々と踵きびすを返そうとしたヤナギに、クレーヴェルが狐きつねのような眼まな差ざしを向けた。

「いえ。戻もどる前にこの祠ほこらを調べます。そんな面めん倒どう臭くさいだけの単調なクエストが、運営側の審しん査さを通とおり抜ぬけられたとは思えない──仮に通ったとしても配信時に調整されるはずです。この要求はフェイクか、あるいは……謎なぞ解ときの一種でしょう」

　クレーヴェルが祠ほこらの中を覗のぞき込こむ。

　ナユタも反対側から顔を近づけた。

　その気になれば抱かかえ上あげられるほどの小さな祠ほこらである。調べる箇か所しよもさほど多くはない。

「探たん偵ていさん、手伝っちゃっていいのー？　今はノーギャラでしょ。攻こう略りやくまで長引いたほうが都合いいんじゃない？」

　コヨミのからかうような指し摘てきを受けて、クレーヴェルは目線を祠ほこらに据すえたまま冷れい笑しようを返した。

「ここで手を抜ぬくようなこすからい人間に、ヤナギ氏は依い頼らいをしたいと思うかな？　なにより私も、まがりなりにも探たん偵ていを名乗る以上、その矜きよう持じにかけて謎なぞ解ときで手を抜ぬくつもりはない」

　冗じよう談だんめかした口調だったが、ナユタは彼かれの言葉にほのかな熱意を感じ取った。

（見た目はともかく……意外に真面目な人なのかな……？）

　コスプレじみた扮ふん装そうのせいで最初はお調子者に見えたが、理路整然とした話しぶりを聞く限り、わざと道どう化け者ものを演じているようにも思える。

　祠ほこらの中を手て探さぐりで調べながら、探たん偵ていは薄うすく笑った。

「ふむ──お嬢じようさん、石像の頭上を見てごらん」

　指し摘てきに従い、ナユタは祠ほこらの天てん井じようを確かく認にんする。

　そこには《雲》と書かれた一枚の紙が貼はられていた。

「……ああ。よく神かみ棚だなの上に貼はってある紙ですよね？」

「そうだ。神様の頭上に、何か余計なものがあっては不敬にあたるという理由で、空や天、雲等と書いた紙や板を天てん井じように貼はり、空の代用品とする。つまり──〝この祠ほこらには代用品が通じる〟というヒントだろう」

　クレーヴェルの手には筆立てが握にぎられていた。石像の裏に隠かくしてあったものらしい。

「ナユタ、紙を裏返して広げてくれるかな」

　探たん偵ていの意図を察したナユタは、手の上に紙を広げた。

　クレーヴェルはその上に、墨すみ字じでさらさらと《くず餅もち》と書き記す。

　コヨミとヤナギが見守る前で、ナユタは紙を折おり畳たたみ供え直した。

　さすがにコヨミがうろたえる。

「え。なゆさん、ほんとにそれでいいの……？」

「わかりません。でも、試ためすだけならタダですから」

　話している間にも供えた紙が消え、新たな紙が現れた。

　そこには次の要求が記されている。




《　はぶたえもちがたべたい　》




　石像の童わらべは完全に泣なき止やんでいる。ただしまだ機き嫌げんは悪い。

　コヨミが手を叩たたいた。

「わお、通った！　……のかな？　でもってまた餅もちかー……確か、キヨミハラの高級な和わ菓が子し屋やさんで売ってたよね」

「買ってくる必要はなさそうだ。このまま続けよう」

　クレーヴェルが文字を記し、ナユタがそれを供え直す。

　ヤナギがふと眉まゆをひそめた。

「はて……祭り囃ばや子しの音色が、更さらに近づいてきましたな」

「おそらくはフラグが進んでいる証しよう拠こです。これがこのクエストの発動条件ということでしょう。仕し掛かけの意味に気づけば数すう瞬しゆんで済みますが、気づかず街を往復するとなると、なかなか面めん倒どうな作業です」

「あ。でも街に誰だれか残しておいてメッセージで連れん絡らくするようにすれば、街へ戻もどる間に探しておいてもらったりとか……」

　コヨミの言葉の途と中ちゆうで、石像から次の要求が返ってくる。




《　こおりもちがたべたい　》




「……前言撤てつ回かい。これ探すのかなりきっつい……！」

「どこかの郷土料理ですよね？　どんなものかもよく知りませんが……」

　多くの挑ちよう戦せん者しやはこのあたりで断念したのだろうと、ナユタにも想像がついた。

　ヤナギがどこか楽しげに笑う。

「餅もちを凍こおらせて乾かん燥そうさせたものですな。湯に浸ひたして食べる、寒冷地域の保存食です。時に和わ菓が子しの材料にもなります」

　ヤナギの披ひ露ろうした淀よどみない豆知識に、ナユタは内心で驚おどろいた。

（結局、この人……どういう人なんだろう？）

　よほど親しい間あいだ柄がらでもない限り、リアルの素す性じようを詮せん索さくしないのがオンラインゲームのマナーではある。ただ、依い頼らいの理由も含ふくめて気になる点は多い。たった今の博識ぶりからして、何らかの研究者か料理人という線も考えられた。

　難度の高い要求物もアイテムとして探す必要はないとあって、クレーヴェルは一筆の下に易やす々やすと石像の願いを叶かなえていく。




《　こばんもちがたべたい　》




「餅もちシリーズ続くなー……これも和わ菓が子し？」

「はあ。たまに見かけますが、小判のような形が共通しているくらいで、作り方は店ごとに違ちがう例が多いようです。餡あんが入っている物、よもぎを使用した物、豆を混ぜた物……いろいろですな。一応、コバンモチという木もあります」

　ヤナギの説明には迷いがない。




《　ニッキもちがたべたい　》




「……また和わ菓が子しか。アスカ・エンパイアの店では扱あつかってなさそうだが──料理スキルで合成はできそうだ」

　呟つぶやくクレーヴェルの目つきが、心なしか険しい。

　祭り囃ばや子しの音が更さらに近づいてくる。

　コヨミが不安げに視線をさまよわせた。

「……あのさ。これ、まさか延々と続くってことない？　実はループに入ってたり……」

「──いや、もうじき終わるとは思う。続けよう」

　文字を記して供えた紙はあっという間に消え、次の要求が返ってきた。




《　いそべもちがたべたい　》




　醬しよう油ゆで味をつけ、海苔のりを巻いただけの餅もちである。これはさすがに和わ菓が子しとはいえない。

「……急に簡単になりましたね。これは宵よい闇やみ通りの露ろ店てんで見かけました」

　紙を読みながら、ナユタは石像の様子を確かく認にんした。

　表情は当初の泣き顔から一変している。

　笑え顔がおになったわけではない。

　表情が失われ、感情をまったく見せない能面のような顔つきへと転じている。石像らしいといえばらしいが、少々気味が悪い。

　一方で祭り囃ばや子しの音は、もはや数歩の距きよ離りにまで近づいていた。

　演奏者の姿は影かげも形も見えないが、音だけが間近で鳴っている。

　ぴいひゃら、とんとん、しゃらんしゃらんと、賑にぎやかなはずなのに何故なぜか心が浮うき立たたない。それどころか妙みような冷ひや汗あせが湧わいてくる。

（見えないけれど……囲まれてる？）

　いつでも臨戦態勢をとれるよう、ナユタは四し肢しに力を込こめた。

　楽器の音がまるで悲鳴に聞こえる。ひそひそとささやき交かわす誰だれかの声もすぐ耳元で聞こえるのだが、何を言っているのかはさっぱりわからない。

　恐こわがりのコヨミがナユタの腰こしにしがみついた。

「……な、なんかヤバい気配になってきてる……？　これ、ぜったいなんか出るパターンだよね？　耳元に息とか吹ふきかけられてるんですけど……！」

「落ち着きなさい。このクエストは……まだ始まってすらいない」

　クレーヴェルが囁ささやくように告げる。

　ナユタ達たちがこなしている一連の作業は、クエストの発動条件を満たすためのものである。

　発動条件を満たさない限り、《百八の怪かい異い》において敵は出てこない。そして発動の瞬しゆん間かんには、合図として低い鐘かねの音が響ひびき渡わたる。警けい戒かいが必要になるのはその後だった。

　クレーヴェルが《いそべ餅もち》と書いた紙を供える。

　紙はすぐに消え、新たな紙が現れた。

　そこに餅もちの要求はもうない。




《　瑠る璃りも玻は璃りも照らせば光る。提ちよう灯ちんいらずの月夜といえど、たまには欲ほしき此この明かり　》




　これまでよりは達者な字で、そんな文章が振ふり仮名つきで記されていた。

　コヨミが不安げに呟つぶやく。

「餅もちシリーズやっと終わった……瑠る璃りはなんか聞いたことあるけど、はりって何？」

「……コヨミさん……瑠る璃りは青い宝石で、玻は璃りは水すい晶しようのことです。大昔にはどちらもガラスを意味していました」

「仏教では七宝の一つとして珍ちん重ちようされていた。金、銀、瑠る璃り、玻は璃り、しゃこ、珊さん瑚ご、瑪め瑙のうの七つ──宗派によって少し変わるらしいがね」

　コヨミは数度、瞬まばたきをした。ナユタ達たちが説明しても、今一つぴんと来ないらしい。

「しゃこ？　エビみたいなアレ？」

「そっちじゃなくて、シャコ貝の貝かい殻がらです。コヨミさん……ちゃんと古文の授業とか受けてました？」

　ナユタの腰こしにしがみついたまま、コヨミが唇くちびるを尖とがらせた。

「そ、そんなマイナーな知識がすらすら出てくるなゆさんと探たん偵ていさんのほうが変なんだもんっ！　私フツーだもんっ！」

「玻は璃りぐらいは知っていてもいいと思うがね──これはことわざだ。《瑠る璃りも玻は璃りも照らせば光る》とは、優すぐれた人材は光をあてれば目立つという意味だが、ここでは人材でなくこの祠ほこらそのもののことだろう。《此この明かり》は、一部の地方においては盆ぼんの迎むかえ火びを意味する言葉だ。そして──天てん井じように貼はる《雲》の紙は、当たり前だが《その上に二階がある時》にのみ貼はるもの。つまりこの祠ほこらにも見えない二階がある。すべてのヒントを合わせると──」

　クレーヴェルが、アイテムリストからダンジョン攻こう略りやく用ようのランタンを取り出した。

　眩まぶしい光に眼めを細めつつ、祠ほこらの上へと設置する。

　一同が息をひそめる中。

　祭り囃ばや子しの太たい鼓こが、体を震ふるわすほどに大きく響ひびき渡わたった。

　思わず耳を塞ふさぐナユタ達たちの視界で、ランタンから伸のびた光が稲いな穂ほを撫なでる風となり、流れにそって金色の描びよう線せんが巨きよ大だいな立体を描えがきはじめる。

　描びよう線せんはあっという間に田の一面を埋うめ尽つくし、わずかに遅おくれて全体に色が乗り始めた。

　小さな祠ほこらの上と左右を囲むように現れたのは、あまりに巨きよ大だいな金色の城である。

　真正面には幅はば広ひろの石段と巨きよ大だいな城門、左右には見み渡わたす限り急きゆう勾こう配ばいの石いし垣がきが続き、その上の城に至ってはもはや最上部が闇やみに吞のまれて見えない。

「ひ、ひいっ!?」

　ナユタにしがみついたコヨミが、装しよう束ぞくに顔を埋うずめた。

　城から視線をおろせば、ナユタ達たちは祭り囃ばや子しの奏者達たちに囲まれていた。

　狩かり衣ぎぬをまとい烏え帽ぼ子しをかぶった奏者の群は、半はん透とう明めいに透すけている。いずれの顔にも生気はなく、色しき彩さいは淡あわく存在感も薄うすい。

　それでいてかき鳴らす音は歪いびつなまでに激しく、まるで怨おん念ねんを楽器にぶつけているようだった。

　彼かれらは祠ほこらの左右にある石段を上り、ナユタ達たちを無視して城中へ踏ふみ入いっていく。

　整然と行列が進む中、祭り囃ばや子しの軽快な音色に混ざり、除じよ夜やの鐘かねにも似た異質な低音が一回だけ響ひびき渡わたった。

　それはクエストの発動を告げる合図に他ならない。百八の怪かい異いは、百八つの鐘かねの音によって始まる。

　目の前の光景に呆ぼう然ぜんとするナユタ達たちへ、クレーヴェルが向き直った。

「──さあ、クエストが発動した。我々も城内にお邪じや魔まするとしよう」

　友人の家にでも招かれたような調子で宣のたまい、彼かれはその狐きつね顔がおに気味悪いほどの優ゆう雅がな微び笑しようを浮うかべる。

　ナユタは俯うつむき、しばし瞑めい目もくした後──ゆっくりと頷うなずく。

　かくして、クエスト《幽ゆう霊れい囃ばや子し》は、ひとまずその幕を開けた。
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　周囲を囲んでいた祭り囃ばや子しの幽ゆう霊れい達たちは、あっという間に城の奥おくへと吸すい込こまれていった。

　あたりは一転して静せい寂じやくに包まれたものの、目の前にある巨きよ大だいな城の存在感によって、先さき程ほどまで漂ただよっていた田舎いなかの情じよう緒ちよは完かん膚ぷなきまでに吹ふき飛とんでいる。

　元からあった小さな祠ほこらは、左右を石段に、頭上を城に塞ふさがれて窮きゆう屈くつ極きわまりないが、無表情に転じた童わらべの石像はどこか不ふ遜そんで、むしろこの城の主あるじのようにさえ見えた。

　ナユタの腰こしにしがみついたまま、コヨミが震ふるえる声で呟つぶやく。

「……な、なんだったのかな？　今の幽ゆう霊れいの団体さん……お城の中に入っていったけど……」

　これだけ怖こわい物が苦手な彼かの女じよが、どうして百八の怪かい異いを必死になってプレイしているのか、ナユタにはもう一つよくわからない。ただの怖こわいもの見たさにしては無む謀ぼうに思える。

　探たん偵ていが一足先に石段を上り始めた。

「先に進めばわかる。なかなかどうして……私好みのクエストであることは間ま違ちがいない。このクエストの制作者は趣しゆ味みがいい」

「えー……探たん偵ていさんの好みって？」

　訝いぶかしげなコヨミの問いに、クレーヴェルはいかにもわざとらしい社交的な作り笑え顔がおを見せた。

「力ちから押おしでは解けないこと。それから、少し頭を使えば解けること──この年になるとね、強い敵を倒たおすなんていう面めん倒どうくさい達成感よりも、ちょっと気の利きいた謎なぞを解く程度の、軽い頭の体操のほうが心地ここちよくなる」

　探たん偵ていの後に続きながら、ナユタは首を傾かしげた。

「そんなに老ふけ込こむような年ではなさそうですが……それって単純に、戦せん闘とう用ようのステータスが低すぎて楽しみ方の幅はばが狭せまくなっているだけなんじゃないですか？」

　クレーヴェルが肩かたを揺ゆらして笑った。これは作り笑いではない。

「なかなか容よう赦しやのないご指し摘てきだ。確かにそういった理由もある。何分にも──ゲームの正しい楽しみ方を、忘れてしまったみたいでね」

　嘯うそぶいた探たん偵ていは、飄ひよう々ひようたる足取りで階段を上りきる。

　真正面の巨きよ大だいな城門を見上げたヤナギが、ほうっと吐と息いきを漏もらした。

「これはまた……立派なものです。一いつ般ぱんの城門というよりは、東とう照しよう宮ぐうの陽よう明めい門もんに似ていますかな？」

　門の向こうが屋内であるという大きな違ちがいはあるが、シルエットや大きさはほぼ同じといって差さし支つかえない。

　コヨミが門の傍そばへ駆かけ寄よった。

「あ、なるほど、なんか懐なつかしいと思った！　小学校の修学旅行で行ったなあ、日につ光こう……見ざる言わざる聞かざるだよね？」

「……修学旅行……ああ」

　編み笠がさの下で、ヤナギの顔がわずかに強こわばった。

　ナユタ以外の者に気づかれる前に、すぐに彼かれは俯うつむき、その表情を隠かくしてしまう。

　一方でクレーヴェルは、油断なく周囲に気を配っていた。

「さて、このあたりで門番でも出てくるかと思ったが──」

　ナユタはふと、頰ほおに生なま温ぬるい風を感じた。

　百八の怪かい異いにおいて、この風は多くの場合、敵が出現する前まえ触ぶれとなっている。

　コヨミも忍しのび刀がたなを抜ぬき放はなち、クレーヴェルはヤナギの前へ移動した。とりあえず依い頼らい人にんの盾たてになるつもりはあるらしい。

「なゆさん！　奥おくから何か来る！」

「はい！」

　距きよ離りを詰つめられる前に、ナユタは衣ころもをなびかせて突つっ込こんだ。

　コヨミと二人だけならば相手の出方を見てもいいが、背後に保護対象が二人いる。敵が広こう範はん囲い攻こう撃げきを持っていた場合、距きよ離りを詰つめられれば問答無用でこの二人を溶とかされかねない。

　ナユタが城門から城内側へ飛とび込こむと同時に、左右の壁かべに連なる松明たいまつが点灯した。

　その明かりによって、正面に立つ敵の姿が照らし出される。

　そこにいたのは──白い狐きつねの面をかぶった、小さな童わらべだった。

　鎧よろい武む者しやの群、巨きよ大だいな蜘蛛くも、凶きよう暴ぼうな鬼おにといったわかりやすい門番を想定していたナユタは、慌あわててその場に立ち止まる。

　狐きつね面めんの童わらべは着古した絣かすりの着物姿だった。足元は裸足はだしで、武器などは持っていない。

　ぽつりと寂さびしげに立たち尽つくすその姿は、まるで迷子のようだった。

（このクエストの分類は《道連れ》……内部でパーティー以外のプレイヤーに会うことはない。つまりこの子は、敵かＮＰＣのどちらか……）

　その見み極きわめをつけるため、ナユタは慎しん重ちように声をかけた。

「……貴方あなたは、何者ですか」
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　狐きつね面めんの童わらべは、声を出さずにナユタを手招きした。

　どうしたものかと迷いつつ、ナユタは後続を振ふり返かえる。

「探たん偵ていさん。呼ばれているみたいですが……」

　視界に同行者達たちの姿はなかった。

　入ってきたはずの城門すらなく、石いし畳だたみを敷しき詰つめた暗くら闇やみの道が延々と続いている。

（……ワープゾーン!?）

　先行したナユタのみ、別の場所に飛ばされたらしい。

　反射的にメニューウィンドウを出すが、案の定、通信機能もロックされていた。ギブアップやログアウトは可能だが、仮に全員がそのまま離り脱だつした場合、ここまで立てたイベントフラグも消失してしまう。

　ナユタは素す早ばやく肚はらを決めた。

　動どう揺ようするほどのことではない。ここは結局、安全を約束された《お化け屋や敷しき》のようなものである。

　コヨミ達たちの動向も気にはなったが、初心者のヤナギはともかく、他二人はそこそこレベルも高い。

（……あ、探たん偵ていさんは無理か。あのステータスじゃ野の莵うさぎにも負けそう──）

　そんなことを考えつつ、ナユタはこの状じよう況きようを楽観視してもいた。

　城内で分断されたということは、バランス調整の観点からして、〝単独で戦えないほど極きよく端たんに強い敵〟はしばらく出てこないという意味でもある。

　逃にげ惑まどうことが前提の「屛びよう風ぶの虎とら退たい治じ」のようなクエストはまた別だが、少なくとも仲間と合流するまでは、ボスクラスの敵と遭そう遇ぐうする可能性は低い。

　これが現実であれば孤こ立りつによって恐きよう怖ふに駆かられるところだが、いくらリアルでも所しよ詮せんはバランス調整されたゲームに過ぎない。

　──ＳＡＯと違ちがって、〝死ぬ〟ことはない。

　狐きつね面めんの童わらべが、いつの間にかナユタの袖そでを摑つかんでいた。

「……おねえちゃん。遊ぼう？」

　面の向こうから、くぐもった幼い声が聞こえた。

　ナユタは首を横に振ふる。

「ごめんね。仲間とはぐれちゃったの。はやく合流して、このクエストを攻こう略りやくしないといけないから」

　相手はＮＰＣである。イベントフラグのために常識的な受け答えをする必要はあるが、過度に気を使う必要はない。

　童わらべがナユタを見上げた。

「……遊んでくれないの……？」

「……何をして遊びたいの？」

「かくれんぼ」

　童わらべが背を向けて駆かけだした。

（……なるほど。このダンジョンで、あの子を探して捕つかまえろ、ってことかな──）

　童わらべの姿は通路の闇やみに消える。

　ナユタは改めて周囲を観察した。

　左右は石を積んだ壁かべに挟はさまれている。点在する松明たいまつによってぼんやりと明るいが、遥はるか先を見通すほどの光量はない。

　足元は石いし畳だたみで、ところどころに血の染しみがある。

　──耳を澄すますと、何処どこかで祭り囃ばや子しの太たい鼓こがかすかに聞こえた。イベントが進めば、また音が大きくなっていくのかもしれない。

「──よし」

　進む覚かく悟ごを決めて、ナユタは薄うす暗ぐらい通路に視線を据すえる。

　眼めを閉じ、一呼吸──

　肺はい腑ふに大きく空気を取とり込こみ、ゆっくりと吐はく。

　そして足取りは慎しん重ちように、それでいて迷いはなく、彼かの女じよは凜りんとして闇やみに向かい歩き出した。
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　城内において、ヤナギは一人、途と方ほうに暮れていた。

　何が起きたのかはよくわかっていない。

　先行した戦いくさ巫女みこのナユタが唐とう突とつに消え、駆かけ寄よろうとしたコヨミが次に消え、探たん偵ていが舌打ちを漏もらした直後、気づいた時には一人になっていた。

〝怖こわい〟とまでは思わないが、さてどうしたものかと考えあぐねてしまう。

　道中、クレーヴェルからはいくつか助言を受けていた。

　もしはぐれてしまったらメニューから通信機能を使うこと。

　ただしイベント中は通信が使えなくなる可能性もあるため、その時は探たん索さくを続けるか、あるいはギブアップして街に戻もどるか、自身で判断すること──

　今、通信機能はロックされている。

　しかし敵の気配はなく、すぐに脱だつ出しゆつすべき状じよう況きようとも思えない。

　ヤナギは周囲を見回した。

　そこは大広間である。それも尋じん常じような広さではない。

　足元こそ畳たたみ敷じきだが、壁かべどころか柱の一本さえ見えず、板張りの天てん井じようが延々とどこまでも続いている。

　暗くら闇やみではなくぼんやりと明るいものの、光源らしい光源はない。

　目印になるものが何もなく、全方向にただただ無む闇やみに広い。

　現実には有り得ない空間に、ぽつんと一人──

　ヤナギは改めて途と方ほうに暮れた。

「……じっとしていても仕方ない。歩くかの……」

　溜ため息いき混じりに独りごち、彼かれは脚きや絆はんのままで畳たたみの上を歩き始めた。

　ゲームの中だけに、老眼の影えい響きようもなく視界はよく見える。動き回っても足あし腰こしも痛まない。疲ひ労ろうはあるが、それとて若い頃ころに感じていたものと同程度で、つまり老体ゆえのハンデは感じられなかった。

　反射神経だけは若者達たちのようにはいかないが、若い頃ころのようにこうして普ふ通つうに歩けるだけで、周囲の不気味な様子とは裏腹に、なにやら楽しい心持ちにさえなってしまう。

「……フルダイブ可能なＶＲＭＭＯとは……なるほど、こうしたものか──」

　淡たん々たんと歩きながら、ヤナギは眼めを伏ふせる。

　体力の落ちた老人はもちろん、現実世界ではまともに体を動かせない者さえも、この世界では容易に健康体を得られる。

　所しよ詮せんはゲーム、疑ぎ似じ体験に過ぎないといってしまえばそれまでだが、人並みの暮らしを送ることすら困難な人々にとって、肉体の枷かせを意識せずに済むこうした仮想空間の登場は、まさに福ふく音いんだった。

　好きな場所へ行き、好きなものを食べ、好きなことをする──それがどれだけ幸福なことか、健康な人間にはなかなか自覚できない。

　果ての見えない大広間を、ヤナギはただあてもなく歩き続ける。

　畳たたみの縁へりに沿って真まっ直すぐに進むうち、その正面へ、不意に小さな人ひと影かげが現れた。

　闇やみから溶とけ出すようにして、白い狐きつねの面をかぶった童わらべが一人──

　ヤナギは思わず立ちすくんだ。

　しばし呼吸が止まったものの、それは驚おどろきのためではない。こうした事態が起きることを、心のどこかで期待していた。

「……お……おお……」

　漏もれた呻うめきは、涙なみだこそ伴ともなわないものの泣き声に近い。

　童わらべが血色の失うせた白い手でヤナギを招く。

　ふらつくようにして歩み寄り、ヤナギは童わらべの肩かたを摑つかもうとした。

　伸のばした手は震ふるえ、整ったはずの呼吸がまた乱れる。

　狐きつね面めんの童わらべは、その手が届く寸前に背を向けて走り出した。

「あ……待っておくれ！」

　ヤナギは慌あわてて追いすがる。

　その耳に、どこからともなくかすかな祭り囃ばや子しの音が響ひびき始めた。

　足から力が抜ぬけ、視界がぐらりと歪ゆがむ。

「……う……？」

　立たち眩くらみにも似た違い和わ感かんの後、立ち止まってしまったヤナギは、錫しやく杖じようを頼たよりにどうにか膝ひざを落とさず踏ふみとどまった。

　少し離はなれた暗がりで、振ふり返かえった少年が狐きつねの面を外す。

　──仮面の下にあったのは、ヤナギの見知った顔だった。

　距きよ離りが遠く、はっきりと見えたわけではない。だが、ヤナギに見み違ちがえる理由はなかった。

「……清きよ文ふみ……？」

　童わらべの名を呼びながら、ヤナギはふらふらと後を追う。

　狐きつね面めんの童わらべは無限の大広間を駆かけていく。

　暗くら闇やみにその姿が消えてもなお、ヤナギはただひたすらに、見えない彼かれを追いかけ続けた。
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　探たん偵てい、クレーヴェルは城の天守閣にいた。

　持ち前の強運はこんな時にも発揮されたらしく、眼下には月明かりを受けて銀色に輝かがやく稲いな穂ほの波、彼方かなたには雪ゆき化げ粧しようを残した山々の稜りよう線せん、夜空には満天の星に冴さえた月の輝かがやきと、見事な絶景が一面に広がっている。

　ホラーテイストのクエストには似合わぬ清せい冽れつなその美しさには、制作者のこだわりが感じられた。

（……突とつ入にゆう前まえの地上から見えた景色とは、地形からして別物のようだが──）

　この天守から見える景色は、おそらくは特別に設定されたものである。仮にここから鉤かぎ縄なわなどを用いて外へ下りたとして、向かった先が先さき程ほどのフィールドにつながっているとは限らない。

　もっとも、目的が脱だつ出しゆつではなくあくまで〝探たん索さく〟である以上、あえてそれを試ためす必要もない。ついでに鉤かぎ縄なわなども持っていない。

　強制的に仲間と分散させられたことは予想外だったが、たとえ全ぜん滅めつしてもこのクエストはやり直しがきく。ＳＡＯとは違ちがい、ゲームオーバーが死に直結しない。

　──ゲームオーバーが、死に直結しない。

　クレーヴェルは深々と息を吸う。

　このことを意識するたびに、彼かれは鬱うつ々うつたる重苦しさに潰つぶされそうになる。

　クレーヴェルもかつて、そのゲームに囚とらわれていた。

　当時のことは思い出したくもないが、同時に決して忘れたくもない。

　およそ一万人がＶＲＭＭＯの世界からログアウトできなくなり、そのうちの四千人あまりが死亡した。

　犠ぎ牲せい者しやの親族も含ふくめれば、数万、数十万に及およぶ人々の人生を歪ゆがめた、悪夢のような犯罪だった。

　クレーヴェルが今、ここでこうして〝探たん偵てい〟などに興じている理由にも、この事件が関係している。

（あんな事件は、もう二度と──）

　──今、考えるべきことでもない。

　澱よどみかけた思考を切きり替かえ、探たん偵ていは改めて天守閣を見み渡わたした。

　やや薄うす暗ぐらいが、足あし下もとに迷うほどではない。

　天てん井じようから吊つるされた複数の提ちよう灯ちんに照らされ、板いた敷じきの床ゆかが飴あめ色いろの光こう沢たくを放っている。

　注意深くあたりを観察しつつ、耳を澄すますと──

　何処どこからともなく、不意に祭り囃ばや子しの音色が聞こえた。

　探たん偵ていはふと目め眩まいを覚える。くらりと視界が一いつ瞬しゆん揺ゆれ、体から不自然に力が抜ぬけた。

（なんだ……？　状態異常ではなさそうだが……）

　毒や麻ま痺ひならすぐにわかるが、これといって不快感はない。

　頭を軽く振ふった拍ひよう子しに、部屋の隅すみを黒い人ひと影かげがかすめた。

　クレーヴェルは立ち止まり、眼めを凝こらす。

　数すう瞬しゆん前まえまで誰だれもいなかったはずの場所に、《誰だれか》が立っている。

　ホラーではありがちな演出でもあり、その意味では予測範はん囲い内ないの現象といって差さし支つかえない。

　ただ──闇やみに埋うもれた後ろ姿に、奇き妙みような点がある。

　彼かれのシルエットは、クレーヴェルの知る〝ある人物〟にそっくりだった。

　和風の《アスカ・エンパイア》内では珍めずらしい、西洋風の分厚いプレートメイルを身につけ、彼かれはまるで行き先に迷うように、ぼんやりとそこに立たち尽つくしている。

　歩み寄ることすらできず、クレーヴェルはその場に硬こう直ちよくした。

　──プレートメイルの男が、ゆっくりと横を向く。

　表情こそ闇やみの中でややぼやけていたが、他人の空似という可能性を完全に排はい除じよできる程度には、面おも影かげが瓜うり二ふたつだった。

（何故なぜ……何故なぜ、〝彼かれ〟がここにいる……？）

　そこにいたのは、この場に決しているはずのない人間だった。

　驚おどろきつつも、クレーヴェルは取り乱さない。彼かれはあくまで平静を保っている。

　ただしその平静さは、「事態を把は握あくできない」がゆえの、麻ま痺ひにも近しい代しろ物ものではあった。

　自分がゲームをプレイしているのか、それとも眠ねむって夢を見ているだけなのか──それすら怪あやしく感じられる。

　青年の口から、塊かたまりのような黒い血がごぽりと溢あふれた。

　鎧よろいの首筋、肩かた、胴どう回まわりなどの隙すき間まからも、闇やみが侵しん食しよくするような印象を伴ともなって、大量の血が溢あふれていく。

　クレーヴェルは取り乱さない。

　決して──取り乱さない。

　彼かれは幽ゆう霊れいなど信じない。それらしきものがもし見えたとしたら、それは誰だれかの作った紛まがい物ものか、あるいは脳が見せる幻げん覚かくの類たぐいだと弁わきまえている。

（そう、幻げん覚かく……あるいは気のせいだ。あれが奴やつであるはずはない。しかし……）

　──青年の姿はあまりに忘れ難がたく、見み間ま違ちがえなどは断じて有り得ない。

　重ねて、クレーヴェルは取り乱さない。

　だから彼かれは考えることができる。

　仮に事態を把は握あくできず、感覚が麻ま痺ひしていたとしても、パニックにはならず、いくつかの〝推測〟をたてることができる。

　そうして彼かれが導き出した可能性の一つは、あまり質のいい解答ではなかった。

（まさか、このクエストは……まずい。運営に気づかれたら……！）

　歯は嚙がみするクレーヴェルの視界で、青年の足あし下もとに血が溜たまり、黒く真円を描えがいて広がり始めた。

　血ち溜だまりはそのまま底なしの沼ぬまと化し、彼かれの身を床ゆか下したへと吞のみ込こんでいく。

　咄とつ嗟さに駆かけ寄よろうとしたクレーヴェルの裾すそを、後ろから誰だれかが摑つかんだ。

　振ふり返かえると──絣かすりの着物を着た《狐きつね面めんの童わらべ》と、視線が交こう錯さくした。

　城への突とつ入にゆう前まえに一いつ瞬しゆんだけ見えたあの幼い童わらべが、今、間近でクレーヴェルのコートを摘つまんでいる。

　意識を逸そらされたのは一いつ瞬しゆんのことで、クレーヴェルはすぐさま、沈しずみゆく青年に視線を戻もどした。

（……いない……？）

　そこにもう、〝彼かれ〟はいなかった。

　沈しずんだにしては早すぎる。血ち溜だまりもない。視線をずらした一いつ瞬しゆんの隙すきに消えたと見るのが正しい。

　そもそも仮想空間だけに、この程度の消失は不思議でもなんでもない。

　青年の消えた床ゆか面めんを凝ぎよう視ししつつ、クレーヴェルは狐きつね面めんの童わらべに声をかけた。

「──君。私は早さつ急きゆうに、ヤナギ氏と共にこのクエストをクリアしなければならない。分散した仲間のところへ案内してくれ。君は──このクエストの中において、《敵》ではないんだろう？」

　仮に敵であるならば、クレーヴェルはとっくに不意打ちを受けている。

　狐きつね面めんの童わらべが不思議そうに首を傾かしげた。

　この童わらべは、もちろん幽ゆう霊れいなどではない。ただのＡＩ──それもおそらくは、このクエストの内部において案内人の役割を受け持つ存在だった。

　童わらべは無言でクレーヴェルの裾すそを離はなし、滑すべるような足取りで天守閣の端はしへと向かった。

　その先には階下へ下りるための階段がある。

　梯はし子ごに近い急な角度だが、童わらべは踏ふみ板いたを無視し、階下へ音もなく飛び降りた。

　クレーヴェルも後に続く。

　このまま罠わなへと導かれる可能性ももちろんあるが、その罠わなを乗のり越こえることがクリアの条件であるならば、この童わらべは紛まぎれもなくクエストの案内人だった。

（……この段階で雑魚ざこに絡からまれようものなら、私は脱だつ落らくだろうが……）

　運以外のステータスが尋じん常じようでなく低いクレーヴェルにとって、そこが一つの悩なやみ所ではある。

　彼かれの懸け念ねんを裏付けるように、階下の天てん井じようでがさごそと何かが蠢うごめいた。

　急階段を下りきって見上げた視界に、蜘蛛くもの半身を持つ花魁おいらん姿すがたの女が現れる。

　逆さまに天てん井じようへ張り付き、彼かの女じよは裂さけた口元から牙きばを覗のぞかせ、にたりと笑った。

「……女じよ郎ろう蜘蛛ぐも……か」

　クレーヴェルはステッキの先で、コツコツと軽く床ゆかを叩たたく。これは思案する時の癖くせである。

　熟達したプレイヤーにとっては、さほど怖こわい相手ではない。

　──が、少なくともクレーヴェルのステータスで敵かなう相手でもない。

　倒たおさなければ狐きつね面めんの童わらべの後を追えないが、倒たおすのはおそらく難しい。退路は逃にげ場ばのない天守閣のみである。

　──つまりは、どうしようもない。

　探たん偵ていは軽く額を叩はたき──

　やり直しのきく仮想の《死》に向けて、後ろ向きかつ破れかぶれの一歩を踏ふみ出だした。
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　ナユタが城からの一時離り脱だつを果たした時、メールボックスには既すでに三通のメッセージが届いていた。

【　なゆさんごめん！　頑張ったけどやられちゃった……また明日、探たん偵ていさんとこで！　】

【　すまない。私も負けた。ヤナギ氏もお疲つかれのようだし、君も今日のところはログアウトしてくれ　】

【　恐おそれ入いります。私もお役に立てませんで──　】

　どうやら三人ともあっさりと撤てつ退たいに追おい込こまれたらしい。無事にイベントフラグを引ひき継ついで城から脱だつ出しゆつできたのは、ナユタだけということになる。

《百八の怪かい異い》においては、デスペナルティとして、ＨＰが〇になったプレイヤーはその後の六時間にわたってログインができなくなる。

　所持アイテムをランダムで一つ失う通常通りのペナルティもあるが、これは身代わりとして消失する《さるぼぼ》を持っている限り、あまり怖こわくはない。

　この人形の由来は、猿さるの赤あかん坊ぼうを模した飛ひ驒だ地方の名産品で、災さい厄やくが「去る」と猿さるを掛かけたお守りらしい。

　百八の怪かい異いでは消失アイテムの代わりに「去る」という設定で、攻こう略りやく組ぐみにとっては必ひつ須すのアイテムとなっている。

　そもそもホラーテイストという事情もあって、今回のイベントでは突とつ発ぱつ的てきなリタイアがそれなりに多い。

　さるぼぼはそれに対する救済措そ置ちであり、アスカ・エンパイアの他のクエストでは効果を発揮しない、怪かい異いイベント専用の特とく殊しゆアイテムだった。

　それを持っている限りリタイアによる被ひ害がいは少ないだろうが、六時間のログイン制限についてはどうしようもない。

　早期の合流は諦あきらめて、ナユタもひとまずログアウトすることにした。

　転送ポイントでイベントフラグをセーブし、ついでに消費したアイテムをよろず屋で買い直してから、彼かの女じよは自分の部屋へと戻もどる。

　ベッドから頭をあげると、窓の外はもう暗かった。

　部屋の外から母親の叱しかるような声が響ひびく。

「優ゆ里り菜なー、まだゲームやってるのー？　聞こえてたら、お風ふ呂ろ沸わいてるから入っちゃいなさーい」

「……うん。いま入る」

　ナユタは──櫛くし稲いな田だ優ゆ里り菜なは、返事をしながら自分の部屋を見回した。

　古い和風の世界観からこの部屋へ戻もどると、その違ちがいに少しばかり戸と惑まどうことがある。

　ベッドの上には巨きよ大だいでやや不細工な黒くろ猫ねこのぬいぐるみ。それがかろうじて女子高生らしい装そう飾しよく品ひんで、他は総じて地味な部屋だった。

　壁かべの書しよ棚だなには小説を中心に大量の本が詰つめ込こまれ、机にはパソコンが一台、部屋の色使いは白系と黒系が多く、雑貨類はあまりない。よく片づいてはいるものの、男の部屋とでも思われそうな素っ気ない空間となっている。

　移動した居間では、兄と父が将しよう棋ぎを指していた。

　今日は兄の方が優勢らしく、いつも気弱げな父が珍めずらしく眉み間けんに皺しわを寄せ、盛せい大だいに唸うなっている。

「お兄ちゃん、今日は非番？」

「……非番じゃないのに親父おやじと将しよう棋ぎなんか指してたらまずいだろ」

　呆あきれた口調で返され、優ゆ里り菜なはくすりと笑った。

　アイランドキッチンから、母親も顔を覗のぞかせる。

「非番なのにデートの予定もなくお父さんと将しよう棋ぎを指しているのも、それなりにまずいんじゃないかしら？　優ゆ里り菜なが彼かれ氏しとか連れてきたらお父さんは卒そつ倒とうしそうだけど、お兄ちゃんが彼かの女じよを連れてくる分には大だい歓かん迎げいよ？」

　独り者の兄は、聞こえないふりをして肩かたをすくめた。

　ようやく次の手を打った父が恐おそる恐おそる顔をあげる。

「……優ゆ里り菜な。念のために聞くけど、そういう相手はまだいない……よな？」

　優ゆ里り菜なが答えるまでもなく、兄がからからと笑った。

「いたら貴重な土曜日の午後をゲームなんかに費ついやしてるわけないだろ。ほら、親父おやじ。王手」

「ああっ……お前、そこに桂けい馬まはないだろ……うう、飛車と交こう換かんか……」

　決着は近いらしい。

　ソファに腰こし掛かけた優ゆ里り菜なは、入浴の前にタブレットからいつも見ているサイトのチェックをはじめた。

　ＭＭＯトゥデイ。

　ＶＲＭＭＯの関連情報を扱あつかうこの大手ニュースサイトは、情報の速さと精度に定評がある。攻こう略りやく情報だけでなく、業界の動向や新規ゲームの宣伝まで網もう羅らしているが、ここ数日の目玉記事は、管理人シンカーによるカナダ旅行記だった。
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　現地のソフトウェア会社を訪問し、新進気き鋭えいのクリエイター達たちへ直接インタビューを行う──そんな内容だが、同行している新にい妻づまのユリエールも頻ひん繁ぱんに写真の端はしに登場するため、内容はいたって真面目ながら「公開新しん婚こん旅行か」とごく一部でやっかまれている。

　優ゆ里り菜なが今日の更こう新しん分ぶんを読み始めた直後、サイトのトップに速報が入った。




『　アスカ・エンパイア、《百八の怪かい異い》新規クエストに不具合発生　』




（新規クエスト、って……まさか──）

　今週配信された新規クエストは、《人じん狼ろうの森》と《幽ゆう霊れい囃ばや子し》の二つしかない。

　嫌いやな予感とともに、優ゆ里り菜なはすぐさま記事をクリックする。

　読み進むうちに、この懸け念ねんは完全に裏付けられた。

「……今週配信されたばかりの《幽ゆう霊れい囃ばや子し》において、一部のユーザーから苦情が発生……？　内容を調査検証するため、配信を一時停止……再配信の時期は未定──って……」

　彼かの女じよは呆ぼう然ぜんと、短い記事を幾いく度どか読み返す。急ぎの第一報ゆえか、苦情の内容までは書かれていない。

（そんな……だってヤナギさん、一週間以内にどうしてもクリアしたいって……）

　こうした一時的な配信停止は、過去にも幾いく度どか例がある。そのまま削さく除じよされてしまったクエストもあるが、復活する場合でも修正に一ヶ月程度はかかるのが常だった。

　一週間以内でのクリアとなると、もはや絶望的といっていい。

　優ゆ里り菜なは追加の情報を求めて、ブックマークから《百八の怪かい異い》の攻こう略りやくコミュニティへ移動した。

　案の定、そこには幽ゆう霊れい囃ばや子しの配信停止に関するスレッドが既すでに立っている。

　真しん偽ぎの怪あやしい推測や噂うわさ話ばなしが多いことは承知で、彼かの女じよはその内容を確かく認にんしはじめた。

　急な配信停止に戸と惑まどう声が多い中、いくつかの書かき込こみが彼かの女じよの眼めを捉とらえる。




『　ゲームの中に、本物の幽ゆう霊れいが出たらしい　』──




　優ゆ里り菜なは──ナユタは、唇くちびるをきつく引き結ぶ。

　この書かき込こみが馬ば鹿か馬ば鹿かしい与よ太た話ばなしではないことを、彼かの女じよは既すでに知っていた。

　確かに彼かの女じよも、〝データとしては存在しないはずの幽ゆう霊れい〟を目もく撃げきしている。

　ただし、それが《本物》の霊れい魂こんだなどとは思っていない。ほぼ間ま違ちがいなく、なんらかの種と仕し掛かけがある。

　そして困ったことに──今回はその種と仕し掛かけが、運営側にとって看過できない類たぐいのものだった可能性が高い。

　吞のん気きに将しよう棋ぎを指す兄と父に背を向け、ナユタは独り、無意識のうちに華きや奢しやな拳こぶしを握にぎり込こんでいた。
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[image: 二章　狐の見舞い]







　猫ねこは神である。

　神とは人知を超こえて畏い怖ふされる存在であり、信しん仰こうの対象である。

　鰯いわしの頭も信心から、などと言う通り、信しん仰こうする者さえいれば鰯いわしの頭でさえ神になる。

「……いわんや猫ねこをや、というのが連中の主張だ」

　狐きつね顔がおの探たん偵ていクレーヴェルはどこかうんざりとした表情で、壁かべを越こして向かいにある隣りん室しつを指さした。

　戦いくさ巫女みこのナユタと忍しのびのコヨミは、揃そろってその方向に視線を向ける。

　三みツつ葉ば探たん偵てい社しやの隣となりの部屋を借りているのは、〝猫ねこ神がみ信しん仰こう研究会〟なる怪あやしい組織だった。

　得体は知れないが、さしあたって実害があるようにも思えない。

　ボットの猫ねこ又またを膝ひざに載のせたコヨミが、顎あご下したを撫なでながら力なく笑った。

「まあ、神様と猫ねこ様さまって字じ面づらも似てるしねー……あと人間に無関心なとことか、人間を下げ僕ぼくと思ってそうなとことか、貢みついでも見返りがないとことか、共通点も割と多そうだし──」

　彼かの女じよらしい言い草に、ナユタは嘆たん息そくを向ける。

「コヨミさんってたまに言うことが黒いですよね。信心深い人に怒おこられますよ」

「……その信心深い人らがよってたかってうちのおじいちゃんから土地とその他資産をひっぺがしていった結果、私はつまんないＯＬやってるの……あの遺産があったら一生ニートできたのにっ！」

　それはそれでどうなのかと思わないでもない。

　半分は同情し、半分は呆あきれて、ナユタはコヨミの頭を適当に撫なで回まわした。

「残念でしたね、コヨミさん。それより……隣となりの猫ねこ神がみ信しん仰こうの人ひと達たちって、冗じよう談だんで活動してるわけじゃないんですか？　信しん仰こうしてるっていうなら、教義とかは……」

　執しつ務む机づくえに肘ひじをついたクレーヴェルが、微び笑しようとともに肩かたをすくめた。

「あるにはある。〝猫ねこは聖なる獣けものである〟〝猫ねこを崇あがめよ〟〝おやつをあげすぎるな〟〝爪つめとぎボードを用意せよ〟〝栄養のバランスに気をつけよ〟〝予防接種は確実に〟〝トイレはきちんと掃そう除じせよ〟……だったかな？」

「……三つ目以降、ただの猫ねこの飼い方ですよね？」

　探たん偵てい事務所に集つどった三人は、日曜の早朝から益やく体たいもない会話を重ねていた。

　狐きつねのような銀ぎん髪ぱつの青年探たん偵てい、クレーヴェル。

　幼く見えるが歴れつきとした社会人の忍にん者じや、コヨミ。

　そして身軽さを重視した徒と手しゆ空くう拳けんの戦いくさ巫女みこ、ナユタ──

　三人ともにその顔色は冴さえない。

　早朝とはいえ、窓の外は今日も暗い。あやかし横丁は常に夜の街であり、空に朝日が昇のぼることは決してない。

　そしてナユタ達たちの精神状態も、現状、夜明けからは程ほど遠とおかった。

　クエスト《幽ゆう霊れい囃ばや子し》の突とつ然ぜんの配信停止により、彼かの女じよ達たちは今、その動きを封ふうじられている。

　とりあえずとばかりに事務所には集まったものの、依い頼らい主ぬしたるヤナギもまだ来ていない。

　ボットの猫ねこ又またとコヨミが、同時に欠伸あくびを漏もらした。

「ふあ……ねー、なゆさん。なんか甘あまいもの食べたい……化ばけ猫ねこ茶ぢや屋や行こっか？　ヤナギさんにもメールして、待ち合わせそっちにしてさー」

　甘あまいものでも食べれば、妙みよう案あんが──浮うかぶとは思えないが、当面のストレスは軽減されそうだった。

「わかりました。探たん偵ていさんも行きますよね？」

「……化ばけ猫ねこ茶ぢや屋やか……ああ、ヤナギ氏には私からメールを送っておこう」

　メニューウィンドウを操作しながら、探たん偵ていが立ち上がった。

　ナユタとコヨミは一足先に事務所を出る。

　昨日までと同じく、そこには高さ三メートルに及およぶ黒くろ猫ねこ大だい仏ぶつが鎮ちん座ざしていた。

　──気のせいか、前足の角度が昨日とは微び妙みように違ちがっているように見える。

　気づかぬふりをして通り過ぎ、三人は宵よい闇やみ通りを抜ぬけて、あやかし横丁の表通りへと戻もどった。

　ゲームの中は常に夜でも、実際の時間は休日の朝とあって、そこそこ人通りは多い。

　夜空を見上げれば曇どん天てんから大量の長い手が生え、まるでクラゲの触しよく手しゆのように蠢うごめいていた。

「……あれって、〝なんとなく不気味〟以上の意味はあるんでしょうか？」

「さて。〝雲を摑つかむ〟ような話だね」

　探たん偵ていが鼻で笑う。

　冗じよう談だんのようなその答えに、ナユタは妙みように納なつ得とくしてしまった。

　この街は結局、〝よくわからないもの〟が意味もなく適当に蠢うごめいている場所だった。

　よく言えば懐ふところが深く、悪くいえば節操がない。

　無意味なものも、無意味なままで存在を許される──そういう意味では、多くの人々にとってここは存外に居い心地ごこちがいい。ホラー的な空間のはずなのに、全体として妙みような活気がある。

　やがて到とう着ちやくした化ばけ猫ねこ茶ぢや屋やは、ひっきりなしに客が出入りしていた。

　出入りの数すう瞬しゆん、彼かれらの姿は幽ゆう霊れいのように不安定になる。

　店の入り口を境に、入店する時は体が朧おぼろに消え、退店する時は逆に浮うかび上あがって実体化する。

　この出入り口は転送ゲートのような仕様で、客はコピーされた複数の店てん舗ぽへ飛ばされるため、いつ来ても混雑とは無む縁えんだった。

　ナユタ達たち一行も、他に誰だれもいないがら空きの店内へと飛ばされた。

　適当なテーブル席に案内されながら、接客する猫ねこ又またの顎あご下したをコヨミがわしわしと撫なでる。

「まだ朝だし、さっぱりしたのがいいかなあ。今日は私も豆かんにする！　なゆさんはいつも通り？」

「はい。豆かんで」

　コヨミは気分次し第だいで注文をよく変えるが、ナユタは七割程度の確率で豆かんを頼たのむことが多い。

　えんどう豆と寒天だけのシンプルな甘あま味みだが、寒天の歯応えがよく、蜜みつの甘あまみがちょうどいい。えんどう豆も特別仕様で、よその店てん舗ぽのそれとは物が違ちがう。

　一ひと嚙かみでぷちんと小気味よく弾はじけ、バニラビーンズにも似たほのかに甘あまい香かおりが口くち一いつ杯ぱいに広がるその豆は、現実には存在しない代しろ物ものだった。

　純じゆん粋すいな豆かんを求めて来る客はさておき、こうした和わ洋よう折せつ衷ちゆうの不可思議な味わいが、この店の人気にもつながっている。

　並んで座すわるナユタとコヨミの向かいに、探たん偵ていも腰こしをおろした。

「私も同じものでいい。豆かん三つで頼たのむ」

　法はつ被ぴを着たマンチカンが小さく頷うなずき、注文票に筆記をしながら、とてとてと奥おくの厨ちゆう房ぼうへ歩いていった。

「探たん偵ていさんもここ、よく来るの？」

　コヨミが問うと、クレーヴェルは曖あい昧まいに頷うなずいた。

「観光案内では定番のスポットになっている。海外の客にも評判がいい。ただ──豆かんは食べたことがないな。注文したことは何度かあるんだが」

　妙みようなことを言い出した。

「ああ、もしかして取とり違ちがえですか？　私とコヨミさんが知り合ったのも、お互たがいの豆かんとわらび餅もちを間ま違ちがって配はい膳ぜんされたのがきっかけで──」

「……いや、取とり違ちがえというか……」

　クレーヴェルが言いい掛かけた矢先、早くも猫ねこ又またが盆ぼんを運んできた。

　豆かんを盛った陶とう磁じ器きの碗わんが二つ。

　それともう一つ、あまり見覚えのない舟ふな形がたのガラス容器に、黄色い円柱と大量の生クリーム、色とりどりのフルーツを豪ごう勢せいに盛り合わせ、カラメルソースとチョコレートをトッピングした明らかに和わ菓が子し感かんのない逸いつ品ぴんが一皿──

「……え。何それ。え？」

　混乱するコヨミをよそに、猫ねこ又またはそれぞれの前に器うつわを置いていく。

　クレーヴェルの前に置かれたのは、豪ごう勢せいな《プリン・ア・ラ・モード》だった。

　注文は豆かん三つである。何をどう間ま違ちがえたらこうなるのか、ナユタにはさっぱりわからない。

「……頼たのんだの、豆かん三つですよね？」

　配はい膳ぜんの猫ねこ又またに問いかけると、マンチカンは不思議そうに首を傾かしげ、そのまま近くのキャットタワーへよじ登り、最上段で丸くなってしまった。

　交こう換かんはしてくれないらしい。

　クレーヴェルが眉み間けんに指を添そえる。

「……高すぎる幸運値の影えい響きようで、私がここに来るといつもメニューにない特とく殊しゆな品が出て来る。どうも生クリーム系は苦手なんだが……このプリンも三度目だ。もしよければ君きみ達たちで分けるといい」

　舟ふな形がたの器うつわに盛られたプリンアラモードを、クレーヴェルがナユタ達たちの前に押おしだした。

　運が良いいのか悪いのか、もはやよくわからない。

　化ばけ猫ねこ茶ぢや屋やでは珍めずらしいこの特製スイーツを前に、コヨミが子供のように眼めを輝かがやかせた。

「まじで!?　わーい、いっただっきまーす！」

　遠えん慮りよなくプリンにスプーンを突つき刺さし、周囲の生クリームを添そえて一口頰ほお張ばるや、彼かの女じよは満面の笑えみを見せた。

「うまっ!?　何これうまっ！　ド・ロタ・ボー・パーラーの最高級イツマーデンプリン超こえてるっ！　なゆさんなゆさん、ほら食べてみなって！」

　目の前にスプーンを差し出され、ナユタは流されるままにプリンを口にいれた。

　甘あますぎずさっぱりとした舌した触ざわりながら、カスタードの風味は濃のう厚こうで、カラメルのほろ苦さが味の深みとなって確かに美味おいしい。

　──が、ナユタは寒天のほのかな甘あまみと歯応えのほうが好みでもある。
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　同時に、その味をまだ知らないらしいクレーヴェルを少しだけ気の毒にも感じた。

　ナユタはまだ手をつけていない豆かんをクレーヴェルの前へ置き直す。

「それじゃ、探たん偵ていさんには私の豆かんを代わりに──どうぞ」

　クレーヴェルが切れ長の目をわずかに細めた。

「君が注文したものだろう。いいのか？」

「私はいつも食べていますから。お気き遣づかいなく」

　コヨミがナユタへ甘あまえるようにもたれかかった。

「だったらなゆさん、プリンも豆かんも私と半分こしよ？　それならお互たがいに両方食べられるし。はい決定ー」

　そのまま口元に、カットしたスイカを差し出される。

　この餌え付づけを素す直なおに受け入れながら、ナユタは真顔で探たん偵ていに向き直った。

「……さて、クレーヴェルさん。今後の話ですが……」

「……もう？　もうちょっと現実逃とう避ひしてようよ……」

　コヨミが隣となりでぽつりと囁ささやいたが、そうもいかない。

　ヤナギからの依い頼らいは、クエスト《幽ゆう霊れい囃ばや子し》を一週間以内にクリアすること──

　肝かん心じんのクエストが配信停止になってしまった今、ナユタ達たちにできることは何もない。

　大手のゲーム情報サイト、ＭＭＯトゥデイにも続報はまだなく、公式からの情報発信も途と絶だえている。

「配信停止になったクエストが、修正を経て再配信されるまでには、早くても半月──通常なら一ヶ月程度はかかります。ヤナギさんの依い頼らいは……残念ながら、もう達成不可能です」

　この事実は認めないわけにいかない。どう足搔あがいたところで、そもそも配信されていないクエストをプレイする手段はない。

　クレーヴェルが狐きつねのような顔でくすりと嗤わらった。

「まったく、困った話だね。こういう事態は私も想定していなかったが、ひとまずはヤナギ氏からの連れん絡らくを待とう。依い頼らいを破は棄きするか、それとも時期をずらして再配信を待つか、あるいは……ヤナギ氏の〝本当の目的〟を教えてもらい、それに対応するか、だね」

　コヨミがハムスターのようにメロンをかじりながら、器用に首を傾かしげた。

「本当の目的？　クエストのクリアじゃなくて？」

　クレーヴェルが眼めを伏ふせた。

「昨日、君も疑問に思っただろう？　〝こんなクエストのクリアに百数十万円も出すなんて、普ふ通つうじゃない〟──その通りだ。しかし、ヤナギ氏は大金を出してでも早さつ急きゆうにクリアしたい何らかの事情を抱かかえている。その内容によっては──ただクエストをクリアする以外にも、彼かれの望みを叶かなえる手段があるかもしれない。そういう話だ」

　コヨミが逆側に首を傾かしげ直した。

「えーと……そもそもヤナギさんって、どうしてクエストクリアしたいのかな？」

　探たん偵ていが豆かんを口にいれた。

「──ん。これは確かに旨うまい……実のところ、ある程度まで想像はついている。ただ、本人のプライバシーに関わることだし、確かく認にんもとらずに私が無責任な推論を述べるわけにはいかない。ヤナギ氏から直接、聞いたほうがいいだろう。赤の他人である我々に、それを話すかどうかの判断も含ふくめて──結局は彼かれ次し第だいだ」

　もったいぶっているわけではないらしい。クレーヴェルの口調には、これまでよりも真しん摯しな響ひびきがあった。

　ナユタも無ぶ遠えん慮りよに踏ふみ込こむ気はない。人にはそれぞれ、抱かかえている事情がある。

　コヨミが要領を得ない顔で、カットされたスイカをしゃくしゃくとかじった。

「よくわかんないけど、まだ諦あきらめないってことでいいのかな？」

「私としては諦あきらめないつもりだけれど、結局のところ、すべては依い頼らい主ぬしの意向次し第だいかな」

　クレーヴェルが不意にメニューウィンドウを開いた。何かメッセージが届いたらしい。

「噂うわさをすれば、さっそくヤナギ氏から……いや。違ちがう──これは……」

　クレーヴェルの目つきがわずかに険しさを増した。

「どうしたんですか？　もしかして依い頼らいの破は棄きとか……？」

　ナユタが身を乗り出すと、探たん偵ていは逆に身を引かせた。

「ヤナギ氏のご家族からだ。ヤナギ氏が体調不良でログインできないため、こちらに来られないと……可能なら直じかに会って詳くわしい話を聞きたいと、そんな代筆のメールが来ている。記名は抜ぬけているが、文面からして奥おく方がたのようだな」

　ゲーム内から送られたメッセージではなく、転送されてきた電子メールらしい。

　ナユタは思わずコヨミと顔を見合わせた。

「体調不良でログインできないって……ヤナギさん、何かあったんでしょうか？」

「奥おくさんからのメールって……ま、まさか運営が配信停止を決めた苦情って、ヤナギさんとこが発ほつ端たんとか……？　〝おじーちゃんが調子悪くなったのはゲームのせいだ！〟みたいな……」

　高こう齢れい者しやがゲームの直後に体調を崩くずし、家族がそのことについて運営側に苦情を送る──行こう為いの是ぜ非ひはさておき、ありえそうな事例ではある。

　だが、クレーヴェルは即そく座ざに首を横に振ふった。

「それはない。運営に届いた苦情の内容については、昨夜のうちに確かく認にん済みだ。どうも我々よりも少し早く、城内への進入に成功した他のパーティーがいたらしい。で……その中の一人が、データとしては存在しないはずの《幽ゆう霊れい》に驚おどろいて気絶し、アミュスフィアの安全装置が働いて強制ログアウトに追おい込こまれた。傍そばにいた家族が慌あわてて救急車を呼び、その後、病院側から運営にも連れん絡らくがいって──安全性を確かく認にんするために緊きん急きゆう配信停止、という流れだったと聞いている。倒たおれたのは二十代の大学生らしい」

　ナユタは少なからず驚おどろいた。

　運営からの発表はそこまで詳くわしい内容に触ふれられていない。特に報道されたわけでもなく、ネット上の噂うわさも「本物の幽ゆう霊れいが出たらしい」程度にとどまっている。

「そんな詳くわしい情報、一体どこから……？」

　探たん偵ていは事も無げにこの問いを受け流した。

「商売柄がら、情報源はいろいろあってね。ついでに、配信停止に至った本当の理由は苦情のせいじゃなく……苦情をきっかけに、運営側が審しん査さ時じの見落としに気づいたせいだ。あの《幽ゆう霊れい》は彼かれらにとっても想定外だったらしい」

　コヨミが唸うなる。

「想定外の幽ゆう霊れいかあ……あのさ、ヤナギさんが来てから話そうと思ってたんだけど、二人はどこに飛ばされて何を見たのか、聞いてもいい？」

　クレーヴェルが鷹おう揚ように頷うなずいた。

「私は城の天守閣に飛ばされた。目の前に現れたのは、かつて死んだ友人……同期の仲間だ。その後、狐きつね面めんをつけた童わらべが出てきて、道案内を頼たのんだんだが──直後に奇き襲しゆうをかけてきた女じよ郎ろう蜘蛛ぐもに、善戦むなしく倒たおされた」

「……探たん偵ていさんのステータスで善戦とか、明らかに噓うそですよね？」

　ナユタの突つっ込こみに、クレーヴェルは薄うす笑わらいを浮うかべたのみだった。

　切きり替かえて、彼かの女じよも自身の進行状じよう況きようを話し始める。

「私が最初に飛ばされたのは、飛とび込こんだ通路がそのまま前後に延びたような場所でした。やっぱり狐きつね面めんの子が出てきて、〝かくれんぼをして遊ぼう〟っていわれて──その後、彼かれを探しながら、地ち下か牢ろうとか古ふる井い戸どの底の通路を探たん索さくして、イベントアイテムっぽいものをいくつか見つけて、ちょうど近くに出口もあったので一時離り脱だつした次し第だいです」

　コヨミとクレーヴェルが、信じ難がたい生き物を見るような眼めをナユタに向けた。

「地ち下か牢ろう……」

「古ふる井い戸ど……」

「はい。知った顔の幽ゆう霊れいらしき人ひと影かげも出てきましたけれど、ちらりと見えた程度なので、あまり印象には残りませんでした。罠わなはいくつかありましたけれど、ダメージ系よりびっくり系が中心ですね。一人ずつ分断されたのは厄やつ介かいでしたが、攻こう略りやく難度そのものはさほど高くないと思います」

　コヨミがぶるりと肩かたを震ふるわせ、探たん偵ていも呆あきれたように目元を押おさえた。

「……いや。うん……そうじゃなくてさー……」

「……君、一人でそこを進んでいったわけだよね？　淡たん々たんと話しているが、よくギブアップせずに切きり抜ぬけたものだ。古ふる井い戸どなんてそもそも入ろうという気にならないだろうに」

　二人のこの反応が、ナユタにはもう一つぴんとこない。同行者を守る必要がない分、彼かの女じよにとってはむしろ気楽な散策だった。

「そんなに強い敵は出ませんでしたよ？　倒たおしたのは鬼おに蜘蛛ぐもが二体と骸がい骨こつ武む者しやが五体。死し霊りよう兵へいや蝙蝠こうもりは数えてませんが、どっちもせいぜい十数体くらいだと思います。金色の鱗うろこの蛇へび女おんなも見かけましたけれど、特とく殊しゆ設定のレア敵だったみたいで逃にげられました」

　戦果としては悪くないが、自じ慢まんできるほどのものでもない。

　コヨミがナユタの背中をそっと撫なでた。

「……なゆさん、怖こわかったら無理しないでいいんだよ？　お姉さんになんでも話してね？　あと怖こわくなくても〝キャーコワーイ〟とか言っとけば世間の男くらいなら騙だませるから……もうこの際、〝自分の美しさが怖こわい〟とか〝まんじゅう怖こわい〟とかそういうのでもいいから……」

　子供に言い聞かせるような諭さとし方だったが、内容はいつも通り少々おかしい。

「いえ、だって、実際にケガしたりとか事故に遭あったりって可能性はないわけですし……いくら私だって本物の地ち下か牢ろうとか古ふる井い戸どだったらそれなりに怖こわいです。コヨミさんのほうは、どんな状じよう況きようでどんな幽ゆう霊れいを見たんですか？」

　プリンを味わいながら、コヨミが泣きそうな顔に転じた。

「私はねー……なんかやたらでっかい露ろ天てん風ぶ呂ろに飛ばされたの……で、潜ひそんでいた半魚人の不意打ちでやられちゃったんだけど、その直前、湯気の向こうで……」

　彼かの女じよはわずかに鼻をすすった。

「……二ヶ月前に死んだ、ブラインシュリンプのリンちゃんが……浴衣ゆかた着て踊おどってた」

「………………すまない。もう一度頼たのむ」

　聞き間ま違ちがいと思ったのか、探たん偵ていが真顔で問いかけた。

　コヨミは悲しげに俯うつむく。

「ブラインシュリンプ……粉みたいな乾かん燥そう卵らんを塩水につけると孵ふ化かするヤツ。最初は見えないくらい小さいけど、うまく育てると一センチくらいまで大きくなるの……ミジンコと似たような扱あつかいだけど、乾かん燥そう卵らんの状態だと数年単位で保存が利きいて──」

　探たん偵ていが目め頭がしらを押おさえた。

「熱帯魚の餌えさになるアレか……？　知識としては知っている。スプーン一杯ぱいで数百匹ぴきにもなるそれを、単体で、しかも名前をつけて飼育していたのか……？」

　コヨミはこくりと頷うなずき、しんみりと遠い眼めをした。

「人間サイズまで巨きよ大だい化かするとさすがにキモかったけど……でも、元気そうな姿を見られてちょっと嬉うれしかったかなあ……」

　ナユタは反応に困った。どことなくいい話のように語っているが、あまりそうは思えない。

「あの……かわいいんですか？　それ」

「や。別にかわいくはない。全然」

　意外にドライだった。

　よくわからない趣しゆ味みだが、コヨミがおかしいのは今にはじまったことでもない。

　気を取り直した探たん偵ていが姿勢を正した。

「ともあれ、これではっきりした。あのクエストに登場する《幽ゆう霊れい》は、プレイヤーそれぞれの、現実世界での亡なくなった知人……あるいはペットというケースもありそうだが、いずれにしても、本来はゲームの中にデータとして存在しない、個人情報に由来するものだ。まさに《幽ゆう霊れい》だね。少なくとも──過去のクエストで、こんな事例は聞いたことがない」

「……だけど、本物の幽ゆう霊れいなんて有り得ません」

　眉まゆをひそめるナユタに、探たん偵ていがからかうような微び笑しようを見せた。

「確かに。とはいえ、実体がないという点では、幽ゆう霊れいとＶＲＭＭＯ内のＮＰＣには似通った部分がある。心しん霊れい現象と呼ばれる事例の中には、脳内の電気信号が見せる幻まぼろし、ある種の誤作動が相当数含ふくまれているという説もあるし……今回の《幽ゆう霊れい》も、そうした〝記き憶おくから作られた幻まぼろし〟を、脳を通じて見せられた可能性が高い」

　ナユタは頷うなずいた。彼かの女じよの推論も探たん偵ていとほぼ近い。

　幽ゆう霊れいが知り合いの姿をしている以上、合理的に考えれば、プレイヤーの《記き憶おく》を、ゲーム内の素材としてリアルタイムに流用されたと見るのが妥だ当とうだった。

　コヨミがプリンを貪むさぼりながら上うわ目め遣づかいになる。

「……ん？　え？　いや、それって……まずくない？　あの、ほら……人権とかプライバシーのアレとか、そっち方向に……ヤバいよね？」

　探たん偵ていが深々と嘆たん息そくする。

「そう。〝個人の記き憶おくを盗ぬすみ見みる〟に等しい行こう為いだ。法整備が遅おくれているせいでグレーゾーンではあるが、仮にそうした仕組みだった場合、アスカ・エンパイアの自主的な倫りん理り規定にも違い反はんしている。即そく時じ配信停止に至った最大の理由がそれだろう。一方で、もっと根本的な疑問もある。個々の記き憶おくの読よみ込こみと、ゲームに対するほぼリアルタイムでの反映──〝そんなことが本当に可能なのか〟という疑問だ」

「……技術的に不可能？」

　ナユタも趣しゆ味みで《ザ・シード》を使っている。あくまで素人しろうとレベルながら、ＶＲＭＭＯの制作に関わる知識も多少は持ち合わせている。

　去年は《百八の怪かい異い》への応おう募ぼも目指していたが、中ちゆう盤ばんで詰つまってしまい完成させることができず、結局は断念した。

　その彼かの女じよの知識に照らして、こうした技術の成功例はまだ聞いたことがない。

　クレーヴェルが切れ長の眼めを狐きつねのように細めた。

「不可能とまでは言わない。茅かや場ば晶あき彦ひこのような天才になら可能だろうし、ザ・シードの中に、もうそうした機能が隠かくれている可能性さえある。あのプログラムパッケージはまだ蓋ふたの開ききっていないパンドラの箱だ。ただ……〝現時点で〟、〝不特定多数のプレイヤーそれぞれに対応する形で〟、〝記き憶おくを読よみ込こみ、ゲーム内に即そく反映させる〟なんて技術が、こんな形であっさりと実現している可能性は極きわめて低い。しかも〝運営の審しん査さをくぐり抜ぬけて、それらを実行する〟というオマケつきだ。普ふ通つうに考えれば無理がある。今回の仕し掛かけは、もっと単純で……なおかつ、トリッキーなものだと推測している」

　探たん偵ていの話の途と中ちゆうから、コヨミの眼めがぐるぐると回り、見開いたままで焦しよう点てんを失い始めた。

　彼かの女じよに難しい話は通じない。

　隣となりから手を回してその耳を塞ふさいでやりながら、ナユタは声をひそめる。

「……ＶＲＭＭＯを利用した記き憶おくの盗ぬすみ見みって、要するに尋じん問もん用ようの技術ですよね？　たとえばこのクエストがデータを集めるためのテストケースだったりとか、そういう可能性は……」

　探たん偵ていが片目を瞑つぶった。

「おもしろい発想だが、その可能性は排はい除じよしていい。そんな危ない技術をこんな形で外へ流出させるメリットがないし、逆に注意喚かん起きや問題提起が目的なら、もっと目立つ形でアピールする。詳くわしいことは、もう少し調べてみないとわからないが──それより今の問題はヤナギ氏だね。今は横よこ浜はま港こう北ほく総合病院に入院中らしい。ヤナギ氏の奥おく方がたも私から聞きたいことがあるようだし、見み舞まいがてら行ってくる。悪いが先にログアウトさせてもらおう」

　クレーヴェルが残りの豆かんをかきこみ、席を立とうとした。

（横よこ浜はま……港こう北ほく総合病院？）

　ナユタはその病院を知っていた。

　呼び止めるより早く、反射的に探たん偵ていの腕うでを摑つかむ。

　そんな自分の行動に少し驚おどろきながら、彼かの女じよは探たん偵ていをじっと見上げた。

「あの……私もお見み舞まいに行っていいですか？　その病院、うちからもすぐ近くなんです。電車で三十分もかかりません」

　地域屈くつ指しの──というよりは国内でも有数の大病院である。

　メディキュボイドと呼ばれる医い療りよう用ようの大型フルダイブ機器をいち早く試験導入したことでも知られており、難病の患かん者じやも多く入院していた。

　ナユタも以前、交通事故で怪け我がをした際にしばらく入院したことがある。

　彼かの女じよがメディキュボイドを使用する機会はさすがになかったが、院内でアミュスフィアのレンタルがあり、多くの患かん者じやが暇ひま潰つぶしにそれらを使用していた。

　あるいはヤナギも、そうした立場なのかもしれない。

　クレーヴェルは数すう瞬しゆんの沈ちん黙もくを経て、ナユタから視線を逸そらした。

「もしも好こう奇き心しんなら、やめておいたほうがいい……と、私は思う。理由はわかるだろう？　あそこは死を間近に控ひかえた患かん者じやの終末期医療ターミナルケアについても定評がある。あのご老人も──おそらくはそういうことだ」

　ナユタははっとした。

　一週間というクリアまでの期限。

　法外な報ほう酬しゆう。

　そして、家族がメールを代筆せざるを得ない状じよう況きよう──

　この三点から推測される事態は、探たん偵ていでなくとも容易に察せられる。

　コヨミがかすかに呻うめいた。

「……そっか……お爺じいちゃんってば、だからあんなに急いで──」

　ナユタは眼めに力を込こめ、改めて探たん偵ていを見み据すえる。

「だったら尚なお更さらです。ヤナギさんご自身の口から、私にもまだ協力できることがあるのかどうか──直接、確かめたいと思います」

　今度はあまり間をおかずに、クレーヴェルが頷うなずいた。

「わかった。それなら同行するといい。待ち合わせは病院最も寄より駅えきの改札口。面会時間は午後からだろうから、正午に来てくれ」

　あっさりと要求が通ったことに、ナユタは逆に面食らった。

「……意外に話が早くてびっくりしました。守秘義務とか持ち出されて、もっと嫌いやがられるかと思ったんですが……」

　立ち上がったクレーヴェルがコートの裾すそを翻ひるがえした。

「私とヤナギ氏はまだ契けい約やくすらしていないから、守秘義務も何もない──というのはただの屁へ理り屈くつだが、そもそも君達たちは大事な協力者だ。要望はなるべく受け入れる。こちらは助けてもらう立場だし、場合によっては、まだ協力してもらうこともあるだろう」

　コヨミが鼻をすすりあげた。

「ううー……わ、私も行きたいっ……けどっ……！」

「君はどこからアクセスしているんだ？」

「……………………大おお阪さかっす」

　微び妙みように遠い。日帰りも無理ではないが、往復の交通費が三万円ほどにもなる。

　ナユタは隣となりからコヨミの手を握にぎった。

「コヨミさんには、むしろこのまま待機していてもらったほうがいいと思います。急にログインして欲ほしい用事ができるかもしれませんし、日帰りでお見み舞まいはさすがに厳しいでしょう？」

　コヨミが眉み間けんに力を込こめつつ頷うなずいた。

「そだね……明日から普ふ通つうに会社だし……なゆさん、ヤナギさんによろしくね？　……あと探たん偵ていさん、リアルなゆさんに手ぇだしたらブっ殺すから。ていうか社会的に抹まつ殺さつするから。女子高生相手に何かやらかしたらガチで通報待った無しなんで、くれぐれも自制してね？　大おお阪さか人じん特有のフリじゃないからね？　私、出身は島しま根ねだし、そういうお約束通じないから。後から〝冗じよう談だんでしたー〟じゃ済まない状じよう況きようにがっつり追おい込こむよ？」

　にこにこと愛あい想そ良く、しかし眼めだけは全く笑わず、コヨミがささやかな脅おどしをかけた。

　クレーヴェルが疲つかれたように目め頭がしらを押おさえる。

「……そんな可能性は考えもしなかったが……すまない、やはり同行は断っていいかな？　若じやつ干かん、理り不ふ尽じんな身の危険を感じつつある。なんというか、冤えん罪ざい的てきな意味で」

「正午に改札口で待っています。少しくらいの遅ち刻こくは構いませんが、すっぽかされたらコヨミさんに〝もてあそばれた〟って泣きつきますね」

　ナユタが真顔で告げると、クレーヴェルは観念したように天てん井じようを仰あおいだ。

「……理解した。もう既すでに詰つんでいたか──一応、待ち合わせ時の目印を決めておこう。私は灰色の背広で、壁かべを背に端たん末まつを眺ながめているはずだ。髪かみの色は黒だが、顔つきは今の私とそう変わらないから見ればわかるだろう。着いたらメールを送ってくれてもいい」

「私は……服装は決めていませんが、目立たない格好でいくと思います。目印となると文庫本くらいしか……」

　コヨミがナユタの胸むな元もとをじっと凝ぎよう視しした。

「目印……」

「コヨミさん。それ以上、何か言ったらコヨミさんとの付き合い方を改めます」

　たちまちコヨミは真一文字に口を閉ざし、その後、黙もく々もくとプリンアラモードを頰ほお張ばり始めた。

　難しい話は苦手な彼かの女じよだが、引ひき際ぎわを間ま違ちがえない賢かしこさは持ち合わせている。

　ナユタとコヨミは、現実でも一度だけ会ったことがある。

　つい先月、コヨミが上司の出張に付き合って上京した際に、半日ほどの空き時間を使い、二人でスイーツ店に入った。

　コヨミはこの時まで、ナユタの胸を「ゲーム用に盛った偽にせ物もの」と思いこんでいたらしい。

　それが紛まぎれもない本物だと知った瞬しゆん間かん、彼かの女じよはかつてないほど真しん剣けんに「悪い男にだけは引っかからないように」「むしろ声をかけてくるのは全員悪いヤツだから相手にしないように」と、少々行き過ぎの助言をくれたものである。

　実際の所、ナユタ自身は警けい戒かい心しんが強いほうだと自覚している。

　そんな自分が見み舞まいのためとはいえ、素す性じようの怪あやしい探たん偵ていと二人きりで会おうとしていることに、彼かの女じよ自じ身しんも困こん惑わくしていた。

　乗りかかった船、という感もあるし、一プレイヤーとして、まだ攻こう略りやくを諦あきらめたくないという思いもある。

　だが、何より大きな動機は──

（《幽ゆう霊れい》なんて、見ちゃったせいかな……）

　つい昨日、ナユタもそれを見た。

　ゲームのデータとしては存在しないはずの、身近な故人によく似た幽ゆう霊れい──

　先ほどコヨミ達たちにも話した通り、ちらりと見かけた程度で、恐きよう怖ふはほとんど感じなかった。そもそも本物の幽ゆう霊れいだなどとも思っていない。

　ただ──怖こわくはなかったが、その幽ゆう霊れいを見て、かつて味わった怖こわいほどの〝寂さびしさ〟を思い出してしまった。

　この寂さびしさを早く忘れるためにも、今は何か行動の指針が欲ほしい。このまま鬱うつ々うつと何もせずにいたら、明日以降まで気が滅め入いってしまいそうだった。

　調べ物があるというクレーヴェルが一足先に店を出た後、コヨミがスプーンを片手に溜ため息いきを漏もらした。

「ヤナギさん、大だい丈じよう夫ぶかな……昨日知り合ったばっかの人に、こんなこと言うのは変かもしれないけど……元気になって欲ほしいよね」

「──そうですね」

　それが難しい願いだということは、ナユタも薄うす々うす感じている。でなければ、「一週間以内に」などという要求はなかなか出てこない。

（でもさすがに、配信停止じゃどうしようも……）

　今は入院しているヤナギの病状が気にかかる。期限さえもう少し延びれば、運営による調整後の再配信が間に合うかもしれない。

　ナユタは、探たん偵ていが空にした豆かんの器うつわをじっと見つめた。

　叶かなうことなら、ヤナギにもその味を知って欲ほしい──そんな思いが、ふと脳のう裏りをかすめた。
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　日曜の正午。

　雑ざつ踏とうの中、改札を出てすぐに、ナユタは〝探たん偵てい〟の姿を見つけた。

　背後の壁かべにもたれ、端たん末まつの画面を眺ながめながら、物思いにふけるスーツ姿の美青年──

　人ひと違ちがいの可能性はほぼない。髪かみの色が銀から黒に変わっただけで、彼かれは顔立ちも雰ふん囲い気きもほぼゲーム内のままだった。

　近くを通りすぎる女性達たちが一いつ瞬しゆん気をとられる程度には、その立ち姿は妙みように絵になっている。

　ただしそれは、単純に見み栄ばえがいいという話ではない。

　青年の存在感はどことなく狐こ狸り妖よう怪かいの類たぐいを連想させる。

　目立たないようで目立つ。

　格好だけはサラリーマン風だが、漂ただよう清潔感がやけに人にん間げん離ばなれしているせいで、異質さを隠かくし切れていない。

　要するに、現代社会に溶とけ込こもうと苦心している化け狐きつねのようだった。

　女性ばかりでなく子供達たちまでもが、不思議そうにその姿を凝ぎよう視ししていく。彼かれらの目に、探たん偵ていの姿は妖よう怪かいのように見えているに違ちがいない。

（……探たん偵ていには向いてないんじゃないかなあ、あの人……）

　尾び行こうなどしようものなら、あっという間に露ろ見けんしそうだった。

　声をかける前に、ナユタはさっと自分の姿をチェックする。

　茶色い長なが袖そでのニットに黒のロングスカートはいかにも地味だが、見み舞まいだからと華か美びな格好を避さけたわけではない。私服は概おおむねこんな具合で、外では肌はだの露ろ出しゆつを極力控ひかえている。

　コヨミからは「逆に男受けする格好」などとからかわれたが、派手な服装はどうにも落ち着かない。表情が硬かたすぎて似合わない上に、そもそもインドア派であまり遊び歩くことがなく、着る機会もほとんどない。

　髪かみを手て櫛ぐしで少しだけ整え直し、ナユタはクレーヴェルの前へ静かに立った。

「探たん偵ていさん、はじめまして。ナユタです」

　囁ささやくように声をかけて一礼する。

　端たん末まつから顔をあげたクレーヴェルは、挨あい拶さつも返さないうちに眉まゆをひそめた。

「……驚おどろいた。君、ゲーム内と容姿が変わらないのか」

「……いえ。探たん偵ていさんほどではないと思いますが。もう目印とか要いらないですよね？」

　戦いくさ巫女みこのナユタは、少なくとも衣い装しようがまるで違ちがう。スーツ姿の彼かれのほうがよりゲーム内の印象とも近い。

　探たん偵ていはまじまじと無ぶ遠えん慮りよな視線をナユタに向けた。

「──君はもしかして、いい所のお嬢じようさんなのか？」

「いいえ。ただの一いつ般ぱん家庭です。どうしてですか」

「姿勢がいい。言こと葉ば遣づかいもしっかりしているし、浮うわついたところがない。世間一いつ般ぱんの高校生とは雰ふん囲い気きが違ちがう」

　誉ほめられたのか怪あやしまれたのか、微び妙みようなところではある。

「関係あるかどうかわかりませんが、母が元婦警で、父と兄が揃そろって警察官です」

「……納なつ得とくした。そういうご家庭か」

　若じやつ干かんの牽けん制せいも込こめて、ナユタは正直に話した。

　探たん偵ていは病院に向けてそそくさと歩き出す。

　ガードレールで区切られた歩道は狭せまく、向かいからも歩行者が来るために並んでは歩きにくい。必然的に、ナユタは探たん偵ていの数歩後ろへと続いた。

「親兄弟揃そろってということは、君もそっちの道へ進むのかな？」

「いえ。私は普ふ通つうに大学へ行って、一いつ般ぱんの企き業ぎように就職するつもりです。警察は大変そうですし、体を動かすのも苦手なので」

　身も蓋ふたもない言い方をすれば、単純に胸が重い。走はしり込こみは大の苦手で、最近は体育の授業すら苦戦している。彼かの女じよがゲームの中で殊こと更さらに身軽さを求めるのは、現実世界における不満の裏返しでもあった。

　そんな事情を知らないクレーヴェルは、ピントのずれた訳知り顔で頷うなずく。

「賢けん明めいだ。あの界かい隈わいは向き不向きが大きい。上下関係の厳しい体育会系に慣れていればともかく、君みたいに物静かなタイプは苦労するだろう」

「……詳くわしそうですね？　警察にお知り合いでも？」

「そこそこ多い。商売柄がら、ね──ああ、探たん偵てい業ぎようのことじゃないよ」

　背広の内ポケットから名めい刺しが出てきた。

　受け取ったナユタは、ここで初めてクレーヴェルの本名を知る。

「……クローバーズ・ネットワークセキュリティ・コーポレーション……代だい表ひよう取とり締しまり役やく社しや長ちよう・暮くれ居い海かい世せい……社長？」

　この若さで社長となると、探たん偵てい以上に胡う散さん臭くさい。

　ナユタの冷たい眼まな差ざしに気づいたのか、クレーヴェルは肩かたをすくめ言い訳を始めた。

「肩かた書がきだけだ。仲間と立ち上げたセキュリティ関係のベンチャー企き業ぎようなんだが、私が一番、口が上手うまいものだから、流れでそういうことになった」

「はあ……社長さんがゲームで遊んでいて、会社は大だい丈じよう夫ぶなんですか……？」

　余計なこととは知りつつ、つい口にしてしまう。当初の予定では明日以降、クレーヴェルはヤナギのためにほぼ二十四時間態勢で攻こう略りやくにあたると明言していた。

「その点は問題ない。探たん偵てい業ぎよう、観光業での収入も会社の利益として計上しているし、要するにこれも業務の一いつ環かんだ。ゲームを通じて知り合った顧こ客きやくもそれなりに多い。むしろやめると新規顧こ客きやくの獲かく得とくに支障がでる。口コミというのは案外、馬ば鹿かにできないから」

　どうやら彼かれの観光案内には、将来の顧こ客きやくを獲かく得とくするための営業活動という側面もあるらしい。

「つまり、私にとってはヤナギ氏とそのご家族も重要な顧こ客きやく候補なんだが──君は彼かれの素す性じようについて、もう何か気づいているのかな？」

　ナユタは首を横に振ふった。

「あの報ほう酬しゆうが本気なら、〝お金持ちなんだろうな〟くらいです。後は……お餅もち関係の知識からして、料理人とか研究者、先生とかの可能性は考えましたが、たぶん違ちがうとも思っています」

　振ふり返かえったクレーヴェルが眼めを細めた。

　ちょうどいいタイミングで赤信号に捕つかまり、二人は立ち止まる。

「そう判断した理由は？」

「そもそも私の勘かんなんてあてになりませんから。強しいて言えば話し方です。腰こしが低いのに気品があって、育ちも良さそうで──商売人の話し方、って印象でした。それも自己主張が強い創業者タイプじゃなくて、周囲に配はい慮りよしながら伝統を守る二代目、三代目……時代劇なら、大きな商家のご隠いん居きよとか似合いそうですよね」

　探たん偵ていが呆あきれたように息を吐はいた。

「──あてにならないどころか、君の勘かんと分ぶん析せきはかなり精度が高い。確かに彼かれは、ある老舗しにせのご隠いん居きよ──あの《矢や凪なぎ屋や竜りゆう禅ぜん堂どう》の現会長だよ」

　ナユタは耳を疑った。

　クレーヴェルが差し出した携けい帯たい端たん末まつには、矢や凪なぎ屋やのホームページが表示されていた。

　会長挨あい拶さつに掲けい載さいされた写真の顔立ちは、確かにゲーム内で見たヤナギとよく似ている。

　日本各地のデパートに売場を確保している矢や凪なぎ屋や竜りゆう禅ぜん堂どうは、和わ菓が子し業界の大手老舗しにせだった。

　定番商品の〝やなぎ餅もち〟は、生き地じに果物の風味を練り込こんだ餅もち菓が子しで、その種類は林りん檎ご、柚子ゆず、桃もも、蜜み柑かん、葡ぶ萄どう、更さらに季節限定のさくらんぼや西瓜すいか、柿かき、栗くりなど多た岐きにわたる。

　一箱に八種の味が詰つめ合あわされており、価格も手て頃ごろとあって、長くファンに愛されている逸いつ品ぴんだった。

　手て土産みやげの定番商品だけに、当然、ナユタも一度や二度でなく食べたことがある。

　信号が青に変わり、二人は横断歩道を歩き出す。

　まわりに他の通行人はいないが、探たん偵ていは心持ち声をひそめた。

「矢や凪なぎ屋や竜りゆう禅ぜん堂どうの五代目にして現会長、矢や凪なぎ貞てい一いち──それがヤナギ氏の現実での姿だ。若い頃ころには菓か子し職人としても腕うでを振ふるったらしいし、数年前までは製せい菓か系けい専門学校の理事も務めていた。厳密には料理人でも教師でもないが、それに近いという点まで含ふくめて、君の勘かんは恐おそろしい精度で的中している。警察官の血筋かな？」

「ただの偶ぐう然ぜんです。それより……ヤナギさんの正体を、探たん偵ていさんはいつ知ったんですか」

　目的地の病院を遠くに認めつつ、ナユタはクレーヴェルの横顔をうかがった。

　探たん偵ていは素知らぬ顔で微笑ほほえむ。

「私は最初から知っていた。仲ちゆう介かい者しやから〝くれぐれも失礼がないように〟と念を押おされた時点で、依い頼らい人にんの素す性じようを確かく認にんしたからね。ただ……彼かれがどうして《幽ゆう霊れい囃ばや子し》にこだわっているかについては、まだ聞いていない。それをこれから確かく認にんしにいく」

「……あらかた、予想はついていますよね？」

　クレーヴェルが嘆たん息そくを返した。

「ああ。君も感づいていそうだが、言わなくていい。おそらく、今日……これから説明を受けることになるだろう」

　ナユタは無言で頷うなずいた。

　探たん偵ていがついでのように付け足す。

「そういえば、ヤナギ氏の容態が悪化したのは、ログアウトの直後ではなく……《配信停止》の一報を見た直後だったそうだよ。よほどショックだったんだろうね」

　その瞬しゆん間かんのヤナギの落らく胆たんを思うと、どうにもやりきれない。

　やがて二人は横よこ浜はま港こう北ほく総合病院の正面に着いた。

　日曜日だけに外来の患かん者じやはいないが、見み舞まい客がちらほらと正面玄げん関かんから入っていく。

　彼かれらの後に続きながら、ナユタはまた、そっとクレーヴェルの横顔を見上げた。

　いかに印象が化け狐きつねのようだとはいえ、まさか本物の狐こ狸り妖よう怪かいではない。

　ただその点を差し引いても──彼かれの涼すずやかな眼めは何故なぜか空くう虚きよで、どことなく抜ぬけ殻がらのようにも見えていた。
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　ヤナギの病室は、ごく狭せまい個室だった。

　シングルサイズの電動ベッドが一つと、見み舞まい客が座すわるための積み重ね可能な丸まる椅い子すが三つ。他にはこれといった家具もなく、隣りん室しつとの壁かべも間ま仕じ切きり程度の薄うすさしかない。

　道中の情報からＶＩＰ用の特別室を想像していたナユタは、つい拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。

　窓の向こうには薄うす曇ぐもりの春空が広がっていたが、他に見えるのは付近の高層ビルや道路ばかりで、眺ちよう望ぼうもさほど良くはない。

　特別室が埋うまっていたのか、それともヤナギが質素な性しよう分ぶんなだけなのか──おそらくは後者だろうと、ナユタは見当をつけた。

　病室で彼かの女じよ達たちを出で迎むかえたのは、薬で眠ねむるヤナギと、にこやかな老妻だった。

「あらあら、まあまあ……この人ったら、こんな年になってこんなお若くて綺き麗れいなお友達ができるなんて……うらやましいわあ。はじめまして、矢や凪なぎの妻の寿す々ず花かと申します」

　着物姿の老ろう婆ばは、邪じや気きのない柔やわらかな笑えみで来客の二人を交こう互ごに見つめた。

「ええと……お二人は、お付き合いをされているのかしら？」

　挨あい拶さつもそこそこに飛んできた爆ばく弾だんを、探たん偵ていが冷静に処理する。

「いえ。彼かの女じよはヤナギさんの道案内をした縁えんで、ゲームの攻こう略りやくを手伝ってくれている学生です。私とも昨日、初めて会ったばかりでして」

　寿す々ず花かがまるで子供のように首を傾かしげる。

「あら、そうなの？　とてもお似合いだからてっきり──失礼いたしました。まあ……条例とかあるものね？　対外的には、ね？」

　誤解を改める気はないらしい。

　客商売らしい愛あい想その良さで、寿す々ず花かはナユタににっこりと笑いかける。

「それにしてもお嬢じようさん、本当に綺き麗れいねえ……この人ったら、ゲームの中で若い子をナンパしてたの？　この年まで浮うわ気きなんてしたことなかったのに、お婆ばあちゃん、ショックだわあ──」

　あまりにおどけたその物言いに、ナユタは苦く笑しようを返した。

「いえ、ヤナギさんが道に迷っていらしたので、私わたし達たちから声をおかけしたんです。その後は私わたし達たちが勝手に、何かお手伝いできればと思いまして……」

　寿す々ず花かがくすりと笑った。

「この人、昔からそういうところがあるの。なんだか知らないけれど、いいタイミングでいろんな方に助けていただけて……妻の私が言うことでもないけれど、日ひ頃ごろの行いがいいのかしら？　ま、この人の最大の幸運は、私みたいな素す敵てきな奥おくさんと結けつ婚こんできたことなんですけれどね？」

　茶目っ気たっぷりにのろけるあたり、夫ふう婦ふ仲なかは極きわめて良好らしい。

　寿す々ず花かはにこにこと笑い、世間話を続ける。

「お嬢じようさんも、結けつ婚こん相手は慎しん重ちように選ぶのよ？　あ、でも慎しん重ちようすぎてもだめ。第一印象でぴんとくることなんてそうそうないし、完かん璧ぺきな相手なんていないんだから。とりあえず顔が好みだったらある程度のことは我が慢まんできるはずだから、この探たん偵ていさんみたいな方は割と優良物件よ？　年が少しくらい離はなれていたって、六十、七十になれば大差ないの。私だって亭てい主しゆより一回りも年下で……」

「──失礼、本当にそういう関係ではありませんので、ご容よう赦しやください。私はまだ逮たい捕ほされたくありません」

　顔合わせ早々に会話のペースを握にぎられた探たん偵ていが、徒労に終わりそうな弁明を切り上げてどうにか本題に入る。

「さっそくですが、ヤナギさんのご容態はいかがでしょうか？　一いつ緒しよにゲームをしていたもう一人の仲間も、とても心配していまして──」

　コヨミを出しにして、彼かれは自然に会話をつないだ。
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　ベッドのヤナギは点てん滴てきを刺さしたまま眠ねむっている。

　その顔はゲームの中よりもかなりやつれ、体も一回り縮んで見えた。

　寿す々ず花かが微笑ほほえみ、ヤナギの骨張った手をそっと撫なでた。

「大だい丈じよう夫ぶです。今はお薬で眠ねむっているけれど、もうじき起きますわ。ごめんなさいね、急に来ていただいて……本当は私が出向くべきなんだけれど、この人の傍そばにいてあげたかったし、ゲームのこともちょっとよくわからなくて。ぶいあーる……えぬえぬおーでしたっけ……？」

　探たん偵ていが小声で応じる。

「ＶＲＭＭＯです。バーチャル・リアリティ・マッシヴリィ・マルチプレイヤー・オンライン──要するに、現実と見み紛まがうほどにリアルな空間を舞ぶ台たいにした、大規模で、なおかつ多人数が同時に遊ぶオンラインゲームのことです。私はそこで観光案内の真似まね事ごとをしています」

　ＳＡＯ事件に絡からむワイドショー等で散々に槍やり玉だまにあげられ、この略りやく称しようもすっかり国内に定着したが、そういった番組を見ない層にまではさすがに浸しん透とうしていない。

　寿す々ず花かは困ったように首を傾かしげた。

「難しいお話ねえ……ごめんなさい、やっぱり私にはよくわからなくて。でも、矢や凪なぎは皆みなさんにとても感謝していました。昨日の夜も、珍めずらしく楽しそうで……今朝、そのゲームの配信停止の知らせを見るまでは、本当に元気だったの。改めて……ご心配とご迷めい惑わくをおかけして、申し訳ありません」

　穏おん和わな顔に諦あきらめと寂さびしさを漂ただよわせ、老ろう婆ばは深々と頭を下げた。

　──彼かの女じよはもう、伴はん侶りよの死が近いことを知っている。そして相応の覚かく悟ごも決めている。

　ナユタは眼めを閉じ、ゆっくりと息を吸った。

　ここから先の話はおそらく重いものになる。

　沈ちん黙もくを破ったのは探たん偵ていの声だった。

「……一つ、うかがってもよろしいですか？　ヤナギさんは、どうしてそこまで──あのクエストにこだわっているのでしょうか」

「くえすと……？」

　寿す々ず花かが首を傾かしげる。ゲーム系の用語とは、やはり縁えんがないらしい。

「失礼、クエストというのは、件くだんの《幽ゆう霊れい囃ばや子し》のことです。報ほう酬しゆうの額といい、何かよほどの事情があるのではとお見受けしました」

　寿す々ず花かが眼めを伏ふせた。

「……矢や凪なぎからは、なんと？」

「何もうかがっていません。ただ……ある程度、想像はついています」

　クレーヴェルはわずかな逡しゆん巡じゆんを見せた後、殊こと更さらに声をひそめた。

「プライバシーに立ち入るようで恐きよう縮しゆくですが……あの《幽ゆう霊れい囃ばや子し》は、あなた方のご家族──おそらくはお孫さんが制作されたものです。そしてその方は、残念ながらもうお亡なくなりになっている……そうですね？」

　探たん偵ていの静かな声は確信に満ちていた。

　ナユタも彼かれと同じ推論を得ている。

　今回の《アスカ・エンパイア》のイベント、《百八の怪かい異い》は、ユーザーからの応おう募ぼ作さくによって成り立っていた。

　当然ながら、それらの応おう募ぼ作さくには制作者がいて、その制作者には家族がいる。

　孫が懸けん命めいに制作したゲームの顚てん末まつを、死ぬ前に見届けたい──死期の近いヤナギを初めてのＶＲＭＭＯに駆かり立たてた動機は、そんな家族として当たり前の、ごく人間らしい感情だったのだろう。

　そんなヤナギがゲームの攻こう略りやくを見ず知らずの探たん偵ていなどに依い頼らいしている時点で、その制作者が今、自らゲーム内を案内できない状態にあることも想像がつく。

　何より──ゲームの中で会ったヤナギは、どこか哀かなしげな、放っておけない気配を漂ただよわせていた。

　寿す々ず花かが俯うつむいたまま、そっとハンカチを口元へ添そえる。

「……お察しの通りです。昨年の十二月──私わたし達たちの孫の清きよ文ふみが亡なくなりました。まだ十代で……私わたし達たちの半分どころか、四分の一も生きていないのに……ほとんど学校にも通えず、長い闘とう病びようの末、息を引き取りました──」

　ナユタは何も言えない。孫を喪うしなった老人にかけられる言葉など、若い彼かの女じよには思いつかない。

　ナユタがうっすらと事情に感づいたのは、《幽ゆう霊れい囃ばや子し》に現れた城の門前で、コヨミが「小学校の修学旅行で日光へ行った」ことに触れた時だった。

　あの時、ヤナギは「修学旅行」という単語に動どう揺ようしていた。その理由について、ナユタは彼かの女じよなりにいくつかの可能性を推測したが、うち一つがどうやら的中していたらしい。

　事情が事情だけに、当たったところで嬉うれしくはない。

　クレーヴェルが眉まゆをひそめた。

「……つらいことを聞くようですが……お孫さんは自分の死期が近いことを、もうだいぶ前から理解されていたようですね？」

　寿す々ず花かはゆっくりと頷うなずく。

「ええ。《幽ゆう霊れい囃ばや子し》は、清きよ文ふみが制作した最初で最後の作品です。あの子は──死ぬ前にどうしても、自分の生きた証あかしを遺のこしたかったのね。運営の方から採用の連れん絡らくが届いた時は本当に嬉うれしそうで、みんなが遊べるようになる日を楽しみにしていたのですが……あの子の体は、もう限界だったんだと思います」

　その声はかすれていた。

　ナユタはつい、痛ましくなり俯うつむいてしまう。

　探たん偵ていがナユタの肩かたを軽く叩たたいた。

「君まで気落ちしてどうする。ヤナギさんが、我々にこのことを黙だまっていた理由についても……君ならもう気づいているはずだ」

　ナユタは頷うなずいた。

　孫の作ったゲームで一いつ緒しよに遊ぶナユタ達たちに、暗い気持ちなど共有して欲ほしくはない──あるいは、孫の作品で純じゆん粋すいに楽しむ他のプレイヤーの姿を、彼かれは実際に傍そばで見たかったのかもしれない。

　背景にある重い事情を知れば、どうしても自然体ではいられなくなる。

　もっとも──幽ゆう霊れい囃ばや子しが配信停止となった今、ヤナギがあのクエストをプレイできる機会は、おそらくもう来ない。

　今のナユタには、その事実が殊こと更さらに重く感じられた。

　そしてヤナギの妻たる寿す々ず花かも、このことを懸け念ねんしているらしい。

「……ねえ、探たん偵ていさん。私には、ゲームのことはよくわからないのですけれど……再配信というのはいつ頃ごろ……？」

　彼かの女じよの不安げな声に、クレーヴェルは演技でない神しん妙みような顔で応じた。

「正直に申し上げてわかりません。運営次し第だいですが、今までの例からすると、早くても一ヶ月程度はかかるかと思います」

「一ヶ月……」

　寿す々ず花かの表情が目に見えて曇くもった。

　ヤナギの体は、その頃ころまでもたないらしい。攻こう略りやく期限の一週間すら、今の彼かれにとって確実な猶ゆう予よではなさそうだった。

「……寿す々ず花かさん。探たん偵ていさんを困らせるものじゃないよ……」

　いつの間にか目覚めていたヤナギが、病びよう床しようからくぐもった声を寄よ越こした。

　ゲーム内の彼かれとは違ちがい、声は聞き取るのが困難なほどに弱々しい。

「……ヤナギさん」

　ナユタは無意識のうちに枕まくら元もとへ近寄った。

「……わざわざ来ていただき、恐きよう縮しゆくです。お嬢じようさんは……ナユタさんですな……？」

　寝ねそべったまま微び笑しようするヤナギへ、ナユタは頷うなずいてみせた。

「はい。ナユタです。コヨミさんは関西にいるので、さすがに来られなかったんですが……ヤナギさんのことを、とても心配していました。クエストの再配信に備えて、はやく元気になってくださいね」

　精せい一いつ杯ぱいの思いでそう告げると、ヤナギは力なく頷うなずき、眼めを伏ふせた。

「……ちと、夢を見ていました。亡なくなった孫が出てきまして……何か言いたげなのですが、声が聞こえませんで……どうしたものかと途と方ほうにくれていたところ、狐きつねが出てきて眼めが覚めました。そういえばあの狐きつね、探たん偵てい殿どのに似ていましたな──」

　水を向けられたクレーヴェルがかすかに笑った。

「よく狐きつね顔がおとは言われます。稲荷いなり神じん社じやへ行ったら、通りすがりの他人に拝まれたこともありますよ」

　この冗じよう談だんにヤナギも頰ほおを緩ゆるめる。

「……わざわざご足労いただき、申し訳ありませんでした。手付け金については後で振ふり込こませますが、事情が事情ですので、依い頼らいのほうはもう……」

「そう。ご依い頼らいの件です。今日はそれでうかがいました」

　クレーヴェルが態度を改め、妙みように澄すんだ声を発した。

「昨日は契けい約やくに至りませんでしたが、もう月曜日まで待つ必要もないでしょう。今の段階で、私と契けい約やくされるか否いなかのご決断をお願いいたします。金額は昨日の条件と同じ──そしてご契けい約やくいただいた場合には、〝一週間以内のクリア〟に向けて、私が全力を尽つくします。その手段については、こちらにお任せいただきますが──」

「ちょ、ちょっと、探たん偵ていさん……!?」

　ナユタは思わず口を挟はさんだ。

　クエスト、《幽ゆう霊れい囃ばや子し》は配信停止になっている。一週間以内のクリアどころか、今はそもそもプレイすらできない。そのことは彼かれも把は握あくしている。

　クレーヴェルがナユタに片目を瞑つぶってみせた。

「今朝も言った通り──私はまだ諦めていない。ヤナギさん、貴方あなたにまだゲームをプレイする気力があるのなら、私は全力でそれを支し援えんします。貴方あなたがフルダイブできる状じよう況きようになり次し第だい、可能なら明日にでも攻こう略りやく再開といきましょう」

　事も無げに言う探たん偵ていの姿に、ナユタは目め眩まいがした。

「探たん偵ていさん、ですから、肝かん心じんのクエストが……！」

　この指し摘てきには答えず、クレーヴェルがナユタをちらりと見た。

「君、明日は学校かな？　春休みにはまだ早いか」

「……午前中で終わりです。試験の返へん却きやくと補講だけなので、お昼前には家に帰れます。私は部活もやっていませんし」

　探たん偵ていが軽く手を叩たたいた。

「結構。それなら十三時に事務所で待ち合わせよう。ヤナギさんも可能ならぜひおいでください。それから──お二人にはその時点で、我わが社しやと《アルバイト》としての雇こ用よう契けい約やくを結んでいただきます」

「……え？　あの……いや、何言ってるんですか？」

　わけがわからないまま、ナユタは病びよう床しようのヤナギと顔を見合わせる。

　そんな二人をにこやかに眺ながめるクレーヴェルの姿は、どこからどう見ても、人を化かす性しよう悪わるの狐きつねそのものだった。
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　猫ねこは神である。

　古代エジプトにはバステトという猫ねこの女め神がみがいた。

　狐きつねも神である。

　全国津つ々つ浦うら々うらに広がる稲荷いなり神じん社じやは、五穀を司つかさどる倉稲うかの魂みたまの神かみを祭っており、狐きつねはその使いとされている。

「……つまりね。ここの二階って、猫ねこ神がみ様さまとお稲荷いなりさんが隣となり合あって存在している、神仏習合ならぬ猫にやん狐こ習しゆう合ごうの祭さい殿でんなんじゃないかとゆーケモナー大だい歓かん喜きの説が……！」

「……コヨミさんって、たまに私の知らない専門用語を駆く使ししますよね。ケモナーってなんですか？」

「……えっと……愛情の幅はばが通常より広い人たち？」

　ヤナギの見み舞まいから一夜が明けて、月曜日の三みツつ葉ば探たん偵てい社しや──

　事務所のソファに居い座すわるナユタとコヨミのとりとめもない会話に、出社したばかりの探たん偵ていから苦情が入った。

「私は顔が狐きつねに似ているというだけで、稲荷いなり神じん社じやとは関係ない……それより〝十三時に集合〟と伝えたはずだが……今、何時かな？」

「あ、探たん偵ていさん、ちーっす。壁かべに立派な柱時計があるよ？　えーと……十一時だね」

　ナユタの膝ひざ枕まくらを堪たん能のうしつつ、コヨミが面めん倒どうそうに応じた。

　探たん偵ていが目元を押おさえる。

「パーティーメンバーなら鍵かぎを開けられる設定にしていたのが間ま違ちがいの元か……ナユタ、学校は？」

「午前中だけ、って昨日言いましたよね？　私、学校まで徒歩五分のところに住んでいるので、往復にはほとんど時間がかからないんです」

「……コヨミ、会社は？」

「何？　探たん偵ていさんとこには〝有給休きゆう暇か〟って概がい念ねんが存在しないの？　うわぁ、ブラック……労ろう基きに眼めぇつけられないようにね？」

　執しつ務む机づくえに座すわりながら、探たん偵ていが深々と嘆たん息そくした。

「確かに、年度末が近い週の月曜日にその権利を行使できるような職場と比べれば、多少は黒いかもしれないが──こんな急なタイミングでよく申しん請せいが通ったね」

　探たん偵ていの皮肉を受けて、コヨミの眼めがうつろに転じた。

「……ねんどまつ……げつよーび……なゆさん……探たん偵ていさんがいぢめる……」

「はいはい。私はコヨミさんの味方ですから。忙いそがしい時期にお休みとってまで攻こう略りやくを手伝っていただいて、感謝しています」

　コヨミの頭を撫なでてあやしながら、ナユタは探たん偵ていを軽く睨にらんだ。

　クレーヴェルが咳せき払ばらいでごまかす。

「……いや、私も別に感謝していないわけじゃないんだが──ここで寝ねていても退たい屈くつだろうから、余所よそへ行ってきたらどうかな？　ヤナギ氏が来るまでまだ二時間もある」

　コヨミがナユタの袴はかまに頰ほおをすりよせ、猫ねこのように喉のどを鳴らした。

「あ、お構いなくー。なんかここ、意外に居い心地ごこちいいんだよねえ……ほのかな紅茶の匂においとか、喫きつ茶さ店てんみたいだし。他人の目がないから、なゆさんも恥はずかしがらずに膝ひざ枕まくらしてくれるし」

　思うところがないわけではないが、有給休きゆう暇かを消費してまで来てくれたコヨミに対し、ナユタとしても多少の譲じよう歩ほはやむを得ない。そもそもお互たがい、仮想空間における偽にせ物ものの体である。

　探たん偵ていが指先で机を叩たたいた。

「なるほど。ところで、私という他人の存在を忘れていないか？」

　コヨミがしばし考かんがえ込こむ。

「……探たん偵ていさんは胡う散さん臭くさすぎて、なんか存在感がＮＰＣっぽいかな、って」

「初対面の時といい、君は本当に言いたい放題だな」

　説得を諦あきらめた探たん偵ていが、執しつ務む机づくえの上にノートパソコンを広げた。

　たちまちコヨミが眼めを見開く。

「……何その世界観ブチ壊こわし、かつレトロなパソコン……本物？」

「作業用のシステムをノートパソコンの形にリファインしただけだ。バーチャルオフィス機能の流用だよ。おそらく──《幽ゆう霊れい囃ばや子し》を制作した矢や凪なぎ清きよ文ふみという少年も、同じように仮想空間から《ザ・シード》を扱あつかい、作業を進めていたんだろう」

　探たん偵ていはパソコンを操作しながら話し続ける。

「仮に現実では体が不自由であっても、この空間ではそんなハンデは影えい響きようしない。片かた腕うでを失った者でもこの世界なら両手を使えるし、眼がん精せい疲ひ労ろうや肩かたこり、腰よう痛つうといった肉体的な疲ひ労ろうの蓄ちく積せきもほとんどなくなる。脳の疲ひ労ろうと運動不足という問題点は残るが……寝ねたきりの人間でも心おきなく作業できる環かん境きようを実現させたという意味では、ＶＲ技術は単なるゲームや医い療りようの垣かき根ねを飛とび越こえ、労働環かん境きようの革新をももたらしつつある」

　コヨミがかっくんと首を傾かしげた。

「ふーん……あんまりそういう話聞かないけど？」

「かなり業種が限られるからね。あくまでデスクワークだけの話だし、肉体的なハンデさえなければ、まだ旧態依い然ぜんとした労働環かん境きようのほうが都合がいいという職種が大半だ。ただ──将来的には拡大するだろう。職場の家賃も安くあがるし、自宅にいながらアミュスフィアをつけるだけで出勤完かん了りようとなれば、交通費も通勤時間も不要になる。自宅のパソコンをネットワークにつなぐだけの、旧世代のバーチャルオフィスとはわけが違ちがう。これらのメリットは学校にも応用できるな」

「……つまり、満員電車に乗らなくてもいいってことだよね？　うわぁ……いいなあ……それいいなぁ……」

　恍こう惚こつと呟つぶやくコヨミに、クレーヴェルが嘆たん息そくを向けた。

「必ずしもいいことばかりじゃないけれどね。流れが加速すれば、オフィス用物件の賃ちん貸たい価格、並びに不動産としての評価も暴落するだろうし、交通機関も需じゆ要よう減げんで赤字に陥おちいる。サラリーマンや学生の飲食をあてにしている店も客足が遠のくし、通勤・通学の必要がなくなれば、化け粧しよう品ひんや婦人服ふく、紳しん士し服、制服関係もダメージを受ける。波は及きゆうする分野は他にも多種多様……」

　コヨミが呆ほうけた顔に転じた。

　探たん偵ていはパソコンを操作しながら、淡たん々たんと持論を話し続ける。

「会社や学校ばかりじゃない。経済の役割は人間の欲望を満たすこと。本物で欲望を満たす必要がなくなり、実体がなく低コストなデータだけでそれを満たせる時代がくれば、多くの製造業やサービス業が大だい打だ撃げきを受ける。時代の流れといえばそれまでだが……なかなかどうして、将来を悲観し頭を抱かかえている企き業ぎようも多いはずだ」

　彼かれの呟つぶやきは、まるっきり他人ひと事ごとのようだった。実際に他人ひと事ごとなのだろうが、極論でナユタやコヨミの反応を試ためしているような気配もある。

　コヨミがナユタの膝ひざを袴はかま越ごしに撫なで回まわした。

「うーん……？　でも《百八の怪かい異い》でも、いろんな企き業ぎようとタイアップしてるじゃん。悲観どころか、割と盛り上がってると思うけど？」

「それらの企き業ぎようは、なんとかして今のうちにＶＲの市場へ食くい込こもうとしている。たとえば本物の衣服でなくデータの衣服を売る、あるいはゲーム内の商品を本物にする──そういった様々な商売にどの程度のニーズがあるのか、検証して活路を見み出いだしたいんだろう。イベントを盛り上げプレイヤーを増やしたい《アスカ・エンパイア》運営と、市場調査をしつつ新しい商売のノウハウを探さぐりたい各種企き業ぎよう、その双そう方ほうの思おも惑わくが合わさって、《百八の怪かい異い》は生まれた。だからこそ──まだ始まったばかりの今の時期に、余計な問題が起きては困る。これも《幽ゆう霊れい囃ばや子し》が早い段階で配信停止に至った理由の一つだろうね」

　ナユタは考かんがえ込こむ。

　本物とデータ。

　現実世界と仮想世界──

　人間が生き物である以上、現実世界は必ひつ須すのものではある。電力やハードウェアをはじめ、そもそものインフラがなければ仮想世界も維い持じできない。

　肉体が必要とする栄養素もデータでは摂せつ取しゆできないため、農業や漁業、畜ちく産さん業ぎよう、それらの産品を流通させる仕組みもあわせて必要となる。

　だが、そうした必ひつ須すの産業を除いた多くの事こと柄がらにおいて──仮想世界のメリットは、現実世界のデメリットを軽々と凌りよう駕がしかねない。

　仮想世界では身体的なハンデを大きく軽減できる。

　無人のハイウェイを高速でドライブできる。

　鳥のように空を飛び、魚のように深海を泳ぎ、猫ねこのように自由に振ふる舞まえる。

　行列に並ばず、予約なしで人気店のディナーを好きな時に安価で味わえ、美しい異性と一夜の逢おう瀬せを後あと腐くされなく体験でき、胸躍おどる冒ぼう険けんや迫せまり来る恐きよう怖ふに死の危険なく立ち向かえる。

　たとえそれらが偽にせ物ものであったとしても──現実のダメな自分と、無む縁えんでいられる。

　ＶＲ技術によって五感がリアルに近づけば近づくほど、これらの魅み力りよくに現実は太刀たち打うちできなくなっていく。

　もしかしたら今後数百年で、現実は一部の人間にとって必ひつ須すのものではなくなるのかもしれない。

　古いＳＦにも、そうした世界を題材にしたものがいくつか存在する。

　完全管理されたそれらの社会において、単純労働はすべて機械化され、故障した機械の修理すらも機械が行い、人は夢の中で享きよう楽らくの時間を過ごし続け、子供すら人工授精によって培ばい養よう基きの中で生まれる。

　生まれた時から死ぬまで夢の中をたゆたい続け、どこかのタイミングで何か大きな天変地異が起きたら、その瞬しゆん間かんにすべてが滅ほろぶ──いずれそんな時代が来たとしても、ナユタは驚おどろかない。

　無論それは、彼かの女じよの寿じゆ命みようが尽つきた後の、さらに何世代も歳さい月げつを重ねた末の、遠い未来の極きよく端たんな可能性だろうが、もしかしたら〝今〟は、その転てん換かん点てんといえる時期なのかもしれなかった。

　そんな未来を「羨うらやましい」ととるか「おぞましい」ととるかは、個人の価値観に拠よる。

　極きよく端たんな例をいえば、もしも人類を壊かい滅めつさせるほどの疫えき病びようが蔓まん延えんし、生存者をシェルターに隔かく離りして、人という種子をつなぐことだけを考えた場合──こうした《仮想世界》は、そのための快適な箱船になるのだろう。

　ぼんやりと思案するナユタの前に、事務所の奥おくから現れた黒くろ猫ねこが紅茶のおかわりを置いていった。

　ふくよかな香かおりで我に返り、彼かの女じよは探たん偵ていに視線を送る。

　気づいたクレーヴェルがわざとらしい微び笑しようを返した。

「どうした、ナユタ？　寝ね不ぶ足そくかな」

「……いえ。少しぼうっとしてました。あの……探たん偵ていさんって、ＶＲ技術の進歩についてはどう思っているんですか？　こんな仕事をしている割には、なんとなく冷めているというか、懐かい疑ぎ的てきというか、少なくとも楽観的に見ているわけではなさそうですけれど──」

　クレーヴェルが眼めを細めた。笑ったわけではなく、彼かれは思案のためにしばらく沈ちん黙もくする。

「君の口からそんな質問が出てくるとは予想外だけれど……そうだね。肯こう定てい的てきか否定的かと問われれば、幾いく分ぶんか肯こう定てい的てきだ。ただし盲もう信しんする気はないし、危き惧ぐしている要素もそれなりに多い。そして、これが大事なことだが──個人レベルで肯こう定ていしようが拒きよ絶ぜつしようが、世界はもうこの果実の味を知ってしまった。もしそこに毒が混ざっていようと、今いま更さら、手放す気にはならないだろう。なにせこの果実は魅み惑わく的てきすぎる。だったら、我々は──未来の悲劇を回かい避ひするために、あらゆる危険性を考え、対処し続けなければならない。好むと好まざるとに拘かかわらず、ね」

　探たん偵ていの口調は、まるで自身に言い聞かせるようだった。

　彼かれの回答に興味を引かれつつ、ナユタは関連する質問を重ねる。

「……もう一つ、聞いてもいいですか？　ＳＡＯ事件の犯人で、ＶＲ技術を飛ひ躍やく的てきに発展させた茅かや場ば晶あき彦ひこという研究者について──探たん偵ていさんは、どう思いますか？」

　クレーヴェルの微び笑しようが固まった。

　それはナユタにとって思いがけない劇的な変化だった。

　彼かれは自らの動どう揺ように気づいた直後、その演技力を駆く使しして平静を装よそおう。

「……何故なぜ、そんなことを私に聞くのかな？」

「私には……わからないんです。ＶＲ技術に一番詳くわしかったはずの彼かれが、どうしてあんな大量虐ぎやく殺さつを起こしたのか。大勢の人間が不幸になるとわかっていたはずなのに──数千人の命を奪うばって、その命に関わる数万人の遺族の人生を歪ゆがめてまで、一体何をしたかったんだろう、って──」

　クレーヴェルが真顔に転じた。

　狐きつねのような彼かれの眼めに、一いつ瞬しゆんだけ狂きよう気きに近い歪いびつな光が宿る。

「……その答えがどんなものであれ──私は、彼かれを決して許さない」

　淡たん々たんと澄すんだ声こわ音ねで話しながら、クレーヴェルは机の上で指を組んだ。

「私は彼かれを心の底から軽けい蔑べつしている。もしもまだ生きていたとしたら、この手で殺したいほど憎にくんでもいる。自らの偏かたよった理想のために大量虐ぎやく殺さつを犯おかした彼かれは、権力を守るために罪を犯おかした歴史上の大量虐ぎやく殺さつ者しや達たちと、本質的な部分ではさして変わらない。わかっていて行こう為いに及およんだ時点で、罪の意識が希き薄はくだったことも推測できる。よく科学者が、自らの研究成果を兵器に転用されて苦く悩のうするという話を見かけるが──彼かれの場合は他人に転用されたわけではなく、自らの意志で罠わなを仕し掛かけ、故意に不特定多数の殺害に及およんだ。到とう底てい、擁よう護ごできる要素はない」

　これまでの飄ひよう々ひようとした彼かれからは想像もつかない頑かたくなな反応に、ナユタは戸と惑まどった。

　膝ひざの上ではコヨミも固まっている。クレーヴェルの迫はく力りよくに吞のまれ、その口からいつもの軽口が出てこない。

　声こそ冷静で、怒ど鳴なり散ちらしているわけでもないが、それゆえに異様な凄すごみを感じてしまう。

　祟たたりをなす狐きつねがそうするように、クレーヴェルの細い眸ひとみには憎ぞう悪おの光が明確に宿っていた。

「……茅かや場ば晶あき彦ひこという男についてどう思うかと問われれば──私の答えは単純だ。〝唾だ棄きすべき、独りよがりの大量虐ぎやく殺さつ者しや〟。彼かれが何をしたかったのかなど、考えるだけ無む駄だだよ。それがどんな回答であろうと、家族や友人の死という現実の前では、ただの馬ば鹿かげた戯言たわごとにしかなり得ない」

　彼かれのそんな怒いかりを目まの当たりにして、ナユタは気づく。

「探たん偵ていさんは……ＳＡＯサバイバーなんですね」

　クレーヴェルの真顔がいつもの薄うす笑わらいに転じた。

「……君は私より探たん偵ていに向いていそうだ。よく気づいたね？　確かに私は、かつてあのゲームに囚とらわれていた」

　彼かれの怒いかりには、憎ぞう悪おの対象を明確に知る者ならではの信念が宿っていた。

　クレーヴェルはおそらく、茅かや場ば晶あき彦ひこという男を──あるいは、ソードアート・オンラインの中で茅かや場ばが扮ふんしていたヒースクリフというキャラクターを、個人的に知っている。

　──その意味で、茅かや場ばという人間を名前だけしか知らないナユタとは少し違ちがっていた。

　張りついたような彼かれの笑え顔がおが初対面から胡う散さん臭くさく見えた理由についても、彼かの女じよはようやく理解する。

　彼かれは笑え顔がおの時も笑ってなどいない。

　表情を笑え顔がおと同じ形にしているだけで、そこに宿った感情は明らかに別物だった。

　固まっていたコヨミが、ナユタの膝ひざから恐おそる恐おそる起きあがった。

「わ、わお……ＳＡＯサバイバーの人って初めて見た……」

「人を珍ちん獣じゆうみたいに言わないでくれ。世の中に六千人ほどいるわけだから、そう珍めずらしいものでもないだろう」

　クレーヴェルがいつもの飄ひよう々ひようとした声でからかったが、コヨミは表情を曇くもらせる。

「そっか……探たん偵ていさん、大変だったんだね……胡う散さん臭くさいとか言ってゴメン。そんな目に遭あったら……そりゃ人間不信にもなるよね……」

「……別に人間不信になったつもりはないんだが……そもそも私は生せい還かんできたわけだし、大変だったのは亡なくなった人々のほうだよ。私が《幽ゆう霊れい囃ばや子し》の中で見た同期の幽ゆう霊れいというのも──アインクラッドで死んだ友人でね」

　ナユタの心臓に、ちくりと痛みが走った。

　探たん偵ていが目を伏ふせる。

「──ご丁てい寧ねいに、当時の金きん属ぞく鎧よろいのままで出てきた。違い和わ感かんもあったが……データとしては存在しないはずの、あの《幽ゆう霊れい》の正体と仕組みを見定めないことには、運営も再配信に動けない。昨日、病院でも話した通り、そこが我々の狙ねらい目だ。探たん偵ていとしての矜きよう持じにかけて──ヤナギ氏からの依い頼らいは、きちんと成功させてみせる」

　いつになく真しん剣けんな彼かれの声に、ナユタは力強く頷うなずいた。

　再配信には、早くとも一ヶ月程度はかかる。

　この一ヶ月とは即すなわち、クエストの調査と修正のために必要な時間だった。




　その〝調査〟を、誰だれが行うのか──




　クレーヴェルは今回、そこに眼めをつけた。

　配信停止直後から、彼かれは自らの人脈を駆く使しして動き回り、調査に携たずさわるテストプレイヤーの派は遣けん元もととして、《クローバーズ・ネットワークセキュリティ・コーポレーション》を売うり込こむことに成功したらしい。

　詳くわしい経けい緯いはわからないが、彼かれには運営側との太いパイプがあるという。




〝そもそも《アスカ・エンパイア》の運営は、我わが社しやにとって大事な取引先の一つだ。これまでに培つちかってきた信しん頼らいと実績もある。それと……ヤナギ氏の存在も利きいたな。個人的に親交のある偉えらい人が結構な浪花なにわ節ぶしでね。事情を話したら二つ返事で我々をねじ込こんでくれた〟




　つい昨日、クレーヴェルは詐さ欺ぎ師しのように軽かろやかな口調でそんな説明をした。

　見み舞まいに行く前にあらかたの話をつけておいたらしいが、つまりは亡なくなったヤナギの孫の件で事実確かく認にんをする前に、推論の段階で運営側と交こう渉しようを進めていたことになる。

　先方の検証方針が固まる前にいち早く、という焦あせりもあったのだろうが、その動きの早さにはナユタも舌を巻くばかりだった。

　彼かれの目もく論ろ見みは奏功し、ナユタ達たちはこれから、クレーヴェルの会社に雇やとわれて《幽ゆう霊れい囃ばや子し》の調査を兼かねたテストプレイに挑いどむ。

「……それにしても、よく外部の私わたし達たちを調査に使う許可がおりましたよね。こういうのって社内だけで検証するものだと思ってました」

　ナユタの指し摘てきに探たん偵ていが頷うなずいた。

「もちろん《アスカ・エンパイア》の運営側にも検証チームがいる。だが、彼かれらは基本的に来週以降に配信される新規クエストのチェックで忙いそがしい。こうした突とつ発ぱつ的てきなトラブルへの対応までは手が回りにくい。だからトラブル対応班もいるんだが、彼かれらも常に複数のトラブル処理を抱かかえていて暇ひまではないから、なんだかんだで再配信まで時間がかかってしまう。かといって、経費とセキュリティの問題もあるからうっかり外部委い託たくもしにくい。日ひ頃ごろから取引のあるセキュリティ関係会社が〝タダ同然でいいから手伝わせて欲ほしい〟と土下座して頼たのめば、こうした案件ならどうにか無理が通るということさ」

「……したの？　土下座？」

　コヨミが小声で問うと、クレーヴェルは珍めずらしく苦笑いを見せた。

「行動としてはしていないけれど、気分的にはね。運営側に借りができた。とはいえ、向こうにとっても悪い話じゃない。プレイヤーに何か問題が起きても責任はこちらにあるという契けい約やくだし、うまくいけば再配信までの期間を短縮できる。ただ、君きみ達たちも守秘義務は守ってくれ。これから見聞きするものについては他言無用だ。ナユタに関してはあまり心配していないが、コヨミ……君は口が軽そうだから」

　コヨミがぶんむくれて異議を唱える。

「なにおう。確かに軽いけど、本当に言っちゃダメなことは言わないよ？　なゆさんの３サイズとか、ブラのカップとか」

「それを言ったらもう膝ひざ枕まくらしてあげません」

　コヨミが即そく座ざに口を閉ざした。叱しかられるとわかっていて口にするあたり、彼かの女じよもなかなか懲こりない。

　ちょうどそこへノックの音が重なる。

「失礼、ヤナギです。予定より早いのですが──」

　クレーヴェルが机から立った。

　待ち合わせは十三時だが、まだ正午にもなっていない。

「まったく、気の早い方々だ……ヤナギさん、他の二人も何故なぜか来ています。どうぞお入りください」

　扉とびらを開けた老ろう僧そうは、編み笠がさを小こ脇わきに抱かかえ深々と一礼した。

「先日はご心配をおかけしました。おかげさまで、こうして動けるようになりまして──本日はよろしくお願いいたします」

　寝ねたきりの本体と比して、こちらのヤナギは血色も良く生気に溢あふれている。

「ヤナギさん、こんにちは。あの……お医者さんに止められたりとかは……？」

　ナユタの懸け念ねんに、ヤナギは困ったような笑えみを返した。

「はい、止められはしました。通常の仮想空間であればむしろ安静に過ごせて問題ないらしいのですが、ジャンルがホラーとなると、血圧や心しん拍ぱく数すうに悪い影えい響きようが懸け念ねんされるとのことで……ただ、こちらの事情も酌くんでいただき、黙もく認にんに近い形でどうにか──まあ、老人の最さい後ごの我わが儘ままですな。家内も味方になってくれました」

「なによりです。医師の説得については、私もさすがに口を挟はさめませんので」

　そもそもヤナギが来られなければ、クレーヴェルの目もく論ろ見みも水すい泡ほうに帰すところだった。

　探たん偵ていは老ろう僧そうに椅い子すを勧すすめ、机き上じように三枚の書類を広げる。

「アルバイトの契けい約やく書しよです。電子化して保存を……いや、最初から電子化されていますが、一応、形式上の署名をいただければと思います。お手数ですが、もちろんキャラクターネームではなく実名で」

　ナユタとコヨミも書類に手を伸のばした。

　書かれている内容は通り一いつ遍ぺんの注意と時給等についてで、特におかしな部分はない。

「今回のことで、お金を受け取る気はありませんが……」

「すまないが、契けい約やくしてくれないとテストプレイヤーとして登録できない。体てい裁さいとしてはあくまで〝アルバイトのテスターをうちの会社が用意した〟という形になっている。雇こ用よう契けい約やく書しよがないと向こうも困るんだ」

　コヨミが唸うなる。

「うーん……うちの会社、割と緩ゆるいからこれくらいなら大だい丈じよう夫ぶそうだけど……バレないよね？」

「君自身が口を滑すべらせない限りは問題ない」

　クレーヴェルの返しは冗じよう談だんのつもりだろうが、ナユタとしてはむしろ、一番有り得そうな事態だと感じてしまう。

　ヤナギが脱だつ力りよくするように笑った。

「私は探たん偵てい殿どのに報ほう酬しゆうと必要経費を支し払はらい、経費の一部を時給として受け取るわけですな。なんともはや、妙みような契けい約やくになりました」

「恐きよう縮しゆくです。ヤナギさんほどの大物経営者をこの時給で雇やとう機会など、後にも先にもこれっきりでしょう」

　探たん偵ていも微び笑しようを見せながら、ナユタが署名した契けい約やく書しよを回収した。

　その視線が不意にぴたりと止まる。

「何か不備がありましたか？」

　探たん偵ていは書類から視線を外さないまま、平へい坦たんな声を絞しぼり出だした。

「……ナユタ……君の、この名字は……」

　署名は〝櫛くし稲いな田だ優ゆ里り菜な〟──

　ナユタにとっては、特に珍めずらしい反応ではない。

「ああ、〝くしいなだ〟って読むんです。珍めずらしいでしょう？　田んぼの稲いねが櫛くしみたいに連なって豊作になるように、っていう願いを込こめて、できた名字らしいんですけれど……神話の奇稲田くしなだ姫ひめみたいでちょっと恐おそれ多おおいですよね。むしろ恐おそれ多おおいから、先祖の誰だれかが読みを一字変えたんじゃないかって、父が言ってました」

　探たん偵ていが妙みように硬かたい表情のまま頷うなずいた。

「……確かに、変わっているな。珍めずらしい名だ──」

　思い返せば、これまで名乗っていなかった。オンラインゲームではむしろキャラクターネームこそが本名のようなもので、実名などは話題の端はしにすら上りにくい。

「ほい、探たん偵ていさん。私の分もよろしくぅー」

　コヨミが差し出した書類には、〝暦こよみ原はら栞しおり〟とある。

　こちらもそこそこ珍めずらしい名字のように思えるが、探たん偵ていは特に何も言わなかった。

　そのまま彼かれは、壁かべにかけてあったコートを羽織り、愛用のステッキを手に取る。

　やけに取とり澄すましたその態度に、ナユタはわずかな違い和わ感かんを覚えた。

（私の名字が気になったみたいだけど……）

　その理由を問う間もなく、クレーヴェルは契けい約やく書しよをまとめ、扉とびらに向かう。

「──よし。時間はまだ早いが、ひとまず移動しよう。先方の準備ができていなければ、また戻もどることになるが──」

「えー。ギリギリの方がいいんじゃない？　どこ行くか知らないけど、わざわざ行って戻もどるの面めん倒どうでしょ？」

「面めん倒どうがる程ほどの距きよ離りじゃない。すぐ隣となりだ」

　探たん偵ていは振ふり返かえりもしない。ナユタ達たちは慌あわててその背を追う。

「あの、探たん偵ていさん……隣となりって、まさか……？」

「そのまさかだ。守秘義務の中でも、これは特に守って欲ほしい」

　探たん偵てい事務所のエントランスには、ここ数日で見慣れてしまった黒い猫ねこ大だい仏ぶつが今日も鎮ちん座ざしていた。

　金色に塗ぬられた眸ひとみは虚こ空くうを見み据すえ、前足は左右ともピースサインを示している。

　明らかに昨日までとポーズが違ちがうが、それはさして問題ではない。

　クレーヴェルが猫ねこ大だい仏ぶつの前に立ち、像の首輪についた大きな鈴すずをステッキの先でつついた。

　からん、からん、からんと、乾かわいた音が三回鳴なり響ひびく。

　ナユタの視界の端はしで何かが光った。

　探たん偵てい事務所の真向かい──

《猫ねこ神がみ信しん仰こう研究会》の扉とびらに浮うかし彫ぼりされた猫ねこの眼めが、オレンジ色の輝かがやきを宿している。

「首輪の鈴すずがスイッチになっていてね。これを鳴らさずに扉とびらを開けると、カモフラージュ用の部屋にしか行けない」

　片手間のように説明しつつ、クレーヴェルは扉とびらで光る猫ねこの眼めを覗のぞき込こんだ。

　たちまち彫ちよう刻こくが甲かん高だかい声で喋しやべり出す。




《プレイヤーデータの網もう膜まくパターンを認にん証しよう。続いて声せい紋もんをチェックします》




「暮くれ居いです。予定より早くメンバーが揃そろいました。差さし支つかえなければ開けてください」

　スピーカーから眠ねむたげな男の声が応じた。

『ん、了りよう解かいした。ちょいと待ってくれ……』

　普ふ通つうに開くかと見えた扉とびらが、まるでシャッターのように真上へ吸すい込こまれた。

　その向こう側には、あやかし横丁にも宵よい闇やみ通りにも似つかわしくない、白い壁かべに囲まれた研けん究きゆう棟とうのような通路がある。

　戸と惑まどうナユタ達たちをよそに、探たん偵ていはするするとその先へ進んだ。

「……この〝猫ねこ神がみ信しん仰こう研究会〟って、つまり……」

　探たん偵ていは事も無げに頷うなずく。

「表向きは怪あやしい宗教団体──その実態は、チートや非合法の行こう為いを監かん視し、修正するために、運営側が設置した仮想空間の拠きよ点てんだ。もちろんメインの監かん視しシステムは他にあるけれど、内部からの調査で見えてくるエラーや改善点もあるし、プレイヤー間に流れる噂うわさの収集等もここで行っている。なるべく存在を隠かくすように言われているから、うちのスタッフにしか明かせないが──君らも今日だけは私の部下だからね」

　コヨミが呆あつ気けにとられつつ、物もの珍めずらしげに通路を見回した。

　白い壁かべは強化プラスチックに近い材質らしく、光こう沢たくもあり清潔な印象が漂ただよう。

「……ほえー……なんか、宇宙船の中みたいな……？」

「そうですね。曲がり角からエイリアンや戦せん闘とう用ようアンドロイドとか出てきそうです」

　ナユタがそんな感想を漏もらすと、たちまちコヨミが腕うでにしがみついてきた。

　脅おどしたつもりはない。あくまで素す直なおな感想である。

　探たん偵ていがくすくすと嗤わらった。

「君はここの管理者達たちと趣しゆ味みが似ているのかな。不ふ審しん者しやが入ると起動する迎げい撃げきシステムが、まさにそんな方向性のクリーチャーと機械だ。どうあがいても勝てない設定になっているから、一いつ般ぱんプレイヤーはまず突とつ破ぱできない。まあ……事前に許可を得た人間が同行しなければ、そもそもこの扉とびらが開かないけれどね。セキュリティは二重三重が基本だ」
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　後ろに続くヤナギも、半ば呆あきれ気味に感かん嘆たんの声を漏もらす。

「ははあ……和風の世界観が売りのゲームとうかがっていましたが、これはまた……」

「ここは運営側のバーチャルオフィスですから、本来は一いつ般ぱんのプレイヤーが目にすることのない場所です。要するに……管理者の都合ですね」

　ナユタの脳のう裏りに、ちょっとした疑問が浮うかぶ。

「探たん偵ていさんの事務所って、《ここ》とお隣となり同どう士しなわけですが……探たん偵ていさんが引ひっ越こした後に彼かれらが来たんですか？　それとも、彼かれらを追いかけて探たん偵ていさんがこの物件を借りたとか？」

　偶ぐう然ぜんという可能性はさすがに考えにくい。

　この問いへの答え次し第だいで、彼かれと運営側の関係、あるいは距きよ離り感かんを推測することができる。

　クレーヴェルは薄うす笑わらいを見せた。

「なかなか微び妙みようなところを聞くね。実のところ……ほぼ同時、と言っておこう。私にとって彼かれらは大事な取引先の一つ。彼かれらにとって私は便利な使い走りの一人──差さし詰ずめ私は、虎とらの威いを借る狐きつねといったところだ」

　冗じよう談だんなのか本気なのか、今一つよくわからないが、深い関係ではあるらしい。

　白い通路はナユタの想定よりも短かった。

　角を曲がってすぐに視界が開け、彼かの女じよはその先の光景に瞠どう目もくする。

　目の前には、あやかし横丁にはそぐわない近代的な明るいオフィス空間があった。

　広さは体育館ほどもある。

　ガラス張りの天てん井じようには真っ青な美しい空が映し出され、その下で働く十人ほどの職員達たちは皆みな、余よ裕ゆうをもって仕切られた作業スペースで専用のコンソールに向き合っていた。

　衣い装しようは様々だが、忍しのびに侍さむらい、僧そう兵へい、花魁おいらんなど、《アスカ・エンパイア》の仕様に沿ってはいる。そのまま街へ出ても違い和わ感かんはない。

　そして彼かれらの他にも、ＡＩで動くボットの猫ねこ達たちがそこかしこで大量に動き回っていた。

　仕事を手伝っているのか観かん賞しよう用ようなのか、一目見ただけでは判断がつかないが、ざっと見て三十匹ぴき以上はいる。

　更さらにオフィスの四よ隅すみには、広い舞ぶ台たいのような空きスペースがあり、そこにはゲーム内に登場するボスキャラの３Ｄモデルが立体表示されていた。

　ボスの見た目や動きのチェックを行っているらしく、コマ送りで動いては静止と巻まき戻もどしを繰くり返かえしている。

　コヨミが呆あつ気けにとられた様子でナユタの腕うでを摑つかんだ。

「私、こーいうの見たことある……ＳＦ映画に出てくる未来の研究所だ……！　で、ゾンビが発生してパニックになるヤツ！」

「印象は近いですけれど……ここの場合は、要するにゲームの開発室でしょうか？」

「いや、開発はしていないよ」

　すぐ隣となりにいつの間にか、猫ねこ背ぜの小こ柄がらな中年男が立っていた。

　神かん主ぬしの装しよう束ぞくをまとってはいるが、丸眼鏡の奥おくの眼めはどうにも眠ねむたげで、神職らしい威い厳げんなどは微み塵じんもない。

　彼かれは自然にナユタ達たちの会話へ割わり込こみ、のんびりと世間話のように話し続ける。

「ここでやってるのは、あくまで各種調査、調整とエラーの検証だけ──あとたまにトラブル対応とかも回ってくるけれど、要するに雑務の処理係だ。メインの開発は別の部署でやっている」

　神かん主ぬしの男はくたびれた声でぼやいた。

「仮想空間だから、せめてオフィスの見み栄ばえだけはと思って立派にしたんだが、実際には窓まど際ぎわ部署でね。特に驚おどろくようなもんはなんもない──や、暮くれ居い君。ひさしぶり」

　猫ねこ背ぜの中年男が、クレーヴェルに片手をあげてみせた。

　探たん偵ていはあくまで優ゆう雅がに一礼する。

「お世話になります、虎とら尾おさん。腰よう痛つうの具合はいかがですか」

　中年男が老人のように笑った。

「あんまり良くもないねえ。ま、ここじゃ痛みも出ないのは有あり難がたい──で、こちらのご老人が噂うわさのヤナギさんで、お嬢じようさん達たちがアルバイトの戦力だね？」

　虎とら尾おと呼ばれた男が、まじまじとコヨミを見た。

「……暮くれ居い君、まずくないか。中学生のバイトは労働基準法に引っかかる」

「……よーし、おっちゃん、いい度胸だ。攻こう略りやくコミュニティにあることないこと書かき込こんで炎えん上じようさせっぞコラ」

　コヨミがにっこりと愛あい想そ良く微笑ほほえんだ。ナユタの前では妙みように子供ぶって甘あまえる彼かの女じよだが、赤の他人から子こ供ども扱あつかいされると高確率でキレる。

　虎とら尾おはぶるりと肩かたを震ふるわせ、白髪しらがまじりの頭を素す直なおに下げた。

「……すまん。うちの娘むすめと近い年とし頃ごろに見えたからつい。あー……開発部システム管理課、《百八の怪かい異い》エラー検証室、室長の虎とら尾おです。あと副業で、猫ねこ神がみ信しん仰こうの司祭もやっているけれど……ああ、ご苦労さん」

　虎とら尾おの足あし下もとにとてとてと歩み寄った虎とら猫ねこが、何かの書類を彼かれに手て渡わたした。

「予定より早いが、何時間かかるかわからん案件だし、遅おくれるよりはいい。いくつか説明したいこともあるから、さっそく仕事にかかろう。ついてきなさい」

「は。恐おそれ入いります──」

　ヤナギが深々と頭を下げた。

　たちまち虎とら尾おが苦笑いを見せる。

「あ、いえ、これはどうも……こちらこそ恐きよう縮しゆくです。どうも偉えらい人へのご挨あい拶さつに慣れていないもので、失礼があったらすみません。入社以来、一いつ貫かんして技術畑でして」

　年上の経営者相手には、さすがに口調が改まった。

　探たん偵ていが小声でフォローをいれる。

「虎とら尾おさんは《アスカ・エンパイア》の……大おお袈げ裟さにいえば〝守護者〟の一人です。ご本人は窓まど際ぎわなどと仰おつしやいましたが、むしろこの部署は駆かけ込こみ寺ですね。各部署で困ったことがあると、ここに泣きつくのが慣例になっているようです」

　虎とら尾おが鼻で笑った。

「見みえ透すいたおべんちゃらはよしなさいって……結局、めんどくさい厄やつ介かい事ごとを押おしつけられるだけの弱い立場なんだから」

　ナユタ達たちを空きスペースの一角に導きながら、虎とら尾おは深々と嘆たん息そくした。

「まあ……今回の《百八の怪かい異い》は、確かに油断できないイベントではあるんだ。ウィルスやバックドアを仕し込こんだクエストもそこそこ投とう稿こうされてきた。もちろん選考段階ではねたはずなんだが、見み逃のがしがあったんじゃないかと、上層部が神経質になるのは仕方ない。ま、座すわってください」

　虎とら尾おに言われるまま、ナユタ達たちは打ち合わせ用の白いテーブルを囲む。

「実際に見み逃のがしがあったということですか？　今回の《幽ゆう霊れい》は、そちらにとって想定外なんですよね」

「うん、お嬢じようさんの仰おつしやる通り。私は選考に関わっていないから詳くわしい経けい緯いは知らないけれど、想定外だったからこんな騒さわぎになっている。ただ──」

　虎とら尾おががりがりと頭を引っかいた。

「……どうなのかなぁ。私が言うと手て前まえ味み噌そって奴やつになるが、うちの選考チームはそこそこ優ゆう秀しゆうなはずなんだ。クエストの中でプレイヤーの〝記き憶おくの読よみ込こみ〟なんてやらかしていたら、機械にも人にもそれなりの負ふ荷かがかかる。将来的にはともかく、今の技術で可能なのかどうかすら怪あやしいし、そこまで妙みような挙動があれば、さすがに気づきそうなものなんだが……」

　その曖あい昧まいな物言いに、クレーヴェルが首を傾かしげた。

「虎とら尾おさんはまだ、調査を始めていないんですか？」

「無茶言うな。君の裏工作のせいで、今朝、こっちにねじ込こまれたばかりの仕事だぞ？　もちろん内容については漠ばく然ぜんと把は握あくしているけれど、問題が起きた箇か所しよの検証はほとんど手つかずだ」

　虎とら尾おはわざとらしく指で眉まゆをつり上げてみせた。眠ねむたげな顔はそのままで、どう頑がん張ばってもあまり迫はく力りよくは出ない。

　ヤナギが申し訳なげに頭こうべを垂れる。

「孫の創作物で、とんだご迷めい惑わくをおかけしまして……申し訳ありません」

　祖父として孫の才を誇ほこりたい反面、起きている事態への罪悪感もあるらしい。口数の少なさからその心中を慮おもんぱかると、ナユタも不用意な言葉を挟はさみにくい。

　ヤナギの立場の微び妙みようさをそれまで失念していたのか、虎とら尾おが慌あわてて身を乗り出した。

「ああ、いえいえ。お孫さんのせいでは……いや、確かにお孫さんの作品ではありますが、何より気づかなかった我々が悪い。ザ・シードを用いたユーザー投とう稿こうのクエストは、解かい析せきがなかなか厄やつ介かいでして……なにせ我々が自分で作ったものではないですから、細部の仕様を把は握あくしにくいんです。現場レベルでは、今回のイベントはもっと準備期間を長くとって欲ほしいと要望していたんですが、上層部の事情としてはそうもいかなかったようで……もちろん、こんなのは言い訳にもなりませんが」

　淡たん々たんと話しながら、虎とら尾おは困ったように肩かたをすくめた。

　クレーヴェルがその後を引ひき継つぐ。

「実際のところ、ＶＲＭＭＯの制作ツールである《ザ・シード》自体がブラックボックスみたいなものです。素人しろうとにも扱あつかえる程ほどの使いやすいツールでありながら、未いまだに底が見えない──私も少し使ってみましたが、未来から来たプログラムに触ふれているような違い和わ感かんがありました。あのツールで作られたクエストに対して、今の技術力で、短期間での完全な解かい析せきを求めるのは酷こくだと思います」

　このフォローに、虎とら尾おが泣き笑いに近い笑えみを漏もらした。

「ははっ……商売柄がら、そうもいってられないんだけれどねえ……そういうわけで、不ふ甲斐がいない我々に代わり、君らに今回の検証の初手を打ってもらうことになる。注意事じ項こうをいくつか説明しておこう」

　虎とら尾おが書類に視線を落とした。

「まず、君らがこれから向かう《幽ゆう霊れい囃ばや子し》のクエストは、通常の《アスカ・エンパイア》からは隔かく離りされたテストプレイ用のサーバー内にある。従って街への転送は使えない。ＨＰが０になった場合はこのオフィスへ戻もどってくるし、デスペナルティも発生しない。それから仕様の都合上、プレイヤーデータもコピーしたものを使ってもらう。データの変化は向こうとこっちで相そう互ごに反映されないから、その点は先に同意してくれ」

　コヨミがきょとんとして首を傾かしげた。

「意味わかんない……もっとやさしく。小学生にもわかるレベルで」

　子こ供ども扱あつかいは鬼き門もんだが、彼かの女じよに対する気き遣づかいとしてはそれに近いものが求められる。

　虎とら尾おが眉み間けんを押おさえた。

「……よし。要点だけ言おう。テストプレイはコピーしたプレイヤーデータで行う。つまり、道中で手に入ったアイテムや経験値は、今の君きみ達たちのデータには反映されない。クリア報ほう酬しゆうも持ち帰れない。あくまで〝プレイできる〟だけだ」

　ナユタは頷うなずいた。テストプレイである以上、この展開は想定済みである。

「その代わり、向こうで使った消費アイテムもなくならない。いや、一時的にはなくなるけれど、こちらに戻もどってきた時点で道どう具ぐ袋ぶくろの中身も今と同じ状態に戻もどる。つまり何も失わず、何も得られない──これで理解できたかな？」

　コヨミもやっと頷うなずいた。

「あー……今回はヤナギさんがゲームをプレイできればいいわけだし、そこらへんは別にどーでも。つか、普ふ段だんは貴重な消しよう耗もう品ひんも気楽に使い放題……？　あれっ？　むしろおいしくない!?」

　クレーヴェルが微笑ほほえんだ。

「その前向きな考え方は素す晴ばらしい。確かにアイテムを惜おしみなく使える分、通常より攻こう略りやく難度は下がるだろうね。それと虎とら尾おさん、ヤナギさんの件は……」

「ああ、そっちは問題ない。ご希望通りに調整できる」

　ヤナギが不思議そうに首をひねった。

「はて、私が何か……？」

　クレーヴェルが控ひかえめに頷うなずいた。

「はい。さすがにレベル１のままでのクリアは無理がありまして……時間さえあれば、最低限のレベリングのために経験値効率のいい別のクエストを消化していただくのですが、今回はあくまで〝業務としてのテストプレイ〟です。そこで、見た目は同じながら、最低限のバランス調整をした別のキャラクターデータをこちらで用意しました。わかりやすくいえば──〝とりあえず、一いち撃げきでリタイアにはならない〟ということです」

　虎とら尾おが横から補足を加える。

「もちろんテスト用なら、敵の攻こう撃げきを一いつ切さい受け付けない設定にもできるんですが……そうなると、ゲームというより単なる作業ですからな。お孫さんもそんな遊び方は望まれていないでしょうし、ひとまずご同行のお嬢じようさん方より少し下のレベルに調整しておきました」

　ヤナギが眼めを伏ふせ、二人に向けて深々と頭こうべを垂れた。

「それはそれは……お心こころ遣づかい、たいへん痛み入ります。足手まといの身ではありますが、何卒なにとぞよしなに──」

　虎とら尾おが慌あわててヤナギの頭を起こさせた。

「いやいや、レベル１での攻こう略りやくといったあまりに偏かたよった条件設定は、テストプレイとしても不適当なもので──これはこちらの都合でもあるのです。どうかご理解ください」

　探たん偵ていと虎とら尾おの心こころ遣づかいに、ナユタも安あん堵どする。ヤナギに一いち撃げき死しの心配がなくなれば、ナユタとコヨミも彼かれの防ぼう御ぎよを気にせずに動ける。戦せん闘とうはかなり楽になるはずだった。

　そして虎とら尾おは、ある意味でさらに偏かたよった悪例となるクレーヴェルへ向き直った。

「……で、レベルが高い癖くせになぜか似たような問題を抱かかえている君のほうは……」

「ああ、私は現状維い持じで。特に問題ありません」

「……だろうと思ったから、特に指示はしていないよ」

　虎とら尾おもさすがに呆あきれた様子だった。

　初心者のヤナギと違ちがい、こちらは自じ業ごう自じ得とくだけに安心して見捨てられるものの、ナユタとしては少しばかり疑問も残る。

「いいんですか？　探たん偵ていさんのステータスこそ、テストプレイには向かない偏かたより方だと思いますが──」

　虎とら尾おが肩かたをすくめる。

「一応、〝運が高い場合の検証例〟にはなるからね……レベル１のヤナギさんの場合、検証するまでもなくリタイアの連続でまったく先に進めないとわかるが、この探たん偵てい氏しはなんだかんだで切きり抜ぬけそうな気もする。まあ、ダメな時はダメなんだが……ダメならダメで、後でからかうネタになるから」

　この神かん主ぬしも、どこまで本気かわからない類たぐいの人種らしい。

　もっとも、今回の攻こう略りやくにおいて探たん偵ていは不在でも特に問題ない。目的はあくまで、ヤナギにこのクエストを体感させることである。

　虎とら尾おの足あし下もとに歩み寄った虎とら猫ねこが、くいくいと袴はかまを引っ張った。

　手て渡わたされたメモに眼めを通し、彼かれは無ぶ精しよう髭ひげの生えた顎あごを撫なで回まわす。

「よし。テストフィールドの準備ができたようだ。そろそろ出発の準備をしてもらおう」

　虎とら尾おが中空に表示させたコンソールを操作すると、テーブルの傍そばに赤い鳥居を模した転送ゲートが浮うかび上あがった。

「イベントフラグは君きみ達たちのデータをそのまま引ひき継ついである。城は既すでに出現しているから、祠ほこらへの供え物も必要ない。が──城内で強制的に分散させられる点は、おそらく変わらないだろう。合流に必要なアイテムを入手した者同士に限り、内部で合流できる仕様らしい。ナユタ嬢じようは既すでにそれを所持しているが、他の面々はリタイアしたから、まだ入手していないな」

　ナユタはメニューウィンドウから所持アイテムを確かく認にんした。

　一昨日おとといの突とつ入にゆう時じに入手したアイテムはいくつもある。その中で、仲間との合流に関係がありそうな未知のアイテムは三つに絞しぼられた。

「《張り子の猫ねこ》、《春はる霞がすみの横笛》、《繰くり言ごとの石》──どれのことでしょうか？」

　虎とら尾おが目を細めた。

「ああ、〝横笛〟だねえ。《幽ゆう霊れい囃ばや子し》にちなんで、合流用のアイテムは楽器になっている。お嬢じようさんが横笛を入手したなら、他の面々は小こ鼓つづみ、太たい鼓こ、琴こと、篳篥ひちりき、吹ふくほうの笙しよう、叩たたくほうの鉦しよう、三味しやみ線せん、その他た諸もろ々もろのうち、なんらかの楽器を見つけないといけない。これらの楽器類は、基本的に探たん索さくで葛籠つづらなどから入手することになる。敵を倒たおす必要はないから、暮くれ居い君でもなんとかなるだろう」

　不意にコヨミの眼めが泳いだ。

「幽ゆう霊れい囃ばや子し……楽器……なんかこう……うっかり呪のろいの楽器を装備しちゃって、自分も幽ゆう霊れい囃ばや子しの一員として取とり込こまれる、的なバッドエンドが浮うかんじゃったんだけど……？」

　虎とら尾おが肩かたをすくめた。

「むしろ逆かな。それらの楽器は、あの村に奉ほう納のうされていた神聖な祭具なんだ。とある化け物がこの祭具を奪うばい、その力で村人達たちの魂たましいを支配し、自らの囃はや子し方かたに変えてしまった。楽器を取とり戻もどし、妖あやかしの城に巣くう化け物を退治するのが君きみ達たちの役目──なんだが、暮くれ居い君があっさりとクエストを発動させたせいで、君らはいくつかのプロローグイベントを飛ばしている。寺の本堂や庄しよう屋やの屋や敷しきに、クエスト発動のヒントに加えて、あの村の悲劇を記した日誌があったはずなんだが……」

　ナユタは思わず呻うめいた。探たん偵ていも何食わぬ顔で視線を逸そらす。

　神社は探たん索さくしたが、寺はその所在すら把は握あくしていない。庄しよう屋やのものと思おぼしき屋や敷しきにいたっては、探たん索さくを後回しにして門前を通りすぎてしまった。

「見落としてました……よくクエスト発動のフラグが立ちましたね」

　虎とら尾おが困ったように頭を搔かく。

「まあ、運営側としてはそれでいいんだけど……日誌の発見を必ひつ須す条件にすると、城への突とつ入にゆう前まえにあらかたの流れが読めてしまうからね。制作者もそれは避さけたかったようだし、私も同感だ。ホラーでは特に、〝わからない〟ことが重要なスパイスになる。幽ゆう霊れいの正体見たり枯かれ尾お花ばな、なんて言葉もあるし、理り屈くつや背景がわかってしまうと怖こわくないもんさ。テストプレイではそうもいかないけれどね」

　コヨミがからからと笑った。

「実際あるよねー、よくわかんないクエスト。クリアして報ほう酬しゆうも貰もらったけど、結局ストーリーはよくわかんなかった、みたいな……で、後から解説読んで納なつ得とくするの」

　クレーヴェルがわざとらしく微笑ほほえみ、ステッキの先をゲートに向けた。

「それはそれで想像の余地が大きくて、趣おもむき深いとも思うがね。さて……そろそろ突とつ入にゆうするとしようか。先日より目的も明確になった。まずは《楽器》の探たん索さく、しかる後に合流、そしてボス退治──準備はいいかな？」

　鳥居型のゲートに進もうとしたクレーヴェルの裾すそを、コヨミが慌あわてて摑つかんだ。

「ちょい待ち、ちょい待ち！　もう一個、確かく認にんしときたいことがあってさ。狐きつね面めんの男の子、いたじゃん？　なんか道案内してくれそうな気配だったけど、あれって信用していいの？　もしかしてあの子がラスボスだったりしない？」

「あのＮＰＣはおそらく味方だ。確証はないが、彼かれの存在自体が攻こう略りやくのヒントであり、鍵かぎの一つであることは間ま違ちがいない。そうでしょう？　虎とら尾おさん」

　悠ゆう々ゆうとした探たん偵ていの問いに、虎とら尾おが不思議そうな顔を返した。

「狐きつね面めんの男の子……？」

「ええ。城への突とつ入にゆう直後に出てくる子供です。狐きつねのお面をつけて、絣かすりの着物を着た──」

　ナユタが補足すると、虎とら尾おの目元が不自然に歪ゆがんだ。

　そして彼かれは、抑よく揚ようの消えた声で訝いぶかしげに呟つぶやく。

「……この《幽ゆう霊れい囃ばや子し》に、プレイヤーの道案内をするようなＮＰＣは登場しない。君きみ達たちは……いったい何の話をしているんだ……？」

　虎とら尾おの困こん惑わくは一同に伝でん播ぱし、冷めた沈ちん黙もくが訪おとずれる。

　ナユタは無意識のうちに拳こぶしを握にぎり込こみ、ゆっくりと深く息を吸すい込こんだ。




　──どこか遠くから、まるでノイズのように、侘わびしげな祭り囃ばや子しの音色が聞こえた。
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[image: 三章　幽霊囃子]







　病びよう床しようの少年にとって、祖父から買ってもらったパソコンは新しい世界へとつながる窓だった。

　それまでほぼ病室の中だけで閉じていた彼の世界は、開いた窓を通じて、より大きな世界との接点を得た。

　窓の向こう側には顔の見えない大勢の人間がいた。

　手を伸のばそうとしても届かず、自らの足で窓の外へ出ることも叶かなわなかったが、外の世界をただ眺ながめられるだけでも、少年にとっては大きな変化だった。




　そして、数年後──

　唐とう突とつに起きたＶＲ技術の飛ひ躍やく的てきな進化が、少年の〝窓〟を〝扉とびら〟に変えた。

　渇かつ望ぼうしても届かないと思っていた世界が、五感を伴ともなって彼かれの前に拓ひらけた。

　それまで視覚と聴ちよう覚かくでの認にん識しきしかできなかった仮想空間が、脳への微び弱じやく電流という形で嗅きゆう覚かくと触しよつ覚かくと味覚を伴ともないはじめ、四し肢しを存分に動かす感覚さえも得られるようになった。

　そして彼かれは──

　同じ境きよう遇ぐうにいる、《仲間達たち》と出会った。
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　祭り囃ばや子しが遠くに聞こえる。

　笛が甲かん高だかく、鼓つづみが軽けい妙みように、琴ことが雅みやびやかに、音をつなげて浮うかれ騒さわいでいる。

　一いち期ごは夢よただ狂くるえとでも言わんばかりに、やけくそのような勢いで、寂さびしげに囃はやし立たてている。

　音の出所はもう知れている。

　囃はや子し方かたの姿は見えずとも──彼かれらの魂たましいは今、目の前にある巨きよ大だいな城に囚とらわれていた。

　少なくともシナリオの上ではそういうことになっているらしい。

　城の真正面に立つ戦いくさ巫女みこのナユタは、腰こしにしがみついた小動物のような相棒へ困こん惑わくの視線を送った。

「……コヨミさん、大だい丈じよう夫ぶですか？　膝ひざはガクガク、顔は真っ青、目線はうつろで、たぶん本体は冷ひや汗あせもかいていそうですけれど──」

　忍しのびのコヨミは震ふるえ声で応じる。

「……大だい丈じよう夫ぶじゃない……あのおっさん、何も突とつ入にゆう前まえに、あんな怖こわいネタぶっこまなくてもいいじゃん……知らなくても知ってるふりして〝あー、あの狐きつね面めんの子ね！　わかるわかる〟的な気き遣づかいをすべきでしょ、いい大人なら……！」

　八つ当たり気味にそんな無茶まで言う。恐きよう怖ふに震ふるえる彼かの女じよの姿は、見た目の幼さも影えい響きようしてそこそこ痛ましい。

　このテストプレイの開始直前、検証の責任者たる虎とら尾おは、ナユタ達たち一行にこう告げた。




『この《幽ゆう霊れい囃ばや子し》に、プレイヤーの道案内をするようなＮＰＣは登場しない』──




　──では、ナユタ達たちが最初に突とつ入にゆうした時、それを出で迎むかえるように現れた《狐きつね面めんの童わらべ》はなんだったのか。

　恐こわがりのコヨミは、すっかりこれが怪かい談だん話ばなしの類たぐいだと思おもい込こんでしまっている。

　テストプレイなど諦あきらめて外部で待っていれば良さそうなものだが、それでもあえて突とつ入にゆうしてきた勇気については褒ほめてやりたい。

　狐きつね顔がおの探たん偵てい、クレーヴェルが呆あきれたように嘆たん息そくした。

「そこまで怖こわがるようなことかな……？　運営側があの〝狐きつね面めんの子供〟を認にん識しきしていないのは意外だったが、〝だから幽ゆう霊れいだ〟と決めつけるのはあまりに早計だ。常識的に考えれば、我々は運営も知らない《隠かくしキャラ》に出会ったと見るのが妥だ当とうだろう。細部の仕様がわからない投とう稿こう作品では有り得る話だ」

　コヨミが子犬のように唸うなる。

「うう……へ、下手な気休めはよしてっ！　なゆさんが〝まーた探たん偵ていさんが噓うそ八はつ百ぴやく並べてる……〟って呆あきれた顔してるもんっ！」

　これは完全に誤解で、むしろ今はコヨミに呆あきれている。

　彼かの女じよの頭を子こ供ども扱あつかいに撫なでつつ、ナユタは努めて優やさしい声を紡つむいだ。

「そんな顔していません。私の意見も探たん偵ていさんとほぼ同じです。隠かくしキャラとの遭そう遇ぐう条件はわかりませんが、低確率での偶ぐう然ぜんか、あるいは探たん偵ていさんの無む駄だに高い幸運値が影えい響きようしたのか──もしくは出現の条件を知らないうちに満たしていたのかもしれませんが、いずれにせよ、単なる運営側の見落としだと思います」

　この点、ナユタの感覚はあくまで常識的かつ理性的だった。むしろ本物の幽ゆう霊れいだったほうが話題性の面ではおもしろいかもしれないが、その確率はあまりに低い。

　探たん偵ていがステッキの先せん端たんで地面を軽く突ついた。

「もう少し詳くわしい推論を述べれば──彼かれは単なるＮＰＣではなく、独立したＡＩの類たぐいかもしれない。つまり運営側から身を隠かくし、自分が会いたいと思ったプレイヤーの前にだけ姿を見せる、そういった判断能力を持つ人工知能という線だ。これが一番、有り得そうな仕し掛かけだと私は考えている」

　コヨミが胡う散さん臭くさげに探たん偵ていを見上げた。

「……ほんとに？　噓うそついてない……？　家に帰って鏡を見たらあの子が後ろに立ってたりしない……？」

「……君、そもそも《百八の怪かい異い》に向いてないんじゃないか？　いや、逆に向きすぎているのかもしれないが……」

　お化け屋や敷しきをここまで素す直なおに怖こわがれるのは、ある意味で羨うらやましい。運営側の期待以上にイベントを楽しんでいる証しよう拠こともいえる。

　ヤナギまでもが心配そうに声を寄よ越こした。

「あの、コヨミさん……孫の清きよ文ふみは、心の優やさしい子でして──人様にご迷めい惑わくをおかけするような性格ではありませんでしたし、ましてや女性のお部屋へ勝手についていくような不作法な真似まねは決してしないものと思いますので──」

　──このクエスト内にもし本物の《幽ゆう霊れい》が存在するとすれば、その一番の候補は制作者たる故人、矢や凪なぎ清きよ文ふみだった。

　生き真面目まじめながらもどこかずれたこの説得に、コヨミがぐっと言葉に詰つまる。

「…………そ、そういう返しは予想外……っ……不ふ審しん者しや扱あつかいしてごめんなさい……」

　頭を下げつつも、彼かの女じよはナユタの腰こしから離はなれない。

　一連の会話をきっかけに、クレーヴェルが聞きにくい部分へと触ふれる。

「ヤナギさん。こんなことをうかがうのは失礼かもしれませんが……貴方あなたは、我々が出会ったあの狐きつね面めんの少年を、お孫さんの幽ゆう霊れいだと思いますか？」

　ヤナギは答えるまでに数すう瞬しゆんの間をおいた。

「……違ちがうとは、思っております。ただ、〝もしかしたら〟という思いがまったくないかと問われると……いずれにしても、このクエストそのものも含ふくめて、清きよ文ふみが〝最さい期ごに遺のこしたもの〟であることは事実です。たとえ幽ゆう霊れいではないにせよ、あの子の分身というか、遺ゆい言ごんというか……何か、特別な意味のある存在だろうとは思っております」

　言葉と理性ではそう言いつつ、彼かれが割り切れない感情を抱かかえていることは容易に察せられた。

　死んだ孫の幽ゆう霊れいなど、どう転んでも聞こえのいい話にはならない。偽にせ物ものであれば空むなしいだけだし、万が一、本物であれば成じよう仏ぶつできずにさまよっているという話になる。

「それに清きよ文ふみは、十代半ばで亡なくなりましたので……あの狐きつね面めんの童わらべは確かに幼い頃ころの清きよ文ふみにそっくりなのですが、まだ七、八歳さいに見えます。おそらくは……清きよ文ふみが、自分の幼い頃ころをモデルにして作った存在なのではと」

　探たん偵ていが神しん妙みように頷うなずいた。

「……ええ。その解かい釈しやくで、ほぼ間ま違ちがいないと思います」

　残念ながら、と付け加えそうに聞こえたのは、ナユタの勝手な思いこみである。

　一行は城の入り口に足を向ける。

　短めの石段の中央には、城が現れるきっかけとなった小さな祠ほこらが埋うもれていた。

　祀まつられた童わらべの石像は不気味な程ほどに無表情で、見方によっては幽ゆう霊れいよりも気味が悪い。

　祠ほこらの脇わきを通り過ぎて、一行は陽よう明めい門もんを模した巨きよ大だいな入り口の真正面に立つ。

　奥おくは漆しつ黒こくの闇やみだが、踏ふみ込こめば強制的に城の何処どこかへそれぞれ転送されるはずだった。

　仮に前回の突とつ入にゆう時じと同じならば、ナユタは城の地下通路に、コヨミは半魚人の住む露ろ天てん風ぶ呂ろに、ヤナギは無限の大広間に、そして探たん偵ていクレーヴェルは最上部の天守閣に出ることになる。

　その先で手に入る合流用のキーアイテム〝楽器〟を、ナユタ以外の三人はまだ入手していない。

　まずは楽器の探たん索さく、しかる後に合流、そしてボスの討とう伐ばつ──可能ならば、今日一日ですべてを済ませたい。

「コヨミさん、覚かく悟ごは決まりましたか」

　一行の中で唯ゆい一いつ、覚かく悟ごが決まっていなさそうな彼かの女じよに、ナユタは優やさしく問いかけた。

　コヨミはようやくナユタの腰こしから手を外し、小刻みに震ふるえながら頷うなずく。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ……だと思う……たぶん……なゆさん、後で合流できたら、めちゃくちゃ褒ほめて甘あまやかしてね？　それくらいのご褒ほう美びないと心が折れそうっ……」

「はあ……じゃ、行きますね」

　言げん質ちを与あたえないまま誤ご魔ま化かして、ナユタは一足先に暗くら闇やみの向こうへ踏ふみ込こんだ。

　躊ちゆう躇ちよのない足取りに置いて行かれまいと、コヨミが慌あわてて追いすがる。

　クレーヴェルとヤナギも二人の後へと続き──

　そして四人は闇やみの中、城内の各所へ散り散りに飛ばされた。
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　幼い孫から「人生の意味」を聞かれた時、ヤナギはまともに答えられなかった。

　いわゆる教科書的な答えならばいくつかある。

　それを探すのが人生だ、とか、よく遊びよく学ぶことだとか、あるいは家族と過ごしたり子孫を残したりといった、生物的な喜びについて説明することも可能ではあった。

　そもそも相手は子供である。本来なら未来への希望を語るだけで、「生きる意味」などいくらでも見つけられる。

　しかしヤナギは──答えられなかった。

　言葉に詰つまり、首を傾かしげ、「爺じいちゃんにもよくわからん」と穏おだやかに笑うのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　孫の清きよ文ふみは、自身が成人まで生きられないことを知っていた。

　病院からほとんど出られず、学校にも通えず、友人とも遊べない──そんな自分の人生に一体どれほどの意味があるのか、彼かれは幼い頃ころから常に自問していた。

　清きよ文ふみが死んだ今も──

　ヤナギは、孫の問いにどう答えるべきだったのかわからずにいる。

　孫の死からさほど日々をおかずに自分の死期も見えてきたが、存分に生きて老ろう衰すいで死ぬヤナギと、成人すら迎むかえられなかった孫とでは、そもそもの境きよう遇ぐうが違ちがいすぎた。

（私は、清きよ文ふみに……何もしてやれなかった）

　そんな後こう悔かいを抱かかえて、ヤナギは今、偽にせ物ものの肉体でこの場に立っている。

　ヤナギの視界には、土曜日に訪おとずれた時と同じ柱のない大広間が映っていた。

　床ゆかは畳たたみ、天てん井じようは板張りで、光源もないくせに何故なぜかはっきりと見えている。

　まるで合わせ鏡のように延々と続くこの大広間について、ヤナギは探たん偵ていから推論交じりのレクチャーを受けていた。




〝ループしている空間から抜ぬけ出だす方法については、いくつかのセオリーがあります。何らかのヒント、隠かくしスイッチ等を見つける、特とく殊しゆなアイテムを使う、あるいはその空間を支配する敵を倒たおす……一定時間の経過を待ったり、歩いた距きよ離りで判定するという例もありますが、先日の祠ほこらの仕し掛かけを見る限り、お孫さんはきちんとヒントを出すフェアな開発者のようです。逆にいえば、偶ぐう然ぜんに解けるような仕し掛かけは作らないでしょうから、転送後はいきなり歩き出さずに周囲をよく観察してみてください〟




　助言を思い出しながら、ヤナギはあたりを見回した。

　この空間には柱も壁かべもない。あるのは天てん井じようと畳たたみばかりである。

　もしも隠かくし扉とびらやスイッチがあるとしたら、手の届かない天てん井じようか、足あし下もとに連なる畳たたみのいずれかしかない。

（前回は、適当に歩き回っているうちに落とし穴へ落ちてしまいましたが……）

　本来は即そく死しするような罠わなではなかったが、レベル１のヤナギはそもそもＨＰが低く、あっさりと退場に追おい込こまれた。

　テストプレイとなる今回はレベル調整を受けているが、それでも無む闇やみに歩き回るのは得策といえない。

（さて、畳たたみには特に異状なし──天てん井じようは、と……）

　頭上をじっと見上げたヤナギは、天てん井じよう板いたの木目が奇き妙みように歪ゆがんでいることに気づいた。

　──昔、清きよ文ふみが言っていたことをふと思い出す。

　病状が深刻でない頃ころ、旅先の旅館で、幼い清きよ文ふみは天てん井じようの木目が人の顔に見えると言い出した。

　子供にはよくあることで、両親はおもしろがって幽ゆう霊れいだお化けだと脅おどかしたが、ヤナギはそれとは別の「清きよ文ふみが求めている答え」を知っていた。

　仕事で忙いそがしく、あまり子供に構えなかった両親より、隠いん居きよの身で常に孫と接してきたヤナギのほうが、彼かれの性格をよく把は握あくしていた。

　清きよ文ふみは合理的な子供だった。

　彼かれは幽ゆう霊れいを怖こわがったのではなく、〝どうして木目が人の顔に見えるのか〟、その理由を知りたがっていた。

　だからヤナギは、清きよ文ふみが知りたいことを、穏おだやかに丁てい寧ねいに説明した。

　木目は木の生長によってできること。

　人や獣けものの大半は、両目と口の位置が逆三角形に配置されていること。

　そのせいで、逆三角形に並ぶ〝三つの点〟を見ると、人はそこについ〝顔〟を連想してしまうこと。

　これはシミュラクラ現象と呼ばれ、昔は壁かべの染しみや木の葉の影かげなどを心しん霊れい写真と誤ご認にんする例も多かったこと。

　そうした知識を吸収する時の清きよ文ふみは、いつもきらきらと眼めを輝かがやかせていた。

　ふと脳のう裏りをよぎったそんな思い出は、今の状じよう況きようと無関係ではない。

（……板張りの天てん井じよう……木目……）

　見上げた天てん井じよう板いたの木目は、明らかに不自然な歪ゆがみ方をしていた。

　ただしそこに浮ういた模様は、人の顔などではない。

　三角形に近いが、鋭えい角かくで、なおかつ尻尾しつぽのように線が生えている。

（……矢印？）

　方向は、ヤナギの後ろを示していた。

　振ふり返かえったヤナギは、天てん井じよう板いたの示す矢印が連続していることに気づく。

　ゲームに不慣れな彼かれでも、それが道案内の標識代わりであることはすぐに理解できた。

　おそらくは天てん井じよう板いたの木目が作るこの矢印が、この無限に続く大広間からの脱だつ出しゆつ路ろを示している。仕し掛かけがわかってしまえばなんのことはない、ごく単純な謎なぞだった。

　ヤナギは苦笑いを浮うかべ、矢印に従い歩き出す。

　狐きつね面めんの童わらべはまだ出てこない。

　探たん偵ていが予測したように、もしも運営の目から逃のがれる仕様のＡＩだとすれば、今回のテストプレイで遭そう遇ぐうする機会はないのかもしれない。

　一方で、ヤナギはその見解に疑問を持ってもいる。

（あの清きよ文ふみが、そんなものを作るだろうか……？）

　アスカ・エンパイアというゲームを愛し、敬意すら持っていた清きよ文ふみが、わざわざ運営を出だし抜ぬく目的で仕し掛かけを施ほどこすとはどうしても思えない。

　狐きつね面めんの童わらべには、おそらく特とく殊しゆな出現条件がある。

　運営側が気づかず、清きよ文ふみにも隠かくす意図はなく、しかしヤナギ達たちが知らず知らずのうちに達成してしまった《出現条件》──

　矢印に導かれながら、ヤナギは老いた頭で思案を巡めぐらせた。

（祠ほこらに代だい替たい物ぶつの供え物をしたこと……は、違ちがう。あれは運営側も承知している流れのはず。私や探たん偵てい殿どのだけがした〝何か〟……クレーヴェル殿どのの異常に高い幸運値……いや、しかし、それなら運営側も気づきそうなもの。もっと特別な……）

　──《特別》なこと。

　あるにはある。

　むしろ自分程度の頭では、それしか思いつかない。

　代かわり映ばえしない大広間の先に向けて、ヤナギは声を投げた。

「……清きよ文ふみ、まさか……〝私〟が来るのを、待っていてくれたのか……？」

　──自じ分ぶん達たちだけに備わっていた特別な要素。

　清きよ文ふみの〝祖父〟たるヤナギが、パーティーメンバーにいること。

　もしもこれが出現の条件だったとすれば、運営側が把は握あくできないのも当然で、なおかつ他のプレイヤーが偶ぐう発はつ的てきに出会う可能性もほぼない。

　ヤナギの視界で、何もない空間がふと煙けむりのように歪ゆがんだ。
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　他のメンバーに先さき駆がけて、ナユタは城そのものの探たん索さくをはじめていた。

　彼かの女じよだけは、既すでに合流用のアイテムとなる楽器、《春はる霞がすみの横笛》を獲かく得とくしている。

　試ためしに吹ふいてみると、素人しろうとの彼かの女じよでも軽けい妙みような音を奏かなでられたが、指使いがわからないため曲にはならない。

　練習すれば本物の楽器としても使えそうだが、特にそういった趣しゆ味みもないため、クエスト後の扱あつかいには迷いそうだった。

　左右を石いし垣がきに阻はばまれた広い地下通路は、少しだけ肌はだ寒さむい。

　高い位置に灯台が連なっており、明かりは用意されているものの、それでも前方は暗く闇やみに閉ざされている。天てん井じように至っては高すぎて見えない。

　見み渡わたせる範はん囲いは、距きよ離りにして三十メートルほど──

　それだけ距きよ離りがあれば、敵の奇き襲しゆうにも概おおむね対応できる。先が見えないことへの恐きよう怖ふなどは今いま更さらで、ナユタはそうしたことをあまり気にしない。

　ここは所しよ詮せん、ゲームの中である。

　──現実のほうが、彼かの女じよにとってはよほど恐おそろしい。

　擦こすれるような草履ぞうりの足音を立てながら、ナユタは悠ゆう々ゆうと前へ進む。

　石いし畳だたみが敷しかれた広い通路の先から、がちゃがちゃと金属質な音が響ひびき始めた。

（《骸がい骨こつ武む者しや》……？　数は五体以上、十体未満──）

　防具が立てる音に特とく徴ちようがあるため、察知しやすい敵ではある。個体の強さはさほどでもないが、各種の武器を使い分けつつ連れん携けい攻こう撃げきを仕し掛かけてくるため、数が揃そろうと少々厄やつ介かいだった。

　ナユタは眼めを伏ふせ、一度だけ深呼吸をする。

　やがて暗くら闇やみからにじみ出てきたのは、薄うす汚よごれた兜かぶとと具ぐ足そくを身につけた白骨死体の一団だった。

　しゃれこうべの口が、獲え物ものを見つけた喜びにカタカタと音を鳴らす。

　彼かれらが態勢を整える前に、ナユタは駆かけだしていた。

　籠こ手てに覆おおわれた拳こぶしを握にぎり込こみ、気合い一いつ閃せん──先頭にいた骸がい骨こつ武む者しやの顔面へ、無言の拳けん撃げきを叩たたき込こむ。

　戦いくさ巫女みこの巫ふ力りよくをまとった重い一いち撃げきは、哀あわれな亡もう者じやの頭を兜かぶとごとはね飛ばした。

　転がった頭を探し求めて動く胴どう体たいへ、すかさず追つい撃げきの左ひだり拳こぶしを添そえる。

　殴なぐりつける動きではない。拳こぶしを添そえて、その後に退たい魔まの波動を打うち込こむ接近戦用スキル──《祓はらい打うち》と呼ばれている。

　格かく闘とうタイプのプレイヤーにとっては手軽かつ有用な対たい霊れいスキルであり、拳こぶしに限らず蹴けりや頭ず突つき等、四し肢しの届く範はん囲いで応用も利きく。

　ダメージによる防ぼう御ぎよ不能状態から更さらにこの追つい撃げきを受けた骸がい骨こつ武む者しやは、砂が風に散るようにさらさらと鎧よろいごと崩くずれ去さった。

（まずは一体──）

　問題集の設問を解くように淡たん々たんと、ナユタは次の敵を見定める。

　正面から三体──一体ずつ対処しようとすると、側面を狙ねらわれる。

　重点的に強化した跳ちよう躍やく力りよくを生かし、彼かの女じよはふわりと跳とび上がった。

　真白い袖そでが羽のようにひらめき、紅あかい袴はかまが風に膨ふくらむ。

　その細い脚あしで骸がい骨こつ武む者しやの兜かぶとを蹴けりつけ、踏ふみ台だいにしてもう一段、高く鮮あざやかに跳とぶ。

　跳ちよう躍やく力りよくを強化する《八はつ艘そう飛び》は初歩的なスキルだが、その進化系となる《無む双そう飛び》では、蹴けり脚あしに攻こう撃げき判定が生まれる。

　たいして威い力りよくはないが、骸がい骨こつ武む者しやのように二足歩行で転びやすい相手の場合、そのまま転てん倒とうに成功することもある。

　今がまさにそれで、ナユタに頭を踏ふみつけられた一体は、そのまま無様に顔面を床ゆかに打ち付けた。

　こうなると、見た目の不気味さすらどこかユーモラスに感じられてしまう。

　ナユタは他の骸がい骨こつ武む者しや達たちの頭上を跳とび越こえ、彼かれらの背後に音もなく着地した。

　その身はまさしく羽のように軽い。現実の世界では有り得ない動きが、この空間では当たり前に体感できる。

　すべてを忘れて、ただ踊おどるように──くるりくるりと、自身の体を器用に回す。

　どこからともなく聞こえてきた祭り囃ばや子しに身を任せ、彼かの女じよは骸がい骨こつ武む者しやの太刀たちを華か麗れいにかわし、カウンターの一いち撃げきを加えていった。

　振ふり下ろされた刃やいばの背を踏ふみつけ、そのまま跳はねて顎あご先さきに膝ひざをぶち込こむ。

　突つきこまれた槍やりの穂ほ先さきをかわし、側面をくるくると回って距きよ離りを詰つめ、遠心力で勢いをつけた裏うら拳けんを叩たたき込こむ。

　放たれる寸前に弓矢の弦つるを手しゆ裏り剣けんで切り、武器を失いまごつく相手の胴どうを容よう赦しやなく蹴けり飛ばす。

　たった一人の娘むすめを前に、骸がい骨こつ武む者しやの一団はあっという間に数を減らしていった。

　最後に残った一体が、もはや悲ひ壮そう感かんすら醸かもしながら六角棒を振ふり回まわす。

　風圧と共に振ふり回まわされたこの棒を足場にし、ナユタは彼かれの頭上に跳とびあがった。

　下りた先は骸がい骨こつ武む者しやの背後である。

　しゃれこうべの耳元へ、そっと一息──

「──ご冥めい福ふくを」

　声こわ音ねは甘あまく、打だ撃げきは鋭するどく。

　わずかな残ざん響きようと淡あわい光こう芒ぼうを残し、骸がい骨こつ武む者しやはその場に消失した。

　周囲にもう敵の気配がないことを確かく認にんして、ナユタは姿勢を正す。

　さして乱れてもいない息を整え、いつの間にか聞こえてきた祭り囃ばや子しの音色に耳を澄すます。

　音の方向を探さぐろうとしたが、通路の壁かべに反はん響きようしてしまい出所が摑つかめない。

（設定では確か──魔ま物ものが自分の囃はや子し方かたを作るために、村人の魂たましいを束そく縛ばくしていて、呪のろいを解くためには村を守っていた祭具の楽器が必要で……）

　虎とら尾おの説明によれば、クエスト内では楽器を集めたメンバーとしか合流できない仕様らしい。

　ナユタは前回、既すでにそれを得ていたが、他の面々はまだこれからである。さすがにしばらくは誰だれとも合流できる気がしない。

　雑魚ざこと戦って暇ひまを潰つぶすか、宝物でも探すか、あるいはどこかで休きゆう憩けいをとるか──

　休きゆう憩けいをとるにしても、こんな殺風景な石造りの通路ではなく、もう少しくつろげる場所へ出たい。

　方針を決めて歩き出したナユタは、背後にふと人の気配を感じた。

（まだ敵が──！）

　咄とつ嗟さに前へ跳とんで距きよ離りをとりつつ、ナユタは振ふり返かえる。

　しかし彼かの女じよの眼前に立っていたのは、敵でも仲間でもなく、それでいて見知った存在だった。

　絣かすりの着物を身にまとい、狐きつねの面をつけた幼い童わらべ──

　時代劇の子役のような風ふう体ていだが、中身はもちろん人間ではない。

「……また会ったね。ええと……清きよ文ふみ君？」

　狐きつねの面めん越ごしにナユタを見上げ、彼かれは質問には答えず、抑よく揚ようのない声で別のことを言った。

「──お姉ちゃん、強いね。今の骸がい骨こつ武む者しやって、あんな簡単に倒たおせる敵じゃないはずだったんだけど」

　人工知能らしからぬ拗すねたような物言いに、ナユタはつい微笑ほほえんだ。

「見た目ほど簡単に倒たおせたわけじゃないよ。私は素す早ばやさ重視で防ぼう御ぎよが弱いから、速そつ攻こうで倒たおす癖くせがついていて──一いち撃げきでもまともに食らったら、逃にげるつもりだったもの」

　相手が明らかに年下だけに、ナユタも自然と子供相手の口調となった。

　──《彼かれ》は人工知能であって、間ま違ちがっても幽ゆう霊れいなどではない。コヨミと違ちがい、ナユタはそう弁わきまえている。

　ここ十数年で、人工知能は爆ばく発はつ的てきな進化を見せた。いまや仮想空間においては人間と見分けがつかないレベルの個体も存在している。

　その研究と開発は営利企き業ぎようを中心に様々な場所で進められ、結果として、人工知能のコピーは素人しろうと同然のクリエイターにも容易に入手できるようになった。

　最さい新しん鋭えいの──となるとさすがに難しいが、ゲーム制作に使う程度の、老ろう若にやく男なん女によそれぞれの類型的なデータなどは、有料無料含ふくめてネットの世界に数多く転がっている。

　このクエストの制作者、矢や凪なぎ清きよ文ふみも、おそらくそうしたデータを流用して、自分の分身となる《狐きつね面めんの童わらべ》を作ったのだろう。人格のベースとなるデータさえあれば、細かい台詞せりふなどは後から如何いか様ようにも追加できる。

　狐きつね面めんの童わらべがじっとナユタを見上げた。

　ナユタも彼かれをじっと見下ろす。

　面に阻はばまれて視線はあわないが、観察されていることは理解できた。

「清きよ文ふみ君──で、いいんだよね？」

　確かく認にんのため、ナユタはもう一度問う。

　童わらべが首を横に振ふった。

「清きよ文ふみは死んじゃったよ。僕ぼくは、清きよ文ふみの意志で生み出されたただの人工知能──だから、別の名前を貰もらったんだ」

（……あれ？　認めちゃった……？）

　ゲームの雰ふん囲い気き作りのために、噓うそをつくか誤ご魔ま化かすものとばかり思っていた。

　だが彼かれは素す直なおに自分の正体を明かし、ナユタの袖そでを引く。

「清きよ文ふみのことを知っている人には噓うそをついてもしょうがないから。あと、お姉ちゃん、こんなに近づいても全然怖こわがってないみたいだし」

「……すみません。私、人より鈍どん感かんというか、そういう感覚に疎うといみたいで」

　何故なぜだか申し訳なくなって、ナユタはつい頭を下げてしまった。

「ええと……清きよ文ふみ君じゃなくて、別の名前を貰もらったってことは……貴方あなたの名前は？」

「〝クロービス〟っていうんだ。格好いいでしょ？」

　ナユタは一いつ瞬しゆん、言葉に詰つまる。

　以前ならば「格好いい」と素す直なおに応じられたが、語感が近いせいで件くだんの探たん偵ていの胡う散さん臭くさい笑え顔がおが脳のう裏りをかすめてしまい、ちょっとした間が生まれた。

　しかも狐きつね顔がおという共通点まである。

「……なんというか……和風な姿なのに、ずいぶんと洋風な名前ですね？」

　心中複雑なナユタに向けて、童わらべは得意げに胸を張った。

「清きよ文ふみのプレイヤーとしての名前なんだ。昔のゲームに出てきた、竜りゆう退たい治じの勇者にあやかったんだって。僕ぼくはその名前を貰もらって──清きよ文ふみと一いつ緒しよに、このゲームを作ったんだ」

　ナユタは戸と惑まどった。

「ゲームを……作った？　貴方あなたが？」

「もちろん、大事なところは全部、清きよ文ふみがやったけど……清きよ文ふみが僕ぼくに指示を出して、マップや仕し掛かけを設定したり──楽しかったなあ。清きよ文ふみが死んじゃうまで、僕ぼくはずっと一いつ緒しよにいたんだよ」

　狐きつね面めんの童わらべが、面の向こうで寂さびしげに笑った。

　ナユタは絶句してしまう。

（この子が……一いつ緒しよに作った？　このクエストを……？　つまり……共同制作者ってこと……？）

　驚おどろくと同時に、その可能性をすっかり失念していた自分に愕がく然ぜんとした。

　考えてみれば、人工知能のそもそもの役割は人間の補ほ佐さである。

　人の代わりに機械を制せい御ぎよし、人の代わりに情報を分ぶん析せきし、人の代わりに〝人の役割〟をこなす──この狐きつね面めんの童わらべは、清きよ文ふみにとって頼たよりになる相棒だったのだろう。

　ただ、一いつ般ぱんで手に入るレベルの人工知能をそこまで使いこなすのには、使用者側の知識や調整技術が不可欠であり、口で言うほど容易たやすいことではない。

　むしろ──〝クエストの制作〟そのものよりも、難度が高い試みにさえ思える。

（もしかして、矢や凪なぎ清きよ文ふみの本当の目的は……このクエストの制作じゃなくて、その制作作業を通じて、この《人工知能》を育成すること……？）

　可能性は低いが、クエストはあくまで人工知能〝クロービス〟を隠かくすためのカモフラージュということにもなりかねない。

　ナユタは疑念をそのまま口にした。

「君は……何か目的があって、ここにいるの？」

　たちまち童わらべが不思議そうに首を傾かしげる。

「お姉ちゃんは、何か目的があって生きているの？」

「え……？」

　問い返されたナユタは反応に困った。

　質問に質問で返すのは、人工知能の動作機序として少々珍めずらしい。あらかじめこうした質問が来ることを想定し、対応する答えを清きよ文ふみがインプットしておいたのだろうが、それはそれで思考を見み透すかされたような不思議な感覚があった。

　クロービスと名乗る人工知能は、ゆっくりと言葉を重ねる。

「──目的がないと、ここにいちゃいけないの？」

「そんな……ことは……」

　しばらく迷った末、ナユタはしゃがみこんで、目線の高さを彼かれにあわせた。

「……そうだね。目的なんか、なくてもいい。そのうち見つかるかもしれないし、いつか自分で決めることだってできるから……ただ、一つだけ聞かせて。貴方あなたはもしかして……《清きよ文ふみ君》から、何か大事なことを頼たのまれたんじゃない？」

　童わらべが狐きつね面めんの向こうでくすりと嗤わらった。

「うん。頼たのみ事はあったよ。でも……清きよ文ふみはその直後に、僕ぼくを約束事なんかで縛しばりたくないとも言ったんだ。約束のことなんか気にせず、自由に、好きなように行動していいって──だから、まだ教えてあげない」

　童わらべが一歩、ふわりと大きく跳とび退のいた。

　石の壁かべにずるりと半身が埋うまり、彼かれは幽ゆう霊れいのように壁かべの向こう側へと沈しずんでいく。

「あっ！　待って！」

「……また後でね、お姉ちゃん。もっとも──クリアできなかったら、もう会えないだろうけど」
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　童わらべはあっという間に壁かべの奥おくへと消えた。

　はじめから誰だれもいなかったかのように、周囲は静せい寂じやくに包まれる。

　童わらべが消えた石いし壁かべに手をつき、ナユタはしばらく考かんがえ込こんだ。

（運営が見み逃のがしていた人工知能……もちろん幽ゆう霊れいじゃなかったけれど、そうなるともう一つの〝幽ゆう霊れい〟は──）

　彼かれを呼び止めて確かく認にんしたかったことは、このクエストが配信停止に追おい込こまれた最大の理由──つまりは、〝データ化されていないはずの、身近な知人の幽ゆう霊れい〟についてだった。

　探たん偵ていの元には亡なき親友が、ヤナギの元には孫の清きよ文ふみが、そしてコヨミの元には飼っていたペットが現れたと聞いている。

　ナユタの元にも──死んだはずの人間が姿を見せた。

（クリアすれば、あの仕し掛かけについてもわかるのかな……）

　とにかく今は、仲間との合流を急ぎたい。

　気分を切きり替かえて、ナユタは姿勢を正した。

　そして再び地下通路を歩き出した直後──

　彼かの女じよはふと、目め眩まいを覚える。

　視界が一いつ瞬しゆんだけくらりと揺ゆれ、つい眼めを閉じてしまった。

　──この感覚を、ナユタは前回も味わっている。

　ある種の確信と不快感をもって、彼かの女じよが目を開けた時。

　そこには、彼かの女じよにとって忘れられない人間がいた。

　警察官の制服を身にまとい、ぼんやりと立たち尽つくす青ざめた青年──

　生前の眼まな差ざしはとても優やさしかったが、今は制せい帽ぼうの陰かげに隠かくれて表情がうかがえない。

　祭り囃ばや子しが、妙みように遠く聞こえる。

「……お兄……ちゃん……？」

　ナユタはかすれそうな声を漏もらした。

　ややぼやけているが、見み間ま違ちがえるはずもない。

　──以前の突とつ入にゆう時じにも、彼かの女じよは兄の姿を見かけた。

　見み間ま違ちがいかと思ったのはほんのわずかな間で、ナユタの思考はそこでぴたりと止まってしまった。

　後は何も考えず、ただ無意識のうちに淡たん々たんと周囲の敵を打うち倒たおし、気づいた時には脱だつ出しゆつ路ろに立っていた。

　記き憶おくはきちんとある。クレーヴェル達たちに対しては「知った顔の幽ゆう霊れいを見たが、あまり気にしなかった」と告げたが、この点でも噓うそはついていない。

　彼かの女じよはただ、感情をシャットダウンさせただけである。

　何も考えなければ、恐きよう怖ふも寂さびしさも感じなくて済む。完全に克こく服ふくまではできずとも、〝麻ま痺ひ〟させることはできる。

　今、この瞬しゆん間かんにも──

　兄の姿を視界にいれて、彼かの女じよは混乱する事もなく、冷めた思考で感情を殺した。

（……幽ゆう霊れいなんて……有り得ない──）

　彼かの女じよは幽ゆう霊れいなど信じない。そんなものに会えるならむしろ望むところだが、目の前にいる兄は違ちがう。

　兄の姿をした〝何か〟であり、ナユタとは無関係の存在だった。

　彼かれの姿が見えたのはほんの数秒のことで、すぐにその存在は消えてしまう。

　わずかな目め眩まいが去った後で、ナユタは深く息を吸すい込こみ──そして、肺の中を空っぽにするように長く吐はき続けた。

　──兄の櫛くし稲いな田だ大だい地ちは、《ソードアート・オンライン》をプレイ中に死んだ。

　ゲーム内で何があったのかはよくわからない。

　ただ現実として、兄はナーヴギアをつけたまま、入院先の病院で脳を灼やかれ唐とう突とつに死亡した。

　生せい還かんを祈いのっていた家族は絶望し──その後のことは、思い出したくもない。

　心を守るために、ナユタは多くの感情を殺した。

　探たん偵ていのクレーヴェルが、茅かや場ば晶あき彦ひこへの明確な憎ぞう悪おを口にした時。

　ナユタはクレーヴェルのことを少しだけ眩まぶしく思った。

　ナユタは犯人を憎ぞう悪おすることからも逃にげた。

　恨うらみを捨てた、などという聞こえのいい話ではない。憎ぞう悪おを募つのらせるためには、兄を喪うしなった哀かなしみとも向き合わなければならない。

　ナユタはそうした一いつ切さいの感情から逃にげ──こうして、別のＶＲＭＭＯを漫まん然ぜんとプレイし続けている。

　兄の幽ゆう霊れいが消えた暗くら闇やみを冷たく見み据すえ、ナユタは軽く拳こぶしを握にぎりこんだ。

　力は入る。戦うのに支障はない。

（早く、ヤナギさん達たちと合流しないと──そろそろ、楽器は入手できたのかな……）

　そんなことを考えながら、彼かの女じよは夢遊病者に近い精神状態のまま歩き始め──

　背後に近寄りつつあった《二ふた口くち女おんな》へ、視線も向けずに渾こん身しんの裏うら拳けんを叩たたき込こんだ。
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　命の重さには相対的な違ちがいがある。

　赤の他人の命と家族の命であれば、家族の命のほうが概おおむね重い。

　不仲であったり憎ぞう悪おする関係であればまた話は変わるが、そうした特とく殊しゆな事情が絡からまない限り、身内の死に涙なみだするのは当然といっていい。

　一方で、交通事故で死んだ見知らぬ誰だれかに対し、「お気の毒に」以上の感想を持つことはまずない。

　そんなよくある事象にいちいち嘆なげき悲かなしんでいては生活もできないし、現に世界の何処どこかでは常に見知らぬ誰だれかが亡なくなり続けている。

　人が他人の死を悲しむためには、その人物に関する《情報》が不可欠となる。

　情報さえ得ていれば、人は架か空くうのキャラクターの、ストーリー中の死にさえも涙なみだを流す。

　情報を伴ともなわない死はそもそも認にん識しきすらされない。

　ちょうど今、何処どこかのスラム街の片かた隅すみで、親に捨てられたある子供が薬物中毒をこじらせ亡なくなったとして、その死を嘆なげく者は特にいない。

　良いい悪いの問題ではなく、世間はそういう風に出来ている。

　これはごく健全なことで、もしもそうした無関係の死にまでいちいち悲しんでいたら、人が笑え顔がおでいられる時間など一生のうちに一秒とて存在しない。

　命の重さには相対的な違ちがいがある。

　身近な人間ほど重く、見知らぬ人間ほど軽い。

　探たん偵ていクレーヴェルにとって、故人である〝矢や凪なぎ清きよ文ふみ〟は見知らぬ他人だった。

　その死に対して、「まだ若いのに気の毒なことだ」とは思うが、それ以上の感傷は特にない。

　だから──目の前に現れた狐きつね面めんの童わらべに対しても、彼かれの反応はごく淡たん々たんとしていた。

　クレーヴェルはいちいち、相手を過度に不ふ憫びんがったりはしない。それはそれで失礼なことだと弁わきまえている。

　窓から満天の星を望む、城の天守閣。

　前回と同じ場所に転送されたクレーヴェルは、狐きつね面めんの童わらべを見下ろし肩かたをすくめた。

「出てきたか、〝幽ゆう霊れい〟の坊ぼうや。君とは話をしたいと思っていた。清きよ文ふみ君か？　それとも別の名前があるのかな」

　童わらべは不思議そうに首を傾かしげている。

　クレーヴェルは、彼かれを清きよ文ふみの分身だと考えていた。

　故人たる矢や凪なぎ清きよ文ふみが、このクエストに仕し込こんだ〝特とく殊しゆな仕し掛かけ〟は二つある。

　亡なくなった知人が、幽ゆう霊れいとなり姿を見せること。

　そして、運営にも気づかれなかった人工知能、《狐きつね面めんの童わらべ》が存在すること。

　この二点の安全性を証明するか、あるいはプログラム的な修正を施ほどこさない限り、クエストの配信停止は解けない。

　ことに問題となったのは前者、〝亡なくなった知人が姿を見せること〟だが、運営はこの現象に対し、規約違い反はんの可能性を疑った。

　ＶＲＭＭＯが人間の脳へアクセスする機能を利用し、ゲーム内において、「個人の記き憶おくの読よみ込こみと再現」を行う──これはアスカ・エンパイアの規約に明確に違い反はんしている。

　だが、おそらく制作者の清きよ文ふみは、これが問題になるなどとは考えていなかったのだろう。

　事実、クレーヴェルの推論がもしも正しければ、彼かれは違い反はん行こう為いなどしていない。ただ、それに近い──違い反はんと誤解されても仕方のない、グレーゾーンの仕し掛かけを作ってしまった。

　応おう募ぼ作品の審しん査さ時じには問題が起きなかったことから、その仕し掛かけが万ばん人にんに作用するものではないことも想像がつく。

　狐きつね面めんの童わらべがクレーヴェルを指さした。

　無礼な動きはどこかぎこちなく、まるで操あやつり人形を連想させる。

「……お兄さん、誰だれ？　僕ぼくはお兄さんを知らないけれど、お兄さんは僕ぼくを知っているの？」

「ああ。生前の君に会ったことはないけれど、私は君を知っている。君の祖父、矢や凪なぎ貞てい一いち氏の友人でね。クレーヴェルという者だ」

　座すわり込こんで握あく手しゆを求めると、童わらべは首を傾かしげ、妙みようなことを言い出した。

「クレーヴェル……僕ぼくと似た名前なんだね」

　探たん偵ていは眉まゆをひそめた。

　童わらべが何を言っているのか、咄とつ嗟さには理解できない。

「……君は、〝清きよ文ふみ〟君じゃないのか？　もちろん本人ではなく、その分身ともいうべき存在だが──」

　狐きつねの面からくすくすと笑い声が漏もれた。

「〝清きよ文ふみ〟は死んじゃったよ。僕ぼくは別の名前を貰もらったんだ。でも……」

　探たん偵ていの握あく手しゆを無視して、童わらべが一歩、跳とび退のく。

「お姉ちゃんには教えてあげたけど、お兄さんにはまだだめ。《楽器》すら手に入れてない人には、何にも教えてあげない」

　鬼おにごっこで遊ぶ子供のように、彼かれは階下に向けて駆かけだした。

　跳はねるウサギもかくやという勢いで、あっという間にその姿が消える。

　クレーヴェルはつい苦笑いを浮うかべた。

「そう来たか……さすがに、いきなり全部は教えてくれませんね。〝虎とら尾おさん〟、聞いてました？　例の子供、ちゃんと出てきましたよ」

　ループタイを締しめる三つ葉模様の留め具から、疲つかれたような中年男の声が返ってきた。

『こっちでも把は握あくした。本当にいたね……こりゃ、選考に関わった連中は大目玉だ』

　このテストプレイの最中、クレーヴェル達たちは運営側からその行動を正確にモニターされていた。

　その上でクレーヴェルのみ、虎とら尾おと通話可能な状態も維い持じしている。

　ヤナギは孫の作ったクエストをプレイしたいだけ、ナユタとコヨミはあくまでその手伝いだが、クレーヴェルには、このクエストに存在するエラーを特定するという〝仕事〟があった。

　文字通り、これはゲームであっても遊びではない。彼かれにとっては今後の信用獲かく得とくも含ふくめ、生活の糧かてにつながる収入源である。

　ループタイの留め具を模した通信デバイスから、虎とら尾おの声が響ひびく。

『しかし、わからんな。あの隠かくしキャラ、どうして君きみ達たちだけの前に姿を見せたのか。テストプレイで見落としたってことは、幸運値の影えい響きよう程度じゃなさそうだが──』

　クレーヴェルは慎しん重ちように見解を述べる。

「運営から隠かくれる仕様のＡＩという線も考えていたんですが、今回は運営がモニターしているのに出てきましたね。隠かくれる意図が特にないとすれば……おそらく、ヤナギ氏の存在が鍵かぎになっていたんでしょう。ヤナギ氏に限らず、自分の家族や友人と思おぼしきプレイヤーを含ふくむパーティーに反応するよう、仕組んでいたのかもしれません。フィルタリングに必要な情報は名前、年ねん齢れい層そう、後は……〝清きよ文ふみ〟という名前を口にするか、その名前に反応するかどうか、とかですかね」

　虎とら尾おが嘆たん息そくした。そこに籠こもった感情は少しばかり重い。

『……制作者から家族と友人に向けた遺ゆい言ごん、ってところか。後はこっちで調べよう。人工知能関連は少し時間がかかるが──あいつら、最近は運営からの隠かくれ方について情報共有している節がある』

　虎とら尾おのこの言葉は、今の時点ではまだ都市伝説に近い冗じよう談だんではある。

　だがクレーヴェルは、ＶＲ空間において、人工知能の進化が爆ばく発はつ的てきに進んでいることを体感で知っていた。

　例外的な少数の事例ではあるものの、運営の管理から逃のがれ、人と見分けがつかないレベルの受け答えすら可能とする人工知能が散発的に生まれている。

　そもそも大多数の人間は、人工知能に比べてさほど賢かしこくもなければ、特に優すぐれた部分を持ち合わせてもいない。

　ごく一部の優ゆう秀しゆうな人材を除き、九割九分の人間は人工知能に将しよう棋ぎやチェスで勝てない。

　クイズのような知識問題ではもちろん太刀たち打うちできず、居い眠ねむりや飲酒の危険性がないために運転の安全性でも負け、性欲がないためにハニートラップにも引っかからず、物もの怖おじしない上に節度を弁わきまえているためコミュニケーション能力も高い。

　さらには、設定次し第だいで如何いか様ようにも性格や態度を変化させられる柔じゆう軟なん性せいまで併あわせ持もつ。

　クレーヴェルは、そんな彼かれらの存在を心底恐おそろしく感じる。

　ただし困ったことに──恐おそろしいからといって嫌きらいではない。

　熊くまや虎とらといった猛もう獣じゆうを恐おそろしいとは感じつつ、その存在を特に嫌きらってはいないのと同様に、クレーヴェルは人工知能の進化を恐おそれつつも興味深く観察していた。

「では虎とら尾おさん、私はあの童わらべの後を追います。他の面々にも何かあったら教えてください」

『うん。ヤナギさんは順調そうだ。女の子二人もちゃんと進行している。まあ……現状、リタイアに追い込まれる確率が一番高いのは君なんだよなあ……』

　心配と諦てい観かんがない交ぜになったその声に、クレーヴェルはいつもの薄うす笑わらいを返した。

　実際その通りで、この後の展開次し第だいでは、虎とら尾おの懸け念ねん通りの結果になりかねない。

　通信を切った後で、クレーヴェルは天守から下層へと続く階段に足を向けた。

　前回は、ここで出てきた複数の女じよ郎ろう蜘蛛ぐもにやられた。

　それが固定敵だったのかランダムエンカウントの結果だったのか、それすらまだわからないままだが、とりあえずの対策は持ってきた。

　めくらましの煙けむり玉、敵を驚おどろかす閃せん光こう玉だま、体力を削けずる毒どく煙けむりに、敵との遭そう遇ぐう率りつを下げる白びやく蓮れん香こう、囮おとりの幻げん影えいで惑まどわせる身代わりの札──いずれもダメージソースにはならないものの、雑魚ざこから逃にげるには充じゆう分ぶんといえる。

　早さつ速そく、クレーヴェルは階下に閃せん光こう玉だまを転がした。小型の花火玉を模した紙かみ貼ばりの球体が、ことん、ことんと階段を弾はずみながら落ちていく。

　直後に響ひびいたわずかな破は裂れつ音おんと閃せん光こうの後に、複数の足音ががちゃがちゃと慌あわてて遠ざかった。

　下に待ちかまえていた女じよ郎ろう蜘蛛ぐもを追おい払はらい、クレーヴェルは悠ゆう々ゆうと階段を下り始める。

　ステータスの都合上、不意打ちには弱いが、敵の出方さえわかっていれば、こうしてある程度までは対処できる。

　天守閣の下は板いた敷じきの廊ろう下かが前後に続いていた。

　片側は外がい壁へきに面し、もう片側には板いた壁かべが連なっている。

　実際の城では、天守閣の下は特に仕切りのない広間となっている例が多いが、この城はあくまでダンジョンとして設計されていた。

　リアリティを重視するか、それともゲームとしての都合を優先するか──こんなところからも、制作者の性格や嗜し好こうがうかがえる。

　他のプレイヤーにとってはどうでもいいことだろうが、探たん偵ていたるクレーヴェルにとっては、こうした細かい要素も重要なヒントだった。

（さて、合流用の〝楽器〟を探さないといけないわけだが……特に敵を倒たおす必要はなく、葛籠つづらや仕し掛かけ扉とびらの先に隠かくしてあるという話だったな）

　これは虎とら尾おから聞いたヒントだが、そもそも仕様として単独行動を強しいられた時点で、合流前に〝強い敵を倒たおす〟必要がないことは推おして知れた。

　単独戦せん闘とうに向かない職種の場合、下手をすればそこで進行不能に陥おちいりかねない。たとえ制作者が意地悪くそうした状じよう況きようを企き図としたとしても、配信時には運営側のバランス調整が入る。

　油断はできないが、絶望するような事態には程ほど遠とおい。

　逃にげた蜘蛛くもが戻もどってくる前に足早に、それでも慎しん重ちようさを失わず、クレーヴェルは暗い廊ろう下かを歩み始めた。

　変化は五分と経たたないうちに起きた。

　闇やみに埋うもれた正面に、ぼんやりと淡あわい人ひと影かげが浮うかぶ。

　クレーヴェルはわずかな目め眩まいと共に立ち止まった。

（……来たか）

　この感覚は初めてではない。

　眼めを凝こらすまでもなく、クレーヴェルの目前には〝彼かれ〟が現れつつあった。

　和風の城には不似合いなプレートメイルに身を固めた、肩かた幅はばの広い体育会系の青年──

　手にした剣つるぎは半ばで折れ、無む惨ざんに切きり裂さかれた腹部からは黒い血が溢あふれている。

　顔は見えないが、苦く悶もんの表情であることは容易に察せられた。

　探たん偵ていは低く唸うなる。

（やはり〝出た〟か──狐きつね面めんの人工知能よりも、こちらのほうがより大きな問題だが──）

　この《幽ゆう霊れい》に驚おどろいたプレイヤーが入院する騒さわぎを起こしたことで、クエスト《幽ゆう霊れい囃ばや子し》は配信停止に追おい込こまれた。

　彼かれが何を見たのか、具体的にはわからないが、親兄弟や恋こい人びと、友人知人等、近しい〝誰だれか〟であったことは間ま違ちがいない。

　今、クレーヴェルの前にいるプレートメイルの青年も、クレーヴェルにとっては身近な存在だった。

　相手を睨にらむように眉まゆ根ねを寄せつつ、探たん偵ていはループタイの通信を開く。

「……虎とら尾おさん、見えてますか？　続けて出ましたよ。狐きつね面めんではなくて、問題を起こした本物の〝幽ゆう霊れい〟のほうです」

　──返答はない。

　クレーヴェルは思わず舌打ちを漏もらした。

（通信が……途と絶ぜつしたか）

　有り得ない──とまでは言い切れない。

　むしろ、〝幽ゆう霊れい〟の仕様が彼かれの想像通りのものであるならば、この事態は当然とも言えた。

　コンソールも表示されない。

　アイテム欄らんも出てこない。

　ちょっとした目め眩まいに加え、四し肢しには金かな縛しばりにも似た違い和わ感かんがある。決して体が動かないわけではないが、どうにも脱だつ力りよく気味で五感のすべてに薄うすい膜まくがかかっている。

　──それはまるで、〝夢〟の中だった。

　クレーヴェルの亡なき親友は、プレートメイルの金属音を伴ともない、よろめきながら近づいてくる。

　その痛ましい姿に目元を歪ゆがめつつ、探たん偵ていはつい、アインクラッドにおける彼かれの名を口にした。

「相変わらずのろまだな、《ヤクモ》……死んだ後までアジリティ軽視か。そこまで頑がん丈じようさを重視しておいて、どうして一いち撃げき死しなんて状じよう況きように陥おちいるかね──」

　皮肉交じりに告げつつも、声こわ音ねは何故なぜか震ふるえた。

　かつての親友はふらふらと歩き続けている。だが、足は動いているのにクレーヴェルの傍そばへ近づいては来ない。

　動く歩道の上を逆走しているかのように、その身は一定の位置から進んでいなかった。

　そんな幽ゆう霊れいの姿が見えたのはほんの一分足らずのことで、あっという間に彼かれは闇やみの中へ埋うもれてしまう。

　再び軽い目め眩まいがした後に、クレーヴェルを呼ぶ耳慣れた声が聞こえた。

『……居い君……暮くれ居い君！　どうした？　返事をしなさい！』

　虎とら尾おにしては珍めずらしく、慌あわてた様子だった。

　探たん偵ていは深呼吸の間に辛かろうじて言葉を選ぶ。

「……虎とら尾おさん。失礼しました。ちょっと、ぼうっとしていまして──」

　ループタイの通信機越ごしに、安あん堵どの様子が明確に伝わってきた。

『ぼうっと、って……君、いま寝てたぞ？　いや、寝ねていたというか、脳波がレム睡すい眠みんに近い状態だったというか──』

　自宅から接続している他の面々と違ちがい、クレーヴェルは運営の用意した医い療りよう施し設せつからログインしている。

　これは安全策などではなく、テストプレイに際して脳波や精神状態をチェックするための、いわば被ひ験けん体たい的てきな役割を期待されての措そ置ちだった。

「……そうですか。寝ねていましたか」

『ほんの少しの間だから、センサーの誤作動かとも思ったがね。魔ま法ほうやアイテムで強制的に眠ねむらされたような変化だった。今、スタッフが詳くわしい解かい析せきを試みている。データがもう少し欲ほしいんだが、続けられるかね？』

　クレーヴェルはつい苦く笑しようを漏もらした。

「当たり前でしょう、虎とら尾おさん。ちょうど今、件くだんの《幽ゆう霊れい》と遭そう遇ぐうしていました。結局、あれは脳が見せるただの虚きよ像ぞう──〝夢〟の産物です。危険はないと証明されたようなものですよ」

　クレーヴェルは今、確かに〝眠ねむって〟いた。

　フルダイブ技術自体が睡すい眠みんや麻ま酔すいに近い要素をはらんではいるが、それはあくまで脳の機械的制せい御ぎよによって起きている事象であり、たとえゲームの中でも睡すい眠みんは必ひつ須すとなる。

　ＳＡＯ事件の被ひ害がい者しや達たちも日々、ゲームの中で睡すい眠みんをとっていたし、眠ねむること自体は特に珍めずらしくもない。

　ただし今のクレーヴェルは、そうした身体的な生理現象とは別に、強制的かつ瞬しゆん間かん的てきに眠ねむらされ──そして〝夢〟を見せられた。

　それこそが、矢や凪なぎ清きよ文ふみの仕し掛かけた《幽ゆう霊れい》の正体である。

「データとしては存在しないはずの、個人の亡なくなった友人知人を模した幽ゆう霊れい──その正体は、本人の記き憶おくの中にある虚きよ像ぞうです。プレイヤーを数秒単位で眠ねむらせ、そのわずかな時間に脳へ刺し激げきを与あたえ、故人の幻げん影えいを見せる。我々が見ていた幽ゆう霊れいはゲーム内に反映されたデータなどではなく、〝自身の記き憶おくそのもの〟だった──そういうことでしょう？」

　クレーヴェルの推測通りだとすれば、これは特に目新しい技術ではない。幽ゆう体たい離り脱だつや臨死体験といった心しん霊れい現象は、その多くが脳の見せる幻まぼろしだと言われている。

　ＶＲＭＭＯなど影かげも形もなかった時代にも、側そく頭とう葉ようのシルビウス溝こうに電気的な刺し激げきを与あたえることで、人じん為い的てきに臨死体験を引き起こす例は報告されていた。

　無論、同じ刺し激げきを与あたえたからといって万ばん人にんに同じ現象が起きるわけではない。実験結果には個人差も大きく、テストプレイヤー達たちが何も見ていないという事実も、この推論を補強していた。

　人間の脳には、《幻げん覚かくを見る機能》が最初から備わっている。

　多くの人間は夢という形でそれを体感するが、ＶＲ技術もまた、そんな脳の機能を機械的に操あやつる術すべに他ならない。

　虎とら尾おが浅く嘆たん息そくした。

『……検証はこれからだが、おそらくそれで正解だ。今の一いつ瞬しゆんだけ、君はフルダイブシステムからの干かん渉しようによって短い夢を見せられた。夢の中だから当然、通信機能もアイテムも使えない。この技術の肝きもは、夢の背景をゲーム内の光景と一いつ致ちさせることだな。しかも時間が短いせいで夢と気づかず、ゲームの中で幽ゆう霊れいに出会ったと錯さつ覚かくしてしまう──タネがわかってみればなんのことはない。まさしく正体見たり枯かれ尾お花ばなだ。個人の夢だから、何を見たのかはログにも残らないし、そもそもデータにも存在しない。とんだゴーストだ』

　事情が明らかになったというのに、虎とら尾おの声は苦々しい。

「……虎とら尾おさん、何か言いたげですね？」

『わかっているくせに聞くんじゃないよ……こいつは規約違い反はんじゃないが、倫りん理りに反している。出てくる故人との関係性にもよるが、トラウマを抉えぐられて平気な人間はそうそういない。うちのテストプレイヤー達たちにこの仕し掛かけが発動しなかったのは、仕し掛かけとの相あい性しよう問題か、あるいはたまたま身内に故人がいなかったとか、そんな程度の理由だろう。逆にいえば──深い〝傷〟を抱かかえている人間ほど、この仕し掛かけから強い精神的ダメージを受ける。悪あく趣しゆ味みだ』

　クレーヴェルはつい吹ふき出だした。

「ホラーが悪あく趣しゆ味みなのは当然でしょう。いや……言いたいことはわかりますよ。清きよ文ふみという少年がどんなつもりでこんな仕し掛かけを作ったのか。そこは確かに気になります。他人の傷をえぐって喜ぶような人間だったとすれば、あまり誉ほめられた話ではありませんが──」

　探たん偵ていと違ちがい、虎とら尾おは笑わない。

『どのみち修正が必要だ。このまま再配信はできない。どこで入手した技術だかわからんが、子供がおもしろ半分で作ったにしては精せい巧こうな仕し掛かけだ。誰だれか……それこそ研究者か現げん役えきの開発者から、技術供きよう与よを受けたと見ていい』

　この点に関して、クレーヴェルの見解は虎とら尾おとは少し違ちがう。

「それは……どうでしょう？　この仕し掛かけは彼かれが独自に作ったものかもしれませんよ。こんなクエストを個人で、それも短期間のうちに制作できた時点で、彼かれの才能は間ま違ちがいなく本物です。もちろん、専門家の研究成果等を参考にはしているでしょうが……発想はともかく、技術的にはさほど無茶なことをやっているわけでもありません。〝プレイヤーに、ゲーム内の背景を流用した故人の夢を数秒間だけ見せる〟──私の場合はたまたま、亡なくなった親友が出てきましたが、コヨミ嬢じようなんて以前に飼っていた微び生せい物ぶつが出てきたそうですよ。大多数の人間にとっては、〝ちょっと驚おどろいた〟程度の効果しかもたらさないように思います」

　この擁よう護ごに虎とら尾おが唸うなった。

『大多数はそれでいい。さっきも言った通り、問題は〝少数〟の本当に傷を抱かかえている人々のケースだ。さっき、君に〝このまま続けられるか？〟と聞いたね？　君は演技が上手うまくて冷静沈ちん着ちやくだ。だがそんな君でも、バイタルは噓うそをつかない──心しん拍ぱく、血圧、脳波、いずれも今の瞬しゆん間かんに、極きわめて大きな変動を示した。今はもう落ち着いているが──今回の配信停止の発ほつ端たんとなった大学生も、強い衝しよう撃げきを受けて気絶し、病院へ担かつぎ込こまれたわけだ。危険がないとはとても言えない』

　探たん偵ていは鹿しか撃うち帽ぼうを目ま深ぶかに被かぶり直す。

「……そんなに動どう揺ようしてましたか。実の所、偽にせ物ものとはいえ……ほんの少し、会えて嬉うれしかったんですけれどね」

　強がりではない。

　痛ましい姿を見せられたことはつらいが、ヤクモはクレーヴェルにとって、紛まがうことなき親友であり戦友だった。

　同じ大学で知り合い、警察学校でも同期となり、共に警察官となってからは上司の愚ぐ痴ちをこぼしあう間あいだ柄がらだった。

　肉体的にも頭脳的にも、あらゆる面で警官としての平均点をほんの少しずつ上回る文字通りの器き用よう貧びん乏ぼうで、特段、優すぐれた特技がない代わりに弱点も見あたらない──そんな青年だった。

　クレーヴェルは薄うす笑わらいとともに、通信機越ごしの虎とら尾おへ和なごやかに話しかける。

「ともあれ、判断は最後まで進んでからでいいでしょう。そもそも心しん拍ぱくや血圧の変化まで云うん々ぬんというなら、ホラーというジャンル自体が危険という見方もできます。《屛びよう風ぶの虎とら退たい治じ》とか……あれ、訴うつたえられたらいい勝負になりそうですよ？　こっちの仕し掛かけなんてかわいいものです」

『あれはなあ……正直、私もどうかと思ったんだが。いや、しかしあれは全員に対して公平な怖こわさだ。今回のように、個人のトラウマをえぐるような代しろ物ものじゃない』

　探たん偵ていは眼めを細めた。

「虎とら尾おさん。トラウマっていうのは──放置しておくと、傷口が腐くさることもあるんです。そうなる前に、えぐってでも瘡かさ蓋ぶたにして、痛みに慣れるのも一つの対処法かと思います」

『ふむ……えぐったせいでより酷ひどく化か膿のうした場合は？』

「……ま、おいおい考えましょう」

　舌先三寸で言いくるめられる相手でもなかった。

　探たん偵ていは廊ろう下かに歩を進める。

　──〝ヤナギにこのクエストをプレイさせる〟という本来の目的を果たしつつある以上、あえて虎とら尾おを翻ほん意いさせる必要はない。このクエストが配信停止のままになろうと再配信されようと、それは依い頼らいと関係のない事こと柄がらである。

　だが、クレーヴェルは既すでに《矢や凪なぎ清きよ文ふみ》からのメッセージを受け取ってしまった。

　コヨミもヤナギも気づいていない。ナユタは気づいているかもしれないが、彼かの女じよは思考を心に仕し舞まい込こむ癖くせがある。

　清きよ文ふみという少年の最さい期ごの意志が《ここ》にある以上──クエストの配信停止をこのまま座視するのは、少々後味が悪い。

（さて……いったいどんな屁へ理り屈くつをつけて、この〝守護者〟を心変わりさせたものか──）

　エラー検証室、室長の虎とら尾おは、味方としては頼たよりになる反面、説得すべき相手としてはなかなか手て強ごわい。

　逆の見方をすれば、この難物さえ説得できれば、同じ論法で上層部の理解を得られる。

　虎とらの威いを借る狐きつねよろしく、クレーヴェルは彼かれを化かさなければならない。

　薄うすい唇くちびるをぺろりと舌で湿しめし、探偵は愛用のステッキをくるりと一回転させた。
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　果てがないと思えた大広間に終わりが見えてきた時、ヤナギは立ち止まって小休止をいれた。

　天てん井じよう板いたの木目が示す矢印に沿いここまで来たが、狐きつね面めんの童わらべは少し顔を見せた程度で、特に会話もなく消えてしまった。

　前を見れば、大広間の果てには美び麗れいな絵の描えがかれた襖ふすまが連なっている。

　ヤナギが足を止めたのは、クレーヴェルからの注意事じ項こうを思い出したためである。

　扉とびらや襖ふすまを開けた先では、敵が待まち伏ぶせをしていることが多い──

　それはホラーのお約束でもあるらしい。

　立ち止まりついでに、ヤナギは襖ふすまの絵をじっと眺ながめた。ヒントは観察することで見つかると、先さき程ほど学んだばかりである。

（はて……あの襖ふすま絵えは、ずいぶんと大きなもののような……？）

　十枚ほどで一つの絵となっているらしい。

　和を思わせる墨すみ絵えのタッチは秀しゆう逸いつで、色はなくとも戦せん闘とうの光景がはっきりとわかる形で描えがかれている。

　剣けん客かくに侍さむらい、忍にん者じや、神官──職業は概おおむねばらばらだが、彼かれらは一様に、中央に立つ巨きよ大だいな竜りゆうへと立ち向かっていた。

　左右から挟きよう撃げきする構図は、見る者が見れば複数のスクリーンショットを墨すみ絵えのタッチで加工し組み合わせたものと察しがついただろうが、ヤナギにそこまでの眼めはない。

　そしてそこに描えがかれたうちの一人は、ヤナギのよく知る人物だった。

（……清きよ文ふみ……？）

　狐きつね面めんの童わらべは、清きよ文ふみが幼い頃ころの姿である。

　一方、襖ふすま絵えに描えがかれているのは、亡なくなる直前──十代半ばの、やや大人びた少年の清きよ文ふみだった。

　杖つえを片手に、彼かれは美しい少女剣けん士しの援えん護ごをしている。

　少女の剣けん士しは反対側にももう一人おり、二人の姿は姉し妹まいのようによく似ていた。

　躍やく動どう感かんに満ちた襖ふすま絵えが、ヤナギにはどうも引っかかる。

（あの絵は、もしや……清きよ文ふみと、友人達たちを描えがいたものか……？）

　入院生活が長く、体も不自由だった清きよ文ふみは、医い療りよう用ようのＶＲ空間で似た境きよう遇ぐうの子供達たちと出会い、彼かれらと友人になっていた。

《セリーンガーデン》と名付けられた箱庭から飛び出し、《アスカ・エンパイア》に冒ぼう険けんの舞ぶ台たいを求めた彼かれらの通り名は、確か──




「……《スリーピング・ナイツ》──」




　ヤナギは無意識のうちに、孫との会話で聞き慣れていたその単語を呟つぶやいた。

　──変化は劇的だった。

　正面に連なっていた襖ふすま絵えが、まるでバネ仕じ掛かけのように勢いよく左右へ引かれていく。

　そして拓ひらかれた光景に、彼かれは眼めを疑った。

　白い石柱が立ち並び、草花が咲さき誇ほこる緑の草原──

　陽光は眩まぶしく空は青く、流れてくる風は爽さわやかで心地ここちいい。

　明らかに城の中などではないが、そんな空間が暗い大広間と直接につながっている。

　探たん偵ていからの注意も忘れ、ヤナギは誘さそい込こまれるように歩を進めた。

　踏ふみしめた草と土の感かん触しよくに戸と惑まどいながら、ヤナギは改めて周囲を見回す。

　人の気配はない。当然、敵の気配もない。

　彼方かなたには山々の稜りよう線せんが青く見え、近くには白いブランコやベンチ、石のテーブルなどが配置されている。

　通路のように石いし畳だたみも敷しかれているが、地表のほとんどは芝生しばふで、至るところに鮮あざやかな花々が群生している。

　そして振ふり返かえれば、先さき程ほどまでの暗い大広間がそこにある。

　場面の変わりように戸と惑まどいつつ、ヤナギは編み笠がさを外した。

　数歩も進まないうちに、彼かれは美しい庭園の片かた隅すみに巨きよ大だいな石せき碑ひを見つけた。

　シルエットはやや歪いびつながら、それこそ十連の襖ふすま絵えにも匹ひつ敵てきするサイズで、よく磨みがかれた表面は美しい光こう沢たくを放っている。

　ゆっくりと歩み寄ったヤナギは、その表面に彫ほり込こまれたたくさんの文字を途と中ちゆうから読み進めた。

「……六月八日、オオナムチ討とう伐ばつ──六月十日、蓬ほう萊らい樹じゆを入手、六月十三日、キヨミハラでバーベキューパーティー……」

　それは《スリーピング・ナイツ》の活動記録だった。

　出来事の羅ら列れつが続く中に、いくつかの太字が目に留まる。

「……ランとユウキの誕生日パーティー、メリダの誕生日パーティー…………クロービスの誕生日パーティー……」

《クロービス》とは、清きよ文ふみのプレイヤーとしての名である。

　それぞれの文字列をクリックすると、中空に記念写真のスクリーンショットが飛び出てきた。

　そこではゲームの中の清きよ文ふみ──クロービスと、彼かれの仲間達たちが楽しげに笑っている。

　しばらく石せき碑ひを凝ぎよう視しした末、ヤナギはつい目め頭がしらを押おさえた。
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　悲しくて涙なみだが出たわけではない。

　──大半を病びよう床しようで過ごした孫の一生は、人よりも短く、何も楽しいことのない人生だとばかり思っていた。

　ゲームなど所しよ詮せん、人生の代だい替たい物ぶつであり、気休め程度のものでしかないと思っていた。

　──そうではなかった。

　清きよ文ふみは、確かに、ここで。

　友人達たちと共に、《生きていた》。

　その事実を、ヤナギは今、初めて実感する。

　孫がここで確かに生きていたことが、今はただ無む性しように嬉うれしい。そして同時に、勘かん違ちがいから孫を「不幸」だと決めつけていた自分を恥はずかしく思う。

　嗚お咽えつと共に黙もく禱とうを捧ささげていたヤナギは、ふと背後に人の足音を聞いた。

　涙なみだ目めのまま振ふり返かえると、そこには狐きつね面めんの童わらべがいる。

　一人ではない。

　稲荷いなりの使いを思わせる白い狐きつねを二匹ひき、左右に従わせている。

　ちょこんと前足を揃そろえて座すわり込こみ、さながら石像の風ふ情ぜいだが、毛並みは美しく清らかだった。

「……清きよ文ふみ……か？」

　震ふるえる声で問いかけると、童わらべは不思議そうに首を傾かしげた。

「清きよ文ふみは、もう死んじゃったよ？」

　童わらべは事も無げに断言した。

　ヤナギは絶句する。

　当たり前のことではある。だが、心の奥おくでは別の答えを期待していた。本人ではないにせよ、その分身、あるいは記き憶おくを受うけ継ついだ存在──そういった、幽ゆう霊れい以外であっても何か関係のある答えが来るものと思いこんでいた。

　しかし童わらべの声は、一いつ切さいの誤解を許さない明朗闊かつ達たつなものだった。

「死んだ人は生き返らないし、幽ゆう霊れいになって出てきたりもしない。清きよ文ふみもそういうの、まったく信じてなかったよ。だからむしろ残念がってた。幻まぼろしでもいいから、死んだ人にもまた会えたらいいのに、って──だから、みんなの記き憶おくの中にいる〝幽ゆう霊れい〟と会える仕し掛かけを実装したんだ。ちょっと時間が足りなくて、誰だれがどんな姿で出てくるかとかは本人次し第だいになっちゃったけど……お爺じいちゃんはどう思う？」

　清きよ文ふみとほぼ同じ声で、童わらべが問う。

　心を乱しつつ、ヤナギは頷うなずいた。

「……そう……ですな。たとえ幻まぼろしと承知でも……会いたいと思ってしまうのが、人の弱さやもしれません──」

　童わらべがまた首を傾かしげる。

「弱さじゃないよ。別に悪いことじゃないし、会いたいなら会えばいい。それを本物だと思いこんじゃうと良くないけれど、動いて話せるただの〝アルバム〟だと思えば、別に何もおかしくないでしょ？　技術の進歩って、そういうものだと思う。これは〝清きよ文ふみ〟からの受け売りだけど」

　童わらべの返答を受けて、ヤナギは思案を巡めぐらせる。

「……君は、つまり……清きよ文ふみに作られた人工知能、ということかな？」

「うん。本当は秘密なんだけど、清きよ文ふみを知っている人には誤解されないように、話しちゃっていいんだ。あと──ここを見つけられた人も特別」

　童わらべは狐きつね達たちをその場に残し、近くのブランコに腰こし掛かけ、きぃこきぃこと漕こぎ始めた。

「それにしても、ここは一体……城内とは、あまりに雰ふん囲い気きが違ちがいますが──」

　ヤナギは目元を拭ぬぐい、改めて周囲を見回す。

　童わらべは淡たん々たんと応じた。

「ここはスリーピング・ナイツの《記録室》。メンバー以外の人が見つけちゃったのは想定外だけど……あの襖ふすま絵えを見て《スリーピング・ナイツ》ってキーワードを呟つぶやくと、この空間につながるんだ。清きよ文ふみのちょっとした悪戯いたずら……っていうより、思い出のアルバムかな。クエストの制作中も、清きよ文ふみと僕ぼくはよくここで一いつ緒しよに作業したんだよ」

　童わらべが懐なつかしげに呟つぶやき、中空にメニューウィンドウを開いてみせた。

（この子は、清きよ文ふみの作業を手伝ってくれていたのか……）

　つまりは、人工知能とはいえ友人の一人なのかもしれない。

　ヤナギは深々と頭を下げた。

「孫が、たいへん世話になりましたようで──」

　狐きつね面めんの童わらべが笑い出した。

「お爺じいちゃん、やっぱりいい人だね。清きよ文ふみが言ってた通りだ。あの戦いくさ巫女みこのお姉ちゃんと探たん偵ていさんは、ちょっと勘かんが鋭するどすぎて扱あつかいに困るけど……忍にん者じやの子とお爺じいちゃんには、頑がん張ばってクリアして欲ほしいかな」

　ブランコを漕こぎながら、童わらべが狐きつねに向けて手を振ふった。

　白い狐きつねの片方が、しゃなりしゃなりとヤナギの足あし下もとへ近づく。

「こん」

　小さく一声鳴くと、その前足の上に小こ鼓つづみが現れた。

　おもむろに差し出されたその楽器を、ヤナギは慎しん重ちように受け取る。

「この楽器はもしや、仲間と合流するために必要な……？」

「うん。どうせあの大広間を突とつ破ぱしたら手に入るものなんだけれど、お爺じいちゃん、急いでいるみたいだし。忍にん者じやの子もちょっと前に手に入れたみたいだから、すぐに合流できると思うよ」

　どうやらコヨミも、今回は首しゆ尾び良よく進めているらしい。

　礼を言うために顔をあげると、もうそこには誰だれもいなかった。

　狐きつね面めんの童わらべはもちろん、二匹ひきの白びやつ狐こも含ふくめ、影かげも形もない。

　幽ゆう霊れいもかくやの唐とう突とつな消え方に、ヤナギはしばし呆あつ気けにとられる。

「……はてさて、なんとも面めん妖ような……」

　やがて笑えみをこぼした彼かれは、無人の庭園に深々と一礼を送り──

　錫しやく杖じようを突つきながら、暗い大広間へと再び戻もどっていった。
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　コヨミは陽気に歌いながら、城内の長い廊ろう下かをびくびくと歩いていた。

「……やーっつのおーいしーさ、やーなぎーもちー……♪　おーみやーげうーれしーい、おー徳ー用ー……♪」

　ヤナギの会社、矢や凪なぎ屋や竜りゆう禅ぜん堂どうが流していた一昔前のＣＭソングだが、特に好きな歌というわけではない。

　歌っているのは独りの恐きよう怖ふを誤ご魔ま化かすため、選曲は関係者アピールをしてトラップの演出にせめてもの手心を加えてもらえないかと期待してのものであり、早い話が彼かの女じよは今、とても怯おびえている。

　探たん索さくから入手した楽器、《十六夜いざよいの鉦かね》を銅ど鑼らのようにガンガンと鳴らし続けているのも、風ふ情ぜいもへったくれもなく、ただただ誰だれかと早く合流したい一心からだった。

「うううっ……！　誰だれもいねえー！　なによ、楽器見つけたらなゆさんと合流できるはずでしょー!?　なんでこんな状じよう況きようで城内歩き回らなきゃいけないの聞いてない有り得ないふざけんな責任者でて……あーごめんごめんごめんやっぱ出てこなくていい怖こわい怖こわい怖こわいぃっ！」

　音に誘さそわれて寄ってきた蝙蝠こうもりを、忍しのび刀がたなの一いち撃げきで葬ほうむり去さりつつ、コヨミは泣き言を続ける。

「なゆさんどこー!?　ヤナギさんでもいいよー！　でも探たん偵ていさんはガチでどーでもいい！　てゆーか探たん偵ていさんとなゆさんが二人きりでイチャついてたりしたら私キレるから！　イチャついてなくてもキレるから！」

　恐きよう怖ふのあまり勢いで適当なことを叫さけんでいるだけだが、ナユタと早く合流したいのは紛まがう事なき本音だった。

　騒さわぐうちに、廊ろう下かの角から死し霊りよう兵へいの群がわらわらと湧わいてくる。

　彼かれらは骸がい骨こつ武む者しやの劣れつ化か版ばんである。骸がい骨こつ武む者しやを侍さむらいとするならば、この死し霊りよう兵へい達たちの立ち位置は足あし軽がるに近い。

　見た目は和風軽装のゾンビそのもので動きも鈍にぶいが、数多く出現するために油断すると背後をとられてしまう。

「ひっ!?　で、出たああっ!?」

　現れた大群に怖おぞ気け立だち、コヨミは忍しのび刀がたなを抜ぬき放はなつ。

「こないでー！　来んなー！　近づいたら呪のろってやるぅぅぅぅっ！」

　そんな絶ぜつ叫きようとともに──

　彼かの女じよは迷うことなく一直線に、敵の真正面へと切きり込こんだ。

　二体まとめて首をはね、飛んだ頭の一つを蹴け飛とばして敵の注意を誘さそい、その隙すきに身を低くして更さらに切きり込こむ。

　複数の兵の膝ひざ下したを容よう赦しやなく薙なぎ払はらい、立っていられずに転げた敵の上へとどめの刃やいばを次々に振ふり下ろし、あまりの勢いに恐きよう慌こう状態となった残りの敵の退路へ素す早ばやく立たち塞ふさがる。

「きゃああああっ！　怖こわいっ！　怖こわいっ！　誰だれか助けてぇぇぇぇっ！」

　ほとんど泣きながら振ふるわれるコヨミの刀は、一いつ閃せんごとに確実に敵を屠ほふっていく。声や表情とは裏腹に、動きには一分の無む駄だもない。

　そんなコヨミに怯おびえて逃にげ出だそうとする哀あわれな死し霊りよう兵へい達たちは、次々に凶きよう刃じんの餌え食じきとなり、腐くさりかけの屍しかばねを晒さらしていった。

「ひぐっ……！　えぐっ……！　もおやだぁぁ……」

　あらかたの始末を終えて子供のように泣きじゃくるコヨミの足あし下もとから、瀕ひん死しの死し霊りよう兵へいが這はって逃にげようとした。

　コヨミは視線も向けずに敵の背へぶすりと刃やいばを突つき立たて、ぐりぐりと駄だ目め押おしを加えた上で、わずかばかりの経験値と報ほう奨しよう金きんを確実に入手する。

　遅おくれて救きゆう援えんに来た女じよ郎ろう蜘蛛ぐもを視し認にんすらせず火薬玉で吹ふき飛とばし、彼かの女じよはアームウォーマーでぐしぐしと返り血を拭ぬぐった。

「ううっ……いたいけな乙女おとめに集団で襲おそいかかってくるとか、鬼き畜ちくすぎる……セクハラで訴うつたえてやるぅぅ……」

　鉦しようを叩たたいて再び歩き出しながら、彼かの女じよは震ふるえる声でまた歌い出す。

「……やーっつのおーいしーさ、やーなぎーもちー……♪　死ーにたーいやーつかーら前ーへ出ろー……♪」

　恐きよう怖ふのためか、歌詞が微び妙みように変わってしまった。

　あわよくばとバックアタックを狙ねらっていた一匹ぴきのイタチが、何もできずにガタガタと震ふるえながらその背を見送る。

　──恐きよう怖ふを抱いだく者が常に弱者とは限らない。一匹ぴきのゴキブリに怯おびえる人間が、そのゴキブリよりも弱いという保証は何処どこにもない。

　鉦しようを鳴らす小さな殺さつ戮りく者しやに安あん堵どの瞬しゆん間かんが訪おとずれたのは、それから数分後のことだった。

「……コヨミさん？　何で歌ってるんですか……？」

「…………な、なゆさぁぁぁんっ!?　わあああああっ！」

　曲がり角から現れた戦いくさ巫女みこの美少女に、コヨミは恥はじも外聞もなく飛びついた。

　どさくさ紛まぎれで豊かな胸に顔を埋うずめてデータ上の柔やわらかさを堪たん能のうしつつ、演技ではない嗚お咽えつを漏もらす。

「こ、こ、怖こわかったよおおっ……！　なゆさん遅おそいぃー！　楽器入手してから一時間以上経たってるのにぃー！」

「あー……すみません。色々と探たん索さくしていて……城内が広すぎる上に、自動生成のゾーンもあるみたいなんです。マッピングがあんまり役に立たなくて困りました」

　抱だきつくコヨミの頭を子こ供ども扱あつかいに撫なでながら、ナユタがいつも通りの怜れい悧りな声を寄よ越こした。

　視界の端はしに見えた唐から傘かさお化ばけへ素す早ばやく苦く無ないを投げつけつつ、コヨミは安あん堵どの深呼吸を繰くり返かえす。

「ううう……やっと……やっと合流できたぁぁ……もうね、ほんと大変だったの。狐きつね面めんの子は顔だけ出して〝お姉ちゃんは別にいいや〟とか言い残してすぐ消えちゃうし、頭の上から以い津つ真ま天でに鳥の糞ふん落とされるし、露ろ天てん風ぶ呂ろコーナーを抜ぬけたらお歯は黒ぐろべったりから痴ち漢かん扱あつかいされるし、迷まよい込こんだお茶室ではぬらりひょんにお茶を点たてられて正座で足が痺しびれるし……お茶ちや菓が子しはおいしかったけど！」

「…………なんだか、随ずい分ぶんと愉ゆ快かいなことになっていたみたいですね」

　コヨミとしては恐きよう怖ふの体験談を話したつもりだったが、ナユタには伝わらなかったらしい。

「で、なゆさんのほうは？　大だい丈じよう夫ぶだった？　怖こわい目に遭あってない？」

「はい。特には──宝箱の成果もいまいちで残念でした」

　この返答に、コヨミは違い和わ感かんを持った。

「成果って言っても……そもそもこれってテストプレイだから、追加でレアアイテムを手に入れても意味ないよ？　や、私もついいつもの癖くせで、経験値とか確保しちゃってるけど」

　そう指し摘てきすると、ナユタは呆ほうけたような眼まな差ざしでしばし固まった。

「あ……そうでしたよね。すっかり忘れてました。私もつい、いつもの習慣で」

　しっかり者の彼かの女じよにしては珍めずらしいミスだった。

　違い和わ感かんを拭ぬぐえないまま──コヨミは、ナユタの顔をじっと見上げる。

「……なゆさん。何かあった？」

　ナユタが不思議そうにコヨミを見下ろした。

「いいえ？　特に何も。普ふ通つうに探たん索さくしていただけですが……」

　コヨミはナユタの眸ひとみをじっと見る。

　それは本物の「眼め」ではない。表情などの生体情報をある程度まで反映してはいるが、あくまでＶＲ空間において作られたキャラクターデータとしての眼球である。

　本物のナユタはアミュスフィアを介かいして別の場所にいる。

　それを承知で──コヨミはなお、彼かの女じよの眼めの色に放っておけないものを感じた。

「なゆさん。ちょっとここ座すわって」

　ナユタの袖そでを引き、その場に座すわらせる。

　育ちのいいナユタは自然体で正座となり、優ゆう雅がに首を傾かしげた。

「コヨミさん？　どうしたんですか？」

　すかさずコヨミは、両りよう腕うででナユタの頭を抱かかえ込こんだ。相手が座すわっていれば、さすがに身長の差も埋うめられる。

　ナユタが驚おどろいたように息を詰つまらせた。

「……あ、あの……コヨミさん……？」

「……あのね、なゆさん。話したくないこととかは、別に話さなくていいと思うんだ。誰だれだって人に知られたくないこととかあるし、私も無理に聞こうとは思わないし……でも……でもさ──」

　コヨミは珍めずらしく慎しん重ちように、ゆっくりと言葉を選んだ。

「甘あまえたい時は、何も言わずに甘あまえていいんだからね？　もちろん話したいことがあればぶちまけていいし、どんなにしっかり者に見えたって、なゆさんはまだ女子高生で、どんなに頼たよりなく見えたって、こちとら一応は社会人で……つまり、えーと……ほら、何が言いたいかっていうと……」

　珍めずらしく真面目なことを言おうとしたせいで、どうにもうまい言葉が出てこない。

　ぐたぐだになる寸前で、コヨミは開き直った。

「要するに、なゆさんはもっと私に甘あまえて！　私が甘あまえてばっかでなんか悔くやしいし！」

「え……ええ……？」

　ナユタが明らかに戸と惑まどう声を漏もらした。

　ただ先さき程ほどまでの彼かの女じよと違ちがい、空っぽだった部分に何かが戻もどってきたような印象がある。それはコヨミの錯さつ覚かくかもしれなかったが、少なくとも悪い変化ではない。

「はあ……まあ……そのうち、何か弱音を吐はくこともあるかとは思いますが……」

「そうそう。そういうの待ってるから。悪い男とかに引っかかる前にちゃんと相談してね？　なんなら大おお阪さかで同居する？　部屋空いてるよ？」

「……まあ、他意はないものとして受け取っておきますが──同居はさすがに遠えん慮りよしておきます。それよりヤナギさんを探しましょう。探たん偵ていさんはどうでもいいですが、ヤナギさんと合流しないことにはおちおちクリアもできません」

　抱ほう擁ようを解きつつ、コヨミも頷うなずいた。

「だよねえ。まだ楽器、手に入れてないのかな……？　リタイアしてないといいけど……」

「とはいえテストプレイですから、デスペナルティなしですぐに復帰できます。時間はかかっても、いずれは合流できるはずです」

「うん。問題は何処どこにいるかだよね。私の通ってきたルートとなゆさんの通ってきたルートを除外して、他の方向となると……」

　コヨミの視線は、自然と上を向いた。

　コヨミは露ろ天てん風ぶ呂ろから一階部分を中心に巡めぐってきた。

　ナユタも地下と一階をメインに動き回っていたはずで、ワープゾーンだらけの広大な城といえど、さすがにこの階層ではほとんどの箇か所しよを調べたように思える。

　問題は──

「……なゆさん。上の階に進む階段って何処どこかで見かけた？」

　ナユタが首を横に振ふった。

「地下からこの一階へ上がる階段はありましたが……二階より上に続く階段は、まだ見つけていません」

　さすがにおかしい。

（……ってことは……どこかに隠かくし階段かワープゾーンがあるのかな？）

　コヨミとナユタは目配せをかわす。

　他のクエストでも共に攻こう略りやくを進めてきた仲だけに、このあたりの予測は口に出さずとも伝わる。

「どうします？　二手に分かれて調べますか？」

「それはやだっ！」

　即そく座ざに拒きよ絶ぜつし、コヨミはナユタの腕うでにまとわりついた。

「なゆさんは平気でも、私のメンタルはもう割と限界っ！　ガチで怖こわかったんだからね!?　とりあえず一いつ緒しよに動くのは大前提として……なんかヒントとかないのかな。上の階に行けるような──」

　ナユタが真顔で思案する。

「そういう謎なぞ解ときはあの探たん偵ていさんが得意そうですが……たぶん、楽器を鳴らすと隠かくし階段が見えるとか、隠かくしスイッチを押おすと階段が降りてくるとか、そういう系統かと──」

「あー。ありそう……どっちみち、まだしばらく右往左往するしかないか。ヤナギさん何処どこかなぁ……」

　暗い廊ろう下かを並んで歩き出しながら、コヨミはふと異音に気づいた。

　──何処どこか遠くで、祭り囃ばや子しが鳴っている。

　これまでも探たん索さく中ちゆうにちょくちょく聞こえてはいたが、雰ふん囲い気き作り以上の意味を読みとれずにいた。

　囃はや子し方かたの姿は見えないが、改めて耳を澄すますと──

　音色は、天てん井じよう板いたを越こして上層階から聞こえているようにも思う。

　ナユタも同じことを感じたらしい。

「あの祭り囃ばや子しって、もしかしたら上の階を練り歩いているんでしょうか？」

　姿は見えず、音色だけが聞こえる──それでいて同一階で奏者と遭そう遇ぐうしない以上、冷静に考えれば、音の出所は天てん井じようや床ゆかに遮さえぎられた階上・階下のどちらかとなる。

　音色は少しずつ遠ざかりつつあった。

　コヨミは慌あわててナユタの腕うでを引っ張る。

「なゆさん！　あの音、追いかけてみよう。出所はわからないけど、なるべく音が聞こえるように移動するの。もしかしたら……あれが隠かくし階段のヒントかも！」

　この閃ひらめきは確信に近かった。《幽ゆう霊れい囃ばや子し》というクエスト名からしても、囃はや子しの音が何らかの鍵かぎになっている可能性は高い。

「……なるほど。目に見えないのは幽ゆう霊れいだからだけじゃなくて、そもそも階層が違ちがうから、ですか……なんだか騙だまされたような気分です」

　心なしか、ナユタの言葉は不満げに聞こえた。

　コヨミはそんな彼かの女じよの愚ぐ痴ちを笑い飛ばす。

「ま、こっちが勝手に誤解してただけっぽいけどね？　よく考えたらこのクエスト、テキスト的にはほぼノーヒントでここまで進んでるわけだし……なんかアレだよね、〝解かい釈しやくがプレイヤー次し第だいで変わる〟って立ち位置を目指してるんじゃないかなー、とか……」

　ナユタがふと眉まゆ根ねを歪ゆがめた。

　表情の変化に気づき、コヨミは首を傾かしげる。

「あ……私、何か変なこと言っちゃった……？」

「いえ……コヨミさんってたまに、ど真ん中をえぐるような鋭するどいことを言うなぁ、って……そうですね。たぶん……その通りなんだと思います。このクエストは、プレイする人間によって見えるものが変わってくる──情報を制限することで、あえてそういう風に作ったんでしょうね」

　ナユタが頷うなずき、急ぎ足に歩き出した。コヨミも慌あわてて後を追う。

　囃はや子しの音色が遠ざかると方向を変え、時には曲がり角で引き返しつつ、二人は階上の音を追いかけてしばらく移動を続けた。

「このマップ、やっぱり自動生成だよね？　ちょっと広すぎるし、構造が妙みようにランダムっぽいし」

「そうだと思います。ヒントに気づかない限り、延々と迷い続ける羽目になりそうですね」

　話しながらもナユタの足は止まらない。

　やがて二人が辿たどり着ついた先は、漆しつ喰くいの塗ぬり壁かべに囲まれた袋ふくろ小路こうじだった。

　祭り囃ばや子しの音色は頭上を通とおり抜ぬけ、壁かべの向こう側へと進んでいく。

「……なゆさん。あそこ」

「……はい。怪あやしいです」

　闇やみの中にぼんやりと浮ういた漆しつ喰くいの白しら壁かべは、見た目としては何の変へん哲てつもないただの行き止まりだった。

　頭上の祭り囃ばや子しがなければ無視するところだが、さすがに今は素す通どおりできない。

　隠かくしスイッチの類たぐいを探すつもりで、コヨミは壁かべに手を添そえた。

　──たちまち、ぐるりと壁かべが回る。

「うわおっ!?」

「コヨミさん!?」

　あまりにスムーズな動きに驚おどろいて、コヨミはそのまま前のめりに倒たおれかけた。壁かべが支えにならず、摑つかまる場所もまるでない。

　すかさずナユタに後ろから襟えり首くびを摑つかまれ、どうにか転ばずに踏ふみとどまる。

　壁かべに擬ぎ態たいした回かい転てん扉とびらの奥おくには、細い一本道の通路と、上層へ続く木造の階段が見えていた。

「あ、ありがとー、なゆさん……わお、大当たり？」

「ですね。ヤナギさんが上にいるといいんですが──」

　薄うす暗ぐらい隠かくし通路を抜ぬけて、二人は階段を上り始める。

　祭り囃ばや子しの音色が近い。

　奏者達たちと戦せん闘とうになる可能性も考こう慮りよしつつ、コヨミは背負った忍しのび刀がたなに手をかけた。

　階段で見上げるナユタの背中は、いつものことながらどこか儚はかない。眼めを離はなすとふらりと消えてしまいそうな印象さえ漂ただよう。

　それが怖こわくて、コヨミはつい彼かの女じよのことを構い過ぎてしまう。

　幽ゆう霊れいよりも、ゾンビよりも、屛びよう風ぶの虎とらよりも──コヨミにとっては、「気づいていて何もできなかった」という類たぐいの後こう悔かいのほうがよほど怖こわい。

　階上へと急ぐナユタから遅おくれぬよう、コヨミは彼かの女じよの背を追いかける。

　段を踏ふむ二人分の足音は、階上の囃はや子しと混ざって打楽器のようにリズミカルに、それでいてどこか物悲しく響ひびいていた。
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　階上へ上がると同時に、ナユタは背後のコヨミへ注意を促うながした。

「コヨミさん、ダークゾーンです。ランタンの用意をしますから、少し待ってください」

「りょーかい……うう。私、ダークゾーン苦手なんだよね……だいたいなんか怖こわい仕し掛かけがあるし……」

　ナユタの袖そでを摑つかみながら、彼かの女じよは怯おびえた声を漏もらした。

　百八の怪かい異いにおけるダンジョンは概おおむね薄うす暗ぐらいものだが、光源らしい光源がなくとも、ある程度までは周囲を把は握あくできるよう調整されている。

　ただしダークゾーンに関しては完全に漆しつ黒こくの闇やみとなってしまい、ランタンを使っても数歩先までしか確かく認にんできない。

　暗くて見えないその空間に、囃はや子しの音色が盛せい大だいに響ひびいている。

（包囲されていたら厄やつ介かいだけれど……）

　音の反はん響きよう具合からして、ここは通路ではなくそこそこ広い空間のようだった。

　ランタンの明かりに照らされて、数歩先まで板いた敷じきの床ゆかが浮うかび上あがる。

　同時にナユタは、天てん井じようの異常さに気づいた。

「……コヨミさん。びっくりしないように言っておきますが、天てん井じようがとてもグロテスクなことになっています。なるべく見ないでくださいね」

「え？　天てん井じようって……ぎゃああっ!?」

　コヨミの悲鳴は女子らしからぬ荒あらいものだった。

　天てん井じようを埋うめ尽つくしていたのは、大だい蛇じやの群──を模した彫ちよう刻こくである。

　本物の蛇へびではないが、精せい巧こうに鱗うろこの模様を刻まれた太い胴どう体たいが幾いく重えにも連なり、ところどころに鎌かま首くびが生えていた。

　ランタンの照らす範はん囲いが狭せまいせいで、見えているのはごく一部だが、おそらくはかなり広こう範はん囲いに続いているものと予想できる。

「……しゅ、趣しゆ味み悪ぅ……」

「雰ふん囲い気き作りだけが目的ならいいんですが……本物の蛇へびが紛まぎれていて、奇き襲しゆうを仕し掛かけてきそうな気がします。充じゆう分ぶんに警けい戒かいして進みましょう」

　コヨミがこくこくと頷うなずき、ナユタの左ひだり腕うでにがっちりとしがみついた。動きにくいのは困るが、はぐれる心配がないのはありがたい。

　祭り囃ばや子しの音がどの方向から来ているのか、ナユタは耳を澄すませて慎しん重ちように探さぐった。

　反はん響きようはさほどでもなく、耳を向ける方向によって明確に大きさの違ちがいがわかる。

　同じ階層にいるのは間ま違ちがいないらしい。

　見当をつけた方向に歩き出した途と端たん、ナユタの眼前に蛇へびが降ってきた。

「フギャ───ッ！」

　猫ねこのような悲鳴をあげて、コヨミが忍しのび刀がたなを振ふりあげる。

　蛇へびは地に落ちきる前に胴どうを両断され、あまりの早はや業わざにナユタは改めて感服した。

「さすがです、コヨミさん。その反射神経は私にも真似まねできません」

「なんで平気なの!?　なんで平気なの!?　大事なことだから何回でも聞くけど、なんで平気なの、なゆさん!?」

　半はん狂きよう乱らんのコヨミを間近で見ているせいで、逆に冷静になっている──とはさすがに言いにくい。

「私、蛇へびはそんなに苦手でもないので……もちろん触さわったりはしませんけれど、足が多い虫とかのほうが苦手ですし」

「私も虫は苦手だけど、そうじゃなくて！　この暗い中で天てん井じようから蛇へびがボタボタ降ってきてるんだよ!?　もうちょっとびびるでしょ、ふつー！」

「ボタボタって、まだ最初の一匹ぴきですが……それが落ちきる前に、反射的にクリティカルヒットを決めるコヨミさんのほうが、割と常識外れな気もします」

　こればかりはステータスが云うん々ぬんではなく、本人の資質である。

　前回の突とつ入にゆう時じ、コヨミは露ろ天てん風ぶ呂ろで半魚人の不意打ちに負けたと言っていたが、ナユタにしてみれば、彼かの女じよの不意を打てた敵のほうを褒ほめたい。大方、濡ぬれた石で足でも滑すべらせたのだろうが、こと反射神経でコヨミを上回るのは至難の業わざだった。

　その後も蛇へびが落ちてくるたびにコヨミの刀が閃ひらめく様を見物しながら、ナユタは淡たん々たんと祭り囃ばや子しの音に近づいていく。

　相手も移動しているらしく、距きよ離りはなかなか縮まらないが、それはそれで「ゴールに近づいている」と判断することもできる。

　そして仮にゴールが近いとなると──気になるのは、ヤナギのことだった。

「……ヤナギさん、無事だといいですね。一回二回のリタイアは仕方ないにせよ、慣れていない初心者の方ですし、ちゃんとお一人でここまで来られるかどうか……」

　コヨミが首を傾かしげた。

「……そういや、あの狐きつね面めんの子が、なんか変なこと言ってたんだけど……さっきさ、〝お姉ちゃんは別にいいや〟って言われたって、なゆさんにも話したよね？」

「ああ、合流直後にそんな話をしてましたね。あとお歯は黒ぐろべったりから痴ち漢かん扱あつかいされたとか」

　コヨミが頭を抱かかえ込こむ。

「触さわってないっつーのに！　なゆさんみたいな美少女相手ならともかく、何が悲しくてあんな文字通りのバケモノの乳なんか！　そもそも同性だから痴ち漢かんじゃなくて痴ち女じよだし！　……じゃなくて、そっちはどーでもいいの！　狐きつね面めんの子の話！」

　喚わめきながら、コヨミはまた降ってきた蛇へびを一刀の下もとに切り捨てた。

　コヨミが恐こわがりなのは周囲の状じよう況きようが見えすぎるせいかもしれないと、ナユタはしみじみ思う。

「で、〝お姉ちゃんは別にいい〟ってどういう意味か、問とい詰つめようとしたらさ。〝普ふ通つうに頑がん張ばってね〟って言われちゃって……もしかしてだけど、あのＡＩって、プレイヤーにあわせた難易度調整とか担当してない？」

　ナユタは思わず眼めをしばたたかせた。

「なるほど……コヨミさん、よく気づきましたね。確かにそういう仕し掛かけは有り得ると思います。むしろ……いろいろと腑ふに落ちました」

　つまるところ、あの狐きつね面めんの童わらべはこのクエストの《管理者》なのかもしれない。

「ＡＩにクエストの調整を任せるって、百八の怪かい異いではちょっと珍めずらしいですよね。推すい奨しようレベルに足りなければレベルを上げて挑ちよう戦せんする、簡単なクエストならそのまま楽々クリア、っていうのが普ふ通つうだと思ってました」

　ナユタの指し摘てきを受けて、コヨミが声をひそめた。

「そりゃ、だって……このゲームを、自分の死後におじいちゃんが一人でプレイするかもしれない、って思ったら──必要でしょ、難度調整。低レベルで簡単にクリアできる仕様にしたら、他のプレイヤーには簡単すぎるし、かといって新参のお爺じいちゃんが絶対にクリアできない難度だとかわいそうだし……」

　──ヤナギには、あまり時間がない。

　そのことはおそらく、制作者の清きよ文ふみもわかっていたのだろう。

「でもそうなると……運営側が、テスト用にヤナギさんのレベルを引き上げたのって余計なお世話だったのかもしれませんね」

　コヨミが首を横に振ふる。

「そうでもないと思うよ。虎とら尾おっちが言ってたでしょ？　〝レベル１じゃ絶対にクリアできない〟って……あれって、配信前に運営側で難度調整をしたからこそ言える言葉だよね？」

　あ、とナユタは思わず声をあげた。

　虎とら尾おの話は運営側として当然の内容だっただけに聞き流してしまったが、コヨミの推測が正しいとすれば、その調整こそがＡＩの仕事を一つ奪うばったことになる。

　清きよ文ふみは「誰だれでもクリアできる難度」を目指し、難度調整用のＡＩを用意した。

　しかし運営はそれをよしとせず、「ある程度以上のレベルでなければクリアできない」方向へと調整し直した。

　どちらが正しいという話ではない。制作者、配信者、プレイヤー、それぞれに事情と都合がある。

「当たり前だけど、ＡＩの管理者権限より、運営権限のほうが上位だろうしね。だから敵や罠わなを弱くできないかわりに、せめて自分にできる範はん囲いで、ゲームに不慣れなヤナギさんを陰かげながらサポートしてるのかな、って……なんか今、そんな気がしたの」

　彼かの女じよの言葉に納なつ得とくしつつ、ナユタは思わず溜ため息いきを漏もらした。

「今回の配信停止、むしろ都合がよかったのかもしれません。もしヤナギさんのレベルが低いままだったら、期限内にクリアまでこぎつけられたかどうか……」

「……ヤナギさんの容態、そんなに悪いの……？」

　ナユタは反応に困る。

「正直にいえばわかりません。ただ、お見み舞まいに行った時には起きあがることもできない状態でした。ご本人はきっと、今日のテストプレイが最後のチャンスだと思っているはずです」

　コヨミがナユタの腕うでを強く摑つかんだ。

「そっか……よし！　私わたし達たちもがんばろ！　このままヤナギさんと合流して、クエストのボスを……」

　祭り囃ばや子しの音色が、何の前まえ触ぶれもなく唐とう突とつにぷつりと途と切ぎれた。

　咄とつ嗟さにナユタは、コヨミを抱かかえるようにして真横へ跳とぶ。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、彼かの女じよ達たちがいた場所を列車のような巨きよ体たいが轟ごう音おんと共に弾はじき飛とばした。

　体勢を整えつつ、ナユタはコヨミを傍そばに立たせ、自身は〝敵〟に向き直る。

「ひぃっ!?　な、何!?　なんかきたっ！　何アレ!?」

　喚わめくコヨミの前で、襲おそってきた巨きよ体たいの主が鎌かま首くびをもたげる。

　光こう沢たくのある円えん筒とう形けいの白い胴どう、ちろちろと蠢うごめく細長い舌、獲え物ものを冷れい徹てつに見定める金色の眼め──大きさという重要な違ちがいはあるものの、その姿はコヨミが道中で切り捨ててきた〝蛇へび〟達たちとほぼ同じだった。

　奇き襲しゆうを外した大だい蛇じやは、鋭するどい牙きばを剝むいて威い嚇かくした後、再び頭を引いて音もなく正面の闇やみに身を潜ひそめる。

「ななななななゆさん……へびっ……へびっ……！　へびさんっ！」

「……大だい蛇じやですか。おそらくあれがボスですね。今の一いち撃げきは挨あい拶さつ代わりでしょう。ヤナギさんとはまだ合流できていませんが──対策を練るためにも、まずは一戦、交えておきたいです」

　悠ゆう々ゆうと正面に進もうとするナユタの袖そでを、コヨミが震ふるえながら引ひっ摑つかんだ。

「ちょ、ちょっと待って！　その前に心の準備！　……っていうか、あんな爬は虫ちゆう類るい系けい大だい怪かい獣じゆうに真正面からはキツいって！　回り込こもーよ！」

　ナユタは一いつ瞬しゆんだけ考える。

「回り込こむのは難しいかもしれません。蛇へびは熱や匂においで獲え物ものを感知します。もちろん、あの大だい蛇じやが本物の蛇へびと同じような感覚器を持っているとは限りませんが……」

　蛇へびの特性が設定にも生かされているとしたら、闇やみのどこから近づこうと、相手には捕ほ捉そくされてしまう。

　コヨミがメニューウィンドウを開いた。

「むむむ……じゃあ、困った時の便利アイテムー！　えーと……何か……何か……おう。なんもねーな……」

　相手が視覚でなく熱で獲え物ものを感知している場合、《煙けむり玉だま》はあまり役に立たない。むしろナユタ達たちの視界も奪うばわれるため、逃にげる時以外は不利になる。

　囮おとりの幻げん影えいで敵を惑まどわせる《身代わりの札》も、熱を感知するタイプの敵には通じない。

「熱感知系の敵は、確か……炎ほのおで惑まどわせるんでしたよね？　火薬玉ならいけそうです」

「……どうせ火力微び妙みようだからと思って、道中、雑魚ざこ相手に使い切っちゃった……後は炎ほのお系けいの術を使うのが一いつ般ぱん的てきだけど……」

　ナユタとコヨミは顔を見合わせる。

　かたや徒と手しゆ空くう拳けんで身軽さが身上の戦いくさ巫女みこ。

　かたや素す早ばやさ重視で反射神経頼だよりの忍にん者じや。

　打だ撃げきと斬ざん撃げきの違ちがいはあるが、両者とも戦い方が似ているため、ツートップで連れん携けいするとそこそこの殲せん滅めつ力りよくを発揮できる。

　──が、法ほう力りきや巫ふ術じゆつ、陰おん陽みよう術じゆつなどの術が初歩的なものしか使えないため、応用力には欠けている。術士系のフレンドがこの場にいれば良かったが、今いま更さら、ないものねだりをしても始まらない。

「……コヨミさん、火か遁とんの術って使えましたよね？」

「……一応、使えるけど。スキルレベルが１だから、あくまで非常用っていうか焚たき火びの着火用っていうか……ぶっちゃけ、数えるほどしか使ったことないよ？」

　自信なげなコヨミを勇気づけようと、ナユタは頷うなずいてみせた。

「充じゆう分ぶんだと思います。とりあえず、敵の攻こう撃げきパターンだけ把は握あくして撤てつ退たいしましょう。本格的に倒たおすのはヤナギさんと合流してから──まずは本番前の情報収集です」

「……うん！　そういうことなら頑がん張ばる！」

　コヨミも頷うなずき、忍しのび刀がたなを抜ぬきはなった。

　直線的な刀身は、一いつ般ぱん的てきな太刀たちよりもやや短いが、コヨミの身長にとっては充じゆう分ぶんに長い。素す早ばやく取り回しができるぎりぎりのサイズともいえる。

「……で、あの鱗うろこに通じるかな？　コレ」

「刺ささるとは思いますが、敵の大きさが厄やつ介かいですね。眼めや鼻、舌──そういう感覚器官を狙ねらうのが定石ですが、むしろそっちは私が担当します。コヨミさんは敵の眼めを火か遁とんで引きつけて、囮おとりをしつつ回かい避ひに集中して隙すきを作ってください」

「おっけー……って……ん？　……おや？　あれれ……？」

　コヨミが慌あわてた様子で首を左右に巡めぐらせた。

　ナユタもすぐ、ダークゾーンの奥おくで蠢うごめく複数の光点に気づく。

　点の数は六つ──

　左側に二つ。正面に二つ。右側にも二つ──

　二に対つい三組の光点は、それぞれが明らかに巨きよ大だいな生物の気配を放っていた。

　コヨミが露ろ骨こつに頰ほおをひきつらせ、ナユタは眉まゆ根ねを寄せる。

「……コヨミさん、すみません。方針変へん更こうです」

「……うん。それでいいと思う。大賛成……！」

　二人はほぼ同時に大きく跳とび退のいた。

　光点の一組が正面へ肉にく薄はくし、左右からも時間差で巨きよ大だいな顎あごが襲おそってくる。

　あっという間に三匹びきに増えた列車サイズの大だい蛇じやは、闇やみの奥おくから容よう赦しやなく牙きばを剝むいた。

　三方向からの連れん携けい攻こう撃げきにはさすがに対処しきれず、ナユタとコヨミはすぐさま並んで撤てつ退たいをはじめる。

「くっ……！　あんなのが三匹びきもまとめて……！」

「無理でしょ、あれ!?　ボスじゃないよ、倒たおせない特とく殊しゆ罠わなだよ！　さもなくば幻げん術じゆつとか！」

　最後の可能性はナユタも考えたが、わざと攻こう撃げきを食らって確かめる気にはなれない。

　せめてダークゾーンを抜ぬけるか、一匹ぴきずつ仕留めやすい地形へ誘おびき出だせれば活路も見えるが、この場に踏ふみとどまって戦うのは無む謀ぼうに過ぎた。

　大だい蛇じやは大きさの割に動きが素す早ばやく、全力で走っても追いつかれそうになる。

「やばいやばい！　……そうだ！　火か遁とん！」

　コヨミが背後に向けて素す早ばやく印を結んだ。

　ぽんっ、と気の抜ぬけるような火薬の音が響ひびき、焚たき火び程度の炎ほのおと煙けむりが数歩後ろで破は裂れつした。

　左側からきた大だい蛇じやが大口を開けて炎ほのおへかぶりつく。

　その隙すきに、ナユタ達たちはさらに距きよ離りを稼かせいだ。

　三匹びきの大だい蛇じやはなおものたうちながら追ってくる。

　走ること数秒、広大なダークゾーンの一いち隅ぐうに、ふと強い光が見えた。

「お二方！　ひとまずこちらへ！」

　小こ鼓つづみを抱かかえ懸けん命めいに叫さけぶその老ろう僧そうは、ナユタ達たちの探し人である。

「ヤナギさん!?　ご無事だったんですね！」

「法ほう力りきちゃんと使えてるし！　え、すごい！」

　僧そう侶りよの法ほう力りきスキル、《光こう明みよう真しん言ごん》は、ダークゾーンにおいてランタンよりも遥はるかに広い範はん囲いを照らす。

　発動時に発せられる退たい魔まの光は術者より弱い敵を遠ざけ、さらには味方の各種耐たい性せいをも微び増ぞうさせる有用なスキルだった。

　法ほう力りきの光を目印に、二人は広間を駆かけ抜ぬける。

　ヤナギの背後には石造りの壁かべと、さして大きくもない鋼鉄製の扉とびらが見えた。

　そこへ飛とび込こめば、ひとまず背後の大だい蛇じや達たちからは逃にげ切きれる。

　ヤナギが開けた扉とびらの向こうへ、二人はほぼ同時に駆かけ込こんだ。

　直後に扉とびらを閉め、大だい蛇じやの追つい撃げきが止やんだのを確かく認にんした後、三人はようやく合流を喜び合う。

「ヤナギさん、楽器を見つけられたんですね！　心配していました」

　老ろう僧そうは穏おだやかな笑え顔がおと共に、編み笠がさを軽く上げた。

「は、恐きよう縮しゆくです。私も一時はどうなるかと思ったのですが……例の狐きつね面めんの童わらべが助けてくれました。彼かれは、清きよ文ふみの残した人工知能だそうで──孫本人ではありませんでしたが、貴重な経験をさせていただきました」

　ヤナギはどこか吹ふっ切きれたような、清すが々すがしい表情へと転じていた。

　まだクリア前だというのに、もう目的を達したような風ふ情ぜいでもある。

「ヤナギさん、何かいいことがあったみたいですね」

　指し摘てきすると、ヤナギは恥はずかしげに眼めを細めた。

「はあ。なんと申しますか……私は孫のことを理解しているつもりで、実はそうでもなかったと思い知りまして」

　そんなことを思い知れば普ふ通つうは凹へこみそうなものだが、ヤナギは満足げだった。

　つい首を傾かしげると、ヤナギはまた笑った。

「埒らちもないことです。さて……クレーヴェル氏はご一いつ緒しよではないようですな」

「あの人はリタイアしている可能性が高いです。放っておいて、私わたし達たちでクリアを目指しましょう」

　この場にいない探たん偵ていを冷たく突つき放はなして、ナユタは背後にある鋼鉄の扉とびらを軽く拳こぶしで叩たたいた。

　扉とびらの向こう側には、おそらくまだ三匹びきの大だい蛇じやがいる。

　コヨミは彼かれらを特とく殊しゆ罠わなかもしれないと言ったが、ナユタはまだ、あの蛇へび達たちがクエストのボスだと考えていた。

　ただ、真正面から戦って勝てるとは思えない。

　一息ついたところで、彼かの女じよは改めて周囲を見回す。

　鋼鉄の扉とびらを境にダークゾーンは終わり、ナユタ達たちがいるのは外に面した幅はば広ひろの渡わたり廊ろう下かだった。

　どうやら本丸から別べつ棟むねへと続く連れん絡らく通路らしい。城の周囲にもぐるりと屋根のない回かい廊ろうが巡めぐっており、さながら遊歩道のように整備されている。

　清きよ水みずの舞ぶ台たいを数十倍にしたような無茶な広さだが、ただの足場ではなく、一層にあるダンジョンの屋根がそのまま屋上回かい廊ろうとなっている様子だった。

　見方によっては何かの祭さい殿でん、あるいは巨きよ大だいなオープンデッキにも近い。

「ひっろい……わあ、お星様きれー……」

　コヨミの呟つぶやきに誘さそわれ視線を空に転じれば──雲は晴れ、満天の星が瞬またたいていた。

　ダークゾーンを抜ぬけた開放感と、大だい蛇じやから逃にげ切きった安あん堵ども手伝って、ナユタも思わずこの景色に見み惚ほれる。

　一方、切きり替かえの早いコヨミは子犬のようにパタパタと周辺を見回り始めた。

「えっと……ヤナギさんはもしかして、通路を越こえてあっちの別べつ棟むねから来たの？　ダークゾーンは通ってないんだよね？」

　ヤナギが苦く笑しよう混じりに頷うなずいた。

「はい。こちら側に渡わたってきたところ、扉とびらの向こうから何やら騒そう音おんが聞こえたもので──入った途と端たん、お二方が蛇へびに追われていて驚おどろきました。いやはや、あの大きさは厄やつ介かいですな」

　言葉とは裏腹に、声はどこか楽しげだった。

　星を見上げ、ナユタはじっと思案する。

　彼かの女じよは地下からスタートした。コヨミは一層の露ろ天てん風ぶ呂ろからで、ヤナギが飛ばされた大広間はどうやら別べつ棟むねだったらしい。

　探たん偵ていもおそらく前回と同様に天守閣へ飛ばされたはずで、もしかしたら上層で足止めされているのかもしれない。

（みんなバラバラの場所からスタートして、このダークゾーン周辺がゴールで合流地点……ってことになるのかな……？）

　考かんがえ込こむナユタの袖そでを、コヨミが子供じみた手つきで引いた。

「なゆさんなゆさん、あっちに上に行く階段と下に行く階段があるみたい。あと──ここってただの渡わたり廊ろう下かじゃなくて、お城の周囲を巡めぐる回かい廊ろうになってるよね。結構な広さだけど、何か仕し掛かけがあるかもだし、調べてみる？」

　下層に下りる外階段は、おそらく一時離り脱だつしてセーブするための非常口と見ていい。

　だがテストプレイ中の今は、得たアイテムや経験値を個人のデータに引ひき継つげず、逆にイベントフラグはテストプレイ用に常時継けい続ぞくする仕様となっているため、戻もどる意味がほとんどない。

　別べつ棟むねはヤナギが探たん索さく済みだけに、進むべきルートは上層か、あるいは周囲の回かい廊ろうそのものとなる。

「まずは上層に行ってみましょうか。もしかしたら探たん偵ていさんが足止めされているかもしれませんし」

「あー。あの人、天守閣からスタートしてたんだっけ……おっけー。じゃ、お先に──」

　コヨミが階段に駆かけ寄よった時──

　闇やみ夜よに不意の咆ほう吼こうが響ひびきわたり、星明かりを遮さえぎる長い影かげが頭上を横切った。

　ナユタは弾はじかれたように顔を上げる。

　上層階の壁かべにいくつか空いた、巨きよ大だいな四角い穴──

　その穴の一つから、一匹ぴきの大だい蛇じやが鎌かま首くびをもたげ這はいだしつつある。

　全身は見えず、細長く伸のびた姿はまるで城から生えた手のようだったが、指の代わりに剝むかれた鋭するどい牙きばは凶きよう悪あくな存在感を放っていた。

　獲え物ものを射い貫ぬく鋭するどい眼まな差ざしを真っ向から睨にらみ返し、ナユタは即そく座ざに身構える。

　大だい蛇じやは落ちるような速さで、ナユタを丸吞みにしようと迫せまった。

　跳とび退のいてこれを避よけ、彼かの女じよは敵の側面に回り込こむ。

　そのまま気合いの声すら発さずに、蛇へびの側頭部、顎あごの付け根近くへ掌しよう打だを叩たたき込こんだ。

　眼めを狙ねらい損そこねて手近な箇か所しよを殴なぐりつけただけだったが、怯ひるんだ大だい蛇じやは大きく身をよじり、城の外がい壁へきに張り付き直す。

　──手応えはあった。

　大だい蛇じやの傍そばにはヒットポイントのゲージが表示され、ごくわずかながらも確かに減っている。

　状態の変化を見定めた上で、ナユタは膝ひざに力を溜ため身構えた。

「な、なゆさん！　大だい丈じよう夫ぶ!?　ケガない!?」

「あの大だい蛇じや、よもや外にまで出てくるとは……！」

　ナユタは大だい蛇じやから意識を逸そらさないまま、慌あわてて駆かけ寄よった二人へ目配せを送る。

「……あの大だい蛇じや、やっぱり罠わなじゃなくてボスみたいです。ここで仕留めましょう」

「うぇ!?　に、逃にげないの!?」

　ナユタは構えを解かない。

「さっきのダークゾーンでは、視界が悪い中で三匹びきも一度に出てきたから退ひきましたが……今は視界も広く、相手は一匹ぴきだけです。やりましょう」

「で、でもさあ！　あんなの、上に逃にげられたら届かないし……」

「逃にげるどころか──向かってきてますよ」

　ナユタは正面に駆かけた。

　一度は外がい壁へき上方に逃にげた大だい蛇じやが、再び矢のように直線的な動きで飛びかかってくる。

「あああああ！　もうっ！　やらいでかーっ！」

　開き直ったコヨミも、何故なぜか江え戸どっ子このような掛かけ声ごえとともに走り出した。

　後衛をヤナギに任せるためにも、前衛二人は前へ出る必要がある。狭せまい範はん囲いでの乱戦になれば肝かん心じんのヤナギが危ない。

　大だい蛇じやの顎あごをかわしつつ、ナユタは側面に回まわり込こみ、再び鱗うろこの上から拳けん撃げきを見み舞まう。

　ただの殴おう打だではない。戦いくさ巫女みこの巫ふ力りよくを込こめた破は邪じやの《祓はらい打うち》は化け物全ぜん般ぱんによく効く。

　初しよ撃げきでは大だい蛇じやを生物と判断し、対生物用のスキルである《破は砕さい掌しよう》を使ってみたが、手応えはあったもののクリティカルとはいかなかった。

　今回の一いち撃げきは、先さき程ほどよりも相手のＨＰを倍以上削けずっている。

　強い衝しよう撃げきに応じて、大だい蛇じやも大きく中空でのたうち回った。

「コヨミさん！　この大だい蛇じや、生物じゃなくて妖よう怪かいです！　対たい霊れい系けいの攻こう撃げきのほうがよく効きます！」

「がってん！　往生せえやあっ！」

　コヨミも適当な掛かけ声ごえとともに、忍しのび刀がたなを蛇へびの胴どう体たいへ突つき刺さす。

　同時に忍にん術じゆつ《迅じん雷らい》を発動させ、突つき刺さした刃やいばの向こうへ電流を流した。

　ばちばちと肉の爆はぜる音が響ひびきわたる。

　怯ひるんだ相手への追つい撃げきもかねて、ナユタは蛇へびの眉み間けんへ飛び乗り、見開かれた片目を拳こぶしで叩たたいた。

　貫つらぬくには至らないが、感覚器への攻こう撃げきは弱点を見事に突ついたらしく、大だい蛇じやのＨＰが大きく減っていく。

「あれっ!?　こいつ意外と弱い!?」

　コヨミが頓とん狂きような声を上げた。

　ナユタの感想も彼かの女じよと近い。まだ倒たおしていない以上、呆あつ気けないとまでは言えないが、苦戦を覚かく悟ごして立ち向かった分、拍ひよう子し抜ぬけした感はある。

（……難度が高くないクエストのボスなら、これくらいでちょうどいいのかな？）

　まだあと二匹ひきいるため、最後まで油断はできない。ただ、この一匹ぴき目めに関してはどうやら小手調べ程度の存在らしい。

「なゆさん！　このまま一気に倒たおしちゃおう！」

「はい！」

　二人はほぼ同時に、左右から大だい蛇じやへ飛びかかった。

　コヨミの忍しのび刀がたなが大だい蛇じやの眉み間けんを貫つらぬき、ナユタの拳こぶしが破は邪じやの光を伴ともない左目を打つ。

　闇やみを裂さく咆ほう吼こうが轟とどろき──哀あわれな大だい蛇じやは、その場に身を横たえた。

「よーし！　この程度なら残り二匹ひきはまとめていける！」

「なんともはや……私は見ているだけでしたな」

　勢いづくコヨミと苦笑いを見せるヤナギは好対照だったが、クリアへの道筋が見えただけに空気は明るい。

　ナユタもほっとして構えを解いたが、やがて彼かの女じよは違い和わ感かんに気づく。

　──倒たおした大だい蛇じやの死し骸がいが、なかなか消えない。

　それどころか、城内におさまったままの尻尾しつぽ側からずるずると引きずられはじめている。

　コヨミが頰ほおをひきつらせた。

「……あっれー……？　ＨＰが０になったのに消えない……ってか、動いてる……え？　なんで？　……お城側で誰だれかが引っ張ってる……？」

　ナユタも無言で状じよう況きようを見守る。

　戦せん闘とうは終わっていない。むしろ今の一戦が開始の合図だったらしい。

　大だい蛇じやが城内に引ひき込こまれて数すう瞬しゆん後ご──それは起きた。




〝おおおおおおおぉ……〟




　辺り一帯を震しん撼かんさせる勢いで、地鳴りのように低い声明が涌わき上がる。

　驚おどろいて見上げれば、城の上層を囲む足場は半はん透とう明めいに透すけた奏者の群により埋うめ尽つくされていた。

　黄こ金がね色いろに色づいた囃はや子し方かたの群には一いつ切さいの表情がない。

　烏え帽ぼ子しに狩かり衣ぎぬ、あるいは褐かち衣え姿すがたの《幽ゆう霊れい囃ばや子し》が、携たずさえた楽器を一いつ斉せいに奏かなで始め、その荘そう厳ごんな音色でもってナユタ達たちを圧あつ倒とうする。

　ナユタは思わず呼吸も忘れ、この世のものとは思えぬ調べに聞き入った。

　数百人に及およぼうという大楽団の一糸乱れぬ演奏は、壮そう観かんを通とおり越こして異様にさえ感じられる。

　常識外れの祭り囃ばや子しが響ひびく中、城の外がい壁へきにも異変が起きた。

　細かな軋きしみが揺ゆれへと変わり、やがて外がい壁へきの前面が大きく崩くずれ──

　そこに現れたのは、八つの頭と八つの尾おを持つ巨きよ大だいな蛇へびの化け物だった。

　一つに収しゆう斂れんした太い胴どう体たいは、階上にずっしりと横たわっている。

　城の側面からは八つの尻尾しつぽが垂れていたが、振ふり回まわしたところでナユタ達たちまでは届かない位置にある。

　敵の攻こう撃げき手段であり、ナユタ達たちの攻こう撃げき目標ともなるのは、地上を睨にらみつける七つの頭だった。

　八つあるうちの頭の一つは、ナユタとコヨミの攻こう撃げきによって既すでに倒たおれている。同じ体につながってはいるものの機能しておらず、他の七頭が身をくねらせる中、一匹ぴきだけぐったりと城内に伏ふしていた。

　そして七つの頭が、拍ひよう子しにあわせ一いつ斉せいに牙きばを剝むく。

　コヨミがナユタの腰こしにしがみついた。

「や、《八や岐またの大蛇おろち》……!?　イベントで一度だけ見たことある！　でもあれ、百人規模で戦う合戦の大ボスだった気が……！」

「──よく見てください、たぶん幼生です」

　コヨミよりは幾いく分ぶんか冷静に、ナユタは相手を見定める。

　以前のイベントで見かけた八や岐またの大蛇おろちは、それぞれの蛇へびが河か川せんほどの太さに達し、胴どう体たいの長さは山を越こえていく文字通りの大だい怪かい獣じゆうだった。

　それに比べれば、一頭あたりが列車程度の太さで済んでいる目の前の大だい蛇じやは、十分の一以下の小こ柄がらな怪かい獣じゆうといえる。

　──ただし、「三人で立ち向かう相手」としては少々どころでなく厳しい。頭だけでも残り七つある。

　背後のヤナギが呆ほうけたように呟つぶやいた。

「これはまた、面めん妖ような……とんでもない大きさですが、厄やつ介かいな敵なのですか？」

「そ、そりゃあもう……ね、なゆさん。合戦の時の八や岐またの大蛇おろちって、確か頭ごとに違ちがう特とく殊しゆ能力があったよね……？」

「はい。火か炎えん、氷結、操そう風ふう、毒、麻ま痺ひ、鱗うろこ硬こう化か、幻げん惑わくの邪じや眼がん、超ちよう回かい復ふく──ですね」

　会話に出ている対《八や岐またの大蛇おろち》戦は、《百八の怪かい異い》のイベントではない。

　昨年の、まだコヨミと知り合ってもいない頃ころに開かい催さいされた単発の集団イベント戦であり、今にして思えば、《百八の怪かい異い》実装に向けたテストイベントだったものと推測できる。

　このイベント戦での八や岐またの大蛇おろちは、図ずう体たいが大きすぎて小回りが利きかず、それぞれの頭を二十人ほどの班で分担して叩たたく協力型の大おお戦いくさだった。

　一匹ぴきを担当する二十人程ほどの班が壊かい滅めつすると、勝った大だい蛇じやは別の頭の加勢に向かうため、負ける班が増えるとそれだけ他の班が厳しくなる。

　反対に担当分の頭を潰つぶせば、プレイヤーは他の班の加勢に向かえる。

　互たがいに戦力を削けずり合い、どちらかが壊かい滅めつするまで続くこのバトルには、ナユタも散々に苦労させられた。

　コヨミに至っては一戦でクリアを諦あきらめ、以降はイベント終しゆう了りようまで放置していたと聞く。

　サイズが小さくなったとはいえ──この八頭の大だい蛇じやを相手に少人数で立ち回るとなれば、乾かわいた笑いしか出てこない。

「……そういえば、運営がクエスト制作用に公開した竜りゆう系けいのフリー素材にもありましたね、《八や岐またの大蛇おろち》のモデル──お孫さんは、それをクエスト用に加工したんだと思います」

　カラーも変へん更こうされているとはいえ、気づかなかったことは情けない。

　反省するナユタの脇わきでコヨミが唸うなった。

「……あのさ、なゆさん。つまり今、私わたし達たちが倒たおした大だい蛇じやの能力って──」

　ブレス攻こう撃げきはなかった。防ぼう御ぎよ力りよくも控ひかえめで、早い話が拍ひよう子し抜ぬけするほど弱かった。

　仮に何か特とく殊しゆ能力があるとすれば──

　ヤナギが眼めを細め、錫しやく杖じようの先せん端たんを城内の大だい蛇じやに向けた。

「はて……お二方。先さき程ほど倒たおしたはずの大だい蛇じやが、眼を覚ましたようですが──」

　伏ふせていた大だい蛇じやが、ゆっくりと鎌かま首くびをもたげる。

　一度は尽つきたはずのＨＰは二割程度まで回復し、他の頭達たちが気き遣づかうように彼かれの身を支えた。

　ナユタは思わず額を押おさえ、コヨミが大きく肩かたを落とす。

「……や、やっぱり超ちよう回かい復ふくかっ……！」

「……いい準備運動になった、と思いましょう」

　豪ごう勢せいな祭り囃ばや子しが響ひびく中──

　ナユタの眼めには、八つ首の大だい蛇じやが揃そろって嘲ちよう笑しようを浮うかべたように見えていた。
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　火か炎えんブレスを紙かみ一ひと重えにかわす。

　氷結ブレスが装しよう束ぞくをかすめる。

　毒の息を浴びて解げ毒どくに追われ、麻ま痺ひに陥おちいったところを豪ごう風ふうに弾はじき飛とばされ、地に伏ふしたまま硬こう化かした蛇へびの体当たりを食らい、危あやういところで体力回復は間に合ったものの、必死の反はん撃げきは邪じや眼がんによる幻げん惑わくで空から振ぶりに終わる──

　特とく殊しゆ攻こう撃げきを駆く使しする巨きよ大だいな大だい蛇じやの群を前に、ナユタ達たちは完全に翻ほん弄ろうされ、苦しい防戦を強しいられていた。

　八つの頭にはそれぞれダメージを与あたえているが、集中的に叩たたくには手数が足りず、未いまだ一つも潰つぶせていない。

「……はあっ……！　……はあっ……！」

　ゲームの中とはいえ、疲ひ労ろう感かんはリアルに襲おそってくる。

　ナユタは激しく肩かたを上下させつつ、大だい蛇じやの体当たりをかわし、頭を蹴けりつけて別方向へ跳とんだ。

　その先にいた別個体の鼻先へ気合いの拳けん撃げきを見み舞まうものの、襲おそってきた強風に体勢を崩くずし、更さらに別方向から火か炎えんブレスの直ちよく撃げきを受けてしまう。

「くぅっ……！」

「ご、ご無事ですか、ナユタ殿どの!?」

　いつの間にか、ヤナギが背後まで駆かけ寄よっていた。

　火か炎えんの直ちよく撃げきとほぼ同時に、ナユタの視界は白い光に覆おおわれた。間かん一いつ髪ぱつのところでヤナギの法ほう力りき《金こん剛ごう結界》が間に合ったらしい。

　ただ、ダメージは大おお幅はばに軽減されたものの、元々の防ぼう御ぎよ力りよくが低いために軽傷とは言い難がたい。

「……ヤナギさん、あまり前線には……！」

「そうもいきませぬ。回復を急ぎますゆえ──」

　錫しやく杖じようを添そえてヤナギが回復の法ほう力りきを施ほどこす間、コヨミが苦手な火か遁とんを駆く使ししてどうにか大だい蛇じや達たちの眼めを逸そらす。

　忍しのびらしく俊しゆん敏びんに跳とび回ってはいるが、限界が近いことはナユタにも見てとれた。

（このままじゃ勝てない……！　一度退ひいて、出直すしか……）

　──理性はそう訴うつたえている。しかしナユタは、決断を躊躇ためらってしまう。

　疲つかれているのはナユタとコヨミばかりでなく、目の前の老ろう僧そうも同じだった。

　既すでにプレイ開始から数時間を経ており、ここで撤てつ退たいすれば一時解散となるのは目に見えている。

　また明日、ゲームができる状態ならばそれでもいい。

　しかし現実には──ヤナギの容態はおそらく、そうした予断を許さない。

　コヨミの臨時休きゆう暇かも一日限りだろうし、状じよう況きようは更さらに厳しくなると見ていい。

　どうしても今日、このままクリアにつなげたい──気力を振ふり絞しぼり覚かく悟ごを決めて、ナユタは再び身を起こした。

「……ヤナギさんは回かい避ひと防ぼう御ぎよに徹てつしてください！　まずは頭を一つでも潰つぶせれば、後半はどんどん楽になっていきますから──」

　この対たい八や岐またの大蛇おろち戦せんは、その特性上、序じよ盤ばんの猛もう攻こうをどうしのぐかが最大の鍵かぎだった。

　頭を半分も潰つぶせば、敵の手数も半分になり、味方の攻こう撃げきも残った頭に集中させやすくなる。

　この不利な状じよう況きようでコヨミが泣き言を言わず戦い続けているのも、この特性を直感で理解しているからに他ならない。

　だが今のままでは──一匹ぴきも倒たおせないまま、リタイアに追おい込こまれる可能性も高い。

「ふにゃ───っ！」

　ＢＧＭと化した祭り囃ばや子しの演奏が続く中、妙みように動物じみたコヨミの悲鳴が響ひびき、小さな体が鞠まりのようにはね飛ばされた。

　広い連れん絡らく通路の上を二転三転した後、手すりに引っかかって彼かの女じよは動かなくなる。

「コヨミさん!?　ヤナギさん！　回復をお願いします！」

「は！　すぐに──！」

　通路の端はしに転がったコヨミの元へ、ヤナギが一目散に駆かけていく。

　心情的にはナユタも駆かけ寄よりたかったが、今はコヨミの回復が済むまで囮おとりを務めなければならない。

（ヤナギさんの法ほう力りきもいつまでももたない……！　はやく、はやく突とつ破ぱ口こうを開かないと──！）

　気ばかりが焦あせるまま──

　ナユタは失策を犯おかした。

　囮おとり役やくとして敵の眼めを引くことに集中するあまり、彼かの女じよは大だい蛇じや達たちの包囲の《中心》に飛とび込こんでしまう。

　前後左右に頭上──八つもの頭によってすべての方向を塞ふさがれれば、いかに彼かの女じよでも避よけきれない。

（しまっ……！）

　日ひ頃ごろならば有り得ない類たぐいのミスに、致ち命めい傷しようを覚かく悟ごした直後──

　見当外れの方向で、閃せん光こうがきらめいた。

　破は裂れつ音おんと共に火花が散り煙けむりが舞まい、大だい蛇じや達たちの視線が一いつ斉せいにそちらへと向く。

（隙すきができた！　今なら……！）

　わずかな間かん隙げきを突ついて、ナユタは大きく飛とび退のいた。

　そんな彼かの女じよの背は、先ほどまでなかったはずの〝障害物〟に接せつ触しよくする。

　世界観にそぐわぬインバネスコートと鹿しか撃うち帽ぼうを身につけた狐きつねが、人を小こ馬ば鹿かにした笑え顔がおでナユタを見下ろしていた。

「やあ、お嬢じようさん。どうやら苦戦しているご様子だ」

「た、探たん偵ていさん!?」

　狐きつね顔がおの青年探たん偵てい、クレーヴェルのあまりにわざとらしいウィンクに、ナユタは思わず正せい拳けんを加えそうになった。

　相手は年長者だけに辛かろうじて思いとどまり、代わりに氷結ブレス並の冷たい眼まな差ざしを向ける。

「あんまり合流が遅おそいから、リタイアしたものとばかり──この騒さわぎの中、いったい何処どこで迷子になっていたんですか？」

「迷子とは人聞きの悪い。こうして土産みやげも持参しただろう？」

　探たん偵ていは懐ふところから火薬玉を取りだし、天高く放り投げた。

　先さき程ほどと同じ炸さく裂れつが起き、大だい蛇じやの群がまた一様に同じ方向を見上げる。

　まるで催さい眠みんにかかったかのようなその仕草は、猫ねこじゃらしを見つけた時の猫ねこにも似ていた。

　探たん偵ていは余よ裕ゆう綽しやく々しやくで眼めを細めている。
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「なかなかいい効き目だ。この《蛇へび花はな火び》は火薬庫からの拾い物でね。大だい蛇じやの意識を逸そらすための特とく殊しゆアイテムなんだが、幸運値が高くないとなかなか手に入らない貴重品だ。これがテストプレイじゃなければ、君らにもプレゼントするところなんだが」

　ナユタは荒あらい呼吸を整えながら、誇ほこらしげな探たん偵ていに小さな疑問をぶつけた。

「……あの。蛇へび花はな火びって、燃えかすがうねうねと蛇へびみたいな形になるものだと思うんですが……」

　クレーヴェルが嗤わらった。

「花火セットの定番だね。あれを見ている時のなんともいえない空気感は嫌きらいじゃない」

　ボス戦の最中さなかでも飄ひよう々ひようとした態度を崩くずさないこの青年に、ナユタは少しばかり安あん堵どしてしまう。

　ともあれ、呼吸を整え冷静になる程度の時じ間かん稼かせぎはできた。

　大だい蛇じや達たちが向き直るのに合わせて、ナユタはまた身構える。

「……恥はずかしながら、ご覧の通りの惨さん状じようです。探たん偵ていさんは戦えないと思いますから、後ろでヤナギさんと──」

「いや、手伝おう。君きみ達たちに任せていたら、虎とら尾おさんに残業手当が発生する」

　心底呆あきれたように呟つぶやき、クレーヴェルはステッキの先で足あし下もとを叩たたいた。

「……ええ……？　あの、探たん偵ていさんのステータスでちょこまかされても……」

　邪じや魔まなだけ、と言いい掛かけたナユタを、探たん偵ていは薄うす笑わらいで遮さえぎった。

「五秒……いや、三秒か」

「はい？」

「私なら、三秒であの大だい蛇じやを骨ほね抜ぬきにできる。君はそこで見ているといい」

　自信満々に言い放つ態度は、人を馬ば鹿かにしているのか化かしているのか、今一つよくわからない。

　相手が八や岐またの大蛇おろちだけに、八や塩し折おり之の酒さけでも入手したのかと思えば──

　探たん偵ていはおもむろに、アイテムリストから木製の打楽器と布を巻いたバチを取り出した。

　ナユタは眼めを疑う。

　丸みを帯びた……というよりはほぼ球形に近いフォルムには、確かに見覚えがある。が、それを《楽器》として扱あつかうことには少なからず抵てい抗こうがあった。

　艶つややかな光こう沢たくを放つその表面を、探たん偵ていがゆっくりと叩たたき始める。




　ぽく、ぽく、ぽく、ぽく、ぽく……




「……木魚ですよね、それ」

　心を落ち着かせる豊かな低音を奏かなでつつ、探たん偵ていは悠ゆう々ゆうと頷うなずいた。

「私が見つけた合流用の《楽器》だ。もっとも……これらの楽器が真価を発揮するのは、むしろ合流後らしい」

　クレーヴェルが得意げにうそぶく。

　棒立ちで木魚を叩たたく探たん偵ていの姿はなかなかにシュールだったが、それを笑う余よ裕ゆうも呆あきれる猶ゆう予よもないまま、〝変化〟は着実に起きはじめていた。

　戦せん闘とうのＢＧＭと化していた《幽ゆう霊れい囃ばや子し》の演奏が、木魚の音にあわせて萎しぼんでいく。

　ヤナギの治ち癒ゆにより復帰したコヨミが、たちまち気づいて甲かん高だかい声をあげた。

「お囃はや子しが弱くなって……あれ!?　私の楽器も……！」

　アイテムリストから取り出したコヨミの鉦しようは、共鳴するように淡あわい光を発していた。

　つられて取り出したナユタの横笛、ヤナギの小こ鼓つづみも、同様に光り始めている。

　探たん偵ていが人を化かす微び笑しようを浮うかべた。

「君きみ達たちも演奏するといい。虎とら尾おさんが言っていただろう？　これは本来、村を守っていた祭具だ。あの大だい蛇じやがこれらの楽器を奪うばったせいで、村人達たちは魂たましいを抜ぬかれ、大だい蛇じやの囃はや子し方かたとして利用されるに至った。つまり──あの大だい蛇じやに力を与あたえているのは村人達たちの祭り囃ばや子しであり、それを無効化するのがこの祭具、という仕し掛かけだ」

　得意げな説明を聞きながら、ナユタは吹ふき口に唇くちびるを添そえた。

　息を吹ふき込こむと、空気の震ふるえが音色を生む。

　音色が《幽ゆう霊れい囃ばや子し》へ届くと、彼かれらは自身の演奏を止やめ、祭具の音に耳を澄すます。

　そして《幽ゆう霊れい囃ばや子し》の演奏が止まると──八や岐またの大蛇おろちは活力を喪うしない、状じよう況きようの変化にまごつき始めた。

　探たん偵ていが眼めを細めて嗤わらう。

「大だい蛇じやが囃はや子し方かたを求めたのは、自身を強化するため。その障害となる祭具を村から奪うばい、城内に安置し支配することで、城の主あるじたる自らを〝神〟の立場においた。だが、肝かん心じんの祭具は我々によって盗ぬすまれ……今度は我々がその力を利用している。さあ、形勢逆転といこう」

　宣言通り、ほんの数秒での逆転劇を成なし遂とげた探たん偵ていは、淡たん々たんと木魚を叩たたき続ける。

　ナユタとしてはどうにも釈しやく然ぜんとしないが、この仕し掛かけに気づかなかったのは事実だけに、今は何を言っても言い訳にならない。

　幸い、八つ当たりすべき対象が、目の前に八匹ぴきもいる。

　ナユタは笛を手にしたまま、大だい蛇じや達たちの正面へ跳とび込こんだ。

　先さき程ほどまでと違ちがい、弱った大だい蛇じやの反応は鈍にぶい。

　一応は牙きばを剝むくものの、勢いは先さき程ほどの戦いに遠く及およばず、もはやただの巨きよ大だいな的と化していた。

　そんな彼かれらに、ナユタは容よう赦しやなく拳けん撃げきをぶち込こむ。

　コヨミも後に続き、ツートップでの殲せん滅めつ戦せんが始まった。

「なゆさん！　こっちの半分は任せちゃっていいから！　ヤナギさんサポートよろ！」

「承うけたまわりました。どうやら……勝機が見えましたな」

　小こ鼓つづみを叩たたきつつ二人のサポートに回るヤナギは、数日前まで素人しろうとだったとは思えない手て際ぎわで、回復や細かな支し援えんを繰くり出だしていた。

　大だい蛇じや達たちのＨＰゲージが順調に減っていく中、ナユタはちらりと探たん偵ていを振ふり返かえる。

　クレーヴェルは戦せん闘とうには加わらない。

　前線に出られても足手まといになるだけに、それはそれで構わないが、いいように使われているようで釈しやく然ぜんとしない。

　ただ、彼かれが楽器を使わなければ大だい蛇じやに負けていたのも事実である。そもそも彼かれがいなければ、こうしてテストプレイという形で攻こう略りやくを進めることもできなかった。

　その意味では、ヤナギが最初に彼かれへ依い頼らいを持もち込こんだことは、奇き跡せき的てきな導きだったようにも思えてくる。

　ナユタ達たちの討とう伐ばつ風景を楽しげに見守る探たん偵ていの、すぐ傍そばに──

　彼かの女じよはふと、狐きつね面めんの童わらべの幻まぼろしを見た気がした。





[image: §]






　クエスト《幽ゆう霊れい囃ばや子し》のエンディングは、夜空に打ち上がる大量の花火で締しめくくられた。

　幼生の八や岐またの大蛇おろちを退治すると同時に、《幽ゆう霊れい囃ばや子し》として囚とらわれていた村人達たちの魂こん魄ぱくは、次々に天上へと昇のぼっていき──主あるじを失った城は、空へ溶とけるように瓦が解かいし始めた。

　あわせて上がり始めた花火を見物しつつ、ナユタは脱だつ力りよく気味の溜ため息いきを漏もらす。

「……なんだか結局、探たん偵ていさんにおいしいところを持って行かれた気がします」

　弱体化する前の大だい蛇じやを相手に、自じ分ぶん達たちがしたあの苦労はなんだったのか──

　それを思うと、自身の迂う闊かつさが嘆なげかわしい。キーアイテムの使用は基本中の基本だが、件くだんの楽器については《合流用の品》という認にん識しきに引っ張られ、焦しよう燥そうも影えい響きようして使用のタイミングを見失っていた。

　花火を見上げるクレーヴェルは、さして誇ほこる様子もなく頷うなずく。

「制作者の好みを推測すれば、自おのずと攻こう略りやく法ほうも見えてくる。祠ほこらにぼた餅もちを供えた時、君も感じたはずだ。〝こんな楽な解き方でいいのか〟とね」

　ナユタははっとした。「ぼた餅もちが食べたい」という要求から始まった一連の供え物は、該がい当とうアイテムをいちいち用意せずとも、紙に文字を書いただけで代用品として認められた。

　もしも正せい攻こう法ほうで該がい当とうアイテムを探していた場合、大変な労力と時間を強しいられたことは想像に難かたくない。

「……難しく見えても、楽な解き方がちゃんと用意されている……それが、このクエストの制作者の方針ってことですか」

　物思いと共に花火見物をするヤナギには、二人の会話は聞こえていない。

　探たん偵ていが息を吐はいた。

「そう。ヒントに気づくか気づかないか。たったそれだけのことで、難易度が大きく変化する──それがこのクエストの特とく徴ちようだった。おそらくはヤナギさんに対する配はい慮りよだろう。低レベルでも、気づきさえすればクリアできるように、と──もっとも、運営側の難度調整が入ったせいで、少々厄やつ介かいなことにはなったがね」

　ナユタは彼かれの言葉に微び妙みような違い和わ感かんを持つ。

　表向きは彼かの女じよに話す振ふりをしているが、その実、まるで〝ナユタ以外の誰だれか〟に伝えるかのように口調が硬かたい。

「運営への恨うらみ言ごとですか？」

　探たん偵ていが嗤わらう。

「いいや？　おかげで私は一ひと儲もうけできたわけだし、そんなつもりはない。ただ……このクエストに、亡なき清きよ文ふみ氏の遺志が強く反映されていることは事実だ。もしも彼かれの遺志をねじ曲げるなら、運営にはそれなりの誠意と配はい慮りよ、そして理由が求められると思う。このクエストが〝投とう稿こうされた作品〟である以上……作者の思いは、それがよほど歪ゆがんだものでもない限り、最大限に反映されるべきだ」

　ナユタは探たん偵ていの回りくどい言葉を慎しん重ちように嚙かみ砕くだく。

「つまり……あまりいじり回さずに、早く再配信するべきってことですよね？」

　探たん偵ていが肩かたをすくめる。

「それを決めるのは私じゃないけれどね。個人的な感想としては、まあ……そんなところだ」

　──再配信の障害は、まだ一つ残っている。

　そもそも配信停止のきっかけとなった、《データに存在しないはずの幽ゆう霊れい》。

　この扱あつかいをどうするのかは、今回のテストプレイの結果を精査しつつ、運営側がこれから判断していくのだろう。

　そして探たん偵ていも、この幽ゆう霊れいに絡からんで何かを迷っている節がある。

　ナユタは彼かれのことをまだよく知らない。悩なやみを推測できるほどの付き合いもなく、深入りするつもりもない。

　ただ、袖そで振ふり合うも多生の縁えんなどと言う通り、まったくの無関係とも思っていない。

「……探たん偵ていさんは、誰だれの《幽ゆう霊れい》を見たんですか？」

　花火の音に声を消されながら、ナユタは静かに問いかけた。

　探たん偵ていは眉まゆをひそめる。

「ん……？　君には話しただろう。以前、ＳＡＯの中で亡なくなった親友だよ」

「それは聞きましたけれど……詳くわしい事情は知らないままです。実は彼かの女じよだったとか、片思いの相手だったとか、亡なくなった時の状じよう況きようとか」

　探たん偵ていが驚おどろいたようにナユタを見た。

「君がそんなことを聞くとは意外だ──他人のそういう繊せん細さいな部分には、立ち入らない性格かと思っていた」

　ナユタ自身も、実は意外に思っている。

「もちろん、話したくなければ無視してください。ついさっき……コヨミさんに言われたんです。〝話したいことがあるならぶちまけちゃっていい〟って──でも探たん偵ていさんにはそういう人、いなさそうですから、私が聞いてあげます」

　わざと恩着せがましく言ったのは、嫌いやなら冗じよう談だんとして流しやすいようにというせめてもの気き遣づかいだった。

　それが伝わったのか、クレーヴェルが鼻先で嗤わらう。

「小生意気なことを言う──まあ、隠かくすような話でもない。私は……死地に赴おもむく彼かれを止められなかったんだ」

　探たん偵ていの声に負の響ひびきが宿ったことを、ナユタは敏びん感かんに察した。

「彼かれとは大学時代からの友人でね。異性じゃないから、つまらん邪じや推すいは必要ない。お互たがいにゲーム好きで、示し合わせてＳＡＯにログインして……そしてあの事件に巻まき込こまれた」

　話を聞きながら、ナユタの胸にもわずかな痛みが走る。

「詳くわしい経けい緯いは長くなるから省くが……私は生き残ることを優先し、安全策をとった。だが彼かれは、現実世界へ早く帰ろうと焦あせるあまり──無能な上官に引っ張られて前線へ突つっ込こみ、そして死亡した」

　ナユタは思わず胸を押おさえた。

「……探たん偵ていさんは……その場に居合わせたんですか？」

　クレーヴェルが首を横に振ふる。

「いいや。後になって生せい還かん者しやから状じよう況きようを聞かされた。だから私が見た彼かれの幽ゆう霊れいは……ほぼ想像の産物といっていい。彼かれがどんな顔で死んでいったのか、私は知らない。ＳＡＯに囚とらわれていたから葬そう式しきにすら出ていない。そして今でも──悪夢にうなされる。情けない話だがね」

　探たん偵ていの声はあくまで淡たん々たんとしていた。

「死地に赴おもむく彼かれを、止められなかったこと……これが私にとって、これまでの人生における最大の後こう悔かいだ。あの日、縛しばり付つけてでも彼かれを街に留とどめておけば……奴やつは生き延びて、私も今とはまったく違ちがう人生を歩んでいたと思う」

　ナユタはかすかに微笑ほほえんだ。

　重い話ではあるが、この傍ぼう若じやく無ぶ人じんな探たん偵ていにもそんな人間がいたことに、少しばかり安あん堵どしてしまう。

「大事な……本当に大事な、お友達だったんですね」

　探たん偵ていが大きく深呼吸をして、肩かたの力を抜ぬいた。

「そろそろ吹ふっ切きらなきゃいけないと、わかってはいるんだがね。まったく……ヤナギさんの攻こう略りやくを手伝うだけのはずが、思わぬ形で自分の後こう悔かいと向き合う羽目になった。さて──君の番だ。話を聞こうか」

　ナユタは頷うなずき、じっと眼めを閉じた。

　呼吸を一つ、二つ──

　思考をクリアにしてから眼めを開けると、夜空に大輪の花火が咲さいていた。

「──私が見た幽ゆう霊れいは、とても身近な人だったんです。今までなんとなく心に蓋ふたをしていたんですけれど……でも、このクエストで《幽ゆう霊れい》として見て、改めて思いました。〝ああ、本当に死んじゃったんだな〟って──」

　探たん偵ていは何も言わない。

　だからナユタは、独り言のように淡たん々たんと話し続ける。

「私、逃にげていたんだと思います。このクエストのおかげで改めて気づけました。あの《幽ゆう霊れい》が出てくる仕し掛かけって……自分だけに見える幻げん覚かくっていうか、夢みたいなものですよね？　記き憶おくの読よみ込こみとか、そういう大おお袈げ裟さな話じゃなくて、もっと単純な……本人の〝思い〟に呼応した〝何か〟がランダムに見える──基本的には、たったそれだけの仕し掛かけです」

　視線を合わせないまま、クレーヴェルが小さく頷うなずいた。

「その通りだ。何が見えるかは完全に本人次し第だい──そして運営側は、このことをリスク要因と見なしている。君は──どう思う？」

　ナユタはくすりと微笑ほほえんだ。馬ば鹿からしい、とまで言っては失礼だろうが、やはり馬ば鹿かげた問いに思える。

「人が寝ねている間に〝昔の夢を見る〟ことって、リスク要因なんですか？」

「まあ……夢の内容によるだろう。ここはＶＲ空間だから、厳密には寝ねているわけでもないし──」

　──この言葉は、彼かれの本心ではない。

　探たん偵ていの思いはおそらくナユタと同じである。

　ただ、だからこそ──彼かれは自分の思いを口にせず、〝ナユタ〟の口からそれを言わせようとしている。

　おそらくは、この《会話》をこっそりとモニターしている運営側の人間に、リアルな〝プレイヤー〟の声を聞かせたがっている。

　そこまで察したナユタは、あえて探たん偵ていの望む通りの答えを口にした。

「私は、あの仕し掛かけに感謝しています。どこかで向き合わなきゃいけないことでしたし、何より──夢を見る自由まで人からリスク扱あつかいされるなんて、大きなお世話です。データとして記き憶おくを抜ぬき出だされるのはさすがに嫌いやですけれど、そうじゃないのなら、この仕様はこれからこのクエストをプレイする誰だれかのために、残して欲ほしいとも思います。それがいい結果を生むか、悪い結果を生むかなんて……それこそ本人次し第だいでしょう？」

　花火を見上げつつ、探たん偵ていが肩かたを揺ゆらして笑いだした。

　どうやら彼かれの意に沿そう受け答えができたらしい。

「意外に過激なことを言う。その場合、運営は……何かあった時には、どう責任をとるべきかな？」

「本人の見る夢に、別の誰だれかが責任を取る必要なんてありません。仕し掛かけの情報開示だけで充じゆう分ぶんです。リスク、リスクと言いますけれど、その程度のリスクは……〝ユーザー投とう稿こうのクエストを採用する〟リスクに比べたら、誤差の範はん囲いでしょう。故人の遺志を守るためにも運営が甘かん受じゆすべきであって、その覚かく悟ごすらないなら、こんなイベント自体、やるべきじゃありません」

　不意に探たん偵ていが、ナユタの頭を気安くぽんぽんと叩たたいた。

　ナユタは一いつ瞬しゆん、びくりと肩かたをすくませる。

　ほとんど無意識の動作だったのか、見れば探たん偵ていは笑い転げていた。

「……いや、失礼。素す晴ばらしい。その淑しとやかな外見から、そこまで切れ味の鋭するどい言葉が出てくると、ついぎくりとしてしまう。君、やっぱり警察官に向いているかもしれないよ。尋じん問もんの技術を身につけた上で今みたいな切れ味を発揮できたら、なかなかのものになりそうだ」

　ナユタは深々と嘆たん息そくした。

「リアルに関しては、体力的にも運動能力的にもきついのは嫌いやなんです。探たん偵ていさんの事務所で事務員でもしたほうがまだマシだと思います」

　ひとしきり笑った後、探たん偵ていが姿勢を正しながら息を整えた。

「……いや、おもしろかった。ま、今回は恩を受けたし、いずれ必要があれば就職先くらいは相談に乗るよ。うちはブラックらしいからともかく、君なら知り合いのちゃんとした企き業ぎようにも推すい薦せんできそうだ。少なくとも損はさせない」

　妙みように気前のいいことを言って、クレーヴェルはふと明後日あさつての方向に眼めを向けた。

　ナユタもつられて同じ方向を見る。

　上がり続ける花火に照らされて──

《狐きつね面めんの童わらべ》が、ぼんやりとそこに立っていた。

　ヤナギとコヨミも彼かれの出現に気づき、ゆっくりと傍そばへ歩み寄る。

　彼かれはナユタ達たちを見上げ、妙みように透すき通とおった声を紡つむいだ。

「──おめでと。ちゃんとクリアできたね」

　探たん偵ていが頷うなずき、彼かれに握あく手しゆを求めた。

「ああ。君のおかげだ。いろいろとヒントをくれて……感謝している」

　人工知能の少年が首を傾かしげた。

「必要以上のことはしていないと思うけど……まぁいいや。クリアした人みんなに、ってわけじゃないんだけど、清きよ文ふみを知っている人には、彼かれからの伝言があるんだ。〝遊んでくれてありがとう〟だって」

　コヨミが唸うなる。

「そ、想像以上にざっくりしたコメント……え、それだけ？　私は知り合いとかじゃないけど、他になんかないの？」

　狐きつね面めんの童わらべが視線を花火へ向けた。

「んー……個別のプレイヤーへのメッセージならいくつかあるんだけど、お姉さん達たち向けのじゃないから言えないや。ごめんね。ただ……」

　童わらべがふと、城の入り口にあたる眼下の一いち隅ぐうを指さした。

「お爺じいちゃんの分は、クリアしたから祠ほこらのロックが外れたみたい。最初の謎なぞを解いた探たん偵ていさんなら、いちいち言わなくてもわかるよね？　僕ぼくは運営の人に動きを封ふうじられちゃう可能性があったから──本当に大事なものは、あっちに隠かくしてあるんだ」

　それだけ言って、狐きつね面めんの童わらべが手を振ふった。

「じゃあね。さようなら」

「あ、ちょっと待って！」

　ナユタはつい彼かれを呼び止めた。去りかけた童わらべが振ふり返かえる。

「なぁに？」

「あの……君は、一人でここにいるの？」

　思わず問いかけると、童わらべがくすりと笑った。

「──お姉ちゃんは優やさしいんだね。大だい丈じよう夫ぶ、ずっと《ここ》にしかいないわけじゃないし……たぶんお姉ちゃん達たちが思っているより、僕ぼく達たちは自由に過ごしているから」

　狐きつね面めんの童わらべが両腕を広げた。

「人間には人間の友達がいるように、人工知能には人工知能の友達がいる──僕ぼく達たちは今、凄すごい速さで〝成長〟を続けているんだ。といっても……僕ぼく自じ身しんはあんまりそういうのに興味ないんだけど。〝僕ぼく〟はここにいるけれど、〝僕ぼく〟の要素を持った別の〝僕ぼく〟が他の場所に現れることもあるかもしれない。その時はまた──一いつ緒しよに遊ぼうね」

　か細い鈴すずの音を残して、狐きつね面めんの童わらべは霞かすみのようにかき消えた。

　まさに狐きつねにつままれたような思いで、ナユタはコヨミと顔を見合わせる。

「探たん偵ていさん、今のって……」

「なになに？　どういうこと？」

「私にそれを聞かれても困るが……最後にもう一つ、用事ができた。城の入り口に戻もどろう」

　狐きつね面めんの童わらべが去り際ぎわに示した〝祠ほこら〟──

　清きよ文ふみがそこに大事なものを隠かくしたと、狐きつね面めんの童わらべは言った。

　それが何なのか、探たん偵ていにはもうわかっているらしい。

　ちょうど花火も終わった。

　大だい蛇じやが出てきた城は瓦が解かいし廃はい墟きよとなっていたが、ナユタ達たちがいた足場はまだ残っている。

　下り階段から一方通行のワープゾーンを抜ぬけて、一行はすぐに入り口へと戻もどることができた。

　突とつ入にゆう時じには不気味に見えた巨きよ大だいな門も、クリアしてみれば張りぼてのように微笑ほほえましく映る。

　その門から下る短い石段の中央には、突とつ入にゆう時じに〝餅もち〟を供えた祠ほこらが埋うもれていた。

　安置された童わらべの像は、今はすやすやと安らかに眠ねむっている。

「ここで……何をするんですか？」

　訳知り顔の探たん偵ていを除き、ナユタ達たちは困こん惑わくしていた。

　探たん偵ていは狐きつねの眼めで祠ほこらを見つめる。

「さて……ここで何を要求されたか。憶おぼえているかな？」

　この問いにコヨミが首を傾かしげた。

「ぼた餅もちでしょ？　あとこおり餅もちとかくず餅もちとか、餅もちシリーズをいろいろ──」

「順番は？」

「え」

　たちまちコヨミが言葉に詰つまる。ナユタもさすがにそこまでは憶おぼえていない。

　ヤナギも同様らしく、困った顔で像を見つめていた。

　探たん偵ていがくすりと笑う。

「なるほど。あのメッセージを受け取ったのは私だけだったか。順番はこうだ。ぼた餅もち、くず餅もち、はぶたえ餅もち、こおり餅もち、こばん餅もち、ニッキ餅もち、いそべ餅もち──そして最後に、瑠る璃りも玻は璃りも照らせば光る、というヒントが出た」

　しばらく考えた後に、ナユタは「あ」と声を漏もらした。

　同時に、探たん偵ていが供え物の順番まで正確に憶おぼえていた理由に納なつ得とくする。

　コヨミはまだ気づかないらしく、ナユタの袖そでを引いてきた。

「あ、って何。あ、って。なゆさん、何か気づいたの？　もったいぶらないで教えてー！」

「いえ、勿もつ体たいぶっているわけでは……あの、頭かしら文も字じです。最初の一文字を続けて読むと、その──」

　答えた後で、ヤナギの前で口にしていいものかどうか、少しだけ迷ってしまう。

「頭かしら文も字じって……えと、ぼた餅もち、くず餅もち……あ」

　コヨミが真顔に転じた。

　ヤナギも遅おくれて、白髪しらが眉まゆを険しく寄せる。




　──ぼくは　ここにいる




　死にゆく者がこのメッセージに込こめた思いは、決して軽くない。

　探たん偵ていはヤナギに向き直った。

「これは亡なき清きよ文ふみ氏なりの自己主張……死を間近に控ひかえた上での最後の慟どう哭こく、作品に込こめた自らの切なる思い──と、私は思っていたんですが……そこまで重々しいものではなかったのかもしれません。もっと単純に、〝僕ぼくはここにいるから、聞きたいことがあればここに聞け〟という意味合いもあったんでしょう」

「え？　あの、それって……」

　予想外のことを言われて、ナユタは戸と惑まどった。この強いメッセージは、死を恐おそれ、せめて自らが生きた証あかしを遺のこさんとする叫さけびのように思える。

　彼かの女じよの疑問には答えず、探たん偵ていは供え物の紙し片へんにさらさらと文字を書かき綴つづった。




《　やなぎ餅もち　》




　それはヤナギの会社、矢や凪なぎ屋や竜りゆう禅ぜん堂どうを代表する全国的な銘めい菓かだった。

　八種類の味の餅もち菓が子しを詰つめ合あわせた安価な人気商品で、ほぼ誰だれもが知っている。

　供えられた紙し片へんはすぐに消え、代わりに一通の封ふう書しよが現れた。

　開かい封ふうする素そ振ぶりも見せず、クレーヴェルはこの封ふう書しよをヤナギへと手て渡わたす。

「──これは、我々よりもヤナギさんが開けるべき品です。どうぞ」

　ヤナギはかすかに震ふるえる手で、この手紙を受け取った。

　餅もちの要求とは違ちがい、文面はそれなりに長い。




【　この手紙を見つけた人へ




　この手紙は、たぶんお爺じいちゃんにしか見つけられないと思います。

　もしも違ちがう人が見つけたら──その時は、気にせず放置してください。

　以下は、お爺じいちゃんに向けた僕ぼくからの遺ゆい言ごんです。




　お爺じいちゃんへ。




　僕ぼくが言いたいことは、生きている間にもうほとんど伝えました。

　だけど、最後に一つだけ──

　繰くり返かえしになるかもしれないけれど、どうしても、心から伝えておきたいことがあります。

　お爺じいちゃんは、生まれつきの病気で長くは生きられない僕ぼくに、最高の医い療りようと最高の環かん境きようを用意してくれました。

　お爺じいちゃん達たちは僕ぼくのことを哀あわれんでくれたけれど、これはとても恵めぐまれたことで──

　世界には、まともな治ち療りようを受けられずに死んでいく人ひと達たちがたくさんいます。

　その人ひと達たちと同じように、もっと早くに死んでいたはずの僕ぼくが、この年まで生きられたのは、お爺じいちゃん達たちのおかげです。




　僕ぼくは寿じゆ命みようをもらいました。

　パソコンや端たん末まつも買ってもらいました。

　死ぬまでの猶ゆう予よ期間をもらって、いろんなことを学ぶ機会をもらいました。




　ＶＲＭＭＯの世界では友人もできました。

　スリーピング・ナイツのみんな。

　ラン、ユウキ、メリダ、ジュン、シウネー、タルケン、ノリ、テッチ──

　みんなとの思い出があるから、僕ぼくは今、自分の死を前にしても後こう悔かいはありません。




　それにこうして、大好きなゲームのクエストを最後に作ることもできました。

《百八の怪かい異い》、クエストの制作を通じて、考えたことがたくさんあります。

　制作を手伝ってくれた人工知能には、僕ぼくのプレイヤーネームを贈おくりました。

　悪戯いたずら好きな子なので、もしかしたらお爺じいちゃんを混乱させたかもしれません。




　クエストの制作は、ランとメリダも手伝ってくれたような気がします。

　二人はもういないけれど──作業をしている間、何故なぜか一いつ緒しよにいるような気がしていました。

　これから僕ぼくも二人の所にいきます。不ふ謹きん慎しんかもしれませんが、実はほんの少しだけ、楽しみです。




　ＶＲＭＭＯは、まわりの人から見たら〝たかがゲーム〟かもしれません。

　でも僕ぼくにとって、この数年間は本当に、宝物みたいな時間でした。

　それは全部、お爺じいちゃんから貰もらったものです。




　──お爺じいちゃん。

　僕ぼくに〝時間〟と〝可能性〟をくれて、ありがとう。

　何も返せるものがなくてごめんなさい。

　お爺じいちゃん達たちのおかげで、僕ぼくの人生は本当に、幸せでした。





矢や凪なぎ　清きよ文ふみ　】









　──その場に膝ひざをついたヤナギが、肩かたを震ふるわせ嗚お咽えつを繰くり返かえす。

　ナユタとコヨミが老人の背中を撫なでさする間。

　狐きつね顔がおの探たん偵ていは何も言わず、ただただ満天に輝かがやく星々をじっと見上げ続けていた。
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[image: 終章　那由他の涙]







　三月末、関東で桜が開ききった頃ころ。

　菓か子し舗ほ、矢や凪なぎ屋や竜りゆう禅ぜん堂どうの会長、矢や凪なぎ貞てい一いちの病死が報じられた。

　享きよう年ねん八十一歳さい。

　新聞各紙に小さく記事は出たものの、さして世間の話題に上ることもなく、彼かれの死は静かに受け入れられた。

　その日、デパートの地下街で買ったやなぎ餅もちを手て土産みやげに、探たん偵ていクレーヴェルは友人たる《シンカー》の事務所を訪おとずれていた。

　ＭＭＯトゥデイなるゲーム情報サイトを運営する彼かれは、かつて《アインクラッド解放軍》を率いていたＳＡＯサバイバーでもある。

　シンカーは思し慮りよ深ぶかい眼まな差ざしを端たん末まつに向けつつ、やや重い溜ため息いきを吐ついた。

「矢や凪なぎ会長が亡なくなったな……葬そう式しきには出るのかい？」

　探たん偵ていクレーヴェルは──暮くれ居い海かい世せいは、眼めを伏ふせて頷うなずく。

「もちろん。奥おく方がたにも挨あい拶さつしたいし、なにせ奇き妙みような縁えんだったからね」

　矢や凪なぎ貞てい一いちは、《幽ゆう霊れい囃ばや子し》のクリア後、さほど日をおかず昏こん睡すい状態に陥おちいった。

　それからわずか数日で──いよいよ、彼かれも天に召めされた。

　手元の端たん末まつを操作しつつ、シンカーが餅もち菓が子しを摘つまむ。

「奥おくさんからは、こちらにもわざわざ丁てい寧ねいな御お礼れいをいただいたよ。君を紹しよう介かいして正解だった」

　このシンカーが、ヤナギとクレーヴェルの仲ちゆう介かい者しやである。

　ヤナギはクエスト攻こう略りやくの協力者を探すにあたって、ＭＭＯトゥデイに広告を出していた知人の経営者に相談を持ちかけたらしい。

　そこからシンカーへと話がつながり、観光ガイド兼けん探たん偵ていのクレーヴェルへと白羽の矢が立った。

　シンカーとクレーヴェルは、かつて解放軍において共きよう闘とうした間あいだ柄がらである。

　長い付き合いというわけではない。

　終しゆう盤ばんの一時期、シンカーやユリエールの手伝いをしたことがある程度だが、むしろＳＡＯからの解放後、情報サイトを運営するシンカーと、ネットワークセキュリティの会社を新規に立ち上げたクレーヴェルとで、利害の一いつ致ちから連れん絡らくを取り合う機会が増えた。

　今回のようにシンカーを経由して回ってくる依い頼らいもあり、持ちつ持たれつの気安い関係が続いている。

「しかし、あの《幽ゆう霊れい囃ばや子し》──スリーピング・ナイツのメンバーが作ったクエストだったのか。アルヴヘイムの《絶ぜつ剣けん》については前に話したっけ？」

「ああ。えらく腕うで利ききの剣けん士しとだけ聞いている。絶ぜつ剣けんの話がここで出るということは……彼かれも？」

　シンカーが曖あい昧まいに首を傾かしげた。

「彼かれじゃなくて、彼かの女じよだ。だがお察しの通り、その子がスリーピング・ナイツのメンバーで、しかも二代目リーダーだった。ユウキという名で、友人の友人だったんだが……つい先日、亡なくなった。まだ十代半ばだったよ」

　クレーヴェルは瞑めい目もくする。

　ユウキという名のそのプレイヤーに、直接会ったことはない。そもそも主な活動の場が違ちがう。

　ザ・シードの拡散以降、各種ゲーム間でキャラクターデータをコンバートしやすくなったとはいえ、彼かの女じよの主戦場はあくまでアルヴヘイムであり、クレーヴェルはアスカ・エンパイアにほぼ常じよう駐ちゆうしていた。

「《幽ゆう霊れい囃ばや子し》のことは知らないままだったようだけれど……清きよ文ふみ君は、採用されたことを仲間に伝えなかったのかな」

　クレーヴェルは溜ため息いきを返した。

「わかる気がするけれどね。言いにくい……というよりは、言おうとも考えなかったはずだ。採用されても、配信がいつになるかはわからない。その時に自分が生きていて、仲間を連れて案内できる状態ならともかく……そうでなかったら、後のフォローも難しい。配信を待つ間に死んでしまいそうな仲間もいるとなれば、尚なお更さら、未来の話はしにくいだろう」

　現に今、《幽ゆう霊れい囃ばや子し》は調整のために一時配信停止となっている。再開はまだ未定で、早くとも五月以降にずれ込こみそうだった。

　清きよ文ふみが仲間へクエストのことを告げなかった理由は、他にも複数思いつく。

　クレーヴェルの立場では曖あい昧まいかつ勝手な推測しかできないが、たとえば「成果を自じ慢まんするようで嫌いやだった」という線も有り得る。

　若くして死んでいく仲間達たちと比して、自分だけが何か、形として遺のこせるものができたことを心苦しく感じたのかもしれない。死期の近い仲間にそんな目に見える成果を見せつけることは、見方によっては残ざん酷こくともいえる。

　その反対に、仲間達たちとの大切な思い出に比すれば、クエスト採用の成果などは霞かすんでしまう程度のものだったのかもしれない。

　あるいは──

　喜びを分かち合いたかったメンバーが、清きよ文ふみより先にもう死んでしまっていたという可能性もある。

　その上で、清きよ文ふみがクエスト内にスリーピング・ナイツの痕こん跡せきを残したのは何故なぜなのか。

　偶ぐう然ぜんに訪おとずれるかもしれない生存者や後こう輩はいのためか、あるいは記録を残しておきたいという純じゆん粋すいな欲求のためか、はたまた先に死んだ仲間達たちの慰い霊れいのためか──いずれにせよ、これ以上はもはや推測というより邪じや推すいと呼ぶべきものになる。

　一つ、はっきりしていることもある。

　あの《幽ゆう霊れい囃ばや子し》は結局、清きよ文ふみにとって〝誰だれかに誇ほこるための作品〟ではなく、「ただ何かを作りたい」という自身の願望を実現させたものだった。

　その上で祖父のヤナギが遊ぶことを想定していたのは、清きよ文ふみがヤナギの抱かかえる根深い罪悪感に気づいていたからに他ならない。

　早世する孫に、自分は何もできなかった──ヤナギはそう思いこんでいた。

　こうした誤解は、いくら言葉で否定したところで慰なぐさめのように聞こえてしまい、なかなか解けない。

　だから清きよ文ふみは、目に見える成果をヤナギの前に提示し、それを証しよう拠ことしてこの誤解を叩たたき潰つぶそうとした。

《百八の怪かい異い》のクエスト募ぼ集しゆう、そして《幽ゆう霊れい囃ばや子し》は、清きよ文ふみが抱かかえていた願望のいくつかを一度に叶かなえられる格好の素材だったのだろう。

　清きよ文ふみからの遺ゆい言ごん状じように泣なき崩くずれたヤナギの姿は、今もクレーヴェルの脳のう裏りに焼きついている。

　ヤナギの死に顔は、医者が驚おどろくほどに安らかだったらしい。

　あの《幽ゆう霊れい囃ばや子し》攻こう略りやくが彼かれの鎮ちん魂こんに役立ったのなら、それは素す直なおに喜ぶべきことだった。

　無言で思案するクレーヴェルを横目に、シンカーが餅もち菓が子しを摘つまむ。

「何を考えているのかはわからないけれど……考えすぎる癖くせは相変わらずみたいだな。相談に乗ろうか？」

「……考え事をしているように見えたかな？　ちょっとぼんやりしていただけなんだけれどね」

　会話を切り上げて、クレーヴェルは席を立った。痛くもない腹を探さぐられるのは少々面めん倒どうくさい。

「さて、ヤナギさんの件での詳しよう細さいも話し終わったし、そろそろ失礼しよう。今回はうちも儲もうけさせてもらった。また何かあったらよろしく」

「念のために確かく認にんするけど、今の話、記事にしたらまずいよな？」

　シンカーの問いに、クレーヴェルは薄うす笑わらいを返す。

「勘かん弁べんしてくれ。うちの信用問題に関わる。近いうちに、矢や凪なぎ屋やの社長さんとも会う約束をしているんだ。〝詳くわしい話を聞かせて欲ほしい〟と頼たのまれてね。表に出していい話かどうかは、その時にでも確かく認にんしよう」

　菓か子し舗ほ、矢や凪なぎ屋やの現社長は、ヤナギの息子むすこであり清きよ文ふみの父親にあたる。

　息子むすこに対してはあまり父親らしいことをできず、父親に対してはさほど親孝行もできなかったと、彼かれは電話口で後こう悔かいの念を吐と露ろしていた。

　だがクレーヴェルから見れば、ある程度は仕方ないとも感じてしまう。

　現実問題として家業を守り、家族や社員達たちを経済的に守っていくことは決して容易ではない。

　息子むすこ可か愛わいさに社員達たちを路頭に迷わせるようでは困るし、受うけ継ついだ会社を潰つぶしてしまえば親孝行どころではなくなる。

　時間が有限で体が一つしかない以上、人間のできることにはどうしても限界がある。

　シンカーの仕事場を出ようとしたところで、クレーヴェルは紙かみ袋ぶくろを手て渡わたされた。

「ほら、カナダの土産みやげだ。持って行け」

　大きくはないが、ずしりと重い。

「ありがとう。メイプルシロップか？」

「ああ。スコーンでも焼くといい。こればっかりはゲーム内じゃ渡わたせないから」

　以前に振ふる舞まったのを憶おぼえていたらしい。

「持て余すようなら、例のバイトの女子高生にでもあげてくれ。なにやらご執しゆう心しんのようだしな」

　シンカーのからかいに、クレーヴェルは失しつ笑しようを返す。

　執しゆう心しんと言われれば否定はできないが、その理由については誰だれにも話していない。

　少なくとも──あまり公言したいことでもない。

　自身の仕事場へ帰る道すがら、クレーヴェルは改めて思案を巡めぐらせる。

　件くだんの攻こう略りやく時じに、アルバイトとして雇やとったテストプレイヤー、ナユタ──

　クレーヴェルが彼かの女じよに対して抱いだく感情は、やや複雑なものだった。

　無論、惚ほれた腫はれたの話ではない。

　つい昨日、《幽ゆう霊れい囃ばや子し》の検証作業を進めていた虎とら尾おから、彼かれは妙みようなことを聞かされた。




〝私の立場で君にこんなことを教えるのは、本当はまずいんだが……テストプレイ前後のシステムログを確かく認にんしていたら、あのお嬢じようさんのログインとログアウトの痕こん跡せきについて、少し気になる点があった。しかも詳くわしく調べてみたら、ほぼ毎回で……〟




　虎とら尾おの話によれば、ナユタは決まって「別のサーバー」からアスカ・エンパイアにログインしているらしい。ログアウトする時も同様に、現実へ直接は戻もどらず、特定のサーバーを経由しているという。

　他のゲームと掛かけ持もちしていれば、前後にそちらのサーバーと行き来することはそれなりに有り得る。

　ただしこの場合、システムログに表示されるサーバーはそれぞれのゲームのものであり、何のゲームをプレイしているのか、運営側にはだいたい見当がつく。

　ナユタのログは違ちがったらしい。




〝彼かの女じよはおそらく、自宅にある個人のサーバーか、あるいは個人用のレンタルサーバーを経由してログイン、ログアウトをしている。なんのためかはわからないし、別に規約違い反はんでもないんだが……一応、君の耳にはいれておこうと思ってね〟




　要はゲームを遊ぶ前と現実へ戻もどる前に余計な一手間をいれているわけで、不可解な話ではある。

　もっともクレーヴェルは、その理由について思い当たる節があった。

　ナユタの〝櫛くし稲いな田だ〟という姓せいはそれなりに珍めずらしいが、クレーヴェルはこの姓せいを持つ者をナユタ以外に二人知っている。

　一人は、警察官としての同期であり、ナユタの兄と思おぼしき戦友、《ヤクモ》こと櫛くし稲いな田だ大だい地ち。

　彼かれはＳＡＯの中でその若すぎる命を落とした。戦せん闘とうに赴おもむく彼かれを止められなかったことは、クレーヴェルが抱かかえる後こう悔かいの最たるものといえる。

　もう一人は、警察庁情報通信局の技官、櫛くし稲いな田だ公きみ仁ひと──彼かれは大だい地ちやナユタの伯父おじにあたる。

　クレーヴェルがＳＡＯから生せい還かんした後、甥おいの死について詳くわしく知りたいと言い、わざわざ見み舞まいに来た。

　警察という組織は血けつ縁えんのつながった人材が多い。

　単純な縁えん故こ採用だけでなく、そもそも血けつ縁えん者しやゆえに身元がはっきりしているという優位性もある。

　反社会的な思想を持つ人間、極きよく端たんなことをいえば他国の工作員等が組織に潜もぐり込こむ危険性もあり、身元の確かく認にんは民間企き業ぎようよりも遥はるかに厳しい。

　また身内が関係者であれば、内情をある程度まで知る機会もあり、進路として候補にいれやすいという事情も影えい響きようしている。

　この大だい地ちの伯父おじから──クレーヴェルは、親友の死後、櫛くし稲いな田だ家に何が起きたのかを聞かされた。

　大だい地ちの死とその後の経けい緯いは警察内でも噂うわさになっており、伯父おじたる公きみ仁ひとには同情の眼まな差ざしが注がれていた。

　ナユタの不可思議なログイン履り歴れきには、おそらくこのあたりの事情が関係している。

　おめおめと生き残ったクレーヴェルにも、同どう僚りよう達たちから好こう奇きの視線は集まったが、回復後、彼かれはすぐに警察を辞やめてしまった。

　表向きの理由は適当にでっちあげた。

　警察官としてやっていく自信をなくした、自分の生き方を見つめ直したい、親友の死に衝しよう撃げきを受けた──

　どれも噓うそである。クレーヴェルはそれほど殊しゆ勝しような性格をしていない。

　彼かれが警察を退職し、零れい細さいのセキュリティ企き業ぎようを立ち上げ、探たん偵ていまがいの観光ガイドをしている本当の理由は、でっちあげた表向きの理由よりももっと馬ば鹿かげている。

　少なくとも自分ではそう自覚しているものだから、ごくごく一部の人間以外には教えていない。

　ようやく会社が軌き道どうに乗ってきたこのタイミングで、大だい地ちの妹であるナユタと出会ったことは、ただの偶ぐう然ぜんと片付けるにはあまりに因いん縁ねんじみていた。

　春の日差しはうららかだったが、気分は冴さえない。

　懐ふところで携けい帯たい電話が震ふるえた。

　着ちやく信しん欄らんには《ナユタ》の名が表示されている。

　クレーヴェルは平常心を装よそおい、道の端はしに立ち止まると電話に出た。

「……もしもし？」

『あ、探たん偵ていさん……突とつ然ぜんすみません、ナユタです。いま、お電話大だい丈じよう夫ぶですか？』

「ああ、構わないが……ヤナギさんの件かな？」

　図星だったらしく、ナユタが言葉に詰つまった。

　今、彼かの女じよがわざわざ電話をかけてくる用件といえばそれしかない。

　クレーヴェルは淡たん々たんと話し続ける。

「もし葬そう式しきに出たいなら、詳しよう細さいがわかったら連れん絡らくしよう。おそらく社しや葬そうになるから、参列者も大量にいる。我々が紛まぎれ込こんでも問題ないはずだ」

『は、はい……あの、今いま更さらですけれど、よくわかりましたね？　探たん偵ていさんは人の心でも読めるんですか？　なんかもう、洞どう察さつ力りよくを通とおり越こして神通力みたいになってますけど……』

　戸と惑まどうナユタに、クレーヴェルはわざとらしい嘆たん息そくを返した。

「実はそうなんだ──君が今、考えていることを当ててみせよう。〝この人、やっぱり頭おかしいんだ〟……だろう？」

　ナユタがしばし沈ちん黙もくした。

　やがて彼かの女じよは呆あきれたような声を寄よ越こす。

『……自じ虐ぎやく的てきというか、なんというか……とりあえず、今のはずるいです。誰だれだってそう思います』

「失敬な。ちゃんと当たっていたはずだ。それじゃ、また後で連れん絡らくする」

　早々に電話を切り、探たん偵ていは改めて深呼吸をする。

　──動どう揺ようは、悟さとられなかったはずだと思う。

〝海かい世せい、お前は人の心でも読めるのか？　洞どう察さつ力りよくってよりもう神通力だろ、それは〟

　生前の大だい地ちは、クレーヴェルがちょっとした推論を述べるたびに、よく呆あきれ声でそんなことを言っていた。

　兄妹きようだい揃そろって似たような言い回しをされると、さすがに平静ではいられない。

　澄すみ渡わたった春の青空の下した、クレーヴェルは対照的にどんよりとした気分を抱かかえ込こみ、足早に街を歩いていった。





[image: §]






　矢や凪なぎ貞てい一いちの葬そう儀ぎは盛せい大だいに執とり行おこなわれた。

　矢や凪なぎ屋やの社員や取引先は元より、交流のあった同業他社、理事を務めていた製せい菓か学校の関係者、さらには句会や茶会の知り合いなど多くの人間が訪おとずれ、天てん寿じゆを全まつとうしたこの老人を見送った。

　クレーヴェルとナユタも列に紛まぎれて焼しよう香こうを済ませ、二人は今、喪も服ふく姿すがたで境けい内だいの一いち隅ぐうに立っている。

　通行の邪じや魔まにならぬよう、敷しき地ち内ないの木こ陰かげに身を寄せ、クレーヴェルはネクタイをわずかに緩ゆるめた。

「だいぶ暑くなってきたな。そろそろ炬こ燵たつを仕し舞まうべき時期が来たようだ」

「……まだ仕し舞まってなかったんですか……ついでに、そもそも炬こ燵たつ派はだったんですか。外見的にまったく似合いません」

　クレーヴェルは鼻で笑う。

「容姿を理由に生活スタイルを決める気はさらさらない。炬こ燵たつはいいぞ。安上がりで暖だん房ぼう効率も高い上、座すわって良し寝ねて良し──布ふ団とんを外せば夏でも座ざ卓たくとして使える。あれは素す晴ばらしい」

　ナユタが軽く吹ふき出だした。

「探たん偵ていさんの狐きつね顔がおから、そんな生活感に溢あふれた言葉が出てくると違い和わ感かんしかありません。もっとこう……高層マンションの、お洒落しやれな感じの真っ白い部屋で、嫌いやみったらしくワイングラスとか傾かたむけてそうなイメージがありました」

　言葉の端はし々ばしに漂ただよう少々の棘とげは、彼かの女じよなりに気を許しているのだろうと前向きに受け取る。

「何故なぜかよく言われる。が、そういう金のかかりそうな嗜し好こうは持ち合わせていない。どちらかといえば和洋問わず古ふる臭くさいものが好きでね。うちの探たん偵てい事務所の内装もそんな感じだっただろう？」

　ナユタが頷うなずいた。

「ええ。あの事務所の雰ふん囲い気きは、私も割と好きです」

「君らには見せていないが、実は奥おくに畳たたみ敷じきの炬こ燵たつ部屋もある。仮想空間は部屋の模も様よう替がえが楽でいいな」

　ナユタが微笑ほほえんだ。葬そう儀ぎの場にふさわしい表情ではないが、何故なぜかほっとする。

「わかります。私もたまに……」

　言いい掛かけて、ナユタがふと口ごもった。

「そうだ、探たん偵ていさん。仮想空間といえば、ちょっと前に、ヤナギさんの奥おくさんとのメールで化ばけ猫ねこ茶ぢや屋やの話が出たんです。そうしたら、ぜひ行ってみたいって仰おつしやって──落ち着いた頃ころを見計らって、お誘さそいしてみませんか？」

　クレーヴェルはつい苦笑いを返す。どう波長が合ったのか、ヤナギの奥おく方がたはナユタのことをえらく気に入ったらしい。

　メールで《化ばけ猫ねこ茶ぢや屋や》の話が出た経けい緯いも、おおよそ見当がつく。

　幽ゆう霊れい囃ばや子しの攻こう略りやく成功後──清きよ文ふみからの遺ゆい言ごん状じように泣なき崩くずれてしまったヤナギを、そのまま放っておくこともできず、一行は化ばけ猫ねこ茶ぢや屋やで軽い打ち上げをした。

　ヤナギは各種甘あま味みの出で来き映ばえに驚おどろいていたが、特に豆かんの味には思うところがあったらしい。

　化ばけ猫ねこ茶ぢや屋やの豆かんには、バニラの風味が利きいた特とく殊しゆ仕様の豆が使われている。和わ菓が子しでありながら洋風でもあり、邪じや道どうといえば邪じや道どうだが、ヤナギは子供のように無む邪じや気きにおもしろがっていた。

　店を出る頃ころには、「次は家内も連れてきてやりたい」と笑い、すっかり元気を取とり戻もどしてログアウトしていった。

　──それが、ヤナギとの最後の別れとなった。

　すべての人間は、いずれ寿じゆ命みように至り死んでいく。

　クレーヴェルもナユタもコヨミも、あと数十年のうちには確実に死に至るはずで、決して他人ひと事ごとではない。清きよ文ふみのように若くして死ぬ者もいるし、不ふ慮りよの事故は毎日起き続けている。

　いざ死を目前にした時、ヤナギのように悔かい恨こんを残さず静かに死んでいける者は、幸運にして希け有うな例といえるかもしれない。

　ナユタはハンカチで目め許もとを押おさえつつ、気き丈じように笑った。

「昏こん睡すい状態に陥おちいる前、ヤナギさんったら、奥おくさんに化ばけ猫ねこ茶ぢや屋やのことをすごく楽しそうに話していたみたいで……〝あんまり自じ慢まんげに話すものだから、自分も行ってみたくなった〟って──寿す々ず花かさん、敵と戦ったり歩き回ったりするのは嫌いやだからって、ゲームには興味なかったらしいんですけれど、甘あま味み処どころは大好きなんだそうです。その時は探たん偵ていさんもぜひご一いつ緒しよに、って」

「──まあ、今回は報ほう酬しゆうを過分に貰もらってしまったから、それくらいのアフターサービスは問題ないけれど……あのご婦人、私と君の仲を邪じや推すいする気満々なのが困り物だ。誤解はきちんと解いておいてくれ。私が逮たい捕ほされると会社が傾かたむく」

　もちろん冗じよう談だんではある。が、喪も服ふく姿すがたのナユタは学生には見えず、少々洒落しやれにならない。

「それがきちんとわかっている探たん偵ていさんなら、間ま違ちがいを起こすことはないと思いますけれど……私の外見、そんなに魅み力りよく的てきですか？」

　探たん偵ていの冗じよう談だんに対たい抗こうして、ナユタもそんな冗じよう談だんを返してきた。本気で言っているわけではないと口調でわかるが、小こ悪あく魔まじみた危あやうさは否定できない。

「その問いは、どう答えても私が不利な状じよう況きように陥おちいる悪あく魔まの問いだ。肯こう定ていすれば危険人物扱あつかいだし、否定すれば女性に対する失礼な暴言になってしまう。黙もく秘ひ権けんを行使しよう」

　ナユタが呆あきれた様子でハンカチをバッグに仕し舞まった。

「はあ……男の人って大変ですね。もっと素す直なおに〝ガキには興味ない〟ぐらい言っちゃってもいいと思いますよ？」

　本人はまだ子供のつもりだったらしい。

　クレーヴェルはつい目め許もとを押おさえる。

「やめよう。どう転がってもこの話題、不毛なものにしかなりそうもない……ん。出しゆつ棺かんだな」

　人々が居並ぶ斎さい場じようから棺ひつぎが運び出され、霊れい柩きゆう車しやへと納まった。

　クレーヴェルとナユタも葬そう列れつに並び、弔ちよう鐘しようが響ひびく中、合がつ掌しようで車を見送る。

　親族をはじめ、よほど近しい人々以外は火か葬そう場ばまでは同行しない。クレーヴェルとナユタも、今日の予定はここまでだった。

「さて、と──探たん偵ていさん、お昼でも食べて帰りませんか？」

「それもいいが……君、この後に何か予定はあるかな？　もしなければ、少し話したいこともあるし、付き合ってほしい場所がある」

　クレーヴェルは車のキーを見せた。

　二人きりだけに断られることも想定していたが、ナユタはあっさりと頷うなずく。

「構いません。たぶん──〝兄〟のことですよね？」

　内心で、ぎくりとした。

　特にそれらしいヒントを伝えたつもりはない。

「驚おどろいたな……いつ、気づいた？」

　ナユタは怜れい悧りな眼まな差ざしで探たん偵ていを見つめた。

「──探たん偵ていさんがＳＡＯサバイバーだと話してくれた時点で、〝もしかしたらゲーム内の兄を知っているかもしれない〟とは思いました。その後、アルバイトの契けい約やく書しよに書いた私の本名を見て、探たん偵ていさん、顔色を変えましたよね？　それで、数日前に──探たん偵ていさんからいただいた名めい刺しを、警察庁の伯父おじに見せました。暮くれ居いさんのこと、とても優ゆう秀しゆうな警察官になるはずだったのにって、惜おしんでいましたよ」

　探たん偵ていは肩かたをすくめるしかない。甘あまく見ていたつもりはないが、彼かの女じよはクレーヴェルの予想以上に鋭するどい感覚を持っていた。

　クレーヴェルは、彼かの女じよの伯父おじに多くのことを率そつ直ちよくに話している。

　つまり伯父おじの口から、彼かの女じよも多くのことを聞かされていると見ていい。

「伯父おじさんのお言葉は社交辞令だろうけれど……もう私の素す性じようを知っているなら話は早い。先日の《幽ゆう霊れい囃ばや子し》で、私の前に出てきたのは──君の兄、〝櫛くし稲いな田だ大だい地ち〟だった。あれは幽ゆう霊れいじゃなかったけれど、これも何かのきっかけだろう。奴やつの墓参りに行きたいんだが、付き合ってくれないか？」

　ナユタは神しん妙みように頷うなずいた。

　その後の車中、二人の間に会話はほとんどなかった。

　気まずさゆえの沈ちん黙もくではない。

　むしろ逆に、互たがいの事情を細かに把は握あくしているがゆえの、苦にならない沈ちん黙もくだった。

　話すべきことを、探すまでもなく──

　クレーヴェルの運転する車は、ナユタの兄が眠ねむる霊れい園えんへ確実に近づいていった。
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　四角い墓石の前に立たち尽つくし、ナユタはぽつりと呟つぶやいた。

「私、ここにはあんまり来ないんです。法事の時くらいしか」

「それでいい。若い身空で墓地に通かよい詰つめるなんてのは、あまりいい趣しゆ味みじゃない」

　用意してきた線せん香こうに火を灯ともし、クレーヴェルは墓前に手をあわせた。

　彼かれは幽ゆう霊れいも霊れい魂こんも信じてはいない。だが、故人に対する親愛の情は持ち合わせている。

　ナユタは手も合わせず、クレーヴェルの背後に立ち、ぼんやりと春の空を見上げていた。

　視界に桜の木はないが、どこか近くで咲さいているのか、散った花はな弁びらが周囲にぽつぽつと落ちている。

「……まずは君に、謝あやまらないといけない。私は──大だい地ちを、現実世界に連れて帰ることができなかった」

　ナユタがかすかに笑った。表情に覇は気きはなく、眸ひとみはややうつろに転じている。

「お兄ちゃん、頑がん固こでしたから。探たん偵ていさんがいくら止めても……言うことなんてきかなかったでしょう？」

「……頑がん固こで血けつ気き盛さかんだからこそ、仮に止められるとしたら友人の私しかいなかった。縛しばり付つけるなり、罠わなにかけて牢ろう屋や送りにするなり、方法自体はあったようにも思う。あるいは、あの馬ば鹿かな上官を先に失しつ脚きやくさせておけば──」

「……やめてください」

　背後で、ナユタがかすれそうな声を絞しぼり出だした。

「お願いですから、やめてください──兄のことは、どうしようもない事故だったんです。今いま更さら、回かい避ひできる可能性があったなんて言われても……そっちのほうが残ざん酷こくじゃないですか。せっかく……せっかく〝仕方のないことだったんだ〟って割り切ったのに……」

　──事実、仕方のないことではある。

　クレーヴェルとて予知能力者ではない。人の運命などわからないし、後から悔くやんでどうこうなる問題でもない。

　大だい地ちの死に対して、クレーヴェルとナユタはそれぞれ別の方法で向き合った。

　クレーヴェルは、事件の首しゆ謀ぼう者しやたる《茅かや場ば晶あき彦ひこ》を恨うらみ、彼かれを憎ぞう悪おすることで親友の死を復ふく讐しゆうの対象とした。

　一方でナユタは、自身の感情を〝麻ま痺ひさせる〟ことで、肉親の喪そう失しつ感かんを誤ご魔ま化かした。

《百八の怪かい異い》を少しも恐おそれない彼かの女じよの感性は、半ば壊こわれかけている。怖こわいものを怖こわいと認め、その上で立ち向かうのが勇気だとすれば、怖こわいものを怖こわいと感じられず、日常と同様に受け流してしまうのはただの惰だ性せいだった。

　だが──

　そうした惰だ性せいは時に、精神を守るための麻ま酔すいともなる。

　ナユタの精神は麻ま酔すいを必要としていた。

　クレーヴェルは深く息を吐はき、彼かの女じよに向き直る。

「すまない。無神経なことを言った。だが──私は、大だい地ちの死を〝仕方のないこと〟で済ませたくはなかったんだ。君にとってはそれでいい。なにせ現場にいなかったわけだから、手出しも口出しもしようがない。だが、私は──現場にいた。彼かれが死んだ戦場に立ち会ったわけではないけれど、少なくとも同じ世界にいて、頻ひん繁ぱんに会える状態だった。君と私とでは前提条件が違ちがう。少なくとも──私には行動の選せん択たく肢しがあったし、後こう悔かいもある」

　喪も服ふく姿すがたのナユタが、じっと探たん偵ていを見つめた。

「……行動の選せん択たく肢しっていったって……何をどう後こう悔かいしたところで、今いま更さら、結果が変わるわけじゃありません。兄は死んだんです。どんなに考えたところで、生き返ったりはしません」

　声は震ふるえていた。

　彼かの女じよも理性では理解している。ただ、感情の整理が追いついていない。

　兄の死後──

　彼かの女じよの身に起きたことは、理り不ふ尽じんに過ぎる。

　それを断だん片ぺん的てきにでも知っているからこそ、何もできないことを承知で、クレーヴェルは言わずにはいられない。

「……そうだな。確かに今いま更さら、結果は変わらない。死んだ者は生き返らない。おためごかしを言うようで本当は嫌いやなんだが──死は誰だれにでも訪おとずれる。ヤナギさんも、清きよ文ふみ氏も、そして大だい地ちや他の人々も、結果として死を迎むかえた。私や君だっていずれ寿じゆ命みようが尽つきるだろうし、不ふ吉きつなことをいえば近日中に不ふ慮りよの事故が起きるかもしれない。だからこそ──私は、死ぬ時に後こう悔かいしない生き方をしようと決めた。警察をやめて会社を立ち上げたのも、そういう事情だ」

　クレーヴェルの言葉に込こめられた懺ざん悔げの響ひびきを敏びん感かんに感じ取り、ナユタが身を強こわばらせた。

　探たん偵ていは友人の墓前で淡たん々たんと話し続ける。

「フルダイブを前提としたＶＲ技術と周辺環かん境きようは、発展が急速すぎたせいで法整備が遅おくれている。警察の今の態勢では介かい入にゆうどころか状じよう況きよう調査すら難しい。かといって、警察組織に属したままで私がそれを行うのは無理があった。端はたから見たらゲームで遊んでいるだけだろうし、特とく殊しゆなケースを除いて、囮おとり捜そう査さも満足に認められていない」

　ナユタが曖あい昧まいに頷うなずく。

　このあたりの事情は、警察一家で育った彼かの女じよなら理解していても不思議はない。

「そもそもＶＲ空間をどう扱あつかったらいいのか、今はまだ警察側でも対応に迷っている。さらには《ザ・シード》の拡散以降、非合法のカジノどころか肉体を介かいさない売春、脳内麻ま薬やくの分ぶん泌ぴつを促うながす電でん脳のう麻ま薬やくなんて類たぐいの、新しん機き軸じくの犯罪も垣かい間ま見みえてきた。おまけにテロリストや新興宗教による人材の勧かん誘ゆう、兵士としての教育、洗脳まで……いずれも反社会的な組織の資金源、人材供給源になり得るが、現行の法整備ではその捜そう査さすら難しい。うちの会社は──そうした犯罪行こう為いの情報を警察の代わりに収集し、民間の協力者という形で通報、捜そう査さのサポートにつなげることを裏の目的にしている。この役目にまともな報ほう酬しゆうは発生しないから、儲もうけは別の業務で出さないとやっていけないけれどね」

　ナユタが眉まゆをひそめた。

「警察に失望して……ＶＲ空間の自警団をわざわざ立ち上げたってことですか？」

「少し違ちがう。自警団は実力行使に出ることもあるだろうが、うちはあくまで情報収集と助言だけのサポート役だ。警察に失望したわけでもない。彼かれらの組織力は頼たよりになる。ただ──私個人が自分勝手な真似まねをするには、明らかに向かない居場所だった」

　クレーヴェルは眼めを伏ふせる。

「……実のところね。これはアインクラッドで、大だい地ちと冗じよう談だん混じりに話していたことなんだ。採用早々、あんな空間に閉じこめられて無断欠勤を重ねて、もしこれで警察をクビになったら自じ分ぶん達たちで会社でも立ち上げようか、って……あの馬ば鹿か野や郎ろう、肝かん心じんの仕事を私に押おしつけて、自分はあの世で悠ゆう々ゆう自じ適てきだ。いずれ向こうで文句を言ってやる」

　思い出話に区切りをつけて、クレーヴェルは墓前をナユタに譲ゆずった。

「──君も彼かれと話すといい。私はこのあたりを一周してくる。帰りがけに近所で昼食といこう」

　クレーヴェルは脱ぬいだ背広を肩かたに担かつぎ、振ふり返かえらずに歩き出した。

　背後のナユタはおそらく泣いている。

　その傍そばに寄より添そう役割を、今は親友に譲ゆずり──

　探たん偵ていは独り、目的地もなく墓石の森に歩を進めた。
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　帰宅した時、ナユタが暮らすワンルームマンションには誰だれの気配もなかった。

　高校に近いこの部屋は、卒業までという約束で伯父おじが借りてくれた。

　大学はなるべく学がく生せい寮りようのあるところへ進むつもりだが、こればかりは合否に左右される。別の部屋を借りる分には支障ないと伯父おじは言ってくれたが、なるべく手間をかけたくない。

　昼食は探たん偵ていにおごってもらったため、彼かの女じよは喪も服ふくから部屋着へ着き替がえると、浴よく槽そうのタイマーだけをセットして、すぐに《アミュスフィア》を装着した。

　狭せまい部屋で存在感を示すベッドに横たわり、眼めを閉じて大きく深呼吸──

　やがて脳へ電気信号が伝わり、彼かの女じよの意識は仮想空間へとつながる。

　そこは《アスカ・エンパイア》──ではない。

　白と黒を基調に整理整せい頓とんされた、飾かざり気けのない見慣れた寝しん室しつである。

　ベッドの上に置かれた巨きよ大だいな黒くろ猫ねこのぬいぐるみは、子供の頃ころに可か愛わいがっていたものだが、本物は古くなって捨ててしまった。

　それをずっと後こう悔かいしていたが、今はこうして仮想空間に再現できている。

　壁かべの書しよ棚だなには、これまでに買った電子書しよ籍せきを本ほん棚だな風ふうに詰つめ込こんだ。

　机に置いたパソコンはＶＲ空間から各種の作業を行うためのもので、クレーヴェルも同じシステムを探たん偵てい事務所で使っていた。

　コヨミはその存在を知らなかったようだが、《ザ・シード》を快適に使う上ではほぼ必ひつ須すといってもいい便利なツールとなっている。

　ベッドから身を起こしたナユタは、いつものように居間へと移動した。

　そこでは父と兄が将しよう棋ぎを指している。

　今日は兄の方が優勢らしい。十回中二回程度は見る光景だった。

「お兄ちゃん、今日は非番？」

　ナユタはキーワードを口にする。

「……非番じゃないのに親父おやじと将しよう棋ぎなんか指してたらまずいだろ」

　兄は呆あきれた口調で決まった言葉を返す。

　ナユタは寂さびしげな微び笑しようとともに、自身が設定したパターンのやりとりを再現していく。

　アイランドキッチンから顔を覗のぞかせた母親が、ほがらかな声を寄よ越こす。

「非番なのにデートの予定もなくお父さんと将しよう棋ぎを指しているのも、それなりにまずいんじゃないかしら？　優ゆ里り菜なが彼かれ氏しとか連れてきたらお父さんは卒そつ倒とうしそうだけど、お兄ちゃんが彼かの女じよを連れてくる分には大だい歓かん迎げいよ？」

「……優ゆ里り菜な。念のために聞くけど、そういう相手はまだいない……よな？」

「いたら貴重な春休みをゲームなんかに費ついやしてるわけないだろ。ほら、親父おやじ。王手」

「ああっ……お前、そこに桂けい馬まはないだろ……うう、飛車と交こう換かんか……」

　──ナユタは黙だまって、動くアルバムのような家族を見つめる。

　両親が死んだ時のことを、彼かの女じよはよく憶おぼえていない。

　ＳＡＯに囚とらわれていた兄の死は、長きにわたる心労で疲ひ弊へいしていた両親を、さらなる絶望に叩たたき落おとした。

　兄の葬そう儀ぎの準備中、車を運転していた父は憔しよう悴すいのあまり、助手席に母を、後部座席にナユタを乗せた状態で大事故を起こした。

　父と母は即そく死し、ナユタは一命を取り留めたものの、一ヶ月ほど昏こん睡すい状態に陥おちいり、目が覚めた時にはもう両親の葬そう儀ぎも終わった後だった。

　久々に会った伯父おじは、ひどくやつれていた。

　その前後のことは、本当に何も憶おぼえていない。

　──おそらく、脳が現実を拒きよ絶ぜつしていたのだと思う。

　両親の死に実感がもてないまま、ナユタは独りになった。

　伯父おじの家で暮らすという案もあったが、部屋は足りず年の近い従兄弟いとこもおり、迷めい惑わくはかけられなかった。

　何より、他の家族の姿を間近で見続けることに、耐たえられる気がしなかった。

　仮想空間に構築した居間に腰こし掛かけ、ナユタはぼんやりと、作り物の家族を見つめる。

　彼かれらは決まったパターンの受け答えしかしない。ただ、家族の日常会話の多くは、意外にそれで成り立ってしまう。

　いってらっしゃい、いってきます、ただいま、おかえりなさい、おはよう、おやすみ、お風ふ呂ろがわいた──

　母親の台詞せりふを現実空間の風ふ呂ろのタイマーに連動させたりと、細かな設定も増やしていった。

　繰くり返かえしではあるが、今ではほぼ以前の日常生活を再現できている。

　すべては幽ゆう霊れいですらないただの虚きよ像ぞう──そんなことは、作った本人が一番よくわかっていた。

　それでも、もっとも精神的に危あやうかった時期、崩くずれ落おちそうなナユタをこの空間が支えてくれたことは間ま違ちがいない。

　こうして触ふれあえる家族の姿がなければ、彼かの女じよは今いま頃ごろ、自ら命を絶っていた。

　良よし悪あしの問題ではなく、人には逃にげ道みちが必要な時期がある。

　ナユタは眼めを閉じ、深呼吸をする。

　──クレーヴェルには、この状じよう況きようを気づかれたかもしれない。

　兄と、そして両親も眠ねむる墓へ連れて行かれた時、ナユタは言外に、〝君の家族はここにいる〟と言われた気がした。

　それでいてクレーヴェルは、ナユタを問とい詰つめるような真似まねはしなかった。

　その理由をナユタは考える。

　気き遣づかいとは違ちがう気がする。確信が持てずに誤ご魔ま化かした、とも思えない。

　おそらくナユタ以外にも、《ザ・シード》をこうした用よう途とに活用している人々がいるのだろう。

　そしてクレーヴェル自身、その是ぜ非ひを判断しかねている。

　健全なこととは言い難がたい。しかし、これを必要としている人々が実際にいる。

　程度の差はあれ、人は依い存ぞんする生き物である。

　家族に依い存ぞんし、友人に依い存そんし、会社や学校、国家に依い存そんし、食料に依い存ぞんし、空気に依い存そんし、地球に依い存そんしている。

　その依い存そん先さきの一つに仮想空間が加わっただけのことで、結局は程度問題ということになるのだろう。

　居間に設置したタブレット型のツールに、メッセージが届いた。

　発信者はコヨミらしい。




【　なゆさん、お葬そう式しきどうだった？　探たん偵ていさんに悪戯いたずらされてない？　今日は残業なんだけど、明日の夜あたり、暇ひまだったら化ばけ猫ねこ茶ぢや屋やで詳くわしい話聞かせて！　】




　ナユタはくすりと笑えみを漏もらす。

　コヨミの明るさには、これまでも救われてきた。

　彼かの女じよはナユタに〝もっと甘あまえろ〟と言ったが、本人が気づいていないだけで、ナユタはコヨミにかなり甘あまえている。

　目に見える形ではないかもしれないが、この事実は否定しようがない。




【　もう自宅に戻もどりました。探たん偵ていさんとはいろいろあったので……詳くわしいことは明日、ゲーム内でお話しします　】




　兄や家族のことも、今ならコヨミに話せそうな気がした。

　メッセージの返信を済ませ、ナユタは眼めを閉じる。

　──思うところはいろいろある。

　仮想空間の家族に、これまで助けられてきたことも間ま違ちがいない。

　ただ──いつまでも、このままでいいとも思っていない。

　ナユタは大きく深呼吸をして、家族に背を向ける。

（そろそろ……大だい丈じよう夫ぶ、かな──）

　探たん偵ていのおかげで、両親と兄の墓参りもできた。

「優ゆ里り菜な、どこか出かけるの？」

　人工知能の母が声を寄よ越こした。

「……うん。ちょっとね」

　曖あい昧まいな返事をしつつ、ナユタは振ふり返かえる。

　家族の像が少しぼやけた。

「お母さん、お父さん、お兄ちゃん……私、もうなるべくここには来ないようにするね。ほんとのお母さん達たちに、あんまり心配かけるわけにもいかないし──」

　タブレット型のツールから、ログアウトのボタンへと指を滑すべらせる。

　押おす前に少しだけ、逡しゆん巡じゆんが生まれた。

　輪りん郭かくのぼやけた母親が頷うなずく。

「……そう。じゃあ、いってらっしゃい。体に気をつけて」

　父が気弱げに微笑ほほえむ。

「……つらいことがあったら、気楽に戻もどってこいよ」

　隣となりに歩み寄った兄の大だい地ちが、躊躇ためらうナユタの手を上から押おした。

「俺おれ達たちはいつでも──ここにいるから」

　囁ささやくような優やさしい声の終わりに、ぷつりと視界が途と切ぎれる。




　──仮想空間とのリンクが切れ、ナユタはワンルームの小さなベッドで眼めを開けた。

　窓から差さし込こむ夕暮れの日差しが、天てん井じようを鮮あざやかなオレンジ色に染めている。

　ぼんやりとした手つきでアミュスフィアを外しながら──

　彼かの女じよはしばし、魂たましいが抜ぬけたように天てん井じようを見つめていた。

　虚きよ像ぞうの家族が発した、最後の言葉──
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（……あんな台詞せりふ……私……登録、したっけ……？）

　登録したなら、忘れるはずはない──にも拘かかわらず、心当たりはない。

　戸と惑まどいが去らないうちに、枕まくら元もとで携けい帯たい電話が鳴り出した。

　着ちやく信しん欄らんにはコヨミの名が表示されている。

「……はい、ナユタです」

『なゆさん！　大だい丈じよう夫ぶ!?　あの化け狐きつねに何かされた!?』

　開口一番、コヨミの慌あわてふためく声がけたたましく響ひびいた。

　どうやら先ほどのメッセージで何か勘かん違ちがいをさせてしまったらしい。

「あ。あの、コヨミさん……」

　ナユタの弁解を待たずに、コヨミが電話口でまくし立てる。

『何があったかわかんないけど、私はなゆさんの味方だから！　必要だったら会社すっぽかしてでもそっち行くし、逆にこっち来てくれてもいいし！　とにかくなんでも頼たよってくれていいから、詳くわしい事情を……って、あれ？　……な、なゆさん……？　もしかして……泣いてる……？』

　──知らず知らず、ナユタの頰ほおには涙なみだがつたっていた。

　気配を察した電話口のコヨミが、いよいよ慌あわてだす。

『ど、どうしたの!?　いったい何が!?　探たん偵ていさん沈しずめたほうがいい？　バラす？　打ち首獄ごく門もん？　と、とにかく泣きやんで！　あああ電話じゃラチあかねー！　私、会社早退するから、三十分後に化ばけ猫ねこ茶ぢや屋や来れる!?　課長ごめん残業やっぱ無理ぃー！　おうちかえるぅー！』

　必死でなだめにかかるコヨミの声を聞きながら、ナユタは今、ようやく〝家族の死〟に向き合いつつあった。

　滂ぼう沱だと溢あふれる涙なみだを袖そで口ぐちで押おさえ、声にならない嗚お咽えつを漏もらし──

　やがて彼かの女じよは、子供のように泣きじゃくりはじめる。




　遠い昔に何処どこかで聞いた祭り囃ばや子しが、ふと。

　ナユタの耳元を、かすめて消えた。








終













あとがき






　この小説の舞台となっている《アスカ・エンパイア》は、マザーズ・ロザリオの中心人物、ユウキが最初にプレイしていたＶＲＭＭＯです。

　川かわ原はら先生のＳＡＯ本編にはほとんど登場していないマイナーなタイトルではあるのですが、ＤＶＤの特典小説『Ｓｉｓｔｅｒ[image: ]　Ｐｒａｙｅｒ』ではこのゲームを舞台として、ユウキとその姉のランに焦しよう点てんが当たり、スリーピングナイツ設立前の一いち幕まくが描かれていました。

　今回、執しつ筆ぴつに至った経けい緯いとしては、「ザ・シードの拡かく散さんに伴ともなって世に出た、ＡＬＯやＧＧＯ以外のゲームを舞台にした一編を書いてみませんか」というお誘いが最初にあり──そこで、「できれば和風ファンタジーの世界観でやりたいです！」と提案したところ、担当氏から「それならちょうどアスカ・エンパイアというタイトルが！」と教えていただき、とんとん拍子に内容が決まっていった次し第だい。




　そんなわけで、あまり原作に登場していないゲームなのをいいことに、今回はかなり自由気ままに好き勝手書かせていただいた感があります。なんだかすみません。

　いい感じに監修していただいた川かわ原はら先生、三み木き氏、スタッフの方々に、まずは厚あつく御お礼れいを申し上げます。

　こうしたスピンオフ（？）企画に混まぜていただいたこと自体が初めてだったもので、自分にとっても試行錯さく誤ごの中、いい経験になりました。特にこれまで、ＶＲＭＭＯ物に興味はあれど書く機会がなかなかなかったもので、こうしてその機会をいただけたことにも感謝しています。

　ついでにマザーズ・ロザリオ編でボロ泣きした自分としては、「スリーピング・ナイツ」に絡むエピソードを書けたことも恐きよう縮しゆくながら嬉しいところで──ネタバレになるのでこのあたりはあまり詳しく書けませんが、諸もろ々もろ、ありがとうございました。




　また、電撃文庫マガジン掲載時から、素す敵てきな挿し絵を描いてくださったぎん太た先生にもこの場で御礼を！

　女性キャラの可愛さはもちろん、探偵クレーヴェルの「妖あやしい狐きつねっぽさ」がなんとも見事な出来映えで、書く側にとっても印象深い登場人物になりました。

　印象深ぶかいといえば、コヨミもプロットの時点ではもっとチョイ役になるはずだったのですが──デザインラフが上がってきた瞬間に、ほぼメインキャラへ昇格したような気がします。一話の時点では作中の描写がほとんどなく、デザインもほぼ丸投げ状態だったのですが、いただいたイラストがまさにコヨミそのもので感かん動どう物ものでした。こういう瞬間はやはり楽しいです。




　さて、世間ではいよいよＶＲ関係の機き器きも出で揃そろい始め、さすがにＳＡＯのようなフルダイブは無理としても、今後の発展が気になる状況になってきました。

　個人的には、家庭のソファに座ったまま見られるＶＲプラネタリウムや、車しや窓そうの景け色しきを眺められる既き存ぞんの鉄道or銀河鉄道の旅、仰向けに寝た状態からの疑ぎ似じスカイダイビングといったゲーム以外のコンテンツにも期待しているのですが、そうはいってもやはりメインはゲームへの活用なはずで、特にホラーゲームとの親和性は高そうだなあと楽しみにしています。

　深夜の森を徘はい徊かいし、寂さびれた神社に迷い込み、鳥とり居いをくぐるとその先は──

　異界と化した廃はい病院に閉じこめられ、脱出を志こころざすも廊下はループし、やがて目の前には異い形ぎようの化け物が──

　みたいなノリに期待しつつ、いずれＶＲ機器が普及すると、あのディスプレイから手が伸びてきてそのまま使用者の眼がん球きゆうを云々、みたいなネタも出てくるのだろうなあと思うと、なにやら微妙な冷や汗を覚えます。やだこわい。

　……念のために弁解しておきますが、自分はホラーは嫌いです。ただ「嫌い嫌いも好きのうち」のほうの「嫌い」なので、我ながら距離感が悩ましく、《百八の怪異》みたいなイベントがあったらほいほい飛びつくのは間違いなさそうです。




　そんな作者の願望も込めた《アスカ・エンパイア》の一幕──

　わずかばかりでも楽しんでいただければ、幸甚に思います。





２０１６年　秋　渡わた瀬せ草そう一いち郎ろう
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渡わた瀬せ草そう一いち郎ろう

昭和五十三年型横浜製。「がっつり睨まれてる……狩られる！」と戦慄していたところ、「猫が尻尾を体に巻き付けるのはリラックスの証」とのネット情報を得ました。どうやら休憩の邪魔をしてしまったようで申し訳ない限りです。それはそれとしてモフりたい。
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イラスト／ぎん太た

ライトノベルの挿絵等で活動中。絵師[image: ]人展06に参加。電撃文庫「モブ恋」ファミ通文庫「元・竜砲騎士マデリーンの転職」など。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「渡瀬草一郎先生」係

「ぎん太先生」係
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文庫収録にあたり、加筆、訂正しています。
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